
宗教文化学科
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文学部宗教文化学科カリキュラムマップ

文学部宗教文化学科

愛知学院大学文学部宗教文化学科では、建学の精神を背景に、宗教文化に関する教育と研究を通じて養われた広い視野でグローバル社会に対応し、現代社会を生きぬく智

慧と思いやりのある人間性を兼ね備え、社会に貢献できると判定した者に、学位を授与します。具体的には、以下の５つの力を判定します。

文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

教養セミナー「学問

の発見」Ⅰ

B132-841-01

教員の専門性を生かしながら、

学生の学びへの姿勢を喚起させ

る。そのため、愛知学院大学教

養部が編纂した教養セミナーハ

ンドブック第Ⅰ部『大学で学ぶ

ために』を共通テキストとして

使用する。

リベラル・アーツへの目覚めを

喚起し、高校までの受動的な学

習形態から、大学での能動的な

学習形態へ導き、大学で学ぶた

めの心構えを意識させることを

目標とする。

○ ○ △ △

教養セミナー「学問

の発見」Ⅱ

B132-841-02

教員の専門性を生かしながら、

学生の学びへの姿勢を喚起させ

る。そのため、愛知学院大学教

養部が編纂した教養セミナーハ

ンドブック第Ⅰ部『大学で学ぶ

ために』を共通テキストとして

使用する。

リベラル・アーツへの目覚めを

喚起し、高校までの受動的な学

習形態から、大学での能動的な

学習形態へ導き、大学で学ぶた

めの心構えを意識させることを

目標とする。

○ ○ △ △

教養セミナー「学問

の発見」Ⅲ

B232-841-03

「教養セミナーⅠ・Ⅱ」の発展系

の授業として「学問の発見」をよ

り深く考える科目であり、各担

当教員の専門性を活かした形で

の授業として少人数のセミナー

形式で授業が行われる。

各担当教員による幅広い分野の

専門性を活かした科目として、

学問に対する好奇心や探究心な

どをより一層高めることを目標

とする。

○ ○ △ △

教養セミナー「学問

の発見」Ⅳ

B232-841-04

「教養セミナーⅠ・Ⅱ」の発展系

の授業として「学問の発見」をよ

り深く考える科目であり、各担

当教員の専門性を活かした形で

の授業として少人数のセミナー

形式で授業が行われる。

各担当教員による幅広い分野の

専門性を活かした科目として、

学問に対する好奇心や探究心な

どをより一層高めることを目標

とする。

○ ○ △ △

心理学Ⅰ

B131-285-01

心理学は、心の営みを科学的に

解明しようとする学問分野で、

認知、生理、発達、教育、社会、

臨床など様々な領域から成り

立っている。各領域の代表的な

知見に触れながら、基本的な心

の仕組みと働きを学ぶ。

様々な実証的研究知見に基づ

き、心の仕組みや働きを理解し、

自己の心の働きや行動について

内省したり、自己や他者の心の

働きに関心を向けたりすること

により、良好な人間関係を構築

できるようになること。

○ ○ △ △

心理学Ⅱ

B131-285-02

心理学は、心の営みを科学的に

解明しようとする学問分野で、

認知、生理、発達、教育、社会、

臨床など様々な領域から成り

立っている。各領域の代表的な

知見に触れながら、基本的な心

の仕組みと働きを学ぶ。

様々な実証的研究知見に基づ

き、心の仕組みや働きを理解し、

自己の心の働きや行動について

内省したり、自己や他者の心の

働きに関心を向けたりすること

により、良好な人間関係を構築

できるようになること。

○ ○ △ △

カリキュラムマップ
カリキュラムマップとは、授業科目と教育目標の関係を示した表のことで、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）
に基づき、各科目が卒業するまでに身につける能力のどの項目と関連するかを示しています。
このカリキュラムマップにより、学修内容の順次性や科目間の関連性が一目でわかり、自らの学修内容を容易に把握することがで
きます。
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

哲学Ⅰ

B131-111-01

哲学史、倫理学、社会哲学、科

学哲学、等々、哲学という広範

な学問領域の中から分野を絞り

込んで概説する。各々の分野を

通して、哲学という学問一般に

特徴的な思考様式や方法論の理

解・習得を目指す。

言葉＝ロゴスによる説得という

哲学的な思考様式の特徴を理解

すると同時に、その思考様式を

身の周りの具体的な問題に適応

できる応用力を養う。

○ ○ △

哲学Ⅱ

B131-111-02

哲学史、倫理学、社会哲学、科

学哲学、等々、哲学という広範

な学問領域の中から分野を絞り

込んで概説する。各々の分野を

通して、哲学という学問一般に

特徴的な思考様式や方法論の理

解・習得を目指す。

言葉＝ロゴスによる説得という

哲学的な思考様式の特徴を理解

すると同時に、その思考様式を

身の周りの具体的な問題に適応

できる応用力を養う。

○ ○ △

論理学Ⅰ

B131-111-11

現代記号論理学を中心に、命題

論理と述語論理の基礎を学ぶと

同時に、それを一つの素地にし

て形成された言語哲学やクリ

ティカル・シンキングといった、

発展的・実践的分野についても

一定の理解を得る。

命題論理と述語論理の基本とな

る考え方を学んで、人間の思考

における論理の役割を理解する

と同時に、問題演習等を通して

論理的な推論実践の技術を磨

く。

○ △

論理学Ⅱ

B131-111-12

現代記号論理学を中心に、命題

論理と述語論理の基礎を学ぶと

同時に、それを一つの素地にし

て形成された言語哲学やクリ

ティカル・シンキングといった、

発展的・実践的分野についても

一定の理解を得る。

命題論理と述語論理の基本とな

る考え方を学んで、人間の思考

における論理の役割を理解する

と同時に、問題演習等を通して

論理的な推論実践の技術を磨

く。

○ △

文学Ⅰ

B131-135-01

日本語・日本文学について歴史

的・文化的・社会的側面から解説

し、様々な言語事象の背後にあ

る原理や、古今の文学作品に描

かれている諸問題について、受

講生が新たな視点で理解できる

よう指導する。

日本語・日本文学に関する基礎

学力、日本文化をはじめとする

多様なものごとを論理的に分析

する力、多様な文化及び価値観

について自発的に課題を立てて

考える力、を修得することを目

標とする。

○ ○ △ △ △

文学Ⅱ

B131-135-02

日本語・日本文学について歴史

的・文化的・社会的側面から解説

し、様々な言語事象の背後にあ

る原理や、古今の文学作品に描

かれている諸問題について、受

講生が新たな視点で理解できる

よう指導する。

日本語・日本文学に関する基礎

学力、日本文化をはじめとする

多様なものごとを論理的に分析

する力、多様な文化及び価値観

について自発的に課題を立てて

考える力、を修得することを目

標とする。

○ ○ △ △ △

美術Ⅰ

B-131-116-01

美術の歴史、人物、環境等を通

し現代社会の美術の見方、考え

方を学び美術の基本姿勢を修得

させていく。

美術の基本的な姿勢や見方を修

得する。個々の美術観を築き表

現法を見い出していく。

○ △ △

美術Ⅱ

B131-116-02

美術の基本理念に基づき多様に

広がる美術事情を探り自己の美

意識を広げ表現力を高めてい

く。

美術の理念を深め自己の造形に

表現力を加え、美術の基礎の確

立を計る。

○ △ △

法学Ⅰ

B131-211-01

法学全般の基礎、及び憲法の基

礎について講義する。

法学全般に通じる基本原理、及

び憲法の基本原理を理解する。
△

法学Ⅱ

B131-211-02
民法の基礎について講義する。 民法の基本原理を理解する。 △
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

政治学Ⅰ

B131-222-01

民主主義・自由主義などの原理、

執政制度・選挙制度などの政治

制度を学ぶ。

政治の基本的原理や制度を理解

する。
△

政治学Ⅱ

B131-222-02

日米英独仏など各国の政治を比

較して学ぶ。国際政治の仕組み

について学ぶ。

各国政治および国際政治の基本

を理解する。
△

経済学Ⅰ

B131-231-01

経済学の基礎概念をミクロ経済

学で扱うトピックスを中心に概

説する。

ミクロ経済学の基本的な概念を

理解し、ミクロ経済学的に経済

事象を論じることができるよう

な基礎的能力を身につける。

△

経済学Ⅱ

B131-231-02

経済学の基礎概念をマクロ経済

学で扱うトピックスを中心に概

説する。

マクロ経済学の基本的な概念を

理解し、マクロ経済学的に経済

事象を論じることができるよう

な基礎的能力を身につける。

△

社会学Ⅰ

B131-261-01

本講義は、具体例を挙げながら、

社会学が考えてきたこと、明ら

かにしてきたことを確認し、社

会学の概念や方法を理解してい

きます。また、それらの知識を

用いて、現代社会の諸課題につ

いても考えます。

社会学の「問い」、「概念」、「方法」

を理解すること。そして、社会

学的思考を用いて、自ら現代社

会の諸課題の様相について説明

できるようになること。

△

社会学Ⅱ

B131-261-02

本講義は、社会階層、文化集団、

コミュニティ等を取り上げ、社

会学的な視点からそれらの集団

の特徴を理解していきます。そ

して各集団と現代社会の諸課題

の関連についても考えていきま

す。

各集団の特徴を理解すること。

そして、現代社会の諸課題が各

集団のなかでなぜ発生し、どの

ように顕在化していくのかに

ついて説明できるようになるこ

と。

△

教育学Ⅰ

B131-271-01

教育学は、人がよりよく生きる

ために欠かせない「教育」を対象

とする学問である。その特徴は

哲学、歴史学、社会学、行政学

などの学問を基礎とした学際的

な性格にあり、本授業では教育

を様々な角度から考察する。

教育学の基礎的知識や概念を理

解できるとともに、その基礎知

識や概念を利活用して現代の教

育状況について多面的に考察で

き、さらに自らが社会の形成者

として教育についての意見を持

つことができることを目指す。

△

教育学Ⅱ

B131-271-02

教育学は、人がよりよく生きる

ために欠かせない「教育」を対象

とする学問である。その特徴は

哲学、歴史学、社会学、行政学

などの学問を基礎とした学際的

な性格にあり、本授業では教育

を様々な角度から考察する。

教育学の基礎的知識や概念を理

解できるとともに、その基礎知

識や概念を利活用して現代の教

育状況について多面的に考察で

き、さらに自らが社会の形成者

として教育についての意見を持

つことができることを目指す。

△

歴史学Ⅰ

B131-161-01

文献資料や映像資料を駆使し

て、日本及び外国の歴史に関す

る講義を行っている。また受講

生に対して、授業内では講義内

容に関する感想を書かせたり、

定期試験では主に論述問題を課

したりしている。

歴史における文化の形成を広い

視野に立って考察することに

よって、歴史的思考力を培い、

日本や外国の成立の歴史的過程

と特質を把握させて、近代市民

としての自覚を深める。

○ ○ △ △ △
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

歴史学Ⅱ

B131-161-02

文献資料や映像資料を駆使し

て、日本及び外国の歴史に関す

る講義を行っている。また受講

生に対して、授業内では講義内

容に関する感想を書かせたり、

定期試験では主に論述問題を課

したりしている。

歴史における文化の形成を広い

視野に立って考察することに

よって、歴史的思考力を培い、

日本や外国の成立の歴史的過程

と特質を把握させて、近代市民

としての自覚を深める。

○ ○ △ △ △

地理学Ⅰ

B131-181-01

地理学の基礎的な知識を、国内

外の社会の中にみられる具体的

な実例を挙げながら紹介する。

社会や自然を構成する多様な要

素を取り上げ、それらの相互関

係や、分布の差異を示すことで、

地理学的なもののとらえ方を身

に着ける。

社会の中にみられる諸現象を地

理学的な観点から説明すること

ができる。世界あるいは日本の

中にみられる多様性と地域性に

ついて理解することができる。

△

地理学Ⅱ

B131-181-02

地理学が扱う多様な課題の中か

ら特定のものを取り上げ、その

問題を関連する事象とともに追

究する。このことによって、取

り上げる課題についての理解を

深めるとともに、地理学的なも

ののとらえ方についても深化さ

せる。

取り上げる地理学的課題につい

ての基礎的な知識事項を述べる

ことができる。取り上げる地理

学的課題を通じて、世界・日本

の社会・自然のあり方について、

論理的な考察が行えるようにな

る。

△

数学Ⅰ

B131-323-01

数学の問題を解くことを通し

て、数学的な手法と論理的思考

を学ぶ。

社会で生きていく上で必要な数

学的手法と論理的思考の習得を

到達目標とする。

△

数学Ⅱ

B131-323-02

数学の問題を解くことを通し

て、より進んだ数学的な手法と

論理的思考を学ぶ。

社会で生きていく上で必要な、

より進んだ数学的手法と論理的

思考の習得を到達目標とする。

△

統計学Ⅰ

B131-603-01

統計の問題を解くことを通し

て、統計的な手法と統計的な論

理的思考を学ぶ。

社会生活に役立つ統計的手法と

統計的な論理的思考の習得を到

達目標とする。

△

統計学Ⅱ

B131-603-02

統計の問題を解くことを通し

て、より進んだ統計的な手法と

統計的な論理的思考を学ぶ。

社会生活に役立つ、より進んだ

統計的手法と統計的な論理的思

考の習得を到達目標とする。

△

物理学Ⅰ

B131-420-01

身近な現象を題材にして、生活

や社会に密接に関わっている

「物理」を学ぶ。

なぜ？という疑問を持ち、それ

を解決するために論理的に考え

る力を身につける。

△

物理学Ⅱ

B131-420-02

身近な現象を題材にして、生活

や社会に密接に関わっている

「物理」を学ぶ。

なぜ？という疑問を持ち、それ

を解決するために論理的に考え

る力を身につける。

△

化学Ⅰ

B131-420-11

化学の基礎を学びながら、日常

生活に関わる身の回りの物質を

化学的立場から捉え、化学が果

たしている役割を考えます。「な

ぜこうなるの？」といった好奇

心から出発して、化学の面白さ

を伝えます。

素朴な疑問をもとに、文系の学

生にとっての化学に対する苦手

意識を軽減します。化学的なモ

ノの考え方を修得し、科学リテ

ラシーや論理的思考力を身につ

けることを目標とします。

△
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

化学Ⅱ

B131-420-12

化学の基礎を学びながら、日常

生活に関わる身の回りの物質を

化学的立場から捉え、化学が果

たしている役割を考えます。「な

ぜこうなるの？」といった好奇

心から出発して、化学の面白さ

を伝えます。

素朴な疑問をもとに、文系の学

生にとっての化学に対する苦手

意識を軽減します。化学的なモ

ノの考え方を修得し、科学リテ

ラシーや論理的思考力を身につ

けることを目標とします。

△

生物学Ⅰ

B131-420-21

身近なできごとやさまざまな社

会問題と生物学の関わりを知

り、生物を理解するために必要

な教養レベルでの基礎的知識と

概念を学ぶ。

社会生活の中で直面する様々な

医療問題や環境問題などを正し

く理解し、また自分で考えるた

めに必要な基礎的な生物学的知

識を身につける。

△

生物学Ⅱ

B131-420-22

身近なできごとやさまざまな社

会問題と生物学の関わりを知

り、生物を理解するために必要

な教養レベルでの基礎的知識と

概念を学ぶ。

社会生活の中で直面する様々な

医療問題や環境問題などを正し

く理解し、また自分で考えるた

めに必要な基礎的な生物学的知

識を身につける。

△

情報科学Ⅰ

B131-601-01

コンピュータを扱うことを通し

て、コンピュータとネットワー

クの知識を習得する。

社会生活に役立つコンピュータ

とネットワークの知識と、その

倫理的問題点の習得を到達目標

とする。

○ ○ ○ △ ○

情報科学Ⅱ

B131-601-02

コンピュータを扱うことを通し

て、コンピュータとネットワー

クのより進んだ知識を習得す

る。

社会生活に役立つより進んだコ

ンピュータとネットワークの知

識と、その倫理的問題点の習得

を到達目標とする。

○ ○ ○ △ ○

情報科学Ⅲ

B131-601-03

コンピュータを通して、データ

サイエンスに関してリテラシー

レベルよりも一歩進んだ知識を

習得する。

データサイエンスに関して、リ

テラシーレベルよりも一歩進ん

だ知識と、その倫理的問題点の

習得を到達目標とする。

○ ○ ○ △ ○

情報科学Ⅳ

B131-601-04

コンピュータを通して、データ

サイエンスに関してより進んだ

知識を習得する。

データサイエンスに関して、よ

り進んだ知識と、その倫理的問

題点の習得を到達目標とする。

○ ○ ○ △ ○

仏教と現代社会Ⅰ

B231-112-01

現代社会の諸問題に関する仏教

からの提言

仏教的価値観を対立軸として、

現代社会の価値観や諸課題を考

える力を育てる。

◎ ◎ ◎ ◎ ○

仏教と現代社会Ⅱ

B231-112-02

現代社会の諸問題に関する仏教

からの提言

仏教的価値観を対立軸として、

現代社会の価値観や諸課題を考

える力を育てる。

◎ ◎ ◎ ◎ ○

禅と人間Ⅰ

B231-112-11

禅の概要および禅宗の特徴を概

説し、禅語（公案）を通じて禅の

思想を解説するとともに、坐禅

の実習によって禅の修行を体感

する。

坐禅や公案の学習などの禅の修

行生活の重要な要素を通じて、

禅の本質を理解する。

◎ ◎ ◎ ◎ ○

禅と人間Ⅱ

B231-112-12

中国および日本における禅宗の

歴史や思想を概説し、禅の影響

のもと成立した茶道・絵画・建

築・陶磁器・書などの日本独自文

化を解説する。

禅と日本文化との関係を具体的

に理解し、禅によって培われた

日本独自の美意識や感性を体得

する。

◎ ◎ ◎ ◎ ○

生命に関する諸問

題Ⅰ

B231-118-01

「生と死」という解決し難い古来

からのテーマについて、自然・

人文・社会科学などの多様な視

点・観点からアプローチする。

総合的に問題を捉えて解決した

り、創造性を持って新たな課題

を見い出したりする力をつけ

る。自分なりの「生命観」・「人

生観」・「死生観」を築く。

○ ○ ○ △ △
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

生命に関する諸問

題Ⅱ

B231-118-02

「生と死」という解決し難い古来

からのテーマについて、自然・

人文・社会科学などの多様な視

点・観点からアプローチする。

総合的に問題を捉えて解決した

り、創造性を持って新たな課題

を見い出したりする力をつけ

る。自分なりの「生命観」・「人

生観」・「死生観」を築く。

○ ○ ○ △ △

人間行動の理解Ⅰ

B231-285-01

心理学で扱う理論や事象は実験

や調査で得られたデータに基づ

いている。本講義では、実際に

実験を行い、仮説検証の考え方

からデータの収集方法、結果の

解釈に至るまで、心理学の基本

的な方法論について理解を深め

る。

心の仕組みや働きを明らかにす

るための様々な方法論を理解し

たうえで、科学的な手続きと正

確なデータ収集の重要性を認識

し、さらにそれらをまとめて論

理的な報告書の作成ができるよ

うになること。

○ ○ △ △

人間行動の理解Ⅱ

B231-285-02

フロイトの精神分析の口語版と

いわれる「交流分析」の理論と実

践について学ぶ。交流分析は、

パーソナリティ理論やコミュニ

ケーション理論を含む心理療法

のひとつであり、自己洞察を繰

り返すことで、より良い人間関

係と自己の生き方を築くことを

目指す。

自己理解と他者理解を深め、よ

りよいコミュニケーションと自

己の問題点の把握と改善へつな

げること。

○ ○ △ △

人間の尊厳と平等

Ⅰ

B231-261-01

本授業では、これまでに人間社

会が形成してきた人権につい

て、様々な歴史的事例や条文な

どの学びを通して、人権の基礎

を習得する。

人権の成立過程や現代における

課題を学び、一人一人の人間性

を尊重し、他者と協調できるよ

うになる。また、差別について

批判的精神を養う。

◎ ◎ ○ ○ ○

人間の尊厳と平等

Ⅱ

B231-261-02

本授業では、社会福祉の成立過

程を学びながら、「福祉国家」や

「社会福祉事業」への理解を深

め、社会福祉の基礎を習得する。

社会福祉の学びを通して、一人

一人の人間性を尊重し、多様な

価値観を理解できるようにな

る。そして、自ら社会貢献が積

極的に可能になることを目指

す。

◎ ◎ ○ ○ ○

日本の文化と社会

Ⅰ

B231-162-01

日本の歴史・文学・ことばを中心

に、人々がそれらの事象とどの

ように関わってきたのか、どの

ような変化をとげてきたのか、

を学ぶ。

科学的な探究の精神に基づい

て、日本における、社会と文化

と人間に対する理解を深め、複

眼の視座を涵養する。

◎ ○ ○ ○ ○

日本の文化と社会

Ⅱ

B231-162-02

日本の歴史・文学・ことばを中心

に、人々がそれらの事象とどの

ように関わってきたのか、どの

ような変化をとげてきたのか、

を学ぶ。

科学的な探究の精神に基づい

て、日本における、社会と文化

と人間に対する理解を深め、複

眼の視座を涵養する。

◎ ○ ○ ○ ○

アジアの文化と社

会Ⅰ

B231-163-01

文献資料や映像資料を駆使し

て、中国の芸能・小説などの伝

統文化、及び近現代の政治・社

会史に関する講義を行う。また

定期試験などを通して受講生に

論述の機会を設けている。

日本人にとって「他者」である中

国を多面的に理解することを目

指す。その上で、筋道を立てた

論述能力や課題発見力、問題解

決力を涵養することを目指す。

◎ ○ ○ ○ ○
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

アジアの文化と社

会Ⅱ

B231-163-02

文献資料や映像資料を駆使し

て、中国の芸能・小説などの伝

統文化、及び近現代の政治・社

会史に関する講義を行う。また

定期試験などを通して受講生に

論述の機会を設けている。

日本人にとって「他者」である中

国を多面的に理解することを目

指す。その上で、筋道を立てた

論述能力や課題発見力、問題解

決力を涵養することを目指す。

◎ ○ ○ ○ ○

ヨーロッパの文化

と社会Ⅰ

B231-165-01

ヨーロッパの思想・文化の理解

ヨーロッパ諸国の事例を学習す

ることで、未来の日本社会構築

の参考にする。

○ ○ △ △

ヨーロッパの文化

と社会Ⅱ

B231-165-02

ヨーロッパの思想・文化の理解

ヨーロッパ諸国の事例を学習す

ることで、未来の日本社会構築

の参考にする。

○ ○ △ △

英語圏の文化と社

会Ⅰ

B231-804-01

英語圏の文化的な側面と社会的

な側面について講義

英語圏の文化や英語の使用にお

ける社会的な背景について理解

できる。

○ ○ △ △

英語圏の文化と社

会Ⅱ

B231-804-02

英語圏の文化的な側面と社会的

な側面について講義

英語圏の文化や英語の使用にお

ける社会的な背景について理解

して説明できる。

○ ○ △ △

人間と環境Ⅰ

B231-646-01

社会・地球・自然・食など様々な

角度から人間と環境の関わりに

ついて学んでゆきます。

人間をとりまく種々の環境につ

いての正しい知識を学び、玉石

混淆の情報から正しい情報を読

み解く力を身につけることがで

きる。

○ ○ △ △

人間と環境Ⅱ

B231-646-02

社会・地球・自然・食など様々な

角度から人間と環境の関わりに

ついて学んでゆきます。

人間をとりまく種々の環境につ

いての正しい知識を学び、玉石

混淆の情報から正しい情報を読

み解く力を身につけることがで

きる。

○ ○ △ △

情報と社会Ⅰ

B231-622-01

ネットワーク社会における情報

の扱い方と倫理的問題点を習得

する。

ネットワーク社会における情報

の扱い方と倫理的問題点の習得

を到達目標とする。

△

情報と社会Ⅱ

B231-622-02

ネットワーク社会におけるより

進んだ情報の扱い方と倫理的問

題点を習得する。

ネットワーク社会におけるより

進んだ情報の扱い方と倫理的問

題点の習得を到達目標とする。

△

産業と科学Ⅰ

B231-118-01

生活に関連した産業と科学技術

に関する話題を、複数の視点か

ら多角的に分析し、解説する。

産業と科学技術に関する知識を

学び、それを生かして生活にお

ける諸問題に対処できるような

柔軟な思考力を身につける。

△

産業と科学Ⅱ

B231-118-02

生活に関連した産業と科学技術

に関する話題を、複数の視点か

ら多角的に分析し、解説する。

産業と科学技術に関する知識を

学び、それを生かして生活にお

ける諸問題に対処できるような

柔軟な思考力を身につける。

△

ソフトウェア概論

Ⅰ

B231-605-01

コンピュータ・プログラミング

の課題を解くことを通して、コ

ンピュータの多様な使い方を習

得する。

コンピュータ・プログラミング

とコンピュータの多様な使い方

の習得を到達目標とする。

△

ソフトウェア概論

Ⅱ

B231-605-02

コンピュータ・プログラミング

の課題を解くことを通して、よ

り進んだコンピュータの多様な

使い方を習得する。

より進んだコンピュータ・プロ

グラミングとコンピュータの多

様な使い方の習得を到達目標と

する。

△
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

健康の科学

B231-594-01

健康や病気を理解するための基

礎知識、とくに生活習慣との関

わりや疾病予防の重要性につい

て解説する。

健康的な生活を送るための基礎

知識を身につけ、日常生活の中

で実践できるようになることを

目的とする。

△

英語Ⅰa

B114-141-01

英語のリスニングと英会話を中

心とした授業

基礎的な英語表現の聞き取りと

基礎的な会話表現ができる。
△ ○ ○

英語Ⅱa

B114-141-02

英語のリスニングと英会話を中

心とした授業

少し発展的な英語表現の聞き取

りと会話表現ができる。
△ ○ ○

英語Ⅰb

B114-141-03

英語の読解を中心とした総合演

習

基礎的な英文を読んで内容が理

解できる。
△ ○ ○

英語Ⅱb

B114-141-04

英語の読解を中心とした総合演

習

少し発展的な英文を読んで内容

が理解できる。
△ ○ ○

英語Ⅰc

B214-141-05

英作文・英文法を中心とした総

合英語

基礎的な英文を書いて自己表現

ができる。
△ ○ ○

英語Ⅱc

B214-141-06

英作文・英文法を中心とした総

合英語

少し発展的な英文を書いて自己

表現ができる。
△ ○ ○

ドイツ語Ⅰ

B114-145-01
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 △ △

ドイツ語Ⅱ

B114-145-02
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 △ △

中国語Ⅰ

B114-147-01

発音の習得から始めて、入門時

に必要とされる常用単語及び初

歩的な文型を学び、未習外国語

である中国語の学習の基礎を固

める。常に双方向の授業を心が

け、中国語運用能力の基礎を作

る。

中国語の発音を習得し、中国語

のローマ字表記を読めるように

する。併せて、初歩的な常用単

語及び初歩的な文型を習得し、

簡単な中国語を使えるようにす

る。

△ ○ ○

中国語Ⅱ

B114-147-02

中国語Ⅰで学んだ中国語の基礎

の上にさらにステップアップを

目指す。発音の習熟度をより高

め、語彙及び理解でき、かつ使

用できる文型を増やすことに

よって、中国語の運用能力を高

める。

中国語の発音をより確実なもの

にし、より多くの常用語彙、重

要文型を学び、中国語の構造に

対する理解を深め、初歩的な中

国語運用能力を身につけるよう

にする。

△ ○ ○

韓国語Ⅰ

B114-148-01

初めて学ぶ人を対象に韓国語に

関する基礎知識と運用力を養成

する科目である。韓国語の文字

と発音を始めとし、日常生活で

使える簡単な会話を学習するこ

ととする。

「読む、書く、聞く、話す」の4

機能を総合的に学習し、それを

通じて朝鮮半島の歴史、社会、

文化、思想について理解を深め、

韓国語の基本的な構造について

理解することを目標とする。

△ △

韓国語Ⅱ

B114-148-02

初めて学ぶ人を対象に韓国語に

関する基礎知識と運用力を養成

する科目である。韓国語の文字

と発音を始めとし、日常生活で

使える簡単な会話を学習するこ

ととする。

「読む、書く、聞く、話す」の4

機能を総合的に学習し、それを

通じて朝鮮半島の歴史、社会、

文化、思想について理解を深め、

韓国語の基本的な構造について

理解することを目標とする。

△ △

スペイン語Ⅰ

B114-149-01

綴りや発音のルール、文章の基

本的な構成を学ぶ。

正確な発音ができるようにな

る。挨拶、簡単な自己紹介、日

常の動作を表現し、簡単なコ

ミュニケーションが取れるよう

になる。

△ △
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

スペイン語Ⅱ

B114-149-02

好きなものや好きなこと、日課

や今後の予定、天候といったよ

り高度な表現を学ぶ。

スペイン語の音や文章構造に慣

れ、さらに豊かな表現ができる

ようになる。また、目的語の代

名詞を使ってよりコンパクトな

文章を作ることができる。

△ △

ドイツ文化事情

B124-145-61

ドイツ語圏の国々の思想・文化・

社会の探究

「ドイツ」から今後の日本社会に

優位な考え方を学び取る。
△ △

中国文化事情

B124-147-61

映像等を用い、中国の歴史、地

理、社会等各方面から、中国語

の背後にある中国文化の様々な

側面を学び、多様な文化に対す

る理解を深める。

中国の社会や伝統文化に対する

知識を増やし、より広い視野を

持って、多様な文化、価値観が

理解できるようになることを目

指す。

△ ○ ○

韓国文化事情

B124-148-61

様々な文献・視聴覚資料を活用

し、韓国・朝鮮の文化・社会・歴

史などについて学ぶ。単なる知

識の伝達ではなく、日本との比

較などや、様々な観点からの観

察・分析、「韓国文化」の全般に

ついて正しく理解していく。

日常の様々な事柄について客観

的な立場から観察・分析力を身

につけることができる。また、

日韓の文化比較を行い様々な意

見や情報交換によって、自分の

意見を表明する積極性と論理性

を高めることができる。

△ △

スペイン文化事情

B124-149-61

スペインおよびラテンアメリカ

諸国の歴史や文化、芸術、思想

を広く紹介する。

異文化に触れることで自分の視

野を広げるとともに、馴染みの

深い文化と比較することによっ

て新たな角度から既知の文化を

観察し、その個性を再認識でき

る。

△ △

日本語Ⅰa

B114-139-01

高度な文法力や読解力を身につ

けることを目的に論理的な文章

を読む。

論理的な文章が読めるようにな

る。また、教材を通して日本社

会への理解を深めることができ

る。

△

日本語Ⅱa

B114-139-02

読解力を向上させるために、論

理的な文章だけでなく、エッセ

イなども取り上げて読む。

様々なタイプの文章を、一人で

読めるようになる。また、内容

に関して意見や感想をまとめる

ことができる。

△

日本語Ⅰb

B114-139-03

日本語の聴解、会話、口頭発表

を扱う。

留学生活に必要となる聴解力・

会話力を身につけ、わかりやす

い発表ができるようになる。

△

日本語Ⅱb

B114-139-04

日本語の聴解、会話、口頭発表

を扱う。

日本社会で起きている話題につ

いて聴き取れ、資料を基に論理

的に意見が述べられるようにな

る。

△

日本語Ⅰc

B114-139-05

論理的な文章をわかりやすく書

くための基礎的な技法を学ぶ。

事実と自分の考えとを書き分け

る力、資料に基づいて自分の考

えを書き進める力などを身につ

けることができる。

△

日本語Ⅱc

B114-139-06

関心のあるテーマについて問題

を見出し、資料を用いてその答

えをレポートとしてまとめる。

レポートを書くことを通して、

読み・書きの高度な日本語力を

身につけることができる。

△

日本語Ⅰd

B214-139-07

意見文を読み、自分の意見を述

べたり、内容を要約したりする。

社会で問題になっている様々な

問題について、自分の考えをわ

かりやすく述べることができ

る。

△
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

日本語Ⅱd

B214-139-08

ディベートやスピーチ学習など

を通して、まとまりのある内容

を的確に伝える方法を学ぶ。

自分の考えをわかりやすく伝え

ることができる。
△

日本語Ⅰe

B214-139-09

「食」をメインテーマに課題を設

定し、資料を集め、まとめて発

表する。

高度な日本語力およびプレゼン

テーション能力を身につけるこ

とができる。

△

日本語Ⅱe

B214-139-10

日本の文化や社会に関するテー

マについて、課題を設定し、調

べて発表する。

高度な日本語力およびプレゼン

テーション能力を身につけるこ

とができる。

△

英会話Ⅰ

B134-141-11
外国人教員による英会話演習

簡単な英会話で自己表現ができ

る。
△

英会話Ⅱ

B134-141-12
外国人教員による英会話演習

少し発展的な内容の英会話で自

己表現ができる。
△

英会話Ⅲ

B234-141-21

外国人教員による発展的英会話

演習

日常的な内容の英会話で自己表

現ができる。
△

英会話Ⅳ

B234-141-22

外国人教員による発展的英会話

演習

発展的な様々な内容の英会話で

自己表現ができる。
△

メディア英語Ⅰ

B134-141-17

ビデオや映画等のメディアを

使った英語演習

映画やニュースなどで基本的な

表現が理解できる。
△

メディア英語Ⅱ

B134-141-18

ビデオや映画等のメディアを

使った英語演習

映画やニュースなどで少し発展

的な表現が理解できる。
△

メディア英語Ⅲ

B234-141-27

ビデオや映画等のメディアを

使った発展的英語演習

映画やニュースなどで多くの表

現をそのまま理解できる。
△

メディア英語Ⅳ

B234-141-28

ビデオや映画等のメディアを

使った発展的英語演習

映画やニュースなどで発展的な

内容がそのまま理解できる。
△

英語表現法Ⅰ

B134-141-15

英作文や会話などの英語による

自己表現演習

基礎的な英語を使って自己表現

ができる。
△

英語表現法Ⅱ

B134-141-16

英作文や会話などの英語による

自己表現演習

少し発展的な英語を使って自己

表現ができる。
△

英語表現法Ⅲ

B234-141-25

英作文や会話などの英語による

発展的自己表現演習

英語表現を使って自分の意見や

考えを表現できる。
△

英語表現法Ⅳ

B234-141-26

英作文や会話などの英語による

発展的自己表現演習

少し発展的な英語表現を使って

自分の意見や考えを表現でき

る。

△

英語読解法Ⅰ

B134-141-13

様々な英文を読んで理解する読

解演習

辞書を使って、自分で様々な英

文の内容が理解できる。
△

英語読解法Ⅱ

B134-141-14

様々な英文を読んで理解する読

解演習

辞書を使って、自分で少し発展

的な英文の内容が理解できる。
△

英語読解法Ⅲ

B234-141-23

発展的な英文を読んで理解する

読解演習

辞書を使って、様々な英文の内

容が理解できる。
△

英語読解法Ⅳ

B234-141-24

発展的な英文を読んで理解する

読解演習

辞書を使って、様々な発展的な

英文の内容が理解できる。
△

実践英語Ⅰ

B134-141-31
TOEIC等の検定試験対策の演習

TOEIC等の検定試験で基礎的な

問題の解答ができる。
△

実践英語Ⅱ

B134-141-32
TOEIC等の検定試験対策の演習

TOEIC等の検定試験で少し発展

的な問題の解答ができる。
△

実践英語Ⅲ

B234-141-41

TOEIC等の検定試験対策の発展

的演習

TOEIC等の検定試験で発展的な

問題の解答ができる。
△

実践英語Ⅳ

B234-141-42

TOEIC等の検定試験対策の発展

的演習

TOEIC等の検定試験で少し高度

な問題の解答ができる。
△

ドイツ語Ⅰ（基礎）

B134-145-11
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 △
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

ドイツ語Ⅱ（基礎）

B134-145-12
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 △

ドイツ語Ⅲ（読解）

B234-145-21
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の読解力強化 △

ドイツ語Ⅳ（読解）

B234-145-22
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の読解力強化 △

ドイツ語Ⅲ（表現）

B234-145-31
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の表現力（作文力）強化 △

ドイツ語Ⅳ（表現）

B234-145-32
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の表現力（作文力）強化 △

ドイツ語Ⅲ（総合）

B234-145-41
中級ドイツ語能力養成

中級のテキストを用いたドイツ

語の運用能力強化
△

ドイツ語Ⅳ（総合）

B234-145-42
中級ドイツ語能力養成

中級のテキストを用いたドイツ

語の運用能力強化
△

ドイツ語会話Ⅰ

B234-145-51
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の会話能力の養成 △

ドイツ語会話Ⅱ

B234-145-52
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の会話能力の養成 △

中国語Ⅰ（基礎）

B134-147-11

発音の習得から始めて、入門時

に必要とされる常用単語及び初

歩的な文型を学び、未習外国語

である中国語の学習の基礎を固

める。常に双方向の授業を心が

け、中国語運用能力の基礎を作

る。

中国語の発音を習得し、中国語

のローマ字表記を読めるように

する。併せて、初歩的な常用単

語及び初歩的な文型を習得し、

簡単な中国語を使えるようにす

る。

△

中国語Ⅱ（基礎）

B134-147-12

中国語Ⅰで学んだ中国語の基礎

の上にさらにステップアップを

目指す。発音の習熟度をより高

め、語彙及び理解でき、かつ使

用できる文型を増やすことに

よって、中国語の運用能力を高

める。

中国語の発音をより確実なもの

にし、より多くの常用語彙、重

要文型を学び、中国語の構造に

対する理解を深め、初歩的な中

国語運用能力を身につけるよう

にする。

△

中国語Ⅲ（読解）

B234-147-21

１年次に習得した中国語を基礎

に、簡単な文章を読むことに

よって中国語の文法構造等に対

する理解を深め、中国語の読解

力をレベルアップして資格取得

などに役立てる。

300語程度の常用単語を身につ

け、中国語の文法構造に対する

理解を深め、中国語の文章の読

解力を高める。併せて、中国政

府公認の中国語検定試験ＨＳＫ

２級の合格を目指す。

△

中国語Ⅳ（読解）

B234-147-22

中国語Ⅲ（読解）を受けて、様々

な文章を読むことによって、中

国語の文法構造等に対する理解

をさらに深め、中国語の読解力

をさらにレベルアップして資格

取得などに役立てる。

600語程度の常用単語を身につ

け、中国語の文法構造に対する

理解を深め、中国語の文章の読

解力を高める。併せて、中国政

府公認の中国語検定試験ＨＳＫ

３級の合格を目指す。

△

中国語Ⅲ（表現）

B234-147-31

１年次に習得した中国語を基礎

に、中国語の様々な表現を学ん

で中国語作文の練習をすること

によって、中国語の文法構造等

に対する理解を深め、中国語の

表現力をレベルアップして資格

取得などに役立てる。

300語程度の常用単語を身につ

け、中国語の文法構造に対する

理解を深め、中国語の表現力を

高める。併せて、中国政府公認

の中国語検定試験ＨＳＫ２級の

合格を目指す。

△
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

中国語Ⅳ（表現）

B234-147-32

中国語Ⅲ（読解）を受けて、中国

語の様々な表現を学んで中国語

作文の練習をすることによっ

て、中国語の文法構造等に対す

る理解をさらに深め、中国語の

表現力をさらにレベルアップし

て資格取得などに役立てる。

600語程度の常用単語を身につ

け、中国語の文法構造に対する

理解を深め、中国語の表現力を

高める。併せて、中国政府公認

の中国語検定試験ＨＳＫ３級の

合格を目指す。

△

中国語Ⅲ（総合）

B234-147-41

１年次に習得した中国語を基礎

に、「読み、書き、聴き、話す」

練習を通して、常用語を身につ

け、中国語の文法構造等に対す

る理解を深め、中国語の運用能

力をレベルアップして資格取得

などに役立てる。

300語程度の常用単語を身につ

け、中国語の文法構造に対する

理解を深め、「読み、書き、聴き、

話す」といった中国語の運用能

力を全体的に高める。併せて、

中国政府公認の中国語検定試験

ＨＳＫ２級の合格を目指す。

△

中国語Ⅳ（総合）

B234-147-42

中国語Ⅲ（総合）を受けて、「読

み、書き、聴き、話す」練習を

通して、使える常用語を増やし、

中国語の文法構造等に対する理

解をさらに深め、中国語の運用

能力をさらにレベルアップして

資格取得などに役立てる。

600語程度の常用単語を身につ

け、中国語の文法構造に対する

理解を深め、「読み、書き、聴き、

話す」といった中国語の運用能

力を全体的に高める。併せて、

中国政府公認の中国語検定試験

ＨＳＫ３級の合格を目指す。

△

中国語会話Ⅰ

B234-147-51

発音の練習を重視し、ペアワー

クによる会話練習を行い、中国

語の会話力を向上させる。併せ

て、作文と翻訳の練習も行い、

中国語の総合的な運用能力を高

める。

1年次で学んだ中国語の発音を

より正確なものにし、あいさつ

などの簡単な言葉から日常用い

る初歩的な会話ができるように

する。中国政府公認の中国語検

定試験HSK ２級の合格を目指

す。

△

中国語会話Ⅱ

B234-147-52

中国語会話Ⅰを受け、引き続き

発音練習を重視し、ペアワーク

による会話をほぼ毎回行って、

会話力をより向上させる。併せ

て作文と翻訳の練習にも力を入

れ、中国語の総合的な運用能力

を高める。

中国語をより正確に発音できる

ようにし、より多くのことを表

現できるよう会話力を高める。

会話力と同時に、作文能力や読

解力も向上させ、中国政府公認

の中国語検定試験HSK ３級の

合格を目指す。

△

フランス語Ⅰ（基

礎）

B134-146-11

綴りと音の関係を理解し、フラ

ンス語文の音読を可能にする。

基本文型を暗記し、フランス語

のリズムを覚える。

フランス語文を単独で音読でき

るようにし、挨拶や買い物など

の簡単な日常会話に慣れる。

△

フランス語Ⅱ（基

礎）

B134-146-12

人称の概念を理解し、基本動詞

の活用を学習する。辞書を利用

して平易なフランス語文を訳読

し、暗記する。

会話文や説明文を、辞書を用い

て単独で読解する。人物の会話

から、フランス人の基本となる

物の考え方を理解する。

△

フランス語Ⅲ（総

合）

B234-146-41

短文の反復や言い換えにより、

実生活に結びついたフランス語

の表現を確実に身につける。

フランスで生活するつもりに

なって、フランス語でフランス

人に意志を伝えるつもりで、フ

ランス語会話に集中する。

△

フランス語Ⅳ（総

合）

B234-146-42

練習問題による言い換えによ

り、実生活に結びついたフラン

ス語の構造を確実に身につけ

る。

フランス語の基本的な例文を覚

えると同時に、日本語からフラ

ンス語への言い換えも行えるよ

うにする。

△
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

韓国語Ⅰ（基礎）

B134-148-11

初めて学ぶ人を対象に韓国語に

関する基礎知識と運用力を養成

する科目である。韓国語の文字

と発音を始めとし、日常生活で

使える簡単な会話を学習するこ

ととする。

「読む、書く、聞く、話す」の4

機能を総合的に学習し、韓国語

の基本的な構造について理解す

ることを目標とする。

△

韓国語Ⅱ（基礎）

B134-148-12

初めて学ぶ人を対象に韓国語に

関する基礎知識と運用力を養成

する科目である。韓国語の文字

と発音を始めとし、日常生活で

使える簡単な会話を学習するこ

ととする。

「読む、書く、聞く、話す」の4

機能を総合的に学習し、韓国語

の基本的な構造について理解す

ることを目標とする。

△

韓国語Ⅲ（読解）

B234-148-21

韓国語Ⅰ・Ⅱを履修した人を対

象にし、レベルアップした基礎

文法を学ぶ。コミュニケーショ

ンの訓練とともに、文法と構文

の理解、表現力を身につける。

また、旅行やビジネス場面でよ

く使われる表現を学ぶ。

韓国語の基礎文法を踏まえ、よ

り豊かな基礎会話力を養うこと

を目標にする。徐々に語彙・文

法項目を増やしていき、韓国語

で書かれた文章に対する理解力

を高める。

△

韓国語Ⅳ（読解）

B234-148-22

韓国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを履修した人を

対象にし、中級を目指して実践

的な表現を学ぶ。定型表現の学

習は、ものの描写、要求・依頼・

主張など様々な場面にふさわし

い構文と語彙を習得し、言語運

用力を養う。

中級レベルの文法や語彙を学

び、韓国語としてより自然で円

滑なコミュニケーションができ

るようにする。より豊かな言語

表現力を養い、韓国語文章に対

する「読む・書く」能力の上達を

目標にする。

△

韓国語Ⅲ（表現）

B234-148-31

文字を覚えた学生を対象にし、

授業計画に基づく韓国語の基礎

知識と運用力を養成する。「読

む」「書く」「聞く」「話す」の四

技能をバランスよく総合的に身

につけることを目指す。韓国語

圏の世界の諸相を理解し、国際

的な視野を広める。

韓国語の文字と発音を習った学

生を対象とし、基本文の作り方

を練習する。そのために、基本

文法と単語の学習を行う。これ

に基づいて、実際の現場で使わ

れる多様な文の構造及び会話表

現の習得を目標とする。

△

韓国語Ⅳ（表現）

B234-148-32

韓国語の文字を覚えた学生を対

象にし、授業計画に基づく韓国

語の基礎知識と運用力を養成す

る。「読む」「書く」「聞く」「話す」

の四技能をバランスよく総合的

に身につけることを目指す。韓

国語圏の世界の諸相を理解し、

国際的な視野を広める。

韓国語の文字と発音を習った学

生を対象とし、基礎的な文の作

り方を練習する。そのために、

基本文法と基礎単語の学習を行

う。実際の現場で使われる多様

な文の構造及び会話表現の習得

を目標とする。

△

韓国語Ⅲ（総合）

B234-148-41

韓国語Ⅰ・Ⅱを履修した学生を

対象にし、ハングル検定試験5

級に合格するために必要な発音

の仕組み、基本文法などを学習

していく。文法事項や語句、日

常会話文等を繰り返し練習し、

ハングル検定試験5級合格に必

要な基本的な能力を身につけ

る。

基本文法については韓国語Ⅰ・

Ⅱで学習した復習から始め、ハ

ングル検定試験5級合格のため

に必要な発音と文法を学び、自

ら学習できるようにする。基本

文法と語句、日常会話文などの

反復学習を通して習得してい

く。また練習問題と課題を通し

て、その定着と更なる応用発展

を図る。

△
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

韓国語Ⅳ（総合）

B234-148-42

ハングル検定試験5級に合格す

るため、基本文法、語句、日

常会話文などを学習する。また

11月に実施されるハングル検

定試験に向けて実際の過去問を

用いて練習する。適宜、試験に

必要な発音や文法、語彙に関す

る解説を行う。

ハングル検定試験5級に合格す

る。あるいは5級に挑戦できる

能力を身につけることを目標と

する。すでに5級を取得した学

生にとっても、次のステップ

アップにつながる足場を固める

場となることを目標とする。

△

韓国語会話Ⅰ

B234-148-51

韓国語の読み書きができ、文章

の作成が出来るレベルに達して

いても、会話ができるとは限ら

ない。ペアワークやグループ

ワークを多く取り入れ、学んだ

表現を使った会話文を用いて実

際に話してみることにより、積

極的に話す機会を与える。

ハングルの読み書きが確実にで

きるようにする。基礎的な文法

を身につけ、あいさつ、自己紹

介、身の回りのことについて自

分の言いたいことを伝え、相手

とコミュニケーションが取れる

ようにする。

△

韓国語会話Ⅱ

B234-148-52

韓国語の読み書きができ、文章

の作成が出来るレベルに達して

いても、会話ができるとは限ら

ない。ペアワークやグループ

ワークを多く取り入れ、学んだ

表現を使った会話文を用いて実

際に話してみることにより、積

極的に話す機会を与える。

約700個の単語をもとに、初級

レベルで必要な会話のスキルを

身につけるようにする。その上

で日本語とは異なる韓国語特有

の会話の仕方を学習し、その背

景にある文化についても考察で

きるようにする。

△

韓国語会話Ⅲ

B234-148-53

ネイティブによる発展的韓国語

演習

韓国語の日常的な会話で自己表

現ができる。
△

韓国語会話Ⅳ

B234-148-54

ネイティブによる発展的韓国語

演習

韓国語の発展的な様々な内容の

会話で自己表現ができる。
△

スペイン語Ⅰ（基

礎）

B134-149-11

初めて学ぶ人を対象にグローバ

ル言語の１つであるスペイン語

に関する基礎知識と運用力を養

成する科目である。スペイン語

の常用単語及び初歩的な文型を

学び日常生活で使える簡単な会

話を学習することとする。

スペイン語の常用単語及び初歩

的な文型を習得し、簡単な日常

会話を使えるようにする。

△

スペイン語Ⅱ（基

礎）

B134-149-12

スペイン語Ⅰ（基礎）で学んだス

ペイン語のさらなるステップ

アップを目指す。単語の理解や

発音の習熟度をより高め、かつ

使用できる文型を増やすことに

よって、スペイン語の運用能力

を高める。

スペイン語の発音をより確実な

ものにし、多くの常用単語、重

要文型を学び、初歩的なスペイ

ン語運用能力を身につける。

△

スペイン語Ⅲ（読

解）

B134-149-21

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生

に向けた授業。過去形などさら

にレベルアップした内容を学ん

でいく。

さまざまな時制を含むバリエー

ションに富んだ文章が理解でき

るようになる。

△

スペイン語Ⅳ（読

解）

B134-149-22

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ

学生に向けた授業。比較表現や

命令形など、幅広い種類の文章

に慣れる。

辞書を使ってやや長い文章が理

解できるようになる。
△

スペイン語Ⅲ（表

現）

B134-149-31

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生

に向けた授業。過去や未来の時

制といった中級程度の内容を学

ぶ。

あらゆる時制を使いこなし、自

分の気持ちをある程度自由に表

現できるようになる。

△
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

スペイン語Ⅳ（表

現）

B134-149-32

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ

学生に向けた授業。比較表現や

命令形など、表現の幅を広げて

いく。

辞書を使いながら、大きな支障

なくコミュニケーションが取れ

るようになる。

△

スペイン語Ⅲ（総

合）

B134-149-41

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生

に向けた授業。過去形など中級

程度の内容を学び、演習を多く

行う。

会話や文字などさまざまな手段

で、自分の気持ちをある程度自

由に表現することができる。

△

スペイン語Ⅳ（総

合）

B134-149-42

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ

学生に向けた授業。命令形や反

実仮想といった上級レベルの表

現を学ぶ。

辞書を使えば大きな支障なく相

手とスムーズなやり取りができ

る。

△

スペイン語会話Ⅰ

B134-149-51

先生や学生どうしでのコミュニ

ケーションを通して、正しい発

音を身につけつつ挨拶など基礎

的な表現を学ぶ。

挨拶、簡単な自己紹介、日常の

動作といった基本的な表現を覚

え、簡単なコミュニケーション

が取れるようになる。

△

スペイン語会話Ⅱ

B134-149-52

スペイン語会話Ⅰを履修した学

生を対象に、嗜好や予定などさ

らにバリエーション豊かな表現

を学ぶ。

繰り返し練習を重ね、辞書を

使ってさらに複雑なコミュニ

ケーションが取れるようにな

る。

△

スポーツ科学Ⅰ

B115-592-01

運動の実践により、生涯健康の

基礎作りを目指す。運動の楽し

さや健康の価値・意味を理解し

自己管理能力を養う。

運動習慣の確立により肉体的、

精神的、社会的な健康を獲得す

る。学生同士の協調性や連帯感

を理解させ、豊かな人間性を高

めていく。

○ △

スポーツ科学Ⅱ

B115-592-02

運動の実践により、生涯健康の

基礎作りを目指す。運動の楽し

さや健康の価値・意味を理解し

自己管理能力を養う。

運動習慣の確立により肉体的、

精神的、社会的な健康を獲得す

る。学生同士の協調性や連帯感

を理解させ、豊かな人間性を高

めていく。

○ △

スポーツ科学Ⅲ

B235-592-03

生涯健康の応用と発展を目的と

する。運動習慣の継続と生涯健

康スキルを発展させる。

趣向や目的に適した種目を選択

し、個人能力に応じたレベルで

スポーツ実践する。「生涯健康

の理論と実践の統合」を目標と

する。

△

スポーツ科学Ⅳ

B235-592-04

生涯健康の応用と発展を目的と

する。運動習慣の継続と生涯健

康スキルを発展させる。

趣向や目的に適した種目を選択

し、個人能力に応じたレベルで

スポーツ実践する。「生涯健康

の理論と実践の統合」を目標と

する。

△

海外事情Ⅰ

B139-852-01

カナダ、オーストラリア、イギ

リス、アイルランド、台湾の各

国の提携校でホームステイ先や

学生宿舎に滞在しながら、語学

力を磨いたり現地の文化を経験

したりする。

渡航先の大学で開講される授業

やプログラムを通して、語学力

を向上させる。幅広く異文化に

触れることで、多様な価値観や

考え方を理解できるようにな

る。

△ △ △

海外事情Ⅱ

B139-852-02

カナダ、オーストラリア、イギ

リス、アイルランド、台湾の各

国の提携校でホームステイ先や

学生宿舎に滞在しながら、語学

力を磨いたり現地の文化を経験

したりする。

渡航先の大学で開講される授業

やプログラムを通して、語学力

を向上させる。幅広く異文化に

触れることで、多様な価値観や

考え方を理解できるようにな

る。

△ △ △
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

海外事情Ⅲ

B139-852-03

マレーシア、台湾、韓国の提携

校で実施されるワークショップ

や文化交流に参加し、提携校の

学生や各国の留学生と協力して

共通の課題に向き合うことで、

グローバル社会に役立つコミュ

ニケーションと多文化共生に対

する理解を深める。

研修先の学生や教員との交流を

深めることで、現地の事情や文

化への理解を深めることができ

る。研修先での国際経験を通じ

て、グローバル社会で活躍でき

る人材となる基礎を身につけ

る。

△ △ △

海外事情Ⅳ

B139-852-04

マレーシア、台湾、韓国の提携

校で実施されるワークショップ

や文化交流に参加し、提携校の

学生や各国の留学生と協力して

共通の課題に向き合うことで、

グローバル社会に役立つコミュ

ニケーションと多文化共生に対

する理解を深める。

研修先の学生や教員との交流を

深めることで、現地の事情や文

化への理解を深めることができ

る。研修先での国際経験を通じ

て、グローバル社会で活躍でき

る人材となる基礎を身につけ

る。

△ △ △

宗教学入門Ⅰ

R131-113-01

宗教的現象、神話や聖典、宗教

儀礼など、広く宗教にかかわる

事象について学ぶ。

宗教学の基礎的知識を身に付

け、宗教学の視座を通して考え

ることができる。

◎ 〇 ○

宗教学入門Ⅱ

R131-113-02

世界の諸宗教の教義や歴史、宗

教儀礼などについて具体的に学

ぶ。

諸宗教に関する知識を網羅的に

修得し、諸宗教の文化的特色を

知ることができる。

◎ 〇 〇

仏教学入門Ⅰ

R131-112-01

今の時代において仏教を学ぶこ

との意味を考えるとともに、多

様な研究方法の基礎を身に付け

る。

インドに始まった仏教の歴史的

展開を把握し、縁起思想や四諦

などの基礎的な仏教用語を理解

できる。

◎ 〇 〇

仏教学入門Ⅱ

R131-112-02

大乗仏教の成立、さらには世界

各地に伝わった仏教の展開とそ

の変容を学ぶ。

日本を含めた東アジア、東南ア

ジアやチベットなど、仏教の地

域的な多様性とその背景を理解

できる。

◎ 〇 〇

禅学入門Ⅰ

R131-112-03

中国禅宗の歴史と思想を学び、

禅を研究していく上で必要な基

礎知識を習得する。

中国禅宗の歴史と思想を知り、

理解することができる。
◎ 〇

禅学入門Ⅱ

R131-112-04

日本禅宗の歴史と思想、特に日

本曹洞宗の両祖（道元・瑩山）の

伝記・著作・思想について学ぶ。

日本禅宗の歴史と思想、特に道

元・瑩山についての理解が深ま

る。

◎ 〇

地域宗教文化Ⅰ－

Ⅰ

R131-113-03

日本を中心に、人々の暮らしと

宗教文化がどのように関わって

いるのかを考える。

日常の生活が宗教文化と深く結

びついていることを理解でき

る。

◎ 〇 〇 △

地域宗教文化Ⅰ－

Ⅱ

R131-113-04

フィールドワークを実施し、グ

ループおよび個人による研究発

表を行う。

フィールドワークのスキルが身

に付き、調査の内容をプレゼン

テーションできる。

〇 ○ ◎

地域宗教文化Ⅱ－

Ⅰ

R131-113-05

東アジアの文化や民族を理解し

て、日本文化との関係を学ぶ。

東アジアの文化の共通基盤を認

識し、文化交流の大切さを理解

できる。

○ ◎ ○

地域宗教文化Ⅱ－

Ⅱ

R131-113-06

東アジアの文化や民族を理解し

て、日本文化との関係を学ぶ。

東アジアの文化の共通基盤を認

識し、文化交流の大切さを理解

できる。

○ ◎ ○

地域宗教文化Ⅲ－

Ⅰ

R131-113-07

南アジアの民族や宗教文化につ

いて学び、日本文化との関係を

考察する。

南アジアの文化の多様性を知

り、文化交流の重要性を理解で

きる。

〇 ◎ 〇
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

地域宗教文化Ⅲ－

Ⅱ

R131-113-08

南アジアの民族や宗教文化につ

いて学び、日本文化との関係を

考察する。

南アジアの文化の多様性を知

り、文化交流の重要性を理解で

きる。

〇 ◎ 〇

宗教文化史Ⅰ

R231-113-09

具体的な素材を通じて、広い視

野から世界の宗教文化の形成と

現在を学ぶ。

文化の多様性を知り、異文化交

流の意義を理解できる。
◎ ○ ○

宗教文化史Ⅱ

R231-113-10

具体的な素材を通じて、広い視

野から世界の宗教文化の形成と

現在を学ぶ。

文化の多様性を知り、異文化交

流の意義を理解できる。
◎ ○ ○

仏教の歴史Ⅰ

R231-112-05

インドに始まり世界各地に広

まった仏教の姿を、歴史的な視

点から把握する。

インドに始まり各地に伝わった

仏教の歴史的な展開を、当時の

社会状況を踏まえて理解でき

る。

◎ 〇 〇 △

仏教の歴史Ⅱ

R231-112-06

さまざまな地域に伝わり、世界

宗教となってゆく仏教の展開

を、歴史的な視点から学ぶ。

世界宗教のひとつに数えられる

仏教の歴史的展開を、各地域の

社会背景とともに理解できる。

◎ 〇 〇

禅宗史Ⅰ

R331-112-07

唐代の著名な禅僧の生涯と思想

を学ぶ。

唐代の禅の思想とその展開を理

解できる。
◎ 〇

禅宗史Ⅱ

R331-112-08

宋代の著名な禅僧の生涯と思想

を学ぶ。

宋代の禅の思想とその展開を理

解できる。
◎ 〇

宗教学英書入門Ⅰ

R231-113-11

宗教にかかわる英語文献を読

み、英語圏における宗教研究の

成果を学ぶ。

英語を読む力を向上させ、宗教

を通して異文化を理解できる。
◎ ○ ○

宗教学英書入門Ⅱ

R231-113-12

宗教にかかわる英語文献を読

み、英語圏における宗教研究の

成果を学ぶ。

英語を読む力を向上させ、宗教

を通して異文化を理解できる。
◎ ○ ○

仏教漢文入門Ⅰ

R231-112-09

漢文の読解に必要な基本事項を

学ぶとともに、翻訳語としての

仏教漢文の特徴を理解する。

仏教漢文の特徴を知り、基礎的

な仏教漢文を読むことができ

る。

〇 〇 ◎

仏教漢文入門Ⅱ

R231-112-10

漢文を読むための基本的な文法

を確認するとともに、例文の読

解を通して仏教漢文の特徴を学

ぶ。

日本を含めた東アジアの仏教研

究に必須となる漢文の読解力を

身に付ける。

〇 〇 ◎

パーリ語入門Ⅰ

R231-112-11

パーリ語の歴史的、言語学的な

位置づけを知り、パーリ語の文

章を読むための基本的文法を学

ぶ。

パーリ語が使用される地域やそ

の歴史的背景を理解し、パーリ

語の基礎的文法を身に付ける。

〇 〇 ◎

パーリ語入門Ⅱ

R231-112-12

パーリ語の基本的文法を学ぶと

ともに、パーリ語の文章に触れ

つつ、その特徴を考察する。

パーリ語の文法や辞書の使用法

を身に付け、基礎的なパーリ語

の文章を読解できる。

〇 〇 ◎

サンスクリット語

入門Ⅰ

R231-112-13

サンスクリット語の文法を学

び、インドの言語文化を学ぶ。

サンスクリット語の構造と文字

に関する特徴を理解できる。
○ △ ◎

サンスクリット語

入門Ⅱ

R231-112-14

サンスクリット語の文法を学

び、基礎的な文献を読む。

サンスクリット語文法を習得

し、基礎的な文献を辞書を用い

て自ら読解することができる。

○ △ ◎

現代社会と宗教Ⅰ

R131-113-13

世界各地で起こっている諸問題

について、宗教を切り口に考察

する。

現代宗教について基礎的な知識

を身に付け、世界で起こってい

る時事問題を、宗教の視座から

考察できる。

〇 ◎ 〇
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

現代社会と宗教Ⅱ

R131-113-14

世界各地で起こっている諸問題

について、宗教を切り口に考察

する。

現代宗教に関する基礎的な知識

を身に付け、世界各地の時事問

題を、宗教の視座から考察でき

る。

〇 ◎ 〇

宗教と民俗文化Ⅰ

R331-113-15

民俗学の成果をふまえて、人々

の日常生活の中に溶け込んでい

る宗教を自覚し学ぶ。

フィールドワークの方法と視点

を身に付け、地域社会が持つ役

割を理解できる。

○ ◎ ○

宗教と民俗文化Ⅱ

R331-113-16

民俗学の成果をふまえて、人々

の日常生活の中に溶け込んでい

る宗教を自覚し学ぶ。

フィールドワークの方法と視点

を身に付け、地域社会が持つ役

割を理解できる。

○ ◎ ○

比較宗教史Ⅰ

R331-113-17

古代文明の開花、および諸宗教

の起源と展開について比較宗教

学の視点から学ぶ。

世界の諸宗教の起源と形成過程

について、その歴史的経過や思

想的特色を理解することができ

る。

◎ 〇 〇 〇

比較宗教史Ⅱ

R331-113-18

世界の諸宗教の成立史や信仰の

特色について、比較宗教学の視

点から学ぶ。

諸宗教の成立史と信仰の特色を

理解し、相互に比較しながら考

察できる。

◎ 〇 〇 〇

比較宗教思想Ⅰ

R231-113-19

各地域の宗教思想を比較し考察

する。

様々な宗教思想を、比較の観点

から相対化して説明することが

できる。

〇 ◎ 〇 〇

比較宗教思想Ⅱ

R231-113-20

各地域の宗教思想を比較し考察

する。

様々な宗教思想を、比較の観点

から相対化して説明することが

できる。

〇 ◎ 〇 〇

宗教社会学Ⅰ

R331-113-21

宗教社会学の理論と方法を学

び、それを用いて現代的な諸問

題を考察する。

宗教と社会の相関関係につい

て、学術的なものの見方ができ

る。

〇 〇 ◎ 〇

宗教社会学Ⅱ

R331-113-22

宗教社会学の理論と方法を学

び、それを用いて現代的な諸問

題を考察する。

宗教と社会の相関関係につい

て、学術的なものの見方ができ

る。

〇 〇 ◎ 〇

宗教心理学Ⅰ

R331-113-23

宗教現象を心理学的な視点から

学ぶ。

宗教と人間との関わりをより深

く、心理学的な視点から理解す

ることができる。

〇 〇 ◎ 〇

宗教心理学Ⅱ

R331-113-24

宗教現象を心理学的な視点から

学ぶ。

宗教と人間との関わりをより深

く、心理学的な視点から理解す

ることができる。

〇 〇 ◎ 〇

宗教人類学Ⅰ

R331-113-25

宗教人類学的研究に欠かせな

い、諸理論と研究手法の基礎を

学ぶ。

宗教人類学の諸理論や研究方

法、宗教人類学的な視座から宗

教の諸現象を考察することがで

きる。

〇 ◎ 〇 〇

宗教人類学Ⅱ

R331-113-26

宗教人類学の諸理論と研究方法

を用い、発展的な問題を考察す

る。

宗教人類学の諸理論や研究方

法、宗教人類学的な視座から宗

教の諸現象を考察できる。

〇 ◎ 〇 〇

宗教教理学Ⅰ

R331-113-27

世界に広がっているキリスト教

をとりあげて、その信仰内容、

組織および典礼について学ぶ。

西洋文明やキリスト教について

説明できる。
○ ◎ ○

宗教教理学Ⅱ

R331-113-28

世界に広がっているキリスト教

をとりあげて、その信仰内容、

組織および典礼について学ぶ。

西洋文明やキリスト教について

説明できる。
○ ◎ ○

仏典講読Ⅰ

R331-112-15

大乗仏教の代表的な経典を読

み、漢文の読み、専門用語、思

想を学ぶ。

仏教漢文の知識を習得し、経典

固有の思想を理解できる。
○ ○ ◎
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

仏典講読Ⅱ

R331-112-16

大乗仏教の代表的な経典を読

み、漢文の読み、専門用語、思

想を学ぶ。

仏教漢文の知識を習得し、経典

固有の思想を理解できる。
○ ○ ◎

インド仏教の思想

Ⅰ

R331-112-17

インドにおいて展開した仏教の

思想を、他の宗教思想や当時の

社会背景とともに学ぶ。

インド仏教の思想について、他

の思想との交流など、多角的な

視点から考察できる。

〇 〇 ◎ △

インド仏教の思想

Ⅱ

R331-112-18

インドにおいて展開した仏教の

思想について、原典やその翻訳

などを参照しながら、その特徴

を学ぶ。

インド仏教の思想について、原

典やその翻訳などを分析し、そ

の思想的特徴を理解できる。

〇 〇 ◎ △

仏教の中国的展開

Ⅰ

R231-112-19

中国において仏教が広まり、変

容していった歴史的展開を学

ぶ。

仏教が中国に伝わった経緯を理

解し、中国における歴史的展開

を理解できる。

◎ 〇 △

仏教の中国的展開

Ⅱ

R231-112-20

中国において仏教が広まり、変

容していった歴史的展開を学

ぶ。

中国において独自の展開を見せ

た仏教の歴史を、社会的な背景

とともに理解できる。

◎ 〇 △

中国仏教の思想Ⅰ

R231-112-21

中国において独自の展開を遂げ

た中国仏教の思想について、原

典やその翻訳を参照しながら学

ぶ。

中国仏教の思想を、文献資料の

講読を通して理解できる。
〇 〇 ◎ △

中国仏教の思想Ⅱ

R231-112-22

中国において独自の展開を遂げ

た中国仏教の思想について、原

典やその翻訳を参照しながら学

ぶ。

中国仏教の思想を、文献資料の

講読を通して理解できる。
〇 〇 ◎ △

仏教の日本的展開

Ⅰ

R231-112-23

仏教が中国を経由し、日本でど

のように変容したのかを学ぶ。

日本仏教の特徴を知ることによ

り、日本人の思考法を解明でき

る。

○ △ ◎

仏教の日本的展開

Ⅱ

R231-112-24

仏教が中国を経由し、日本でど

のように変容したのかを学ぶ。

日本仏教の特徴を知ることによ

り、日本人の思考法を解明でき

る。

○ △ ◎

日本仏教の思想Ⅰ

R331-112-25

日本仏教の特定の書物を読み、

その思想や当時の社会状況を学

ぶ。

仏教書物を読むことにより、作

者の思想的特徴が理解できる。
○ ◎

日本仏教の思想Ⅱ

R331-112-26

日本仏教の特定の書物を読み、

その思想や当時の社会状況を学

ぶ。

仏教書物を読むことにより、作

者の思想的特徴が理解できる。
○ ◎

現代社会と仏教Ⅰ

R131-112-27

現代社会において仏教が果たす

役割を、具体的な事例から学ぶ。

現代社会において仏教が果たし

ている役割について理解でき

る。

〇 ◎ 〇 △

現代社会と仏教Ⅱ

R131-112-28

現代社会において仏教が果たす

べき役割を、社会における実例

なども取り上げながら考察す

る。

現代社会における仏教の果たす

役割について、具体的な事例を

分析し、考察できる。

〇 ◎ 〇 △

仏教美術Ⅰ

R331-112-29

仏像や仏教建築の種類、特徴な

どを映像資料を通して学ぶ。

仏像や仏教建築の特徴を知るこ

とにより、仏教の基本的考えが

習得できる。

◎ △ ○

仏教美術Ⅱ

R331-112-30

仏像や仏教建築の種類、特徴な

どを、映像資料を通して学ぶ。

仏像や仏教建築の特徴を知るこ

とにより、仏教の基本的考えが

習得できる。

◎ △ ○

禅語録講読Ⅰ

R231-112-31

禅宗の主要語録を講読して、禅

修行の基盤となる思想を学ぶ。

禅の専門用語を理解し、自らの

実践に生かすことができる。
〇 ◎

禅語録講読Ⅱ

R231-112-32

禅宗の主要語録を講読して、禅

修行の基盤となる思想を学ぶ。

禅の専門用語を理解し、自らの

生活に生かすことができる。
〇 ◎
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

禅の思想Ⅰ－Ⅰ

R231-112-33

道元研究の回顧と現況を知り、

道元の伝記を読むことにより、

道元の生涯を知る。

道元研究において現在問題と

なっている点を理解し、伝記を

読むことにより、文献研究の方

法を理解する。

〇 ◎

禅の思想Ⅰ－Ⅱ

R231-112-34

道元の著作である『普勧坐禅儀』

『正法眼蔵』等の講読を行う。

道元の著作を読み、その思想が

理解できる。
〇 ◎

禅の思想Ⅱ－Ⅰ

R231-112-35

中国禅の思想を、代表的書物を

通して学ぶ。

中国禅研究において現在問題と

なっている点を理解し、代表的

な書物を読むことにより、文献

研究の方法を理解する。

〇 ◎

禅の思想Ⅱ－Ⅱ

R231-112-36

中国禅の思想を、代表的書物を

通して学ぶ。

中国禅研究において現在問題と

なっている点を理解し、代表的

な書物を読むことにより、文献

研究の方法を理解する。

〇 ◎

禅と芸術Ⅰ

R331-112-37

禅がどのように中国文化に影響

を与えたかを、芸術作品を通し

て学ぶ。

禅の思想を知ることにより、中

国の芸術文化をより深く理解で

きる。

◎ 〇 〇

禅と芸術Ⅱ

R331-112-38

禅がどのように日本文化に影響

を与えたかを、芸術作品を通し

て学ぶ。

禅の思想を知ることにより、日

本の芸術文化をより深く理解で

きる。

◎ 〇 〇

教化布教特講

R231-112-39

釈尊の教え、曹洞宗旨を理解し、

布教の一つの方法である

「法話」の心得を学ぶ。

将来、僧侶として生かすことの

できるコミュニケーション能力

を身に付けることができる。

〇 ◎ 〇 ◎

行持の基礎

R231-112-40

宗門の僧侶としての基本的な法

式・作法を習得するための講義

と実習を行う。

行持の実践としての法式・作法

の意味を理解し、基本作法が身

につく。

〇 〇 ◎

坐禅Ⅰ

R231-112-41

坐禅の実習を行う。また、道元

の『普勧坐禅儀』を学ぶ。

只管打坐の坐禅を理解し、正し

く実修できる。
〇 ◎

坐禅Ⅱ

R231-112-42

坐禅の実習を行う。また、瑩山

の『坐禅用心記』を学ぶ。

只管打坐の坐禅を理解し、正し

く実修できる。
〇 ◎

西洋古典の文化Ⅰ

R231-113-29

ラテン語の文法を習得し、古典

時代の文学、教育、キリスト教

の関係を学ぶ。

西洋の言語と文化について基礎

的な事項を説明できる。
◎ 〇 〇

西洋古典の文化Ⅱ

R231-113-30

ラテン語の文法を習得し、古典

時代の文学、教育、キリスト教

の関係を学ぶ。

西洋の言語と文化について基礎

的な事項を説明できる。
◎ 〇 〇

西洋の思想Ⅰ

R231-113-31

古代から近代までの西洋哲学の

歴史をたどり、哲学者の思考に

学ぶ。

論理的に考え、分析する力を身

に付けることができる。
○ ○ ◎

西洋の思想Ⅱ

R231-113-32

古代から近代までの西洋哲学の

歴史をたどり、哲学者の思考に

学ぶ。

論理的に考え、分析する力を身

に付けることができる。
○ ○ ◎

インドの思想Ⅰ

R231-112-43

バラモン教やそこから展開した

ヒンドゥー教、仏教の姉妹宗教

とされるジャイナ教など、多彩

なインドの思想を学ぶ。

仏教の思想にも大きく影響を与

えたインドの思想を学び、イン

ドにおける多様な思想を理解で

きる。

〇 ◎ △

インドの思想Ⅱ

R231-112-44

ヒンドゥー教やジャイナ教など

の思想を、原典やその翻訳を参

照しつつ学ぶ。

インドに見られる多様な宗教や

その思想を知り、思想のるつぼ

と言われるインドの地域的特徴

を理解できる。

〇 ◎ △

中国の思想Ⅰ

R231-112-45

儒教や道教など、中国において

展開した伝統思想を理解し、中

国思想の特徴を学ぶ。

日本にも影響を与えた中国の伝

統思想を学び、多様な思想につ

いて理解できる。

〇 ◎ △
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

中国の思想Ⅱ

R231-112-46

中国において展開した伝統思想

を理解し、中国思想の特徴を学

ぶ。

日本にも影響を与えた中国の伝

統思想を理解し、多様な思想に

ついて理解できる。

〇 ◎ △

日本の思想Ⅰ

R231-113-33

思想史学の成果をふまえ、日本

宗教史の形成について学ぶ。

日本人の思想・価値観について

海外に発信できる。
◎ ○ ○

日本の思想Ⅱ

R231-113-34

思想史学の成果をふまえ、日本

宗教史の形成について学ぶ。

日本人の思想・価値観について

海外に発信できる。
◎ ○ ○

日本の仏教Ⅰ

R231-112-47

書物の講読や儀礼の研究を通し

て、日本仏教の歴史を学ぶ。

日本仏教の歴史を知り、時代ご

との思想的特徴を理解できる。
◎ ○ △

日本の仏教Ⅱ

R231-112-48

書物の講読や儀礼の研究を通し

て、日本仏教の歴史を学ぶ。

日本仏教の歴史を知り、時代ご

との思想的特徴を理解できる。
◎ ○ ○

基礎セミナーⅠ

R132-841-01

レポート作成やプレゼンテー

ションの方法など、大学教育に

必要な基礎的スキルを修得す

る。

大学教育に必要な基礎的学力を

身に付けることによって、自ら

の意見をまとめ、伝えることが

できる。

◎

基礎セミナーⅡ

R232-841-02

大学で学ぶ意義を再確認すると

ともに、社会人として働く意義

やキャリアについて学ぶ。

社会人としての意味や役割を自

ら考え、表現できる。
△ 〇 ◎

宗教文化セミナー

Ⅰ

R322-842-01

宗教文化を中心に、何について

研究したいかを明確にしてい

く。キャリア研究も行う。

文献検索・研究発表・質疑応答・

ディスカッションの能力を高め

ることができる。

〇 〇 〇 ◎

宗教文化セミナー

Ⅱ

R322-842-02

宗教文化を中心に、文献検索・

研究発表・質疑応答・ディスカッ

ションを行う。

自分で課題を選定し、情報を収

集し、それを考察して相手に説

明することができる。

〇 〇 〇 ◎

仏教文化セミナー

Ⅰ

R322-842-03

仏教文化を中心に、何について

研究したいかを明確にしてい

く。キャリア研究も行う。

文献検索・研究発表・質疑応答・

ディスカッションの能力を高め

ることができる。

〇 〇 〇 ◎

仏教文化セミナー

Ⅱ

R322-842-04

仏教文化を中心に、文献検索・

研究発表・質疑応答・ディスカッ

ションを行う。

自分で課題を選定し、情報を収

集し、それを考察して相手に説

明することができる。

〇 〇 〇 ◎

禅文化セミナーⅠ

R322-842-05

禅文化を中心に、何について研

究したいかを明確にしていく。

キャリア研究も行う。

文献検索・研究発表・質疑応答・

ディスカッションの能力を高め

ることができる。

〇 〇 〇 ◎

禅文化セミナーⅡ

R322-842-06

禅文化を中心に、文献検索・研

究発表・質疑応答・ディスカッ

ションを行う。

自分で課題を選定し、情報を収

集し、それを考察して相手に説

明することができる。

〇 〇 〇 ◎

総合セミナーⅠ

R412-842-07

卒業論文の完成に向けて、論題

を決定する。同時に、論文の要

旨の作成・目次立て・参考文献の

収集などを行う。

資料収集の方法を身に付け、論

文執筆の過程での論理的思考力

や分析力・表現力を修得するこ

とができる。

〇 〇 〇 ◎

総合セミナーⅡ

R412-842-08

卒業論文の完成に向けて、論題

を決定し、卒業論文を執筆する。

卒業論文の作成で、課題発見力・

情報収集力・論理的思考や分析

力・表現力を修得できる。

〇 〇 〇 ◎

卒業論文

R416-845-01

4年間の学修の集大成として、

卒業論文を作成する。

総合セミナーにおいて完成した

研究の成果を、文章で的確に説

明できる。

〇 〇 〇 ◎
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文学部宗教文化学科　カリキュラムマップ 文学部宗教文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
宗教文化の理解を

中心として、人間

を取り巻く自然・社

会・文化についての

幅広い教養を身に

つけている。

多様な宗教文化へ

の理解と柔軟性の

ある対応力を備え、

様々な価値観や思

考法をもつ人々と

積極的にコミュニ

ケーションができ

る。

宗教文化に関する

様々な課題を発見

し、基礎的な文献

を読み解く文献学

的研究やフィール

ドワークにより、

自律的かつ創造的

に研究できる。

宗教学、仏教学、

禅学に関する高度

かつ専門的な知識・

技能を有し、それ

を実践に活かすこ

とができる。

卒業論文の作成で、

選定段階での課題

発見力、資料や参

考文献の探索を通

しての情報収集力、

論文執筆の過程で

の論理的思考や分

析力・表現力を修得

し、考察・研究の成

果を口頭および文

書で的確にプレゼ

ンテーションでき

る。

キャリア・デザイン

Q131-861-01

自分自身の将来・進路を考える

うえで必要なステップを、講義・

演習を踏まえて体験し、自分に

何が必要なのか、今後何をすべ

きかを、明確にする。就職活動

の実際についての情報提供を行

いながら、最終的には自分の特

徴・強みや、目標などを表現で

きるようになることをねらいと

する。

進路選択に向けて、これから何

をすべきか、自分なりの行動計

画を立案できる。就職活動時に

も必要となる自己表現を、自信

をもって行えるようになる。社

会で必要とされる力をチェック

し、自分の力を伸ばす行動につ

なげられる。業界・企業につい

て、具体的に情報収集・比較し、

進路の検討を始められる。チー

ムで動く際に必要なコミュニ

ケーション力を何度も試し、自

信をもてる。

〇 〇 〇 ◎

インターンシップ

Q338-861-02

企業や公的機関が実施するイン

ターンシップに参加することに

より、学生時代のアルバイト経

験とは異なる仕事・活動を体験

し、業種・業界知識や職場・職種

の知識を得て、就業意欲を高め

る。

社会における社員レベルでの現

実的な就業を体験し、就業への

準備ができる。就職活動時に実

際の体験や知識を生かしスムー

ズな就業活動ができる。一連の

インターンシップの活動を通じ

て社会人としての行動をとるこ

とができる。

◎ 〇 〇 〇

地域連携学A

Q231-861-05

産業界や行政のみでは対応でき

ない問題に、市民セクターがど

のような取り組みをしているか

を、社会課題の解決に果敢に挑

戦する実務者を講師として学

ぶ。7つのテーマ「防災、子育て、

教育、障がい、高齢化、国際、

環境」から、それぞれ何が問題

であり課題なのかを一緒に考え

る。

第1に社会課題とその課題解決

の方法・実践を学び生活者とし

ての視野を広げ、自分もできる

事を考えられるようになる。第

2に講師との対話やグループで

のディスカッションを通してコ

ミュニケーション能力を向上さ

せることができる。

〇 ◎ ◎ 〇

地域連携学C

Q132-261-01

東日本大震災による津波被害と

放射線被害をうけた福島県伊達

郡川俣町の山木屋に赴き、山木

屋をまるごと体験することや地

域の方々との交流を通して復興

の現状と力強く生きていくこと

の意味を実感する。

フィールドワークを通して、「生

きる力」への気付きを得て、自

己を成長させることができる。

被災地の現状を実感することが

できる。

◎ 〇 ◎ 〇

地域連携学D

Q132-861-10

人口減少と少子高齢化が進む過

疎化地域の北海道厚沢部町が、

大学と連携し、アウトキャンパ

ス事業を始めた。この事業に参

加する学生が、厚沢部ファンの

獲得を目指した活動を考え実践

する。

地域課題を調べ、課題の解決に

寄与するアイデアを提案でき

る。提案したアイデアの実践に

向けて活動できる。

◎ 〇 〇

◎・・・DP達成のために、特に重要な事項
〇・・・DP達成のために、重要な事項
△・・・DP達成のために、望ましい事項



歴史学科
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文学部歴史学科カリキュラムマップ

文学部歴史学科

愛知学院大学文学部歴史学科は、「過去と現在の対話」を通して「歴史」に対する関心と理解を深め、歴史的事象の原因と結果に関する論理的な分析力、その本質に関する自

由で豊かな洞察力、それを社会に発信するプレゼンテーション力といった総合的な歴史力の要請を行うことを教育理念とします。

本学科はこうした歴史力を現代社会の諸問題の理解や解決に必須の能力ととらえ、その育成を通して現代社会に貢献できる人間育成を行うことを第１の目標とします。ま

た専門的研究分野の枠をこえて世界史的で多元的な広い視野を育むことを第２の目標とします。

文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

宗教学Ⅰ

B111-113-01

「建学の精神」を学び、また、多様な宗

教の見方・捉え方（分類法など）や、世界

各地の宗教の概要・歴史を学習する。

宗教を客観的に学ぶことで高い倫理性

を持った人間性を獲得し、また、世界

各地の宗教を学ぶことで多様な文化・価

値観を理解する。

〇 〇 〇 ◎

宗教学Ⅱ

B111-113-02

インドで生まれた仏教・禅の教え（世界

観・価値観）の基本を学び、世界各地へ

伝わった歴史を学ぶ。

仏教の智慧を学ぶことで、課題発見力

や問題解決力を養い、また、慈悲を学

ぶことで、他者との協調性を養い、価

値観の多様化した現代においても力強

く生きられる柔軟性を得る。

〇 〇 〇 ◎

教養セミナー「学問

の発見」Ⅰ

B132-841-01

教員の専門性を生かしながら、学生の

学びへの姿勢を喚起させる。そのため、

愛知学院大学教養部が編纂した教養セ

ミナーハンドブック第Ⅰ部『大学で学ぶ

ために』を共通テキストとして使用す

る。

リベラル・アーツへの目覚めを喚起し、

高校までの受動的な学習形態から、大

学での能動的な学習形態へ導き、大学

で学ぶための心構えを意識させること

を目標とする。

◎ 〇 〇 〇 ◎

教養セミナー「学問

の発見」Ⅱ

B132-841-02

教員の専門性を生かしながら、学生の

学びへの姿勢を喚起させる。そのため、

愛知学院大学教養部が編纂した教養セ

ミナーハンドブック第Ⅰ部『大学で学ぶ

ために』を共通テキストとして使用す

る。

リベラル・アーツへの目覚めを喚起し、

高校までの受動的な学習形態から、大

学での能動的な学習形態へ導き、大学

で学ぶための心構えを意識させること

を目標とする。

◎ 〇 〇 〇 ◎

教養セミナー「学問

の発見」Ⅲ

B232-841-03

「教養セミナーⅠ・Ⅱ」の発展系の授業

として「学問の発見」をより深く考える

科目であり、各担当教員の専門性を活

かした形での授業として少人数のセミ

ナー形式で授業が行われる。

各担当教員による幅広い分野の専門性

を活かした科目として、学問に対する

好奇心や探究心などをより一層高める

ことを目標とする。

◎ 〇 〇 〇 ◎

教養セミナー「学問

の発見」Ⅳ

B232-841-04

「教養セミナーⅠ・Ⅱ」の発展系の授業

として「学問の発見」をより深く考える

科目であり、各担当教員の専門性を活

かした形での授業として少人数のセミ

ナー形式で授業が行われる。

各担当教員による幅広い分野の専門性

を活かした科目として、学問に対する

好奇心や探究心などをより一層高める

ことを目標とする。

◎ 〇 〇 〇 ◎

心理学Ⅰ

B131-285-01

心理学は、心の営みを科学的に解明し

ようとする学問分野で、認知、生理、

発達、教育、社会、臨床など様々な領

域から成り立っている。各領域の代表

的な知見に触れながら、基本的な心の

仕組みと働きを学ぶ。

様々な実証的研究知見に基づき、心の

仕組みや働きを理解し、自己の心の働

きや行動について内省したり、自己や

他者の心の働きに関心を向けたりする

ことにより、良好な人間関係を構築で

きるようになること。

◎ 〇 〇

心理学Ⅱ

B131-285-02

心理学は、心の営みを科学的に解明し

ようとする学問分野で、認知、生理、

発達、教育、社会、臨床など様々な領

域から成り立っている。各領域の代表

的な知見に触れながら、基本的な心の

仕組みと働きを学ぶ。

様々な実証的研究知見に基づき、心の

仕組みや働きを理解し、自己の心の働

きや行動について内省したり、自己や

他者の心の働きに関心を向けたりする

ことにより、良好な人間関係を構築で

きるようになること。

◎ 〇 〇

哲学Ⅰ

B131-111-01

哲学史、倫理学、社会哲学、科学哲学、

等々、哲学という広範な学問領域の中

から分野を絞り込んで概説する。各々

の分野を通して、哲学という学問一般

に特徴的な思考様式や方法論の理解・習

得を目指す。

言葉＝ロゴスによる説得という哲学的

な思考様式の特徴を理解すると同時に、

その思考様式を身の周りの具体的な問

題に適応できる応用力を養う。

〇 ◎ 〇 〇

カリキュラムマップ
カリキュラムマップとは、授業科目と教育目標の関係を示した表のことで、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）
に基づき、各科目が卒業するまでに身につける能力のどの項目と関連するかを示しています。
このカリキュラムマップにより、学修内容の順次性や科目間の関連性が一目でわかり、自らの学修内容を容易に把握することがで
きます。
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

哲学Ⅱ

B131-111-02

哲学史、倫理学、社会哲学、科学哲学、

等々、哲学という広範な学問領域の中

から分野を絞り込んで概説する。各々

の分野を通して、哲学という学問一般

に特徴的な思考様式や方法論の理解・習

得を目指す。

言葉＝ロゴスによる説得という哲学的

な思考様式の特徴を理解すると同時に、

その思考様式を身の周りの具体的な問

題に適応できる応用力を養う。

〇 ◎ 〇 〇

論理学Ⅰ

B131-111-11

現代記号論理学を中心に、命題論理と

述語論理の基礎を学ぶと同時に、それ

を一つの素地にして形成された言語哲

学やクリティカル・シンキングといっ

た、発展的・実践的分野についても一定

の理解を得る。

命題論理と述語論理の基本となる考え

方を学んで、人間の思考における論理

の役割を理解すると同時に、問題演習

等を通して論理的な推論実践の技術を

磨く。

〇 ◎ 〇

論理学Ⅱ

B131-111-12

現代記号論理学を中心に、命題論理と

述語論理の基礎を学ぶと同時に、それ

を一つの素地にして形成された言語哲

学やクリティカル・シンキングといっ

た、発展的・実践的分野についても一定

の理解を得る。

命題論理と述語論理の基本となる考え

方を学んで、人間の思考における論理

の役割を理解すると同時に、問題演習

等を通して論理的な推論実践の技術を

磨く。

〇 ◎ 〇

文学Ⅰ

B131-135-01

日本語・日本文学について歴史的・文化

的・社会的側面から解説し、様々な言語

事象の背後にある原理や、古今の文学

作品に描かれている諸問題について、

受講生が新たな視点で理解できるよう

指導する。

日本語・日本文学に関する基礎学力、日

本文化をはじめとする多様なものごと

を論理的に分析する力、多様な文化及

び価値観について自発的に課題を立て

て考える力、を修得することを目標と

する。

〇 〇 ◎

文学Ⅱ

B131-135-02

日本語・日本文学について歴史的・文化

的・社会的側面から解説し、様々な言語

事象の背後にある原理や、古今の文学

作品に描かれている諸問題について、

受講生が新たな視点で理解できるよう

指導する。

日本語・日本文学に関する基礎学力、日

本文化をはじめとする多様なものごと

を論理的に分析する力、多様な文化及

び価値観について自発的に課題を立て

て考える力、を修得することを目標と

する。

〇 〇 ◎

美術Ⅰ

B-131-116-01

美術の歴史、人物、環境等を通し現代

社会の美術の見方、考え方を学び美術

の基本姿勢を修得させていく。

美術の基本的な姿勢や見方を修得する。

個々の美術観を築き表現法を見い出し

ていく。

〇 〇 ◎

美術Ⅱ

B131-116-02

美術の基本理念に基づき多様に広がる

美術事情を探り自己の美意識を広げ表

現力を高めていく。

美術の理念を深め自己の造形に表現力

を加え、美術の基礎の確立を計る。
〇 〇 ◎

法学Ⅰ

B131-211-01

法学全般の基礎、及び憲法の基礎につ

いて講義する。

法学全般に通じる基本原理、及び憲法

の基本原理を理解する。
〇 ◎ 〇

法学Ⅱ

B131-211-02
民法の基礎について講義する。 民法の基本原理を理解する。 〇 ◎ 〇

政治学Ⅰ

B131-222-01

民主主義・自由主義などの原理、執政制

度・選挙制度などの政治制度を学ぶ。
政治の基本的原理や制度を理解する。 〇 ◎ 〇

政治学Ⅱ

B131-222-02

日米英独仏など各国の政治を比較して

学ぶ。国際政治の仕組みについて学ぶ。

各国政治および国際政治の基本を理解

する。
〇 ◎ 〇

経済学Ⅰ

B131-231-01

経済学の基礎概念をミクロ経済学で扱

うトピックスを中心に概説する。

ミクロ経済学の基本的な概念を理解し、

ミクロ経済学的に経済事象を論じるこ

とができるような基礎的能力を身につ

ける。

〇 ◎ 〇

経済学Ⅱ

B131-231-02

経済学の基礎概念をマクロ経済学で扱

うトピックスを中心に概説する。

マクロ経済学の基本的な概念を理解し、

マクロ経済学的に経済事象を論じるこ

とができるような基礎的能力を身につ

ける。

〇 ◎ 〇

社会学Ⅰ

B131-261-01

本講義は、具体例を挙げながら、社会

学が考えてきたこと、明らかにしてき

たことを確認し、社会学の概念や方法

を理解していきます。また、それらの

知識を用いて、現代社会の諸課題につ

いても考えます。

社会学の「問い」、「概念」、「方法」を理

解すること。そして、社会学的思考を

用いて、自ら現代社会の諸課題の様相

について説明できるようになること。

〇 〇 ◎ 〇

社会学Ⅱ

B131-261-02

本講義は、社会階層、文化集団、コミュ

ニティ等を取り上げ、社会学的な視点

からそれらの集団の特徴を理解してい

きます。そして各集団と現代社会の諸

課題の関連についても考えていきます。

各集団の特徴を理解すること。そして、

現代社会の諸課題が各集団のなかでな

ぜ発生し、どのように顕在化していく

のかについて説明できるようになるこ

と。

〇 〇 ◎ 〇
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

教育学Ⅰ

B131-271-01

教育学は、人がよりよく生きるために

欠かせない「教育」を対象とする学問で

ある。その特徴は哲学、歴史学、社会学、

行政学などの学問を基礎とした学際的

な性格にあり、本授業では教育を様々

な角度から考察する。

教育学の基礎的知識や概念を理解でき

るとともに、その基礎知識や概念を利

活用して現代の教育状況について多面

的に考察でき、さらに自らが社会の形

成者として教育についての意見を持つ

ことができることを目指す。

〇 〇 ◎

教育学Ⅱ

B131-271-02

教育学は、人がよりよく生きるために

欠かせない「教育」を対象とする学問で

ある。その特徴は哲学、歴史学、社会学、

行政学などの学問を基礎とした学際的

な性格にあり、本授業では教育を様々

な角度から考察する。

教育学の基礎的知識や概念を理解でき

るとともに、その基礎知識や概念を利

活用して現代の教育状況について多面

的に考察でき、さらに自らが社会の形

成者として教育についての意見を持つ

ことができることを目指す。

〇 〇 ◎

地理学Ⅰ

B131-181-01

地理学の基礎的な知識を、国内外の社

会の中にみられる具体的な実例を挙げ

ながら紹介する。社会や自然を構成す

る多様な要素を取り上げ、それらの相

互関係や、分布の差異を示すことで、

地理学的なもののとらえ方を身に着け

る。

社会の中にみられる諸現象を地理学的

な観点から説明することができる。世

界あるいは日本の中にみられる多様性

と地域性について理解することができ

る。

〇 〇 ◎

地理学Ⅱ

B131-181-02

地理学が扱う多様な課題の中から特定

のものを取り上げ、その問題を関連す

る事象とともに追究する。このことに

よって、取り上げる課題についての理

解を深めるとともに、地理学的なもの

のとらえ方についても深化させる。

取り上げる地理学的課題についての基

礎的な知識事項を述べることができる。

取り上げる地理学的課題を通じて、世

界・日本の社会・自然のあり方について、

論理的な考察が行えるようになる。

〇 〇 ◎

数学Ⅰ

B131-323-01

数学の問題を解くことを通して、数学

的な手法と論理的思考を学ぶ。

社会で生きていく上で必要な数学的手

法と論理的思考の習得を到達目標とす

る。

◎ 〇

数学Ⅱ

B131-323-02

数学の問題を解くことを通して、より

進んだ数学的な手法と論理的思考を学

ぶ。

社会で生きていく上で必要な、より進

んだ数学的手法と論理的思考の習得を

到達目標とする。

◎ 〇

統計学Ⅰ

B131-603-01

統計の問題を解くことを通して、統計

的な手法と統計的な論理的思考を学ぶ。

社会生活に役立つ統計的手法と統計的

な論理的思考の習得を到達目標とする。
◎ 〇

統計学Ⅱ

B131-603-02

統計の問題を解くことを通して、より

進んだ統計的な手法と統計的な論理的

思考を学ぶ。

社会生活に役立つ、より進んだ統計的

手法と統計的な論理的思考の習得を到

達目標とする。

◎ 〇

物理学Ⅰ

B131-420-01

身近な現象を題材にして、生活や社会

に密接に関わっている「物理」を学ぶ。

なぜ？という疑問を持ち、それを解決

するために論理的に考える力を身につ

ける。

〇 ◎ 〇 〇

物理学Ⅱ

B131-420-02

身近な現象を題材にして、生活や社会

に密接に関わっている「物理」を学ぶ。

なぜ？という疑問を持ち、それを解決

するために論理的に考える力を身につ

ける。

〇 ◎ 〇 〇

化学Ⅰ

B131-420-11

化学の基礎を学びながら、日常生活に

関わる身の回りの物質を化学的立場か

ら捉え、化学が果たしている役割を考

えます。「なぜこうなるの？」といった

好奇心から出発して、化学の面白さを

伝えます。

素朴な疑問をもとに、文系の学生にとっ

ての化学に対する苦手意識を軽減しま

す。化学的なモノの考え方を修得し、

科学リテラシーや論理的思考力を身に

つけることを目標とします。

◎ 〇 〇

化学Ⅱ

B131-420-12

化学の基礎を学びながら、日常生活に

関わる身の回りの物質を化学的立場か

ら捉え、化学が果たしている役割を考

えます。「なぜこうなるの？」といった

好奇心から出発して、化学の面白さを

伝えます。

素朴な疑問をもとに、文系の学生にとっ

ての化学に対する苦手意識を軽減しま

す。化学的なモノの考え方を修得し、

科学リテラシーや論理的思考力を身に

つけることを目標とします。

◎ 〇 〇

生物学Ⅰ

B131-420-21

身近なできごとやさまざまな社会問題

と生物学の関わりを知り、生物を理解

するために必要な教養レベルでの基礎

的知識と概念を学ぶ。

社会生活の中で直面する様々な医療問

題や環境問題などを正しく理解し、ま

た自分で考えるために必要な基礎的な

生物学的知識を身につける。

◎ 〇 〇

生物学Ⅱ

B131-420-22

身近なできごとやさまざまな社会問題

と生物学の関わりを知り、生物を理解

するために必要な教養レベルでの基礎

的知識と概念を学ぶ。

社会生活の中で直面する様々な医療問

題や環境問題などを正しく理解し、ま

た自分で考えるために必要な基礎的な

生物学的知識を身につける。

◎ 〇 〇
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授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標
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の修得
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④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

情報科学Ⅰ

B131-601-01

コンピュータを扱うことを通して、コ

ンピュータとネットワークの知識を習

得する。

社会生活に役立つコンピュータとネッ

トワークの知識と、その倫理的問題点

の習得を到達目標とする。

◎ 〇

情報科学Ⅱ

B131-601-02

コンピュータを扱うことを通して、コ

ンピュータとネットワークのより進ん

だ知識を習得する。

社会生活に役立つより進んだコン

ピュータとネットワークの知識と、そ

の倫理的問題点の習得を到達目標とす

る。

◎ 〇

情報科学Ⅲ

B131-601-03

コンピュータを通して、データサイエ

ンスに関してリテラシーレベルよりも

一歩進んだ知識を習得する。

データサイエンスに関して、リテラシー

レベルよりも一歩進んだ知識と、その

倫理的問題点の習得を到達目標とする。

◎ 〇

情報科学Ⅳ

B131-601-04

コンピュータを通して、データサイエ

ンスに関してより進んだ知識を習得す

る。

データサイエンスに関して、より進ん

だ知識と、その倫理的問題点の習得を

到達目標とする。

◎ 〇

仏教と現代社会Ⅰ

B231-112-01

現代社会の諸問題に関する仏教からの

提言

仏教的価値観を対立軸として、現代社

会の価値観や諸課題を考える力を育て

る。

〇 ◎ 〇

仏教と現代社会Ⅱ

B231-112-02

現代社会の諸問題に関する仏教からの

提言

仏教的価値観を対立軸として、現代社

会の価値観や諸課題を考える力を育て

る。

〇 ◎ 〇

禅と人間Ⅰ

B231-112-11

禅の概要および禅宗の特徴を概説し、

禅語（公案）を通じて禅の思想を解説す

るとともに、坐禅の実習によって禅の

修行を体感する。

坐禅や公案の学習などの禅の修行生活

の重要な要素を通じて、禅の本質を理

解する。

◎ ◎

禅と人間Ⅱ

B231-112-12

中国および日本における禅宗の歴史や

思想を概説し、禅の影響のもと成立し

た茶道・絵画・建築・陶磁器・書などの日

本独自文化を解説する。

禅と日本文化との関係を具体的に理解

し、禅によって培われた日本独自の美

意識や感性を体得する。

◎ ◎

生命に関する諸問

題Ⅰ

B231-118-01

「生と死」という解決し難い古来からの

テーマについて、自然・人文・社会科学

などの多様な視点・観点からアプローチ

する。

総合的に問題を捉えて解決したり、創

造性を持って新たな課題を見い出した

りする力をつける。自分なりの「生命

観」・「人生観」・「死生観」を築く。

◎ ◎ 〇

生命に関する諸問

題Ⅱ

B231-118-02

「生と死」という解決し難い古来からの

テーマについて、自然・人文・社会科学

などの多様な視点・観点からアプローチ

する。

総合的に問題を捉えて解決したり、創

造性を持って新たな課題を見い出した

りする力をつける。自分なりの「生命

観」・「人生観」・「死生観」を築く。

◎ ◎ 〇

人間行動の理解Ⅰ

B231-285-01

心理学で扱う理論や事象は実験や調査

で得られたデータに基づいている。本

講義では、実際に実験を行い、仮説検

証の考え方からデータの収集方法、結

果の解釈に至るまで、心理学の基本的

な方法論について理解を深める。

心の仕組みや働きを明らかにするため

の様々な方法論を理解したうえで、科

学的な手続きと正確なデータ収集の重

要性を認識し、さらにそれらをまとめ

て論理的な報告書の作成ができるよう

になること。

◎ ◎

人間行動の理解Ⅱ

B231-285-02

フロイトの精神分析の口語版といわれ

る「交流分析」の理論と実践について学

ぶ。交流分析は、パーソナリティ理論

やコミュニケーション理論を含む心理

療法のひとつであり、自己洞察を繰り

返すことで、より良い人間関係と自己

の生き方を築くことを目指す。

自己理解と他者理解を深め、よりよい

コミュニケーションと自己の問題点の

把握と改善へつなげること。

◎ ◎

人間の尊厳と平等

Ⅰ

B231-261-01

本授業では、これまでに人間社会が形

成してきた人権について、様々な歴史

的事例や条文などの学びを通して、人

権の基礎を習得する。

人権の成立過程や現代における課題を

学び、一人一人の人間性を尊重し、他

者と協調できるようになる。また、差

別について批判的精神を養う。

◎ ◎

人間の尊厳と平等

Ⅱ

B231-261-02

本授業では、社会福祉の成立過程を学

びながら、「福祉国家」や「社会福祉事業」

への理解を深め、社会福祉の基礎を習

得する。

社会福祉の学びを通して、一人一人の

人間性を尊重し、多様な価値観を理解

できるようになる。そして、自ら社会

貢献が積極的に可能になることを目指

す。

◎ ◎

日本の文化と社会

Ⅰ

B231-162-01

日本の歴史・文学・ことばを中心に、人々

がそれらの事象とどのように関わって

きたのか、どのような変化をとげてき

たのか、を学ぶ。

科学的な探究の精神に基づいて、日本

における、社会と文化と人間に対する

理解を深め、複眼の視座を涵養する。

〇 〇 ◎ ◎
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

日本の文化と社会

Ⅱ

B231-162-02

日本の歴史・文学・ことばを中心に、人々

がそれらの事象とどのように関わって

きたのか、どのような変化をとげてき

たのか、を学ぶ。

科学的な探究の精神に基づいて、日本

における、社会と文化と人間に対する

理解を深め、複眼の視座を涵養する。

〇 〇 ◎ ◎

アジアの文化と社

会Ⅰ

B231-163-01

文献資料や映像資料を駆使して、中国

の芸能・小説などの伝統文化、及び近現

代の政治・社会史に関する講義を行う。

また定期試験などを通して受講生に論

述の機会を設けている。

日本人にとって「他者」である中国を多

面的に理解することを目指す。その上

で、筋道を立てた論述能力や課題発見

力、問題解決力を涵養することを目指

す。

〇 〇 ◎ ◎

アジアの文化と社

会Ⅱ

B231-163-02

文献資料や映像資料を駆使して、中国

の芸能・小説などの伝統文化、及び近現

代の政治・社会史に関する講義を行う。

また定期試験などを通して受講生に論

述の機会を設けている。

日本人にとって「他者」である中国を多

面的に理解することを目指す。その上

で、筋道を立てた論述能力や課題発見

力、問題解決力を涵養することを目指

す。

〇 〇 ◎ ◎

ヨーロッパの文化

と社会Ⅰ

B231-165-01

ヨーロッパの思想・文化の理解
ヨーロッパ諸国の事例を学習すること

で、未来の日本社会構築の参考にする。
〇 〇 ◎ ◎

ヨーロッパの文化

と社会Ⅱ

B231-165-02

ヨーロッパの思想・文化の理解
ヨーロッパ諸国の事例を学習すること

で、未来の日本社会構築の参考にする。
〇 〇 ◎ ◎

英語圏の文化と社

会Ⅰ

B231-804-01

英語圏の文化的な側面と社会的な側面

について講義

英語圏の文化や英語の使用における社

会的な背景について理解できる。
〇 〇 ◎ ◎

英語圏の文化と社

会Ⅱ

B231-804-02

英語圏の文化的な側面と社会的な側面

について講義

英語圏の文化や英語の使用における社

会的な背景について理解して説明でき

る。

〇 〇 ◎ ◎

人間と環境Ⅰ

B231-646-01

社会・地球・自然・食など様々な角度から

人間と環境の関わりについて学んでゆ

きます。

人間をとりまく種々の環境についての

正しい知識を学び、玉石混淆の情報か

ら正しい情報を読み解く力を身につけ

ることができる。

〇 ◎ 〇 △

人間と環境Ⅱ

B231-646-02

社会・地球・自然・食など様々な角度から

人間と環境の関わりについて学んでゆ

きます。

人間をとりまく種々の環境についての

正しい知識を学び、玉石混淆の情報か

ら正しい情報を読み解く力を身につけ

ることができる。

〇 ◎ 〇 △

情報と社会Ⅰ

B231-622-01

ネットワーク社会における情報の扱い

方と倫理的問題点を習得する。

ネットワーク社会における情報の扱い

方と倫理的問題点の習得を到達目標と

する。

〇 ◎ 〇 △

情報と社会Ⅱ

B231-622-02

ネットワーク社会におけるより進んだ

情報の扱い方と倫理的問題点を習得す

る。

ネットワーク社会におけるより進んだ

情報の扱い方と倫理的問題点の習得を

到達目標とする。

〇 ◎ 〇 △

産業と科学Ⅰ

B231-118-01

生活に関連した産業と科学技術に関す

る話題を、複数の視点から多角的に分

析し、解説する。

産業と科学技術に関する知識を学び、

それを生かして生活における諸問題に

対処できるような柔軟な思考力を身に

つける。

〇 ◎ 〇

産業と科学Ⅱ

B231-118-02

生活に関連した産業と科学技術に関す

る話題を、複数の視点から多角的に分

析し、解説する。

産業と科学技術に関する知識を学び、

それを生かして生活における諸問題に

対処できるような柔軟な思考力を身に

つける。

〇 ◎ 〇

ソフトウェア概論

Ⅰ

B231-605-01

コンピュータ・プログラミングの課題を

解くことを通して、コンピュータの多

様な使い方を習得する。

コンピュータ・プログラミングとコン

ピュータの多様な使い方の習得を到達

目標とする。

◎ ◎

ソフトウェア概論

Ⅱ

B231-605-02

コンピュータ・プログラミングの課題

を解くことを通して、より進んだコン

ピュータの多様な使い方を習得する。

より進んだコンピュータ・プログラミン

グとコンピュータの多様な使い方の習

得を到達目標とする。

◎ ◎

健康の科学

B231-594-01

健康や病気を理解するための基礎知識、

とくに生活習慣との関わりや疾病予防

の重要性について解説する。

健康的な生活を送るための基礎知識を

身につけ、日常生活の中で実践できる

ようになることを目的とする。

◎

英語Ⅰa

B114-141-01

英語のリスニングと英会話を中心とし

た授業

基礎的な英語表現の聞き取りと基礎的

な会話表現ができる。
〇 〇 ◎

英語Ⅱa

B114-141-02

英語のリスニングと英会話を中心とし

た授業

少し発展的な英語表現の聞き取りと会

話表現ができる。
〇 〇 ◎

英語Ⅰb

B114-141-03
英語の読解を中心とした総合演習

基礎的な英文を読んで内容が理解でき

る。
△ 〇 〇 ◎
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

英語Ⅱb

B114-141-04
英語の読解を中心とした総合演習

少し発展的な英文を読んで内容が理解

できる。
△ 〇 〇 ◎

英語Ⅰc

B214-141-05
英作文・英文法を中心とした総合英語

基礎的な英文を書いて自己表現ができ

る。
△ 〇 〇 ◎

英語Ⅱc

B214-141-06
英作文・英文法を中心とした総合英語

少し発展的な英文を書いて自己表現が

できる。
△ 〇 〇 ◎

ドイツ語Ⅰ

B114-145-01
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 〇 〇 ◎

ドイツ語Ⅱ

B114-145-02
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 〇 〇 ◎

中国語Ⅰ

B114-147-01

発音の習得から始めて、入門時に必要

とされる常用単語及び初歩的な文型を

学び、未習外国語である中国語の学習

の基礎を固める。常に双方向の授業を

心がけ、中国語運用能力の基礎を作る。

中国語の発音を習得し、中国語のロー

マ字表記を読めるようにする。併せて、

初歩的な常用単語及び初歩的な文型を

習得し、簡単な中国語を使えるように

する。

〇 〇 ◎

中国語Ⅱ

B114-147-02

中国語Ⅰで学んだ中国語の基礎の上に

さらにステップアップを目指す。発音

の習熟度をより高め、語彙及び理解で

き、かつ使用できる文型を増やすこと

によって、中国語の運用能力を高める。

中国語の発音をより確実なものにし、

より多くの常用語彙、重要文型を学び、

中国語の構造に対する理解を深め、初

歩的な中国語運用能力を身につけるよ

うにする。

〇 〇 ◎

韓国語Ⅰ

B114-148-01

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関する

基礎知識と運用力を養成する科目であ

る。韓国語の文字と発音を始めとし、

日常生活で使える簡単な会話を学習す

ることとする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能を総

合的に学習し、それを通じて朝鮮半島

の歴史、社会、文化、思想について理

解を深め、韓国語の基本的な構造につ

いて理解することを目標とする。

〇 〇 ◎

韓国語Ⅱ

B114-148-02

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関する

基礎知識と運用力を養成する科目であ

る。韓国語の文字と発音を始めとし、

日常生活で使える簡単な会話を学習す

ることとする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能を総

合的に学習し、それを通じて朝鮮半島

の歴史、社会、文化、思想について理

解を深め、韓国語の基本的な構造につ

いて理解することを目標とする。

〇 〇 ◎

スペイン語Ⅰ

B114-149-01

綴りや発音のルール、文章の基本的な

構成を学ぶ。

正確な発音ができるようになる。挨拶、

簡単な自己紹介、日常の動作を表現し、

簡単なコミュニケーションが取れるよ

うになる。

〇 〇 ◎

スペイン語Ⅱ

B114-149-02

好きなものや好きなこと、日課や今後

の予定、天候といったより高度な表現

を学ぶ。

スペイン語の音や文章構造に慣れ、さ

らに豊かな表現ができるようになる。

また、目的語の代名詞を使ってよりコ

ンパクトな文章を作ることができる。

〇 〇 ◎

ドイツ文化事情

B124-145-61

ドイツ語圏の国々の思想・文化・社会の

探究

「ドイツ」から今後の日本社会に優位な

考え方を学び取る。
〇 〇 ◎ ◎

中国文化事情

B124-147-61

映像等を用い、中国の歴史、地理、社

会等各方面から、中国語の背後にある

中国文化の様々な側面を学び、多様な

文化に対する理解を深める。

中国の社会や伝統文化に対する知識を

増やし、より広い視野を持って、多様

な文化、価値観が理解できるようにな

ることを目指す。

〇 〇 ◎ ◎

韓国文化事情

B124-148-61

様々な文献・視聴覚資料を活用し、韓国・

朝鮮の文化・社会・歴史などについて学

ぶ。単なる知識の伝達ではなく、日本

との比較などや、様々な観点からの観

察・分析、「韓国文化」の全般について正

しく理解していく。

日常の様々な事柄について客観的な立

場から観察・分析力を身につけることが

できる。また、日韓の文化比較を行い

様々な意見や情報交換によって、自分

の意見を表明する積極性と論理性を高

めることができる。

〇 〇 ◎ ◎

スペイン文化事情

B124-149-61

スペインおよびラテンアメリカ諸国の

歴史や文化、芸術、思想を広く紹介する。

異文化に触れることで自分の視野を広

げるとともに、馴染みの深い文化と比

較することによって新たな角度から既

知の文化を観察し、その個性を再認識

できる。

〇 〇 ◎ ◎

日本語Ⅰa

B114-139-01

高度な文法力や読解力を身につけるこ

とを目的に論理的な文章を読む。

論理的な文章が読めるようになる。ま

た、教材を通して日本社会への理解を

深めることができる。

〇 〇 ◎

日本語Ⅱa

B114-139-02

読解力を向上させるために、論理的な

文章だけでなく、エッセイなども取り

上げて読む。

様々なタイプの文章を、一人で読める

ようになる。また、内容に関して意見

や感想をまとめることができる。

〇 〇 ◎
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

日本語Ⅰb

B114-139-03
日本語の聴解、会話、口頭発表を扱う。

留学生活に必要となる聴解力・会話力を

身につけ、わかりやすい発表ができる

ようになる。

〇 〇 ◎

日本語Ⅱb

B114-139-04
日本語の聴解、会話、口頭発表を扱う。

日本社会で起きている話題について聴

き取れ、資料を基に論理的に意見が述

べられるようになる。

〇 〇 ◎

日本語Ⅰc

B114-139-05

論理的な文章をわかりやすく書くため

の基礎的な技法を学ぶ。

事実と自分の考えとを書き分ける力、

資料に基づいて自分の考えを書き進め

る力などを身につけることができる。

〇 〇 ◎

日本語Ⅱc

B114-139-06

関心のあるテーマについて問題を見出

し、資料を用いてその答えをレポート

としてまとめる。

レポートを書くことを通して、読み・書

きの高度な日本語力を身につけること

ができる。

〇 〇 ◎

日本語Ⅰd

B214-139-07

意見文を読み、自分の意見を述べたり、

内容を要約したりする。

社会で問題になっている様々な問題に

ついて、自分の考えをわかりやすく述

べることができる。

〇 〇 ◎

日本語Ⅱd

B214-139-08

ディベートやスピーチ学習などを通し

て、まとまりのある内容を的確に伝え

る方法を学ぶ。

自分の考えをわかりやすく伝えること

ができる。
〇 〇 ◎

日本語Ⅰe

B214-139-09

「食」をメインテーマに課題を設定し、

資料を集め、まとめて発表する。

高度な日本語力およびプレゼンテー

ション能力を身につけることができる。
〇 〇 ◎

日本語Ⅱe

B214-139-10

日本の文化や社会に関するテーマにつ

いて、課題を設定し、調べて発表する。

高度な日本語力およびプレゼンテー

ション能力を身につけることができる。
〇 〇 ◎

英会話Ⅰ

B134-141-11
外国人教員による英会話演習 簡単な英会話で自己表現ができる。 〇 〇 ◎

英会話Ⅱ

B134-141-12
外国人教員による英会話演習

少し発展的な内容の英会話で自己表現

ができる。
〇 〇 ◎

英会話Ⅲ

B234-141-21
外国人教員による発展的英会話演習

日常的な内容の英会話で自己表現がで

きる。
〇 〇 ◎

英会話Ⅳ

B234-141-22
外国人教員による発展的英会話演習

発展的な様々な内容の英会話で自己表

現ができる。
〇 〇 ◎

メディア英語Ⅰ

B134-141-17

ビデオや映画等のメディアを使った英

語演習

映画やニュースなどで基本的な表現が

理解できる。
〇 〇 ◎

メディア英語Ⅱ

B134-141-18

ビデオや映画等のメディアを使った英

語演習

映画やニュースなどで少し発展的な表

現が理解できる。
〇 〇 ◎

メディア英語Ⅲ

B234-141-27

ビデオや映画等のメディアを使った発

展的英語演習

映画やニュースなどで多くの表現をそ

のまま理解できる。
〇 〇 ◎

メディア英語Ⅳ

B234-141-28

ビデオや映画等のメディアを使った発

展的英語演習

映画やニュースなどで発展的な内容が

そのまま理解できる。
〇 〇 ◎

英語表現法Ⅰ

B134-141-15

英作文や会話などの英語による自己表

現演習

基礎的な英語を使って自己表現ができ

る。
〇 〇 ◎

英語表現法Ⅱ

B134-141-16

英作文や会話などの英語による自己表

現演習

少し発展的な英語を使って自己表現が

できる。
〇 〇 ◎

英語表現法Ⅲ

B234-141-25

英作文や会話などの英語による発展的

自己表現演習

英語表現を使って自分の意見や考えを

表現できる。
〇 〇 ◎

英語表現法Ⅳ

B234-141-26

英作文や会話などの英語による発展的

自己表現演習

少し発展的な英語表現を使って自分の

意見や考えを表現できる。
〇 〇 ◎

英語読解法Ⅰ

B134-141-13
様々な英文を読んで理解する読解演習

辞書を使って、自分で様々な英文の内

容が理解できる。
〇 〇 〇 ◎

英語読解法Ⅱ

B134-141-14
様々な英文を読んで理解する読解演習

辞書を使って、自分で少し発展的な英

文の内容が理解できる。
〇 〇 〇 ◎

英語読解法Ⅲ

B234-141-23

発展的な英文を読んで理解する読解演

習

辞書を使って、様々な英文の内容が理

解できる。
〇 〇 〇 ◎

英語読解法Ⅳ

B234-141-24

発展的な英文を読んで理解する読解演

習

辞書を使って、様々な発展的な英文の

内容が理解できる。
〇 〇 〇 ◎

実践英語Ⅰ

B134-141-31
TOEIC等の検定試験対策の演習

TOEIC等の検定試験で基礎的な問題の

解答ができる。
〇 〇 ◎

実践英語Ⅱ

B134-141-32
TOEIC等の検定試験対策の演習

TOEIC等の検定試験で少し発展的な問

題の解答ができる。
〇 〇 ◎

実践英語Ⅲ

B234-141-41
TOEIC等の検定試験対策の発展的演習

TOEIC等の検定試験で発展的な問題の

解答ができる。
〇 〇 ◎

実践英語Ⅳ

B234-141-42
TOEIC等の検定試験対策の発展的演習

TOEIC等の検定試験で少し高度な問題

の解答ができる。
〇 〇 ◎
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

ドイツ語Ⅰ（基礎）

B134-145-11
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 〇 〇 ◎

ドイツ語Ⅱ（基礎）

B134-145-12
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 〇 〇 ◎

ドイツ語Ⅲ（読解）

B234-145-21
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の読解力強化 〇 〇 〇 ◎

ドイツ語Ⅳ（読解）

B234-145-22
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の読解力強化 〇 〇 〇 ◎

ドイツ語Ⅲ（表現）

B234-145-31
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の表現力（作文力）強化 ○ 〇 〇 ◎

ドイツ語Ⅳ（表現）

B234-145-32
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の表現力（作文力）強化 ○ 〇 〇 ◎

ドイツ語Ⅲ（総合）

B234-145-41
中級ドイツ語能力養成

中級のテキストを用いたドイツ語の運

用能力強化
〇 〇 〇 ◎

ドイツ語Ⅳ（総合）

B234-145-42
中級ドイツ語能力養成

中級のテキストを用いたドイツ語の運

用能力強化
〇 〇 〇 ◎

ドイツ語会話Ⅰ

B234-145-51
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の会話能力の養成 ○ 〇 〇 ◎

ドイツ語会話Ⅱ

B234-145-52
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の会話能力の養成 ○ 〇 〇 ◎

中国語Ⅰ（基礎）

B134-147-11

発音の習得から始めて、入門時に必要

とされる常用単語及び初歩的な文型を

学び、未習外国語である中国語の学習

の基礎を固める。常に双方向の授業を

心がけ、中国語運用能力の基礎を作る。

中国語の発音を習得し、中国語のロー

マ字表記を読めるようにする。併せて、

初歩的な常用単語及び初歩的な文型を

習得し、簡単な中国語を使えるように

する。

〇 〇 ◎

中国語Ⅱ（基礎）

B134-147-12

中国語Ⅰで学んだ中国語の基礎の上に

さらにステップアップを目指す。発音

の習熟度をより高め、語彙及び理解で

き、かつ使用できる文型を増やすこと

によって、中国語の運用能力を高める。

中国語の発音をより確実なものにし、

より多くの常用語彙、重要文型を学び、

中国語の構造に対する理解を深め、初

歩的な中国語運用能力を身につけるよ

うにする。

〇 〇 ◎

中国語Ⅲ（読解）

B234-147-21

１年次に習得した中国語を基礎に、簡

単な文章を読むことによって中国語の

文法構造等に対する理解を深め、中国

語の読解力をレベルアップして資格取

得などに役立てる。

300語程度の常用単語を身につけ、中

国語の文法構造に対する理解を深め、

中国語の文章の読解力を高める。併せ

て、中国政府公認の中国語検定試験Ｈ

ＳＫ２級の合格を目指す。

〇 〇 〇 ◎

中国語Ⅳ（読解）

B234-147-22

中国語Ⅲ（読解）を受けて、様々な文章

を読むことによって、中国語の文法構

造等に対する理解をさらに深め、中国

語の読解力をさらにレベルアップして

資格取得などに役立てる。

600語程度の常用単語を身につけ、中

国語の文法構造に対する理解を深め、

中国語の文章の読解力を高める。併せ

て、中国政府公認の中国語検定試験Ｈ

ＳＫ３級の合格を目指す。

〇 〇 〇 ◎

中国語Ⅲ（表現）

B234-147-31

１年次に習得した中国語を基礎に、中

国語の様々な表現を学んで中国語作文

の練習をすることによって、中国語の

文法構造等に対する理解を深め、中国

語の表現力をレベルアップして資格取

得などに役立てる。

300語程度の常用単語を身につけ、中

国語の文法構造に対する理解を深め、

中国語の表現力を高める。併せて、中

国政府公認の中国語検定試験ＨＳＫ２

級の合格を目指す。

○ 〇 〇 ◎

中国語Ⅳ（表現）

B234-147-32

中国語Ⅲ（読解）を受けて、中国語の様々

な表現を学んで中国語作文の練習をす

ることによって、中国語の文法構造等

に対する理解をさらに深め、中国語の

表現力をさらにレベルアップして資格

取得などに役立てる。

600語程度の常用単語を身につけ、中

国語の文法構造に対する理解を深め、

中国語の表現力を高める。併せて、中

国政府公認の中国語検定試験ＨＳＫ３

級の合格を目指す。

○ 〇 〇 ◎

中国語Ⅲ（総合）

B234-147-41

１年次に習得した中国語を基礎に、「読

み、書き、聴き、話す」練習を通して、

常用語を身につけ、中国語の文法構造

等に対する理解を深め、中国語の運用

能力をレベルアップして資格取得など

に役立てる。

300語程度の常用単語を身につけ、中

国語の文法構造に対する理解を深め、

「読み、書き、聴き、話す」といった中

国語の運用能力を全体的に高める。併

せて、中国政府公認の中国語検定試験

ＨＳＫ２級の合格を目指す。

〇 〇 〇 ◎
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

中国語Ⅳ（総合）

B234-147-42

中国語Ⅲ（総合）を受けて、「読み、書き、

聴き、話す」練習を通して、使える常用

語を増やし、中国語の文法構造等に対

する理解をさらに深め、中国語の運用

能力をさらにレベルアップして資格取

得などに役立てる。

600語程度の常用単語を身につけ、中

国語の文法構造に対する理解を深め、

「読み、書き、聴き、話す」といった中

国語の運用能力を全体的に高める。併

せて、中国政府公認の中国語検定試験

ＨＳＫ３級の合格を目指す。

〇 〇 〇 ◎

中国語会話Ⅰ

B234-147-51

発音の練習を重視し、ペアワークによ

る会話練習を行い、中国語の会話力を

向上させる。併せて、作文と翻訳の練

習も行い、中国語の総合的な運用能力

を高める。

1年次で学んだ中国語の発音をより正確

なものにし、あいさつなどの簡単な言

葉から日常用いる初歩的な会話ができ

るようにする。中国政府公認の中国語

検定試験HSK２級の合格を目指す。

○ 〇 〇 ◎

中国語会話Ⅱ

B234-147-52

中国語会話Ⅰを受け、引き続き発音練

習を重視し、ペアワークによる会話を

ほぼ毎回行って、会話力をより向上さ

せる。併せて作文と翻訳の練習にも力

を入れ、中国語の総合的な運用能力を

高める。

中国語をより正確に発音できるように

し、より多くのことを表現できるよう

会話力を高める。会話力と同時に、作

文能力や読解力も向上させ、中国政府

公認の中国語検定試験HSK３級の合格

を目指す。

○ 〇 〇 ◎

フランス語Ⅰ（基

礎）

B134-146-11

綴りと音の関係を理解し、フランス語

文の音読を可能にする。基本文型を暗

記し、フランス語のリズムを覚える。

フランス語文を単独で音読できるよう

にし、挨拶や買い物などの簡単な日常

会話に慣れる。

〇 〇 ◎

フランス語Ⅱ（基

礎）

B134-146-12

人称の概念を理解し、基本動詞の活用

を学習する。辞書を利用して平易なフ

ランス語文を訳読し、暗記する。

会話文や説明文を、辞書を用いて単独

で読解する。人物の会話から、フラン

ス人の基本となる物の考え方を理解す

る。

〇 〇 ◎

フランス語Ⅲ（総

合）

B234-146-41

短文の反復や言い換えにより、実生活

に結びついたフランス語の表現を確実

に身につける。

フランスで生活するつもりになって、

フランス語でフランス人に意志を伝え

るつもりで、フランス語会話に集中す

る。

〇 〇 〇 ◎

フランス語Ⅳ（総

合）

B234-146-42

練習問題による言い換えにより、実生

活に結びついたフランス語の構造を確

実に身につける。

フランス語の基本的な例文を覚えると

同時に、日本語からフランス語への言

い換えも行えるようにする。

〇 〇 〇 ◎

韓国語Ⅰ（基礎）

B134-148-11

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関する

基礎知識と運用力を養成する科目であ

る。韓国語の文字と発音を始めとし、

日常生活で使える簡単な会話を学習す

ることとする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能を総

合的に学習し、韓国語の基本的な構造

について理解することを目標とする。

〇 〇 ◎

韓国語Ⅱ（基礎）

B134-148-12

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関する

基礎知識と運用力を養成する科目であ

る。韓国語の文字と発音を始めとし、

日常生活で使える簡単な会話を学習す

ることとする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能を総

合的に学習し、韓国語の基本的な構造

について理解することを目標とする。

〇 〇 ◎

韓国語Ⅲ（読解）

B234-148-21

韓国語Ⅰ・Ⅱを履修した人を対象にし、

レベルアップした基礎文法を学ぶ。コ

ミュニケーションの訓練とともに、文

法と構文の理解、表現力を身につける。

また、旅行やビジネス場面でよく使わ

れる表現を学ぶ。

韓国語の基礎文法を踏まえ、より豊か

な基礎会話力を養うことを目標にする。

徐々に語彙・文法項目を増やしていき、

韓国語で書かれた文章に対する理解力

を高める。

〇 〇 〇 ◎

韓国語Ⅳ（読解）

B234-148-22

韓国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを履修した人を対象に

し、中級を目指して実践的な表現を学

ぶ。定型表現の学習は、ものの描写、

要求・依頼・主張など様々な場面にふさ

わしい構文と語彙を習得し、言語運用

力を養う。

中級レベルの文法や語彙を学び、韓国

語としてより自然で円滑なコミュニ

ケーションができるようにする。より

豊かな言語表現力を養い、韓国語文章

に対する「読む・書く」能力の上達を目標

にする。

〇 〇 〇 ◎

韓国語Ⅲ（表現）

B234-148-31

文字を覚えた学生を対象にし、授業計

画に基づく韓国語の基礎知識と運用力

を養成する。「読む」「書く」「聞く」「話

す」の四技能をバランスよく総合的に身

につけることを目指す。韓国語圏の世

界の諸相を理解し、国際的な視野を広

める。

韓国語の文字と発音を習った学生を対

象とし、基本文の作り方を練習する。

そのために、基本文法と単語の学習を

行う。これに基づいて、実際の現場で

使われる多様な文の構造及び会話表現

の習得を目標とする。

○ 〇 〇 ◎
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

韓国語Ⅳ（表現）

B234-148-32

韓国語の文字を覚えた学生を対象にし、

授業計画に基づく韓国語の基礎知識と

運用力を養成する。「読む」「書く」「聞

く」「話す」の四技能をバランスよく総

合的に身につけることを目指す。韓国

語圏の世界の諸相を理解し、国際的な

視野を広める。

韓国語の文字と発音を習った学生を対

象とし、基礎的な文の作り方を練習す

る。そのために、基本文法と基礎単語

の学習を行う。実際の現場で使われる

多様な文の構造及び会話表現の習得を

目標とする。

○ 〇 〇 ◎

韓国語Ⅲ（総合）

B234-148-41

韓国語Ⅰ・Ⅱを履修した学生を対象に

し、ハングル検定試験5級に合格する

ために必要な発音の仕組み、基本文法

などを学習していく。文法事項や語句、

日常会話文等を繰り返し練習し、ハン

グル検定試験5級合格に必要な基本的な

能力を身につける。

基本文法については韓国語Ⅰ・Ⅱで学習

した復習から始め、ハングル検定試験5

級合格のために必要な発音と文法を学

び、自ら学習できるようにする。基本

文法と語句、日常会話文などの反復学

習を通して習得していく。また練習問

題と課題を通して、その定着と更なる

応用発展を図る。

〇 〇 〇 ◎

韓国語Ⅳ（総合）

B234-148-42

ハングル検定試験5級に合格するため、

基本文法、語句、日常会話文などを学

習する。また11月に実施されるハング

ル検定試験に向けて実際の過去問を用

いて練習する。適宜、試験に必要な発

音や文法、語彙に関する解説を行う。

ハングル検定試験5級に合格する。ある

いは5級に挑戦できる能力を身につける

ことを目標とする。すでに5級を取得し

た学生にとっても、次のステップアッ

プにつながる足場を固める場となるこ

とを目標とする。

〇 〇 〇 ◎

韓国語会話Ⅰ

B234-148-51

韓国語の読み書きができ、文章の作成

が出来るレベルに達していても、会話

ができるとは限らない。ペアワークや

グループワークを多く取り入れ、学ん

だ表現を使った会話文を用いて実際に

話してみることにより、積極的に話す

機会を与える。

ハングルの読み書きが確実にできるよ

うにする。基礎的な文法を身につけ、

あいさつ、自己紹介、身の回りのこと

について自分の言いたいことを伝え、

相手とコミュニケーションが取れるよ

うにする。

○ 〇 〇 ◎

韓国語会話Ⅱ

B234-148-52

韓国語の読み書きができ、文章の作成

が出来るレベルに達していても、会話

ができるとは限らない。ペアワークや

グループワークを多く取り入れ、学ん

だ表現を使った会話文を用いて実際に

話してみることにより、積極的に話す

機会を与える。

約700個の単語をもとに、初級レベル

で必要な会話のスキルを身につけるよ

うにする。その上で日本語とは異なる

韓国語特有の会話の仕方を学習し、そ

の背景にある文化についても考察でき

るようにする。

○ 〇 〇 ◎

韓国語会話Ⅲ

B234-148-53
ネイティブによる発展的韓国語演習

韓国語の日常的な会話で自己表現がで

きる。
○ 〇 〇 ◎

韓国語会話Ⅳ

B234-148-54
ネイティブによる発展的韓国語演習

韓国語の発展的な様々な内容の会話で

自己表現ができる。
○ 〇 〇 ◎

スペイン語Ⅰ（基

礎）

B134-149-11

初めて学ぶ人を対象にグローバル言語

の１つであるスペイン語に関する基礎

知識と運用力を養成する科目である。

スペイン語の常用単語及び初歩的な文

型を学び日常生活で使える簡単な会話

を学習することとする。

スペイン語の常用単語及び初歩的な文

型を習得し、簡単な日常会話を使える

ようにする。

〇 〇 ◎

スペイン語Ⅱ（基

礎）

B134-149-12

スペイン語Ⅰ（基礎）で学んだスペイン

語のさらなるステップアップを目指す。

単語の理解や発音の習熟度をより高め、

かつ使用できる文型を増やすことに

よって、スペイン語の運用能力を高め

る。

スペイン語の発音をより確実なものに

し、多くの常用単語、重要文型を学び、

初歩的なスペイン語運用能力を身につ

ける。

〇 〇 ◎

スペイン語Ⅲ（読

解）

B134-149-21

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生に向け

た授業。過去形などさらにレベルアッ

プした内容を学んでいく。

さまざまな時制を含むバリエーション

に富んだ文章が理解できるようになる。
〇 〇 〇 ◎

スペイン語Ⅳ（読

解）

B134-149-22

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ学生に

向けた授業。比較表現や命令形など、

幅広い種類の文章に慣れる。

辞書を使ってやや長い文章が理解でき

るようになる。
〇 〇 〇 ◎

スペイン語Ⅲ（表

現）

B134-149-31

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生に向け

た授業。過去や未来の時制といった中

級程度の内容を学ぶ。

あらゆる時制を使いこなし、自分の気

持ちをある程度自由に表現できるよう

になる。

○ 〇 〇 ◎

スペイン語Ⅳ（表

現）

B134-149-32

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ学生に

向けた授業。比較表現や命令形など、

表現の幅を広げていく。

辞書を使いながら、大きな支障なくコ

ミュニケーションが取れるようになる。
○ 〇 〇 ◎
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

スペイン語Ⅲ（総

合）

B134-149-41

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生に向け

た授業。過去形など中級程度の内容を

学び、演習を多く行う。

会話や文字などさまざまな手段で、自

分の気持ちをある程度自由に表現する

ことができる。

〇 〇 〇 ◎

スペイン語Ⅳ（総

合）

B134-149-42

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ学生に

向けた授業。命令形や反実仮想といっ

た上級レベルの表現を学ぶ。

辞書を使えば大きな支障なく相手とス

ムーズなやり取りができる。
〇 〇 〇 ◎

スペイン語会話Ⅰ

B134-149-51

先生や学生どうしでのコミュニケー

ションを通して、正しい発音を身につ

けつつ挨拶など基礎的な表現を学ぶ。

挨拶、簡単な自己紹介、日常の動作と

いった基本的な表現を覚え、簡単なコ

ミュニケーションが取れるようになる。

○ 〇 〇 ◎

スペイン語会話Ⅱ

B134-149-52

スペイン語会話Ⅰを履修した学生を対

象に、嗜好や予定などさらにバリエー

ション豊かな表現を学ぶ。

繰り返し練習を重ね、辞書を使ってさ

らに複雑なコミュニケーションが取れ

るようになる。

○ 〇 〇 ◎

スポーツ科学Ⅰ

B115-592-01

運動の実践により、生涯健康の基礎作

りを目指す。運動の楽しさや健康の価

値・意味を理解し自己管理能力を養う。

運動習慣の確立により肉体的、精神的、

社会的な健康を獲得する。学生同士の

協調性や連帯感を理解させ、豊かな人

間性を高めていく。

◎

スポーツ科学Ⅱ

B115-592-02

運動の実践により、生涯健康の基礎作

りを目指す。運動の楽しさや健康の価

値・意味を理解し自己管理能力を養う。

運動習慣の確立により肉体的、精神的、

社会的な健康を獲得する。学生同士の

協調性や連帯感を理解させ、豊かな人

間性を高めていく。

◎

スポーツ科学Ⅲ

B235-592-03

生涯健康の応用と発展を目的とする。

運動習慣の継続と生涯健康スキルを発

展させる。

趣向や目的に適した種目を選択し、個

人能力に応じたレベルでスポーツ実践

する。「生涯健康の理論と実践の統合」

を目標とする。

◎

スポーツ科学Ⅳ

B235-592-04

生涯健康の応用と発展を目的とする。

運動習慣の継続と生涯健康スキルを発

展させる。

趣向や目的に適した種目を選択し、個

人能力に応じたレベルでスポーツ実践

する。 「生涯健康の理論と実践の統合」

を目標とする。

◎

海外事情Ⅰ

B139-852-01

カナダ、オーストラリア、イギリス、

アイルランド、台湾の各国の提携校で

ホームステイ先や学生宿舎に滞在しな

がら、語学力を磨いたり現地の文化を

経験したりする。

渡航先の大学で開講される授業やプロ

グラムを通して、語学力を向上させる。

幅広く異文化に触れることで、多様な

価値観や考え方を理解できるようにな

る。

◎ ◎

海外事情Ⅱ

B139-852-02

カナダ、オーストラリア、イギリス、

アイルランド、台湾の各国の提携校で

ホームステイ先や学生宿舎に滞在しな

がら、語学力を磨いたり現地の文化を

経験したりする。

渡航先の大学で開講される授業やプロ

グラムを通して、語学力を向上させる。

幅広く異文化に触れることで、多様な

価値観や考え方を理解できるようにな

る。

◎ ◎

海外事情Ⅲ

B139-852-03

マレーシア、台湾、韓国の提携校で実

施されるワークショップや文化交流に

参加し、提携校の学生や各国の留学生

と協力して共通の課題に向き合うこと

で、グローバル社会に役立つコミュニ

ケーションと多文化共生に対する理解

を深める。

研修先の学生や教員との交流を深める

ことで、現地の事情や文化への理解を

深めることができる。研修先での国際

経験を通じて、グローバル社会で活躍

できる人材となる基礎を身につける。

◎ ◎

海外事情Ⅳ

B139-852-04

マレーシア、台湾、韓国の提携校で実

施されるワークショップや文化交流に

参加し、提携校の学生や各国の留学生

と協力して共通の課題に向き合うこと

で、グローバル社会に役立つコミュニ

ケーションと多文化共生に対する理解

を深める。

研修先の学生や教員との交流を深める

ことで、現地の事情や文化への理解を

深めることができる。研修先での国際

経験を通じて、グローバル社会で活躍

できる人材となる基礎を身につける。

◎ ◎

日本史概説Ⅰ

H111-162-01

日本の古代・中世の歴史に関する最新の

研究動向や史料の解釈等を学ぶ。

日本の古代・中世史の知識を確認し自ら

補習できる。史料・文献の読解等の意欲

が高まる。

○ ◎ ○ ○

日本史概説Ⅱ

H111-162-02

日本の近世・近代の歴史に関する最新の

研究動向や史料の解釈等を学ぶ。

日本の近世・近代史の知識を確認し自ら

補習できる。現代的課題の歴史的検討

を行うことができる。

○ ◎ ○ ○

東洋史概説Ⅰ

H111-163-01

中国の古代・中世の歴史に関する基礎知

識を確認する。

王朝の変遷を説明できる。中国と周辺

地域との関係について説明できる。
○ ◎ △ ◎

東洋史概説Ⅱ

H111-163-02

中国の近世から近現代までの基本的な

歴史の流れを周辺諸国の動向をふまえ

ながら学ぶ。

近世以降の中国史について、関連史料

をもとに多角的視点から説明できる。
○ ◎ ◎ ◎
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

西洋史概説Ⅰ

H111-165-01

古代から中世のヨーロッパ史の基本事

項を考察する。

古代・中世ヨーロッパ社会の問題点を考

え世界史全体のなかでとらえることが

できる。

○ ◎

西洋史概説Ⅱ

H111-165-02

近代西洋世界の展開過程を辿り、現代

世界の形成に西洋が果たした役割につ

いて考える。各時期・各事件相互の因果

関係等の解釈を中心に進める。

西洋で生まれた主権国家・民主主義・資

本主義というシステムの抱える歴史的

問題を理解できる。未来の創造につな

がる教養が身につく。

○ ◎ ◎ ○

イスラム圏史概説

H111-164-01

イスラム圏の歴史をその中核たる中東

地域を中心に概観する。

イスラム圏史の基本的知識を習得し、

その世界史における役割を理解する。
○ ◎ ◎ ○

考古学概説Ⅰ

H111-166-01

旧石器時代から弥生時代にかけてモノ

からみた文化や社会を通史的にとらえ

る。

どのようなモノ（遺跡・遺構・遺物）で構

成されているのか具体的に理解できる。
◎ ○ ○ ○

考古学概説Ⅱ

H111-166-02

邪馬台国・古墳・埴輪・古代寺院・窯業史・

戦国城下町など、歴史考古学の研究成

果について学習する。

歴史考古学の研究史や現状・課題を通し

て、考古学研究の可能性が理解できる

ようになる。

○ ◎ ○

史学概論Ⅰ

H211-161-01

歴史とは何か、何のために学ぶのか、

どのような方法によって研究するのか

などについて、西洋の著名な歴史学者

によるアプローチを説明する。

いま生きている時代の価値観とは何か

に気づく。自らの歴史観を形成してい

くための基礎力が身につく。

◎ ◎ ◎

史学概論Ⅱ

H211-161-02

歴史学の史料と史料の分析の方法につ

いて講義する。

史料を説明できる。史料批判の方法を

理解する。
◎ ◎ ◎

考古学概論

H211-166-01

明治時代より考古学の方法論が研究さ

れてきたので、その代表例を分析する

ことで研究の方法論を理解させる。

考古学の方法論をとおしてモノに対す

る研究の在り方を具体的に理解するこ

とができる。

○ ◎ ◎ 〇

東西交渉史Ⅰ

H331-161-01

ユーラシア大陸の東西を架橋した交流

の歴史を辿る。

異なる文化圏を俯瞰する幅広い視角で

歴史を理解できるようになる。
○ ○ ◎

東西交渉史Ⅱ

H331-161-02

ユーラシア大陸の東西を架橋した交流

の歴史を辿る。

異なる文化圏を俯瞰する幅広い視角で

歴史を理解できるようになる。
○ ◎ ◎

国際関係史Ⅰ

H331-161-03

19世紀国際関係史の展開・構造・特徴を

講義する。ウィーン体制の成立から西

洋・東洋のかかわりを主なテーマとす

る。

近代国際関係の構造や特徴を学ぶこと

によって、現代国際関係を考えるうえ

での教養を深めることができる。

◎ ◎ ◎

国際関係史Ⅱ

H331-161-04

中国を中心とした近現代の東アジアを

めぐる国際関係について、関連史料を

ふまえながら学ぶ。

近現代の国際関係に東アジアがいかな

る役割を果たしたか、歴史的に理解で

きる。

◎ ◎ ◎

日本史基礎講読Ａ

－Ⅰ

H232-162-03

古代の様々な文献を紹介し、歴史学へ

の関心と基礎的な用語に慣れる。史料

を読み解釈することで、中世史料を読

む基礎的能力を身につける。

古代・中世史料に親しむことで、当時の

独特な言葉や用語について知ることが

できる。古代・中世の社会の基本的な知

識を身につけることができる。

◎ ◎ ○

日本史基礎講読Ａ

－Ⅱ

H232-162-04

中世の様々なテーマに触れ、自ら調べ、

辞書や辞典の使い方に慣れる。在地の

文書を読む力を身につけ、中世的な支

配の仕組みを学ぶ。

古代・中世史料に親しむことで、当時の

独特な言葉や用語について知ることが

できる。古代・中世の社会の基本的な知

識を身につけることができる。

◎ ◎ ○

日本史基礎講読Ｂ

－Ⅰ

H232-162-05

日本近世・近代史の資料を基礎から学

び、文書読解能力を向上させる。

日本近世・近代史の活字やくずし字など

の史料の読解ができるようになる。
◎ ◎ ◎ ○

日本史基礎講読Ｂ

－Ⅱ

H232-162-06

日本近世・近代史の史料にふれ、読解す

るとともに、課題を立てて報告を行う。

日本近世・近代史の史料を読解でき、そ

の取り扱いができるようになる。
◎ ◎ ◎ ○

東洋史基礎講読Ａ

－Ⅰ

H232-163-03

中国史を研究するうえで必要な漢文講

読の基礎を学ぶ。

漢和辞典の使い方が身につく。書き下

しの基礎が身につく。
◎ ◎ △ ◎

東洋史基礎講読Ａ

－Ⅱ

H232-163-04

中国史を研究するうえで必要な漢文講

読の基礎を学ぶ。

漢和辞典の使い方が身につく。書き下

しの基礎が身につく。
◎ ◎ △ ◎

東洋史基礎講読Ｂ

－Ⅰ

H232-163-05

研究に必要な現代中国語文の発音と読

解の基礎を学ぶ。

中国語の読解を通して、中国および周

辺アジア諸国への理解を深める。
◎ ◎ ○ ◎

東洋史基礎講読Ｂ

－Ⅱ

H232-163-06

研究に必要な現代中国語文の発音と読

解の基礎を学ぶ。

中国語の読解を通して、中国および周

辺アジア諸国への理解を深める。
◎ ◎ ○ ◎
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

西洋史基礎講読Ａ

－Ⅰ

H232-165-03

英語の歴史文献を読みつつ、西洋古代

中世史研究の基礎的技術に触れる。

西洋古代中世史に関する基本的英文を

理解することができるようになる。
◎ ◎

西洋史基礎講読Ａ

－Ⅱ

H232-165-04

英語の歴史文献を読みつつ、西洋史研

究の基礎的技術を実践する。

西洋古代中世史に関する英文の背景を

理解することができるようになる。
◎ ◎

西洋史基礎講読Ｂ

－Ⅰ

H232-165-05

西洋近代史に関する英文・和文資料を輪

読して、近現代史理解に不可欠の主要

なテーマに対する理解を深めていく。

歴史系英文読解力が高まり、歴史を暗

記として捉えるのではなく、問題を自

ら発見し解決する力が身につく。

◎ ◎ ○ ◎

西洋史基礎講読Ｂ

－Ⅱ

H232-165-06

西洋近代史に関する英文・和文資料を輪

読して、近現代史理解に不可欠の主要

なテーマに対する理解を深めていく。

歴史系英文読解力が高まり、歴史を暗

記として捉えるのではなく、問題を自

ら発見し解決する力が身につく。

◎ ◎ ○ ◎

イスラム圏史基礎

講読Ⅰ

H232-164-02

イスラム圏史を専門的に学ぶための基

礎文献を講読する。

イスラム圏史に関する英語や日本語の

基本的文献が読解できるようになる。
◎ ◎ ○ ○

イスラム圏史基礎

講読Ⅱ

H232-164-03

イスラム圏史を専門的に学ぶための基

礎文献を講読する。

イスラム圏史に関する英語や日本語の

基本的文献が読解できるようになる。
◎ ◎ ○ ○

考古学基礎講読Ａ

－Ⅰ

H232-166-03

考古学の基本となる埋蔵文化財の内容

を学ぶことで文化財保護法の意義を考

えさせる。

埋蔵文化財の仕組みや法律的な手順な

ど理解することができる。
〇 ◎ ◎ 〇

考古学基礎講読Ａ

－Ⅱ

H232-166-04

発掘調査後に出土品整理作業を行うこ

とで作業の工程を学習させることがで

きる。

出土品整理作業の工程の一部を習得す

ることができる。
◎ 〇

考古学基礎講読Ｂ

－Ⅰ

H232-166-05

「文化財保護法」とその関連法規、およ

び埋蔵文化財の発掘方法について学習

する。

考古学研究の意義・方法、発掘調査と文

化財保護行政の関係が理解できるよう

になる。

◎ ◎ ○

考古学基礎講読Ｂ

－Ⅱ

H232-166-06

洗浄・注記・分類・接合・復原・実測など、

出土遺物の整理作業に必要な基礎技術

について学習する。

歴史考古学の遺物整理に必要な基礎的

技術が習得できる。
◎ ◎

日本史特殊講義Ａ

－Ⅰ

H231-162-07

日本古代・中世史について政治・文化を

中心に講義する。

日本古代・中世史に関する諸問題が把握

できる。
○ ◎

日本史特殊講義Ａ

－Ⅱ

H231-162-08

日本古代・中世史について政治・文化を

中心に講義する。

日本古代・中世史に関する諸問題が把握

できる。
○ ◎

日本史特殊講義Ｂ

－Ⅰ

H231-162-09

日本近世後期から近現代について、政

治史を中心に講義する。

日本近現代史の多面的な姿が把握でき

るようになる。
○ ◎ ◎

日本史特殊講義Ｂ

－Ⅱ

H231-162-10

日本近現代の政治史を中心に講義する。
日本近現代の多面的な政治構造を理解

する事ができる。
○ ◎ ◎

東洋史特殊講義Ａ

－Ⅰ

H231-163-07

古代中国の政治文化について講義する。古代中国に関する諸問題を把握できる。 ◎ 〇

東洋史特殊講義Ａ

－Ⅱ

H231-163-08

古代中国の政治文化について講義する。古代中国に関する諸問題を把握できる。 ◎ 〇

東洋史特殊講義Ｂ

－Ⅰ

H231-163-09

中国の近現代史について、関連史料を

ふまえながら講義する。

中国の近現代史に関する諸問題を理解

できる。
◎ 〇

東洋史特殊講義Ｂ

－Ⅱ

H231-163-10

中国の近現代史について、関連史料を

ふまえながら講義する。

中国の近現代史に関する諸問題を理解

できる。
◎ 〇

西洋史特殊講義Ａ

－Ⅰ

H231-165-07

西洋の古代・中世史に関する講義。
西洋の古代・中世史に関する諸問題を理

解できる。
◎ 〇

西洋史特殊講義Ａ

－Ⅱ

H231-165-08

西洋の古代・中世史に関する講義。
西洋の古代・中世史に関する諸問題を理

解できる。
◎ 〇
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

西洋史特殊講義Ｂ

－Ⅰ

H231-165-09

西洋の近現代史に関する講義。
西洋の近現代史に関する諸問題を理解

できる。
◎ ◎

西洋史特殊講義Ｂ

－Ⅱ

H231-165-10

西洋の近現代史に関する講義。
西洋の近現代史に関する諸問題を理解

できる。
◎ ◎

イスラム圏史特殊

講義Ⅰ

H231-164-04

特定のテーマについての講義を通じて、

イスラム圏史を専門的に論じる。

イスラム圏史を専門的に学ぶための基

礎的学力を身につける。
○ 〇 ◎ 〇

イスラム圏史特殊

講義Ⅱ

H231-164-05

特定のテーマについての講義を通じて、

イスラム圏史を専門的に論じる。

イスラム圏史を専門的に学ぶための基

礎的学力を身につける。
○ 〇 ◎ 〇

考古学特殊講義Ａ

－Ⅰ

H231-166-07

弥生文化の枠組みについて、具体的な

事例をあげながら研究史で振り返る。

弥生時代の研究史から方法論を習得す

るなかで論理的組立てをすることがで

きる。

○ ○ ◎ △

考古学特殊講義Ａ

－Ⅱ

H231-166-08

弥生時代の代表的な稲作と金属器文化

の始まりに関して東海地域の研究から

学ぶ。

東西日本の交差点である東海地域の研

究から、現代に続く東西日本文化の深

層を理解することができる。

○ ○ ◎ △

考古学特殊講義Ｂ

－Ⅰ

H231-166-09

弥生時代後期から古墳時代にかけての

墳丘墓・巨大古墳・群集墳について学習

する。

古墳時代における考古学研究の基礎的

な知識、研究の現状・課題が理解できる。
○ ○ ◎

考古学特殊講義Ｂ

－Ⅱ

H231-166-10

飛鳥寺・法隆寺・国分寺などの古代寺院、

難波宮・藤原京・平城京・平安京など古代

官衙について学習する。

古代における考古学研究の基礎的な知

識、研究の現状・課題が理解できる。
○ ○ ◎

地域史特殊講義Ｃ

－Ⅰ

H231-162-11

日本近世の尾張・美濃の地域の歴史の個

性を、日本史のなかでとらえる。

地域の歴史を日本史のなかでとらえる

ことができる。史料の価値や保存につ

いて説明できる。

○ ○ ◎

地域史特殊講義Ｃ

－Ⅱ

H231-162-12

日本近世の尾張・美濃の地域の歴史の個

性を、日本史のなかでとらえる。

地域の歴史を日本史のなかでとらえる

ことができる。史料の価値や保存につ

いて説明できる。

○ ○ ◎

世界史特殊講義Ｃ

－Ⅰ

H231-161-03

近現代における戦争と社会の諸問題を

考える。

学説や史料から近現代の諸問題を考え

ることができる。
◎ ◎

世界史特殊講義Ｃ

－Ⅱ

H231-161-04

近現代における戦争と社会の諸問題を

考える。

学説や史料から近現代の諸問題を考え

ることができる。
◎ ◎

文化財科学特殊講

義Ｃ－Ⅰ

H231-167-01

骨角製品や木製品等についての取り扱

いや保存処理、分析方法などを中心に、

埋蔵文化財の保存科学について考える。

骨角製品・木製品・ウルシ製品や伝世す

る紙製品等の資料について、分析方法、

保存処理の方法等が理解できる。

◎ ◎

文化財科学特殊講

義Ｃ－Ⅱ

H231-167-02

動物遺体資料を用いて過去の生活・社会

をどのように復元するかを理解するこ

とを目指す。

遺跡から出土する動植物遺体に基づい

た過去の生活・社会復元の方法と結果が

理解できる。

◎ ◎

日本史専門講読Ａ

－Ⅰ

H332-162-13

テキストに提示された古代の史料の解

釈及び参考文献の読解と紹介。戦国期

の分国法を読んで、戦国大名の自己意

識や当時の社会的仕組みを理解する。

自らの力で原典を探し出し、参考文献

に当たりながら論点を見つけ説明でき

る。戦国大名の基本的な支配方法や制

度について理解できる。史料の読解力

が身につく。

◎ ◎ ○

日本史専門講読Ａ

－Ⅱ

H332-162-14

テキストに提示された中世の史料の解

釈及び参考文献の読解と紹介。織田信

長の文書や資料を読む。

自らの力で原典を探し出し、参考文献

に当たりながら論点を見つけ説明でき

る。中世の文書や記録を読むことで、

資料読解能力を高めることができる。

◎ ◎ ○

日本史専門講読Ｂ

－Ⅰ

H332-162-15

近世古文書の整理と研究を実践する。

昭和戦前期政治史研究の基本資料であ

る『木戸幸一日記』を読解し、近代史研

究の基礎を養う。

近世古文書の整理と調査の方法を習得

できる。近代史における日記資料の基

本的な読み方、調べ方を学ぶことがで

きる。

◎ ◎ △ ○ ○

日本史専門講読Ｂ

－Ⅱ

H332-162-16

興味のある分野の史料と文献を探し報

告する。昭和戦前期政治史研究の基本

資料である『木戸幸一日記』を読解し、

近代史研究の基礎を養う。

近世史料の検索と読解、発表方法を習

得できる。近代における日記資料の活

用の方法を学ぶことができる。

◎ ◎ ○ ○

東洋史専門講読Ａ

－Ⅰ

H332-163-11

漢文講読の技能を身につけるために史

料読解を行う。

書き下しの能力があがる。現代語訳の

能力があがる。
◎ ◎ △ ◎ ○
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

東洋史専門講読Ａ

－Ⅱ

H332-163-12

漢文講読の技能を身につけるために史

料読解を行う。

書き下しの能力があがる。現代語訳の

能力があがる。
◎ ◎ △ ◎ ○

東洋史専門講読Ｂ

－Ⅰ

H332-163-13

中国近現代史に関する中国語の文献を

発音しながら、日本語に読解していく。

中国語文献の読解をとおして、歴史理

解を深める。
◎ ◎ ○ ◎ ○

東洋史専門講読Ｂ

－Ⅱ

H332-163-14

中国近現代史に関する中国語文献を発

音し、日本語に読解していく。

中国語文献の読解をとおして、歴史理

解を深める。
◎ ◎ ○ ◎ ○

西洋史専門講読Ａ

－Ⅰ

H332-165-11

西洋古代中世史に関する英文を読み、

史料から西洋古代中世史を考える。

西洋古代中世史の英語専門文献を読解

できるようになる。
◎ ◎ ○

西洋史専門講読Ａ

－Ⅱ

H332-165-12

春学期に引き続き、西洋古代中世史に

関する英文を読み、史料とその背景に

ついて考える。

西洋古代中世史の英語専門文献の史料

的背景を理解できるようになる。
◎ ◎ ○

西洋史専門講読Ｂ

－Ⅰ

H332-165-13

19・20世紀のヨーロッパ史における主

要な出来事を、英文および和文資料の

輪読を中心として、ヨーロッパ史の発

展に対する理解を深めていく。

英文読解力及び語彙力を高める。現代

に通じる諸問題の歴史的起源を追究す

る力が高まる。

◎ ◎ ○

西洋史専門講読Ｂ

－Ⅱ

H332-165-14

19・20世紀のヨーロッパ史における主

要な出来事を、英文および和文資料の

輪読を中心として、ヨーロッパ史の発

展に対する理解を深めていく。

英文読解力及び語彙力を高める。現代

に通じる諸問題の歴史的起源を追究す

る力が高まる。

◎ ◎ ○

イスラム圏史専門

講読Ⅰ

H332-164-06

イスラム圏史に関する英語や日本語の

文献を輪読する。

英語読解力を高め、また歴史的思考力

をみがくことができる。
◎ ◎ ○ ○ ○

イスラム圏史専門

講読Ⅱ

H332-164-07

イスラム圏史に関する英語や日本語の

文献を輪読する。

英語読解力を高め、また歴史的思考力

をみがくことができる。
◎ ◎ ○ ○ ○

考古学専門講読Ａ

－Ⅰ

H332-166-11

旧石器時代、縄文時代の主要な論文を

取り上げ、その研究視点を理解させる。

具体的に論文の内容が把握されるので、

理解度が増し、あわせて現状の研究水

準が理解できる。

◎ ◎ 〇 〇 〇

考古学専門講読Ａ

－Ⅱ

H332-166-12

先史考古学の主要論文をとりあげてそ

の内容を探求して発表させる。

研究者の視点を調べることにより、研

究の推移を理解することができる。
◎ ◎ 〇 〇 〇

考古学専門講読Ｂ

－Ⅰ

H332-166-13

V.G.チャイルド著『考古学の方法』を精

読することにより、考古学研究の基礎

である「型式」について学習する。

考古学研究の歴史や、基本的な方法論

である「型式学」「層位学」について理解

できるようになる。

◎ ◎ ○ ○

考古学専門講読Ｂ

－Ⅱ

H332-166-14

V.G.チャイルド著『考古学の方法』を精

読することにより、「型式」の解釈方法

について学習する。

「型式」の解釈を通じて、考古学研究の

重要な方法論である「編年論」「分布論」

が理解できるようになる。

◎ ◎ ○ ○

日本史基礎演習Ａ

－Ⅰ

H332-162-17

室町時代の皇族の日記を読む。

中世の漢文のテキストの基本的な読み

方の訓練により、辞典や辞書の使い方

に慣れることができる。

◎ ◎ ◎

日本史基礎演習Ａ

－Ⅰ

H332-162-17

中世史料を読解し、辞書で調べ、レジュ

メを作成して報告する。

天文期の史料を調査し、戦国期の三河

の国人の様相を知ることができる。
◎ ◎ ◎

日本史基礎演習Ａ

－Ⅱ

H332-162-18

室町時代の皇族の日記を読む。

テキストの基本的な解釈の仕方の訓練

を行い、史料から情報を引き出せるよ

うになる。

◎ ◎ ◎

日本史基礎演習Ａ

－Ⅱ

H332-162-18

中世史料を読解し、辞書で調べ、レジュ

メを作成して報告する。

信長と足利義昭の上洛の史料を調査し

当時の社会的勢力との関係を知ること

ができる。

◎ ◎ ◎

日本史基礎演習Ｂ

－Ⅰ

H332-162-19

日本近世史の基礎知識や学説を講義し、

それに関連した調査を学生自身が行う。

日本近世史の知識を確認し復習できる。

自分で調査や発表ができる。
◎ ◎ △ ○ ◎

日本史基礎演習Ｂ

－Ⅰ

H332-162-19

日本近現代史を読み解く上での基礎力

養成を主眼とする。

近現代政治史の研究に必要な研究史整

理の方法、資料読解、論点の導き方、

立論の仕方などを習得する。

◎ ◎ ◎

日本史基礎演習Ｂ

－Ⅱ

H332-162-20

日本近世史の研究のため必要な基礎知

識や学説を講義し、それに関連した調

査を学生自身が行う。

日本近世史の知識を確認し復習すると

ともに、研究の流れを理解できる。よ

り専門的な内容を自分で調査・発表でき

る。

◎ ◎ △ ○ ◎



129  

文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

日本史基礎演習Ｂ

－Ⅱ

H332-162-20

日本近現代史を読み解く上での基礎力

養成とともに、研究方法を学んでいく。

近現代政治史の研究に必要な、資料読

解、論点の導き方、立論の仕方などを

習得する。

◎ ◎ ◎

東洋史基礎演習Ａ

－Ⅰ

H332-163-15

東洋古代・中世に関して各自が興味ある

ことを調べて発表する。

文献を探すことができる。文献を読ん

でまとめる能力が身につく。プレゼン

テーション能力が身につく。

◎ ◎ △ ◎ ◎

東洋史基礎演習Ａ

－Ⅱ

H332-163-16

東洋古代・中世に関して各自が興味ある

ことを調べて発表する。

文献を探すことができる。文献を読ん

でまとめる能力が身につく。プレゼン

テーション能力が身につく。

◎ ◎ △ ◎ ◎

東洋史基礎演習Ｂ

－Ⅰ

H332-163-17

東洋近世・近現代史に関して各自が興味

あることを調べて発表する。

文献を探すことができる。文献を読ん

でまとめる能力が身につく。プレゼン

テーション能力が身につく。

◎ ◎ ○ ◎ ◎

東洋史基礎演習Ｂ

－Ⅱ

H332-163-18

東洋近世・近現代史に関して各自が興味

あることを調べて発表する。

文献を探すことができる。文献を読ん

でまとめる能力が身につく。プレゼン

テーション能力が身につく。

◎ ◎ ○ ◎ ◎

西洋史基礎演習Ａ

－Ⅰ

H332-165-15

西洋古代中世史の様々な問題について、

資料を集め、分析発表しレポートを書

く。

西洋古代中世史研究の基礎的技術を身

につけることができる。
◎ ◎ ◎ ◎

西洋史基礎演習Ａ

－Ⅱ

H332-165-16

西洋古代中世史に関する問題をとりあ

げ、各自で研究発表する。

西洋古代中世史に関して自分の研究

テーマを見つけ、研究を進めることが

できる。

◎ ◎ ◎ ◎

西洋史基礎演習Ｂ

－Ⅰ

H332-165-17

西洋近現代史の諸問題を個別・グループ

研究・発表及び討論することを通して問

題及び資料分析・整理力と自己表現力を

高める。

西洋近現代史研究に必要な資料収集、

読解、整理、報告に関する技術を身に

つけ、研究に必要な自らの問題意識を

形成できる。

◎ ◎ ◎ ◎

西洋史基礎演習Ｂ

－Ⅱ

H332-165-18

西洋近現代史の諸問題を個別・グループ

研究・発表及び討論することを通して問

題及び資料分析・整理力と自己表現力を

高める。

西洋近現代史研究に必要な資料収集、

読解、整理、報告に関する技術を身に

つけ、研究に必要な自らの問題意識を

形成できる。

◎ ◎ ◎ ◎

イスラム圏史基礎

演習Ⅰ

H332-164-08

イスラム圏を対象とした研究をするた

めの基礎的な学力を養成する。

研究発表・レポート作成等を通じ、問題

設定・資料分析・論理的表現の基礎が身

につく。

◎ ◎ ○ ◎ ◎

イスラム圏史基礎

演習Ⅱ

H332-164-09

イスラム圏を対象とした研究をするた

めの基礎的な学力を養成する。

研究発表・レポート作成等を通じ、問題

設定・資料分析・論理的表現の基礎が身

につく。

◎ ◎ ○ ◎ ◎

考古学基礎演習Ａ

－Ⅰ

H332-166-15

実習で発掘調査した出土品のうち石器

実測に重きをおき、モノの本質を考え

させる。

実測を通して遺物の製作技術の理解度

が増すので、正確な図を描くようにな

る。

◎ ◎ ◎ ◎

考古学基礎演習Ａ

－Ⅱ

H332-166-16

出土した遺物の実測作業とその出土状

態等の図面整理、作成を行わせる。

遺物の実測や図面作成を通して報告書

の作成法を理解することができる。
◎ ◎ ◎ ◎

考古学基礎演習Ｂ

－Ⅰ

H332-166-17

出土遺物の接合・実測など報告書作成に

あたって基礎的な整理作業を学習する。

個別に研究テーマを発表する。

出土遺物の整理や個別発表・討論を通し

て、歴史考古学の研究方法が理解でき

るようになる。

◎ ◎ ◎ ◎

考古学基礎演習Ｂ

－Ⅱ

H332-166-18

実測図のトレース、写真撮影など報告

書作成にあたって基礎的な編集作業を

学習する。個別に研究テーマを発表す

る。

報告書の編集や個別発表・討論を通し

て、歴史考古学の研究テーマを絞り込

むことができるようになる。

◎ ◎ ◎ ◎

日本史特殊研究Ａ

－Ⅰ

H331-162-21

特定のテーマについての講義を通じて

日本古代・中世史を専門的に論じる。

日本古代・中世史を学ぶための発展的学

力を身につける。
○ ○ ◎

日本史特殊研究Ａ

－Ⅱ

H331-162-22

特定のテーマについての講義を通じて

日本古代・中世史を専門的に論じる。

日本古代・中世史を学ぶための発展的学

力を身につける。
○ ○ ◎

日本史特殊研究Ｂ

－Ⅰ

H331-162-23

特定のテーマについての講義を通じて

日本近世・近現代史を専門的に論じる。

日本近世・近現代史を学ぶための発展的

学力を身につける。
○ ○ ◎

日本史特殊研究Ｂ

－Ⅱ

H331-162-24

特定のテーマについての講義を通じて

日本近世・近現代史を専門的に論じる。

日本近世・近現代史を学ぶための発展的

学力を身につける。
○ ○ ◎

東洋史特殊研究Ａ

－Ⅰ

H331-163-19

特定のテーマについての講義を通じて

東洋古代・中世史を専門的に論じる。

東洋古代・中世史を学ぶための発展的学

力を身につける。
△ ○ ◎ ◎
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

東洋史特殊研究Ａ

－Ⅱ

H331-163-20

特定のテーマについての講義を通じて

東洋古代・中世史を専門的に論じる。

東洋古代・中世史を学ぶための発展的学

力を身につける。
△ ○ ◎ ◎

東洋史特殊研究Ｂ

－Ⅰ

H331-163-21

特定のテーマについての講義を通じて

東洋近代史を専門的に論じる。

東洋近代史を学ぶための発展的学力を

身につける。
△ ○ ◎ ◎

東洋史特殊研究Ｂ

－Ⅱ

H331-163-22

特定のテーマについての講義を通じて

東洋近代史を専門的に論じる。

東洋近代史を学ぶための発展的学力を

身につける。
△ ○ ◎ ◎

西洋史特殊研究Ａ

－Ⅰ

H331-165-19

特定のテーマについての講義を通じて

西洋古代・中世史を専門的に論じる。

西洋古代・中世史を学ぶための発展的学

力を身につける。
◎ ◎

西洋史特殊研究Ａ

－Ⅱ

H331-165-20

特定のテーマについての講義を通じて

西洋古代・中世史を専門的に論じる。

西洋古代・中世史を学ぶための発展的学

力を身につける。
◎ ◎ △

西洋史特殊研究Ｂ

－Ⅰ

H331-165-21

特定のテーマについての講義を通じて

西洋近世・近現代史を専門的に論じる。

西洋近世・近現代史を学ぶための発展的

学力を身につける。
◎ △

西洋史特殊研究Ｂ

－Ⅱ

H331-165-22

特定のテーマについての講義を通じて

西洋近世・近現代史を専門的に論じる。

西洋近世・近現代史を学ぶための発展的

学力を身につける。
◎ ○

イスラム圏史特殊

研究Ⅰ

H331-164-10

特定のテーマについての講義を通じて、

イスラム圏史を専門的に論じる。

イスラム圏史を専門的に学ぶための発

展的学力を身につける。
◎ 〇

イスラム圏史特殊

研究Ⅱ

H331-164-11

特定のテーマについての講義を通じて、

イスラム圏史を専門的に論じる。

イスラム圏史を専門的に学ぶための発

展的学力を身につける。
◎ 〇

考古学特殊研究Ａ

－Ⅰ

H331-166-19

特定のテーマについての講義を通じて

先史考古学を専門的に論じる。

先史考古学を専門的に学ぶ力を身につ

ける。
◎ △

考古学特殊研究Ａ

－Ⅱ

H331-166-20

特定のテーマについての講義を通じて

先史考古学を専門的に論じる。

先史考古学を専門的に学ぶ力を身につ

ける。
◎ 〇

考古学特殊研究Ｂ

－Ⅰ

H331-166-21

特定のテーマについての講義を通じて

歴史考古学を専門的に論じる。

歴史考古学を専門的に学ぶ力を身につ

ける。
○ ○ ◎

考古学特殊研究Ｂ

－Ⅱ

H331-166-22

特定のテーマについての講義を通じて

歴史考古学を専門的に論じる。

歴史考古学を専門的に学ぶ力を身につ

ける。
○ ○ ◎

地域史特殊研究Ｃ

－Ⅰ

H331-182-03

日本史に関する専門的な項目を講義す

る。

日本史に関する専門的な知識を身につ

ける。
△ 〇 〇

地域史特殊研究Ｃ

－Ⅱ

H331-182-04

日本史に関する専門的な項目を講義す

る。

日本史に関する専門的な知識を身につ

ける。
△ 〇 〇

世界史特殊研究Ｃ

－Ⅰ

H331-161-05

特定のテーマの講義を通じて世界史に

関する専門知識を学ぶ。
世界史に関する専門知識を身につける。 ◎ 〇

世界史特殊研究Ｃ

－Ⅱ

H331-161-06

特定のテーマの講義を通じて世界史に

関する専門知識を学ぶ。
世界史に関する専門知識を身につける。 ◎ 〇

文化財科学特殊研

究Ｃ－Ⅰ

H331-167-03

動物と人間の関わり合いの歴史につい

て動物遺体の性格や基本的な扱い方を

理解することを目指す。

動物遺体について、土器・石器等との類

似点・相違点を通して情報の引き出し方

が理解できる。

◎ ◎

文化財科学特殊研

究Ｃ－Ⅱ

H331-167-04

動物遺体について動物考古学的な分析

手法や生態学的な分析手法などを用い

て、日本列島の先史時代の生活や社会

を探る。

遺跡から出土する動植物遺体に基づい

た過去の生活・社会復元の方法と結果が

理解できる。

◎ ◎

日本史専門演習Ａ

－Ⅰ

H432-162-25

日本古代・中世史に関する専門的な発表

を行う。

日本古代・中世史に関する専門的な研究

を整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

日本史専門演習Ａ

－Ⅱ

H432-162-26

日本古代・中世史に関する専門的な発表

を行う。

日本古代・中世史に関する専門的な研究

を整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

日本史専門演習Ｂ

－Ⅰ

H432-162-27

日本近世・近現代史に関する専門的な発

表を行う。

日本近世・近現代史に関する専門的な研

究を整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

日本史専門演習Ｂ

－Ⅱ

H432-162-28

日本近世・近現代史に関する専門的な発

表を行う。

日本近世・近現代史に関する専門的な研

究を整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

東洋史専門演習Ａ

－Ⅰ

H432-163-23

東洋古代・中世史に関する専門的な発表

を行う。

東洋古代・中世史に関する専門的な研究

を整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

東洋史専門演習Ａ

－Ⅱ

H432-163-24

東洋古代・中世史に関する専門的な発表

を行う。

東洋古代・中世史に関する専門的な研究

を整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

東洋史専門演習Ｂ

－Ⅰ

H432-163-25

東洋近世・近現代史に関する専門的な発

表を行う。

東洋近世・近現代史に関する専門的な研

究を整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

東洋史専門演習Ｂ

－Ⅱ

H432-163-26

東洋近世・近現代史に関する専門的な発

表を行う。

東洋近世・近現代史に関する専門的な研

究を整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

西洋史専門演習Ａ

－Ⅰ

H432-165-23

西洋古代・中世史に関する専門的な発表

を行う。

西洋古代・中世史に関する専門的な研究

を整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

西洋史専門演習Ａ

－Ⅱ

H432-165-24

西洋古代・中世史に関する専門的な発表

を行う。

西洋古代・中世史に関する専門的な研究

を整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

西洋史専門演習Ｂ

－Ⅰ

H432-165-25

西洋近世・近現代史に関する専門的な発

表を行う。

西洋近世・近現代史に関する専門的な研

究を整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

西洋史専門演習Ｂ

－Ⅱ

H432-165-26

西洋近世・近現代史に関する専門的な発

表を行う。

西洋近世・近現代史に関する専門的な研

究を整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

イスラム圏史専門

演習Ⅰ

H432-164-12

イスラム圏史に関する専門的な発表を

行う。

イスラム圏史に関する専門的な研究を

整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

イスラム圏史専門

演習Ⅱ

H432-164-13

イスラム圏史に関する専門的な発表を

行う。

イスラム圏史に関する専門的な研究を

整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

考古学専門演習Ａ

－Ⅰ

H432-166-23

先史考古学に関する専門的な発表を行

う。

先史考古学に関する専門的な問題点を

整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

考古学専門演習Ａ

－Ⅱ

H432-166-24

先史考古学に関する専門的な発表を行

う。

先史考古学に関する専門的な問題点を

整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

考古学専門演習Ｂ

－Ⅰ

H432-166-25

歴史考古学に関する専門的な発表を行

う。

歴史考古学に関する専門的な問題点を

整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

考古学専門演習Ｂ

－Ⅱ

H432-166-26

歴史考古学に関する専門的な発表を行

う。

歴代考古学に関する専門的な問題点を

整理して問題点を抽出できる。
◎ ◎ ◎

卒業論文

H416-161-01

4年間の学修の集大成として卒業論文を

作成する。

史料・研究を整理分析し、自ら掲示した

問題を論理的に証明できる。
◎ ◎ ◎ ◎ ◎

地理学Ａ

H131-181-01

中学・高校の地理教育で扱われる基礎的

なトピックを中心に、人文地理学を学

ぶ。

地理教育で扱われる基礎的なトピック

について、基礎的な知識を人に説明で

きるようになる。

〇 〇 ◎

地理学Ｂ

H131-181-02

地表面に関する様々な情報を、実際に

地図やグラフにまとめ考察する方法を

習得するとともに、地理学的な考え方

を養う。

地形図や統計値に基づいて、目的に沿っ

た地図・グラフを自分で作成、適切に理

解して考察することができるようにな

る。

◎ 〇 〇
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

地誌

H131-182-01

世界地誌に着目して、世界の諸地域を

広く概観し、自然・人文の両面から総合

的に地域的特色を把握する。

地誌学の基本的な考え方･見方などを習

得できる。地理的知識の空間認識力が

養成できる。

◎ ○ ◎ ○

組織社会学Ⅰ

H131-261-01

現代社会の傾向を、組織に焦点を当て

た文献を共に読むことによって理解す

ることを目指す。

テキスト読解に基づくレジュメと口頭

発表、自分の興味関心に引きつけたレ

ポート作成とその内容の共有ができる。

◎ ◎ ○

組織社会学Ⅱ

H131-261-02

現代社会の傾向を、組織に焦点を当て

た文献を共に読むことによって理解す

ることを目指す。

テキスト読解に基づくレジュメと口頭

発表、自分の興味関心に引きつけたレ

ポート作成とその内容の共有ができる。

◎ ◎ ○

文化人類学Ⅰ

H131-183-01

文化の構成要素である「生業」「社会」「経

済活動」「慣習」「衣食住」「儀礼」など

文化人類学の基礎知識を学修する。

文化人類学の基礎知識として文化とは

何かを、さらに文化の多様性をも理解

できるようになる。

○ ○ ○ ◎

文化人類学Ⅱ

H131-183-02

人種・民族・国家とは何か、また「医療」

「宗教」「ジェンダー」「芸術」など現代

の文化人類学の動向について学修する。

現代の多文化社会・国家のなかで、人類

がどのように共生してゆくべきかを考

えられるようになる。

○ ○ ○ ◎

中国文化史入門

H131-163-01

中国における伝統的な飲食文化の茶と

麺類について講義する。

茶の産地・種類・小麦製品の分類を説明

できる。中国の南北の地域差による食

の地域性を説明できる。

△ △ ○ ◎

韓国・朝鮮文化史入

門

H131-163-02

日韓の文化交流と歴史認識について講

義する。

日韓の同質性と異質性について説明で

きる。
△ △ ◎ ◎

自然地理学Ⅰ

H231-181-01

毎回、自然地理学に関連の深い1つの疑

問を取り上げ、それを解き明かしなが

ら自然地理学の考え方・知識・面白さを

学ぶ。

自然地理学の主要分野の考え方と基礎

的知識を説明できる。身近な風景の成

り立ちや自然現象を自然地理学的観点

から考察できる。

〇 〇 ◎

自然地理学Ⅱ

H231-181-02

自然地理学の視点から、東海丘陵の自

然環境の歴史や特色を里地・里山に焦点

をあてて学ぶ。

海地方の丘陵地の里地・里山の自然環境

の特色について説明できる。その保全

について考察できる。

〇 ◎ 〇

古文書学Ⅰ

H231-162-29

古代・中世の古文書の様式や発給手続き

を知り、支配システムを理解し、日本

史研究の基礎的方法を身につける。

日本風の漢文で書かれた古代・中世の古

文書を読み、単語の独特な読み方や意

味、返り点などに慣れる。日本史を専

門に学習する基本的な能力が身につく。

◎ 〇

古文書学Ⅱ

H231-162-30

近世古文書についての入門。初歩的な

古文書を辞書を使って読んでいき、そ

の意義を明らかにする。

近世の古文書を辞書を使って解読でき

る。歴史史料の伝来と保存について意

義と方法を理解する。

◎ ○ ○

日本民俗学Ⅰ

H231-183-01

現代日本の年中行事や祭礼を映像資料

で提示して日本民俗学の基礎的な考え

方と調査法について理解を深める。

現代の日本各地年中行事や祭礼などの

実態を理解できる。民俗学的調査や地

域の民俗文化財に関心を持てる。

◎ ○ ◎ ○

日本民俗学Ⅱ

H231-183-02

現代日本の生業と民間信仰を映像資料

で提示して日本民俗学の研究法と現代

的課題について理解を深める。

現代の日本各地の生業と民間信仰の実

態を理解できる。現代民俗学的研究の

意欲と地域の民俗文化財への関心を持

てる。

◎ ○ ◎ ○

日本の思想Ⅰ

H231-114-01

仏教・キリスト教・神道などの諸宗教と

の関係に注意しながら、日本の近代思

想史の流れを理解する。

近代日本思想および諸宗教に関する基

本的知識を習得する。思想を分析する

際の視座と作法を習得する。現代社会

の問題として思想を考える知的態度を

身に付けることができる。

○ ◎ ○ ○

日本の思想Ⅱ

H231-114-02

近代日本史の転機となった反乱・暴動・

テロ・革命・戦争など暴力と結びついた

諸事件を取り上げ、それらを理由づけ

た思想の流れをみる。

近代日本思想に関する知識を得る。思

想を分析する際の視座と作法を習得で

きる。現代社会の問題として思想を考

える知的態度を身に付けることができ

る。

○ ◎ ○ ○

中国の思想Ⅰ

H231-114-03

儒教を中心とする伝統中国の政治思想

を講義する。
中国思想の本質を理解できる。 △ ○ ○ ◎

中国の思想Ⅱ

H231-114-04

中国における民間信仰を基礎とする道

教について概説する。
道教の基礎的概念を理解できる。 △ ○ ○ ◎

東アジア史Ⅰ

H231-163-01

人物から見た朝鮮半島の歴史を講義す

る。

朝鮮半島の歴史に関する基礎知識が身

につく。
△ ○ ◎ ◎

東アジア史Ⅱ

H231-163-02

朝鮮の歴史を作った人物の業績を通じ

て朝鮮史全般を概観する。

朝鮮の各時代の人物を通じて朝鮮半島

の歴史全般を理解できる。
△ ○ ◎ ◎

アジア諸国史

H331-163-03

東南アジア世界の特異性と普遍性につ

いて講義する。

東南アジア諸国家を歴史的背景から分

類することができる。中国文明とイン

ド文明の影響を指摘できる。

△ ○ ◎ ○
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

西洋の思想Ⅰ

H231-114-05

古代ギリシアから中世に至るまでの、

西洋哲学の歴史を概観する。

古代から中世までの西洋哲学の基本的

な歴史を一つの問題史として理解でき

る。

△ ○ ◎

西洋の思想Ⅱ

H231-114-06

１９世紀以降の西洋哲学の歴史を概観

し、現象学・実存主義・生の哲学・マルク

ス主義などを取り上げる。

現代哲学の学説・立場の多様性と問題意

識の共通性を理解する。自分の意見・立

場を批判的に形成できる。

△ ○ ○ ◎

美術の歴史Ⅰ

H231-116-01

日本の縄文・弥生・古墳時代の主要な出

土品と飛鳥時代の仏教美術の諸作品に

ついて学ぶ。

博物館や美術館を訪れ、自ら学ぶ意欲

を持つようになる。また遺跡の発掘に

携わる意欲が高まる。

◎ ○ ○

美術の歴史Ⅱ

H231-116-02

視覚教材を使用して、古代の仏教美術

や、絵巻物・水墨画・障壁画・風俗画、江

戸時代の浮世絵について学ぶ。

各地に散在する古刹や絵巻物や浮世絵

などの特別展に出かける意欲が高まり、

理解を深めることができる。

◎ ○ ○

西洋古典の文化

(ﾗﾃﾝ語)Ⅰ

H231-165-01

ラテン語の文法の初歩を学ぶ授業。名

詞・形容詞・動詞などの基本を学ぶ。

簡単なラテン語を理解できる。ヨーロッ

パ言語へのラテン語の影響を理解でき

る。

◎ ○

西洋古典の文化

(ﾗﾃﾝ語)Ⅱ

H231-165-02

ラテン語が使用されていた古代・中世の

西ヨーロッパの状況について学ぶ。

ラテン語とラテン文学が現代言語に及

ぼす影響について理解できる。
◎ ○

地域考古学Ⅰ

H231-166-01

渥美・知多半島の縄文貝塚、濃尾平野の

弥生集落、断夫山古墳に代表される巨

大古墳などについて学習する。

東海地域における旧石器時代から古代

にかけての考古学研究の現状・課題が理

解できるようになる。

○ ○ ○

地域考古学Ⅱ

H231-166-02

東海地域における各時代の窯業地、お

よび山岳寺院・中世墓・城館跡出土の陶

磁器について学習する。

東海地域における陶磁器生産の歴史と

中世・近世の考古学研究の現状・課題が

理解できるようになる。

○ ○ ○

西欧文明史Ⅰ

H331-165-03

西欧の文明に関する専門的な事項を講

義する。

西欧文明に関する専門的な知識を身に

つける。
〇 ◎

西欧文明史Ⅱ

H331-165-04

西欧の文明に関する専門的な事項を講

義する。

西欧文明に関する専門的な知識を身に

つける。
○ ◎

欧米諸国史Ⅰ

H331-165-05

20世紀アメリカ外交の特徴を主に冷戦

史、ヴェトナム戦争などを中心に講義

する。

アメリカ外交の特質を学ぶことでアメ

リカが築き上げた現代世界に対する理

解力を高めることができる。

◎ ◎

欧米諸国史Ⅱ

H331-165-06

20世紀アメリカ外交の特徴を主に冷戦

史、ヴェトナム戦争などを中心に講義

する。

アメリカ外交の特質を学ぶことでアメ

リカが築き上げた現代世界に対する理

解力を高めることができる。

◎ ◎

考古学基礎野外演

習Ａ

H233-166-27

夏季考古学実習に備えて、機器の扱い

方と遺跡での実習発掘を体験する。

夏季発掘実習の作業を通して発掘調査

法を習得することができる。
◎ 〇 〇 〇

考古学基礎野外演

習Ｂ

H233-166-28

レベル・平板・トランシットなど測量機

材の使用方法を学習する。夏休み中に

発掘調査を体験する。

歴史考古学の発掘調査における基礎的

な調査技術が習得できる。
◎ 〇 〇 〇

考古学専門野外演

習Ａ

H333-166-29

遺物の実測や遺構の図面整理作業を経

験させ、夏季には実習発掘を主体的に

実施させる。

出土品整理の各種作業を経験し、あわ

せて実習発掘を主体的に習得すること

ができる。

◎ 〇 〇 〇

考古学専門野外演

習Ｂ

H333-166-30

トランシットによる遺構の割付や遺構

の実測方法を学習する。夏休み中に発

掘調査を体験する。

歴史考古学の発掘調査におけるより専

門的な調査技術を習得できる。
◎ 〇 〇 〇

海外の考古学Ⅰ

H331-166-01

古代エジプトおよび中国歴代王朝の墓

の紹介を通じて、その死生観について

学習する。

世界史的な視野から人類にとって「生」

とは何か理解できるようになる。
○ ○ ○ ◎

海外の考古学Ⅱ

H331-166-02

朝鮮半島における三国時代（高句麗・百

済・新羅）の墓および副葬品について学

習する。

朝鮮半島における古代国家の特色ある

文化、およびその相互交流が理解でき

るようになる。

○ ○ ○ ◎

キャリア・デザイン

Q131-861-01

自分自身の将来・進路を考えるうえで必

要なステップを、講義・演習を踏まえて

体験し、自分に何が必要なのか、今後

何をすべきかを、明確にする。就職活

動の実際についての情報提供を行いな

がら、最終的には自分の特徴・強みや、

目標などを表現できるようになること

をねらいとする。

進路選択に向けて、これから何をすべ

きか、自分なりの行動計画を立案でき

る。就職活動時にも必要となる自己表

現を、自信をもって行えるようにな る。

社会で必要とされる力をチェックし、

自分の力を伸ばす行動につなげられる。

業界・企業について、具体的に情報収集・

比較し、進路の検討を始められる。チー

ムで動く際に必要なコミュニケーショ

ン力を何度も試し、自信をもてる。

△ ○ ○
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文学部歴史学科　カリキュラムマップ 文学部歴史学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
① 文献・資料の

分析・活用法

の修得

② 論理的思考の

訓練

③現代的問題へ

のアプローチ

④ 世界史的・多

元的な視野と人

間力の育成

⑤ 学術的な卒業

論文の作成

インターンシップ

Q338-861-02

企業や公的機関が実施するインターン

シップに参加することにより、学生時

代のアルバイト経験とは異なる仕事・活

動を体験し、業種・業界知識や職場・職

種の知識を得て、就業意欲を高める。

社会における社員レベルでの現実的な

就業を体験し、就業への準備ができる。

就職活動時に実際の体験や知識を生か

しスムーズな就業活動ができる。一連

のインターンシップの活動を通じて社

会人としての行動をとることができる。

○ ○

地域連携学A

Q231-861-05

産業界や行政のみでは対応できない問

題に、市民セクターがどのような取り

組みをしているかを、社会課題の解決

に果敢に挑戦する実務者を講師として

学ぶ。7つのテーマ「防災、子育て、教育、

障がい、高齢化、国際、環境」から、そ

れぞれ何が問題であり課題な

のかを一緒に考える。

第1に社会課題とその課題解決の方 法・

実践を学び生活者としての視野を広げ、

自分もできる事を考えられるようにな

る。第2に講師との対話やグループで

のディスカッションを通してコミュニ

ケーション能力の向上を得ることがで

きる。

○ ○

地域連携学C

Q132-261-01

東日本大震災による津波被害と放射線

被害をうけた福島県伊達郡川俣町の山

木屋に赴き、山木屋をまるごと体験す

ることや地域の方々との交流を通して

復興の現状と力強く生きていくことの

意味を実感する。

夏季休暇中の3泊4日の宿泊研修による

フィールドワークで、教室での学びで

は得られない経験ができ、文字どおり

の「生きる力」への気づきなど、様々な

成長が期待できる。

被災地の現状についても実感すること

ができる。

○ △

地域連携学D

Q132-861-10

人口減少と少子高齢化が進む過疎化地

域の北海道厚沢部町が、大学と連携 し、

アウトキャンパス事業を始めた。この

事業に参加する学生が、厚沢部ファン

の獲得を目指した活動を考え実践する。

地域課題を調べ解決に寄与するアイデ

アを提案できる。提案したアイデアの

実践に向けて活動できる。

△ ○

◎・・・DP達成のために、特に重要な事項
〇・・・DP達成のために、重要な事項
△・・・DP達成のために、望ましい事項



英語英米文化学科
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文学部英語英米文化学科カリキュラムマップ

文学部英語英米文化学科の教育目標

英語英米文化学科は、英語の実践的能力を涵養し、また英語圏の地域文化の専門的知識の教授に努めます。それと同時に、愛知学院大学の建学の精神にのっとった人格形

成を目指し、教養教育との連携を深め、幅広い知識と実践力を備え、進んで社会的貢献のできる社会人を育成することを目標とします。

文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

宗教学Ⅰ

B111-113-01

「建学の精神」を学び、また、多様な宗

教の見方・捉え方（分類法など）や、世界

各地の宗教の概要・歴史を学習する。

宗教を客観的に学ぶことで高い倫理性

を持った人間性を獲得し、また、世界

各地の宗教を学ぶことで多様な文化・価

値観を理解する。

◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

宗教学Ⅱ

B111-113-02

インドで生まれた仏教・禅の教え（世界

観・価値観）の基本を学び、世界各地へ

伝わった歴史を学ぶ。

仏教の智慧を学ぶことで、課題発見力

や問題解決力を養い、また、慈悲を学

ぶことで、他者との協調性を養い、価

値観の多様化した現代においても力強

く生きられる柔軟性を得る。

◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

教養セミナー「学問の発見」

Ⅰ

B132-841-01

教員の専門性を生かしながら、学生の学

びへの姿勢を喚起させる。そのため、愛

知学院大学教養部が編纂した教養セミ

ナーハンドブック第Ⅰ部『大学で学ぶた

めに』を共通テキストとして使用する。

リベラル・アーツへの目覚めを喚起し、

高校までの受動的な学習形態から、大

学での能動的な学習形態へ導き、大学

で学ぶための心構えを意識させること

を目標とする。

○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

教養セミナー「学問の発見」

Ⅱ

B132-841-02

教員の専門性を生かしながら、学生の学

びへの姿勢を喚起させる。そのため、愛

知学院大学教養部が編纂した教養セミ

ナーハンドブック第Ⅰ部『大学で学ぶた

めに』を共通テキストとして使用する。

リベラル・アーツへの目覚めを喚起し、

高校までの受動的な学習形態から、大

学での能動的な学習形態へ導き、大学

で学ぶための心構えを意識させること

を目標とする。

○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

教養セミナー「学問の発見」

Ⅲ

B232-841-03

「教養セミナーⅠ・Ⅱ」の発展系の授業と

して「学問の発見」をより深く考える科

目であり、各担当教員の専門性を活かし

た形での授業として少人数のセミナー

形式で授業が行われる。

各担当教員による幅広い分野の専門性

を活かした科目として、学問に対する

好奇心や探究心などをより一層高める

ことを目標とする。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

教養セミナー「学問の発見」

Ⅳ

B232-841-04

「教養セミナーⅠ・Ⅱ」の発展系の授業と

して「学問の発見」をより深く考える科

目であり、各担当教員の専門性を活かし

た形での授業として少人数のセミナー

形式で授業が行われる。

各担当教員による幅広い分野の専門性

を活かした科目として、学問に対する

好奇心や探究心などをより一層高める

ことを目標とする。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

心理学Ⅰ

B131-285-01

心理学は、心の営みを科学的に解明しよ

うとする学問分野で、認知、生理、発達、

教育、社会、臨床など様々な領域から

成り立っている。各領域の代表的な知

見に触れながら、基本的な心の仕組み

と働きを学ぶ。

様々な実証的研究知見に基づき、心の

仕組みや働きを理解し、自己の心の働

きや行動について内省したり、自己や

他者の心の働きに関心を向けたりする

ことにより、良好な人間関係を構築で

きるようになること。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎

心理学Ⅱ

B131-285-02

心理学は、心の営みを科学的に解明しよ

うとする学問分野で、認知、生理、発達、

教育、社会、臨床など様々な領域から

成り立っている。各領域の代表的な知

見に触れながら、基本的な心の仕組み

と働きを学ぶ。

様々な実証的研究知見に基づき、心の

仕組みや働きを理解し、自己の心の働

きや行動について内省したり、自己や

他者の心の働きに関心を向けたりする

ことにより、良好な人間関係を構築で

きるようになること。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎

カリキュラムマップ
カリキュラムマップとは、授業科目と教育目標の関係を示した表のことで、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）
に基づき、各科目が卒業するまでに身につける能力のどの項目と関連するかを示しています。
このカリキュラムマップにより、学修内容の順次性や科目間の関連性が一目でわかり、自らの学修内容を容易に把握することがで
きます。
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

哲学Ⅰ

B131-111-01

哲学史、倫理学、社会哲学、科学哲学、

等々、哲学という広範な学問領域の中

から分野を絞り込んで概説する。各々

の分野を通して、哲学という学問一般

に特徴的な思考様式や方法論の理解・習

得を目指す。

言葉＝ロゴスによる説得という哲学的

な思考様式の特徴を理解すると同時に、

その思考様式を身の周りの具体的な問

題に適応できる応用力を養う。

○ ○ ◎ ◎

哲学Ⅱ

B131-111-02

哲学史、倫理学、社会哲学、科学哲学、

等々、哲学という広範な学問領域の中

から分野を絞り込んで概説する。各々

の分野を通して、哲学という学問一般

に特徴的な思考様式や方法論の理解・習

得を目指す。

言葉＝ロゴスによる説得という哲学的

な思考様式の特徴を理解すると同時に、

その思考様式を身の周りの具体的な問

題に適応できる応用力を養う。

○ ○ ◎ ◎

論理学Ⅰ

B131-111-11

現代記号論理学を中心に、命題論理と述

語論理の基礎を学ぶと同時に、それを一

つの素地にして形成された言語哲学や

クリティカル・シンキングといった、発

展的・実践的分野についても一定の理解

を得る。

命題論理と述語論理の基本となる考え

方を学んで、人間の思考における論理の

役割を理解すると同時に、問題演習等を

通して論理的な推論実践の技術を磨く。

○ ◎ ○

論理学Ⅱ

B131-111-12

現代記号論理学を中心に、命題論理と述

語論理の基礎を学ぶと同時に、それを一

つの素地にして形成された言語哲学や

クリティカル・シンキングといった、発

展的・実践的分野についても一定の理解

を得る。

命題論理と述語論理の基本となる考え

方を学んで、人間の思考における論理の

役割を理解すると同時に、問題演習等を

通して論理的な推論実践の技術を磨く。

○ ◎ ○

文学Ⅰ

B131-135-01

日本語・日本文学について歴史的・文化

的・社会的側面から解説し、様々な言語

事象の背後にある原理や、古今の文学作

品に描かれている諸問題について、受

講生が新たな視点で理解できるよう指

導する。

日本語・日本文学に関する基礎学力、日

本文化をはじめとする多様なものごと

を論理的に分析する力、多様な文化及

び価値観について自発的に課題を立て

て考える力、を修得することを目標と

する。

◎ ◎ ◎ ○

文学Ⅱ

B131-135-02

日本語・日本文学について歴史的・文化

的・社会的側面から解説し、様々な言語

事象の背後にある原理や、古今の文学作

品に描かれている諸問題について、受

講生が新たな視点で理解できるよう指

導する。

日本語・日本文学に関する基礎学力、日

本文化をはじめとする多様なものごと

を論理的に分析する力、多様な文化及

び価値観について自発的に課題を立て

て考える力、を修得することを目標と

する。

◎ ◎ ◎ ○

美術Ⅰ

B-131-116-01

美術の歴史、人物、環境等を通し現代

社会の美術の見方、考え方を学び美術

の基本姿勢を修得させていく。

美術の基本的な姿勢や見方を修得する。

個々の美術観を築き表現法を見い出し

ていく。

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

美術Ⅱ

B131-116-02

美術の基本理念に基づき多様に広がる

美術事情を探り自己の美意識を広げ表

現力を高めていく。

美術の理念を深め自己の造形に表現力

を加え、美術の基礎の確立を計る。
◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

法学Ⅰ

B131-211-01

法学全般の基礎、及び憲法の基礎につ

いて講義する。

法学全般に通じる基本原理、及び憲法

の基本原理を理解する。
○ ◎ ◎ ○

法学Ⅱ

B131-211-02
民法の基礎について講義する。 民法の基本原理を理解する。 ○ ◎ ◎ ○

政治学Ⅰ

B131-222-01

民主主義・自由主義などの原理、執政制

度・選挙制度などの政治制度を学ぶ。
政治の基本的原理や制度を理解する。 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

政治学Ⅱ

B131-222-02

日米英独仏など各国の政治を比較して

学ぶ。国際政治の仕組みについて学ぶ。

各国政治および国際政治の基本を理解

する。
◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

経済学Ⅰ

B131-231-01

経済学の基礎概念をミクロ経済学で扱

うトピックスを中心に概説する。

ミクロ経済学の基本的な概念を理解し、

ミクロ経済学的に経済事象を論じるこ

とができるような基礎的能力を身につ

ける。

○ ○ ◎ ◎
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

経済学Ⅱ

B131-231-02

経済学の基礎概念をマクロ経済学で扱

うトピックスを中心に概説する。

マクロ経済学の基本的な概念を理解し、

マクロ経済学的に経済事象を論じるこ

とができるような基礎的能力を身につ

ける。

○ ○ ◎ ◎

社会学Ⅰ

B131-261-01

本講義は、具体例を挙げながら、社会

学が考えてきたこと、明らかにしてき

たことを確認し、社会学の概念や方法

を理解していきます。また、それらの

知識を用いて、現代社会の諸課題につ

いても考えます。

社会学の「問い」、「概念」、「方法」を理

解すること。そして、社会学的思考を

用いて、自ら現代社会の諸課題の様相

について説明できるようになること。

○ ◎ ◎ ○

社会学Ⅱ

B131-261-02

本講義は、社会階層、文化集団、コミュ

ニティ等を取り上げ、社会学的な視点

からそれらの集団の特徴を理解してい

きます。そして各集団と現代社会の諸

課題の関連についても考えていきます。

各集団の特徴を理解すること。そして、

現代社会の諸課題が各集団のなかでな

ぜ発生し、どのように顕在化していくの

かについて説明できるようになること。

○ ◎ ◎ ○

教育学Ⅰ

B131-271-01

教育学は、人がよりよく生きるために

欠かせない「教育」を対象とする学問で

ある。その特徴は哲学、歴史学、社会学、

行政学などの学問を基礎とした学際的

な性格にあり、本授業では教育を様々

な角度から考察する。

教育学の基礎的知識や概念を理解でき

るとともに、その基礎知識や概念を利

活用して現代の教育状況について多面

的に考察でき、さらに自らが社会の形

成者として教育についての意見を持つ

ことができることを目指す。

○ ○ ◎ ◎ ◎

教育学Ⅱ

B131-271-02

教育学は、人がよりよく生きるために

欠かせない「教育」を対象とする学問で

ある。その特徴は哲学、歴史学、社会学、

行政学などの学問を基礎とした学際的

な性格にあり、本授業では教育を様々

な角度から考察する。

教育学の基礎的知識や概念を理解でき

るとともに、その基礎知識や概念を利

活用して現代の教育状況について多面

的に考察でき、さらに自らが社会の形

成者として教育についての意見を持つ

ことができることを目指す。

○ ○ ◎ ◎ ◎

歴史学Ⅰ

B131-161-01

文献資料や映像資料を駆使して、日本

及び外国の歴史に関する講義を行って

いる。また受講生に対して、授業内で

は講義内容に関する感想を書かせたり、

定期試験では主に論述問題を課したり

している。

歴史における文化の形成を広い視野に

立って考察することによって、歴史的

思考力を培い、日本や外国の成立の歴

史的過程と特質を把握させて、近代市

民としての自覚を深める。

◎ ◎ ○ ○ ◎

歴史学Ⅱ

B131-161-02

文献資料や映像資料を駆使して、日本

及び外国の歴史に関する講義を行って

いる。また受講生に対して、授業内で

は講義内容に関する感想を書かせたり、

定期試験では主に論述問題を課したり

している。

歴史における文化の形成を広い視野に

立って考察することによって、歴史的

思考力を培い、日本や外国の成立の歴

史的過程と特質を把握させて、近代市

民としての自覚を深める。

◎ ◎ ○ ○ ◎

地理学Ⅰ

B131-181-01

地理学の基礎的な知識を、国内外の社会

の中にみられる具体的な実例を挙げな

がら紹介する。社会や自然を構成する

多様な要素を取り上げ、それらの相互

関係や、分布の差異を示すことで、地

理学的なもののとらえ方を身に着ける。

社会の中にみられる諸現象を地理学的

な観点から説明することができる。世界

あるいは日本の中にみられる多様性と

地域性について理解することができる。

◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

地理学Ⅱ

B131-181-02

地理学が扱う多様な課題の中から特定

のものを取り上げ、その問題を関連する

事象とともに追究する。このことによっ

て、取り上げる課題についての理解を

深めるとともに、地理学的なもののと

らえ方についても深化させる。

取り上げる地理学的課題についての基

礎的な知識事項を述べることができる。

取り上げる地理学的課題を通じて、世

界・日本の社会・自然のあり方について、

論理的な考察が行えるようになる。

◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

数学Ⅰ

B131-323-01

数学の問題を解くことを通して、数学

的な手法と論理的思考を学ぶ。

社会で生きていく上で必要な数学的手

法と論理的思考の習得を到達目標とす

る。

○ ◎ ◎
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

数学Ⅱ

B131-323-02

数学の問題を解くことを通して、より進

んだ数学的な手法と論理的思考を学ぶ。

社会で生きていく上で必要な、より進

んだ数学的手法と論理的思考の習得を

到達目標とする。

○ ◎ ◎

統計学Ⅰ

B131-603-01

統計の問題を解くことを通して、統計

的な手法と統計的な論理的思考を学ぶ。

社会生活に役立つ統計的手法と統計的

な論理的思考の習得を到達目標とする。
○ ◎ ◎ ○

統計学Ⅱ

B131-603-02

統計の問題を解くことを通して、より

進んだ統計的な手法と統計的な論理的

思考を学ぶ。

社会生活に役立つ、より進んだ統計的

手法と統計的な論理的思考の習得を到

達目標とする。

○ ◎ ◎ ○

物理学Ⅰ

B131-420-01

身近な現象を題材にして、生活や社会

に密接に関わっている「物理」を学ぶ。

なぜ？という疑問を持ち、それを解決

するために論理的に考える力を身につ

ける。

○ ○ ◎

物理学Ⅱ

B131-420-02

身近な現象を題材にして、生活や社会

に密接に関わっている「物理」を学ぶ。

なぜ？という疑問を持ち、それを解決

するために論理的に考える力を身につ

ける。

○ ○ ◎

化学Ⅰ

B131-420-11

化学の基礎を学びながら、日常生活に

関わる身の回りの物質を化学的立場か

ら捉え、化学が果たしている役割を考

えます。「なぜこうなるの？」といった

好奇心から出発して、化学の面白さを

伝えます。

素朴な疑問をもとに、文系の学生にとっ

ての化学に対する苦手意識を軽減しま

す。化学的なモノの考え方を修得し、科

学リテラシーや論理的思考力を身につ

けることを目標とします。

○ ○ ◎

化学Ⅱ

B131-420-12

化学の基礎を学びながら、日常生活に

関わる身の回りの物質を化学的立場か

ら捉え、化学が果たしている役割を考

えます。「なぜこうなるの？」といった

好奇心から出発して、化学の面白さを

伝えます。

素朴な疑問をもとに、文系の学生にとっ

ての化学に対する苦手意識を軽減しま

す。化学的なモノの考え方を修得し、科

学リテラシーや論理的思考力を身につ

けることを目標とします。

○ ○ ◎

生物学Ⅰ

B131-420-21

身近なできごとやさまざまな社会問題

と生物学の関わりを知り、生物を理解

するために必要な教養レベルでの基礎

的知識と概念を学ぶ。

社会生活の中で直面する様々な医療問

題や環境問題などを正しく理解し、ま

た自分で考えるために必要な基礎的な

生物学的知識を身につける。

○ ○ ◎

生物学Ⅱ

B131-420-22

身近なできごとやさまざまな社会問題

と生物学の関わりを知り、生物を理解

するために必要な教養レベルでの基礎

的知識と概念を学ぶ。

社会生活の中で直面する様々な医療問

題や環境問題などを正しく理解し、ま

た自分で考えるために必要な基礎的な

生物学的知識を身につける。

○ ○ ◎

情報科学Ⅰ

B131-601-01

コンピュータを扱うことを通して、コ

ンピュータとネットワークの知識を習

得する。

社会生活に役立つコンピュータとネッ

トワークの知識と、その倫理的問題点

の習得を到達目標とする。

○ ◎ ◎ ◎ ○

情報科学Ⅱ

B131-601-02

コンピュータを扱うことを通して、コ

ンピュータとネットワークのより進ん

だ知識を習得する。

社会生活に役立つより進んだコン

ピュータとネットワークの知識と、その

倫理的問題点の習得を到達目標とする。

○ ◎ ◎ ◎ ○

情報科学Ⅲ

B131-601-03

コンピュータを通して、データサイエ

ンスに関してリテラシーレベルよりも

一歩進んだ知識を習得する。

データサイエンスに関して、リテラシー

レベルよりも一歩進んだ知識と、その

倫理的問題点の習得を到達目標とする。

○ ◎ ◎ ◎ ○

情報科学Ⅳ

B131-601-04

コンピュータを通して、データサイエン

スに関してより進んだ知識を習得する。

データサイエンスに関して、より進ん

だ知識と、その倫理的問題点の習得を

到達目標とする。

○ ◎ ◎ ◎ ○

仏教と現代社会Ⅰ

B231-112-01

現代社会の諸問題に関する仏教からの

提言

仏教的価値観を対立軸として、現代社会

の価値観や諸課題を考える力を育てる。
○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

仏教と現代社会Ⅱ

B231-112-02

現代社会の諸問題に関する仏教からの

提言

仏教的価値観を対立軸として、現代社会

の価値観や諸課題を考える力を育てる。
○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

禅と人間Ⅰ

B231-112-11

禅の概要および禅宗の特徴を概説し、禅

語（公案）を通じて禅の思想を解説する

とともに、坐禅の実習によって禅の修

行を体感する。

坐禅や公案の学習などの禅の修行生活

の重要な要素を通じて、禅の本質を理

解する。

○ ◎ ○ ○

禅と人間Ⅱ

B231-112-12

中国および日本における禅宗の歴史や

思想を概説し、禅の影響のもと成立し

た茶道・絵画・建築・陶磁器・書などの日

本独自文化を解説する。

禅と日本文化との関係を具体的に理解

し、禅によって培われた日本独自の美

意識や感性を体得する。

○ ◎ ○ ○

生命に関する諸問題Ⅰ

B231-118-01

「生と死」という解決し難い古来からの

テーマについて、自然・人文・社会科学

などの多様な視点・観点からアプローチ

する。

総合的に問題を捉えて解決したり、創造

性を持って新たな課題を見い出したり

する力をつける。自分なりの「生命観」・

「人生観」・「死生観」を築く。

◎ ○ ○ ○ ◎ ○

生命に関する諸問題Ⅱ

B231-118-02

「生と死」という解決し難い古来からの

テーマについて、自然・人文・社会科学

などの多様な視点・観点からアプローチ

する。

総合的に問題を捉えて解決したり、創造

性を持って新たな課題を見い出したり

する力をつける。自分なりの「生命観」・

「人生観」・「死生観」を築く。

◎ ○ ○ ○ ◎ ○

人間行動の理解Ⅰ

B231-285-01

心理学で扱う理論や事象は実験や調査

で得られたデータに基づいている。本

講義では、実際に実験を行い、仮説検

証の考え方からデータの収集方法、結

果の解釈に至るまで、心理学の基本的

な方法論について理解を深める。

心の仕組みや働きを明らかにするため

の様々な方法論を理解したうえで、科

学的な手続きと正確なデータ収集の重

要性を認識し、さらにそれらをまとめ

て論理的な報告書の作成ができるよう

になること。

○ ○ ○ ◎ ◎

人間行動の理解Ⅱ

B231-285-02

フロイトの精神分析の口語版といわれ

る「交流分析」の理論と実践について学

ぶ。交流分析は、パーソナリティ理論

やコミュニケーション理論を含む心理

療法のひとつであり、自己洞察を繰り

返すことで、より良い人間関係と自己

の生き方を築くことを目指す。

自己理解と他者理解を深め、よりよい

コミュニケーションと自己の問題点の

把握と改善へつなげること。

○ ○ ○ ◎ ◎

人間の尊厳と平等Ⅰ

B231-261-01

本授業では、これまでに人間社会が形

成してきた人権について、様々な歴史

的事例や条文などの学びを通して、人

権の基礎を習得する。

人権の成立過程や現代における課題を

学び、一人一人の人間性を尊重し、他

者と協調できるようになる。また、差

別について批判的精神を養う。

◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

人間の尊厳と平等Ⅱ

B231-261-02

本授業では、社会福祉の成立過程を学

びながら、「福祉国家」や「社会福祉事業」

への理解を深め、社会福祉の基礎を習

得する。

社会福祉の学びを通して、一人一人の人

間性を尊重し、多様な価値観を理解で

きるようになる。そして、自ら社会貢

献が積極的に可能になることを目指す。

◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

日本の文化と社会Ⅰ

B231-162-01

日本の歴史・文学・ことばを中心に、人々

がそれらの事象とどのように関わって

きたのか、どのような変化をとげてき

たのか、を学ぶ。

科学的な探究の精神に基づいて、日本

における、社会と文化と人間に対する

理解を深め、複眼の視座を涵養する。

○ ◎ ○ ◎

日本の文化と社会Ⅱ

B231-162-02

日本の歴史・文学・ことばを中心に、人々

がそれらの事象とどのように関わって

きたのか、どのような変化をとげてき

たのか、を学ぶ。

科学的な探究の精神に基づいて、日本

における、社会と文化と人間に対する

理解を深め、複眼の視座を涵養する。

○ ◎ ○ ◎

アジアの文化と社会Ⅰ

B231-163-01

文献資料や映像資料を駆使して、中国の

芸能・小説などの伝統文化、及び近現代

の政治・社会史に関する講義を行う。ま

た定期試験などを通して受講生に論述

の機会を設けている。

日本人にとって「他者」である中国を多

面的に理解することを目指す。その上

で、筋道を立てた論述能力や課題発見

力、問題解決力を涵養することを目指

す。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

アジアの文化と社会Ⅱ

B231-163-02

文献資料や映像資料を駆使して、中国の

芸能・小説などの伝統文化、及び近現代

の政治・社会史に関する講義を行う。ま

た定期試験などを通して受講生に論述

の機会を設けている。

日本人にとって「他者」である中国を多

面的に理解することを目指す。その上

で、筋道を立てた論述能力や課題発見

力、問題解決力を涵養することを目指

す。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎

ヨーロッパの文化と社会Ⅰ

B231-165-01
ヨーロッパの思想・文化の理解

ヨーロッパ諸国の事例を学習すること

で、未来の日本社会構築の参考にする。
○ ○ ○ ○ ◎ ◎

ヨーロッパの文化と社会Ⅱ

B231-165-02
ヨーロッパの思想・文化の理解

ヨーロッパ諸国の事例を学習すること

で、未来の日本社会構築の参考にする。
○ ○ ○ ○ ◎ ◎

英語圏の文化と社会Ⅰ

B231-804-01

英語圏の文化的な側面と社会的な側面

について講義

英語圏の文化や英語の使用における社

会的な背景について理解できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

英語圏の文化と社会Ⅱ

B231-804-02

英語圏の文化的な側面と社会的な側面

について講義

英語圏の文化や英語の使用における社

会的な背景について理解して説明でき

る。

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

人間と環境Ⅰ

B231-646-01

社会・地球・自然・食など様々な角度から

人間と環境の関わりについて学んでゆ

きます。

人間をとりまく種々の環境についての

正しい知識を学び、玉石混淆の情報か

ら正しい情報を読み解く力を身につけ

ることができる。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎

人間と環境Ⅱ

B231-646-02

社会・地球・自然・食など様々な角度から

人間と環境の関わりについて学んでゆ

きます。

人間をとりまく種々の環境についての

正しい知識を学び、玉石混淆の情報か

ら正しい情報を読み解く力を身につけ

ることができる。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎

情報と社会Ⅰ

B231-622-01

ネットワーク社会における情報の扱い

方と倫理的問題点を習得する。

ネットワーク社会における情報の扱い

方と倫理的問題点の習得を到達目標と

する。

○ ○ ◎ ◎

情報と社会Ⅱ

B231-622-02

ネットワーク社会におけるより進んだ

情報の扱い方と倫理的問題点を習得す

る。

ネットワーク社会におけるより進んだ

情報の扱い方と倫理的問題点の習得を

到達目標とする。

○ ○ ◎ ◎

産業と科学Ⅰ

B231-118-01

生活に関連した産業と科学技術に関す

る話題を、複数の視点から多角的に分

析し、解説する。

産業と科学技術に関する知識を学び、そ

れを生かして生活における諸問題に対

処できるような柔軟な思考力を身につ

ける。

○ ○ ◎ ◎ ◎

産業と科学Ⅱ

B231-118-02

生活に関連した産業と科学技術に関す

る話題を、複数の視点から多角的に分

析し、解説する。

産業と科学技術に関する知識を学び、そ

れを生かして生活における諸問題に対

処できるような柔軟な思考力を身につ

ける。

○ ○ ◎ ◎ ◎

ソフトウェア概論Ⅰ

B231-605-01

コンピュータ・プログラミングの課題を

解くことを通して、コンピュータの多

様な使い方を習得する。

コンピュータ・プログラミングとコン

ピュータの多様な使い方の習得を到達

目標とする。

◎ ◎

ソフトウェア概論Ⅱ

B231-605-02

コンピュータ・プログラミングの課題

を解くことを通して、より進んだコン

ピュータの多様な使い方を習得する。

より進んだコンピュータ・プログラミン

グとコンピュータの多様な使い方の習

得を到達目標とする。

◎ ◎

健康の科学

B231-594-01

健康や病気を理解するための基礎知識、

とくに生活習慣との関わりや疾病予防

の重要性について解説する。

健康的な生活を送るための基礎知識を

身につけ、日常生活の中で実践できる

ようになることを目的とする。

◎

英語Ⅰa

B114-141-01

英語のリスニングと英会話を中心とし

た授業

基礎的な英語表現の聞き取りと基礎的

な会話表現ができる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

英語Ⅱa

B114-141-02

英語のリスニングと英会話を中心とし

た授業

少し発展的な英語表現の聞き取りと会

話表現ができる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

英語Ⅰb

B114-141-03
英語の読解を中心とした総合演習

基礎的な英文を読んで内容が理解でき

る。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

英語Ⅱb

B114-141-04
英語の読解を中心とした総合演習

少し発展的な英文を読んで内容が理解

できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

英語Ⅰc

B214-141-05
英作文・英文法を中心とした総合英語

基礎的な英文を書いて自己表現ができ

る。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

英語Ⅱc

B214-141-06
英作文・英文法を中心とした総合英語

少し発展的な英文を書いて自己表現が

できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

ドイツ語Ⅰ

B114-145-01
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドイツ語Ⅱ

B114-145-02
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中国語Ⅰ

B114-147-01

発音の習得から始めて、入門時に必要

とされる常用単語及び初歩的な文型を

学び、未習外国語である中国語の学習

の基礎を固める。常に双方向の授業を

心がけ、中国語運用能力の基礎を作る。

中国語の発音を習得し、中国語のロー

マ字表記を読めるようにする。併せて、

初歩的な常用単語及び初歩的な文型を

習得し、簡単な中国語を使えるように

する。

○ ○ ○ ○ ○ ○

中国語Ⅱ

B114-147-02

中国語Ⅰで学んだ中国語の基礎の上に

さらにステップアップを目指す。発音

の習熟度をより高め、語彙及び理解で

き、かつ使用できる文型を増やすこと

によって、中国語の運用能力を高める。

中国語の発音をより確実なものにし、よ

り多くの常用語彙、重要文型を学び、中

国語の構造に対する理解を深め、初歩

的な中国語運用能力を身につけるよう

にする。

○ ○ ○ ○ ○ ○

韓国語Ⅰ

B114-148-01

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関する

基礎知識と運用力を養成する科目であ

る。韓国語の文字と発音を始めとし、日

常生活で使える簡単な会話を学習する

こととする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能を総

合的に学習し、それを通じて朝鮮半島

の歴史、社会、文化、思想について理

解を深め、韓国語の基本的な構造につ

いて理解することを目標とする。

○ ○ ○ ○ ○ ○

韓国語Ⅱ

B114-148-02

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関する

基礎知識と運用力を養成する科目であ

る。韓国語の文字と発音を始めとし、日

常生活で使える簡単な会話を学習する

こととする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能を総

合的に学習し、それを通じて朝鮮半島

の歴史、社会、文化、思想について理

解を深め、韓国語の基本的な構造につ

いて理解することを目標とする。

○ ○ ○ ○ ○ ○

スペイン語Ⅰ

B114-149-01

綴りや発音のルール、文章の基本的な

構成を学ぶ。

正確な発音ができるようになる。挨拶、

簡単な自己紹介、日常の動作を表現し、

簡単なコミュニケーションが取れるよ

うになる。

○ ○ ○ ○ ○ ○

スペイン語Ⅱ

B114-149-02

好きなものや好きなこと、日課や今後

の予定、天候といったより高度な表現

を学ぶ。

スペイン語の音や文章構造に慣れ、さら

に豊かな表現ができるようになる。ま

た、目的語の代名詞を使ってよりコン

パクトな文章を作ることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○

ドイツ文化事情

B124-145-61

ドイツ語圏の国々の思想・文化・社会の

探究

「ドイツ」から今後の日本社会に優位な

考え方を学び取る。
○ ○ ◎ ○ ○ ○

中国文化事情

B124-147-61

映像等を用い、中国の歴史、地理、社

会等各方面から、中国語の背後にある

中国文化の様々な側面を学び、多様な

文化に対する理解を深める。

中国の社会や伝統文化に対する知識を

増やし、より広い視野を持って、多様

な文化、価値観が理解できるようにな

ることを目指す。

○ ○ ◎ ○ ○ ○

韓国文化事情

B124-148-61

様々な文献・視聴覚資料を活用し、韓国・

朝鮮の文化・社会・歴史などについて学

ぶ。単なる知識の伝達ではなく、日本

との比較などや、様々な観点からの観

察・分析、「韓国文化」の全般について正

しく理解していく。

日常の様々な事柄について客観的な立

場から観察・分析力を身につけることが

できる。また、日韓の文化比較を行い

様々な意見や情報交換によって、自分

の意見を表明する積極性と論理性を高

めることができる。

○ ○ ◎ ○ ○ ○

スペイン文化事情

B124-149-61

スペインおよびラテンアメリカ諸国の

歴史や文化、芸術、思想を広く紹介する。

異文化に触れることで自分の視野を広

げるとともに、馴染みの深い文化と比

較することによって新たな角度から既

知の文化を観察し、その個性を再認識

できる。

○ ○ ◎ ○ ○ ○
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

日本語Ⅰa

B114-139-01

高度な文法力や読解力を身につけるこ

とを目的に論理的な文章を読む。

論理的な文章が読めるようになる。ま

た、教材を通して日本社会への理解を

深めることができる。

○ ◎

日本語Ⅱa

B114-139-02

読解力を向上させるために、論理的な

文章だけでなく、エッセイなども取り

上げて読む。

様々なタイプの文章を、一人で読める

ようになる。また、内容に関して意見

や感想をまとめることができる。

○ ◎

日本語Ⅰb

B114-139-03
日本語の聴解、会話、口頭発表を扱う。

留学生活に必要となる聴解力・会話力を

身につけ、わかりやすい発表ができる

ようになる。

○ ◎

日本語Ⅱb

B114-139-04
日本語の聴解、会話、口頭発表を扱う。

日本社会で起きている話題について聴

き取れ、資料を基に論理的に意見が述

べられるようになる。

○ ◎

日本語Ⅰc

B114-139-05

論理的な文章をわかりやすく書くため

の基礎的な技法を学ぶ。

事実と自分の考えとを書き分ける力、資

料に基づいて自分の考えを書き進める

力などを身につけることができる。

○ ◎

日本語Ⅱc

B114-139-06

関心のあるテーマについて問題を見出

し、資料を用いてその答えをレポート

としてまとめる。

レポートを書くことを通して、読み・書

きの高度な日本語力を身につけること

ができる。

○ ◎

日本語Ⅰd

B214-139-07

意見文を読み、自分の意見を述べたり、

内容を要約したりする。

社会で問題になっている様々な問題に

ついて、自分の考えをわかりやすく述

べることができる。

○ ◎

日本語Ⅱd

B214-139-08

ディベートやスピーチ学習などを通し

て、まとまりのある内容を的確に伝え

る方法を学ぶ。

自分の考えをわかりやすく伝えること

ができる。
○ ◎ ○

日本語Ⅰe

B214-139-09

「食」をメインテーマに課題を設定し、資

料を集め、まとめて発表する。

高度な日本語力およびプレゼンテー

ション能力を身につけることができる。
○ ◎ ○

日本語Ⅱe

B214-139-10

日本の文化や社会に関するテーマにつ

いて、課題を設定し、調べて発表する。

高度な日本語力およびプレゼンテー

ション能力を身につけることができる。
○ ◎ ○

英会話Ⅰ

B134-141-11
外国人教員による英会話演習 簡単な英会話で自己表現ができる。 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

英会話Ⅱ

B134-141-12
外国人教員による英会話演習

少し発展的な内容の英会話で自己表現

ができる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

英会話Ⅲ

B234-141-21
外国人教員による発展的英会話演習

日常的な内容の英会話で自己表現がで

きる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

英会話Ⅳ

B234-141-22
外国人教員による発展的英会話演習

発展的な様々な内容の英会話で自己表

現ができる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

メディア英語Ⅰ

B134-141-17

ビデオや映画等のメディアを使った英

語演習

映画やニュースなどで基本的な表現が

理解できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

メディア英語Ⅱ

B134-141-18

ビデオや映画等のメディアを使った英

語演習

映画やニュースなどで少し発展的な表

現が理解できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

メディア英語Ⅲ

B234-141-27

ビデオや映画等のメディアを使った発

展的英語演習

映画やニュースなどで多くの表現をそ

のまま理解できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

メディア英語Ⅳ

B234-141-28

ビデオや映画等のメディアを使った発

展的英語演習

映画やニュースなどで発展的な内容が

そのまま理解できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

英語表現法Ⅰ

B134-141-15

英作文や会話などの英語による自己表

現演習

基礎的な英語を使って自己表現ができ

る。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

英語表現法Ⅱ

B134-141-16

英作文や会話などの英語による自己表

現演習

少し発展的な英語を使って自己表現が

できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

英語表現法Ⅲ

B234-141-25

英作文や会話などの英語による発展的

自己表現演習

英語表現を使って自分の意見や考えを

表現できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

英語表現法Ⅳ

B234-141-26

英作文や会話などの英語による発展的

自己表現演習

少し発展的な英語表現を使って自分の

意見や考えを表現できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

英語読解法Ⅰ

B134-141-13
様々な英文を読んで理解する読解演習

辞書を使って、自分で様々な英文の内

容が理解できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

英語読解法Ⅱ

B134-141-14
様々な英文を読んで理解する読解演習

辞書を使って、自分で少し発展的な英

文の内容が理解できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

英語読解法Ⅲ

B234-141-23

発展的な英文を読んで理解する読解演

習

辞書を使って、様々な英文の内容が理

解できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

英語読解法Ⅳ

B234-141-24

発展的な英文を読んで理解する読解演

習

辞書を使って、様々な発展的な英文の

内容が理解できる。
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

実践英語Ⅰ

B134-141-31
TOEIC等の検定試験対策の演習

TOEIC等の検定試験で基礎的な問題の

解答ができる。
◎ ◎ ○

実践英語Ⅱ

B134-141-32
TOEIC等の検定試験対策の演習

TOEIC等の検定試験で少し発展的な問

題の解答ができる。
◎ ◎ ○

実践英語Ⅲ

B234-141-41
TOEIC等の検定試験対策の発展的演習

TOEIC等の検定試験で発展的な問題の

解答ができる。
◎ ◎ ○

実践英語Ⅳ

B234-141-42
TOEIC等の検定試験対策の発展的演習

TOEIC等の検定試験で少し高度な問題

の解答ができる。
◎ ◎ ○

ドイツ語Ⅰ（基礎）

B134-145-11
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 ○ ○ ◎ ○

ドイツ語Ⅱ（基礎）

B134-145-12
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 ○ ○ ◎ ○

ドイツ語Ⅲ（読解）

B234-145-21
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の読解力強化 ○ ○ ◎ ◎

ドイツ語Ⅳ（読解）

B234-145-22
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の読解力強化 ○ ○ ◎ ◎

ドイツ語Ⅲ（表現）

B234-145-31
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の表現力（作文力）強化 ○ ○ ◎ ◎

ドイツ語Ⅳ（表現）

B234-145-32
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の表現力（作文力）強化 ○ ○ ◎ ◎

ドイツ語Ⅲ（総合）

B234-145-41
中級ドイツ語能力養成

中級のテキストを用いたドイツ語の運

用能力強化
○ ○ ◎ ◎

ドイツ語Ⅳ（総合）

B234-145-42
中級ドイツ語能力養成

中級のテキストを用いたドイツ語の運

用能力強化
○ ○ ◎ ◎

ドイツ語会話Ⅰ

B234-145-51
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の会話能力の養成 ○ ○ ◎ ◎ ○

ドイツ語会話Ⅱ

B234-145-52
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の会話能力の養成 ○ ○ ◎ ◎ ○

中国語Ⅰ（基礎）

B134-147-11

発音の習得から始めて、入門時に必要

とされる常用単語及び初歩的な文型を

学び、未習外国語である中国語の学習

の基礎を固める。常に双方向の授業を

心がけ、中国語運用能力の基礎を作る。

中国語の発音を習得し、中国語のロー

マ字表記を読めるようにする。併せて、

初歩的な常用単語及び初歩的な文型を

習得し、簡単な中国語を使えるように

する。

○ ○ ◎ ○

中国語Ⅱ（基礎）

B134-147-12

中国語Ⅰで学んだ中国語の基礎の上に

さらにステップアップを目指す。発音

の習熟度をより高め、語彙及び理解で

き、かつ使用できる文型を増やすこと

によって、中国語の運用能力を高める。

中国語の発音をより確実なものにし、よ

り多くの常用語彙、重要文型を学び、中

国語の構造に対する理解を深め、初歩

的な中国語運用能力を身につけるよう

にする。

○ ○ ◎ ○

中国語Ⅲ（読解）

B234-147-21

１年次に習得した中国語を基礎に、簡

単な文章を読むことによって中国語の

文法構造等に対する理解を深め、中国

語の読解力をレベルアップして資格取

得などに役立てる。

300語程度の常用単語を身につけ、中国

語の文法構造に対する理解を深め、中

国語の文章の読解力を高める。併せて、

中国政府公認の中国語検定試験ＨＳＫ

２級の合格を目指す。

○ ○ ◎ ◎
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

中国語Ⅳ（読解）

B234-147-22

中国語Ⅲ（読解）を受けて、様々な文章

を読むことによって、中国語の文法構

造等に対する理解をさらに深め、中国

語の読解力をさらにレベルアップして

資格取得などに役立てる。

600語程度の常用単語を身につけ、中国

語の文法構造に対する理解を深め、中

国語の文章の読解力を高める。併せて、

中国政府公認の中国語検定試験ＨＳＫ

３級の合格を目指す。

○ ○ ◎ ◎

中国語Ⅲ（表現）

B234-147-31

１年次に習得した中国語を基礎に、中

国語の様々な表現を学んで中国語作文

の練習をすることによって、中国語の

文法構造等に対する理解を深め、中国

語の表現力をレベルアップして資格取

得などに役立てる。

300語程度の常用単語を身につけ、中国

語の文法構造に対する理解を深め、中

国語の表現力を高める。併せて、中国

政府公認の中国語検定試験ＨＳＫ２級

の合格を目指す。

○ ○ ◎ ◎

中国語Ⅳ（表現）

B234-147-32

中国語Ⅲ（読解）を受けて、中国語の様々

な表現を学んで中国語作文の練習をす

ることによって、中国語の文法構造等

に対する理解をさらに深め、中国語の

表現力をさらにレベルアップして資格

取得などに役立てる。

600語程度の常用単語を身につけ、中国

語の文法構造に対する理解を深め、中

国語の表現力を高める。併せて、中国

政府公認の中国語検定試験ＨＳＫ３級

の合格を目指す。

○ ○ ◎ ◎

中国語Ⅲ（総合）

B234-147-41

１年次に習得した中国語を基礎に、「読

み、書き、聴き、話す」練習を通して、

常用語を身につけ、中国語の文法構造

等に対する理解を深め、中国語の運用

能力をレベルアップして資格取得など

に役立てる。

300語程度の常用単語を身につけ、中国

語の文法構造に対する理解を深め、「読

み、書き、聴き、話す」といった中国語

の運用能力を全体的に高める。併せて、

中国政府公認の中国語検定試験ＨＳＫ

２級の合格を目指す。

○ ○ ◎ ◎

中国語Ⅳ（総合）

B234-147-42

中国語Ⅲ（総合）を受けて、「読み、書き、

聴き、話す」練習を通して、使える常用

語を増やし、中国語の文法構造等に対

する理解をさらに深め、中国語の運用

能力をさらにレベルアップして資格取

得などに役立てる。

600語程度の常用単語を身につけ、中国

語の文法構造に対する理解を深め、「読

み、書き、聴き、話す」といった中国語

の運用能力を全体的に高める。併せて、

中国政府公認の中国語検定試験ＨＳＫ

３級の合格を目指す。

○ ○ ◎ ◎

中国語会話Ⅰ

B234-147-51

発音の練習を重視し、ペアワークによ

る会話練習を行い、中国語の会話力を

向上させる。併せて、作文と翻訳の練

習も行い、中国語の総合的な運用能力

を高める。

1年次で学んだ中国語の発音をより正確

なものにし、あいさつなどの簡単な言

葉から日常用いる初歩的な会話ができ

るようにする。中国政府公認の中国語

検定試験HSK２級の合格を目指す。

○ ○ ◎ ◎ ○

中国語会話Ⅱ

B234-147-52

中国語会話Ⅰを受け、引き続き発音練習

を重視し、ペアワークによる会話をほぼ

毎回行って、会話力をより向上させる。

併せて作文と翻訳の練習にも力を入れ、

中国語の総合的な運用能力を高める。

中国語をより正確に発音できるように

し、より多くのことを表現できるよう

会話力を高める。会話力と同時に、作

文能力や読解力も向上させ、中国政府

公認の中国語検定試験HSK ３級の合格

を目指す。

○ ○ ◎ ◎ ○

フランス語Ⅰ（基礎）

B134-146-11

綴りと音の関係を理解し、フランス語

文の音読を可能にする。基本文型を暗

記し、フランス語のリズムを覚える。

フランス語文を単独で音読できるよう

にし、挨拶や買い物などの簡単な日常

会話に慣れる。

○ ○ ◎ ○

フランス語Ⅱ（基礎）

B134-146-12

人称の概念を理解し、基本動詞の活用

を学習する。辞書を利用して平易なフ

ランス語文を訳読し、暗記する。

会話文や説明文を、辞書を用いて単独で

読解する。人物の会話から、フランス

人の基本となる物の考え方を理解する。

○ ○ ◎ ○

フランス語Ⅲ（総合）

B234-146-41

短文の反復や言い換えにより、実生活

に結びついたフランス語の表現を確実

に身につける。

フランスで生活するつもりになって、フ

ランス語でフランス人に意志を伝える

つもりで、フランス語会話に集中する。

○ ○ ◎ ◎

フランス語Ⅳ（総合）

B234-146-42

練習問題による言い換えにより、実生

活に結びついたフランス語の構造を確

実に身につける。

フランス語の基本的な例文を覚えると

同時に、日本語からフランス語への言

い換えも行えるようにする。

○ ○ ◎ ◎
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

フランス語会話Ⅰ

B234-146-51

フランス語の発音の仕方、身振り、手

振りなどの動作、顔の表情などを、フ

ランス人自身から直に学ぶ。

フランス人の発音、表情、動作などを、

素直に反復することから始めて、外国

人と対話する楽しみを知る。

○ ○ ◎ ◎ ○

フランス語会話Ⅱ

B234-146-52

テキストの意味を理解するだけでなく、

片言の語彙であっても、自分からフラ

ンス語を口に出して言ってみる。

進んで教師にフランス語で話しかける

ようにする。文法を気にするよりも、身

振りや表情を交えてコミュニケーショ

ンを取る。

○ ○ ◎ ◎ ○

韓国語Ⅰ（基礎）

B134-148-11

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関する

基礎知識と運用力を養成する科目であ

る。韓国語の文字と発音を始めとし、日

常生活で使える簡単な会話を学習する

こととする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能を総

合的に学習し、韓国語の基本的な構造

について理解することを目標とする。

○ ○ ◎ ○

韓国語Ⅱ（基礎）

B134-148-12

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関する

基礎知識と運用力を養成する科目であ

る。韓国語の文字と発音を始めとし、日

常生活で使える簡単な会話を学習する

こととする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能を総

合的に学習し、韓国語の基本的な構造

について理解することを目標とする。

○ ○ ◎ ○

韓国語Ⅲ（読解）

B234-148-21

韓国語Ⅰ・Ⅱを履修した人を対象にし、

レベルアップした基礎文法を学ぶ。コ

ミュニケーションの訓練とともに、文

法と構文の理解、表現力を身につける。

また、旅行やビジネス場面でよく使わ

れる表現を学ぶ。

韓国語の基礎文法を踏まえ、より豊か

な基礎会話力を養うことを目標にする。

徐々に語彙・文法項目を増やしていき、

韓国語で書かれた文章に対する理解力

を高める。

○ ○ ◎ ◎

韓国語Ⅳ（読解）

B234-148-22

韓国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを履修した人を対象に

し、中級を目指して実践的な表現を学

ぶ。定型表現の学習は、ものの描写、要

求・依頼・主張など様々な場面にふさわ

しい構文と語彙を習得し、言語運用力

を養う。

中級レベルの文法や語彙を学び、韓国語

としてより自然で円滑なコミュニケー

ションができるようにする。より豊かな

言語表現力を養い、韓国語文章に対する

「読む・書く」能力の上達を目標にする。

○ ○ ◎ ◎

韓国語Ⅲ（表現）

B234-148-31

文字を覚えた学生を対象にし、授業計画

に基づく韓国語の基礎知識と運用力を

養成する。「読む」「書く」「聞く」「話す」

の四技能をバランスよく総合的に身に

つけることを目指す。韓国語圏の世界の

諸相を理解し、国際的な視野を広める。

韓国語の文字と発音を習った学生を対

象とし、基本文の作り方を練習する。そ

のために、基本文法と単語の学習を行

う。これに基づいて、実際の現場で使

われる多様な文の構造及び会話表現の

習得を目標とする。

○ ○ ◎ ◎

韓国語Ⅳ（表現）

B234-148-32

韓国語の文字を覚えた学生を対象にし、

授業計画に基づく韓国語の基礎知識と

運用力を養成する。「読む」「書く」「聞く」

「話す」の四技能をバランスよく総合的

に身につけることを目指す。韓国語圏

の世界の諸相を理解し、国際的な視野

を広める。

韓国語の文字と発音を習った学生を対

象とし、基礎的な文の作り方を練習す

る。そのために、基本文法と基礎単語

の学習を行う。実際の現場で使われる

多様な文の構造及び会話表現の習得を

目標とする。

○ ○ ◎ ◎

韓国語Ⅲ（総合）

B234-148-41

韓国語Ⅰ・Ⅱを履修した学生を対象に

し、ハングル検定試験5級に合格するた

めに必要な発音の仕組み、基本文法など

を学習していく。文法事項や語句、日

常会話文等を繰り返し練習し、ハング

ル検定試験5級合格に必要な基本的な能

力を身につける。

基本文法については韓国語Ⅰ・Ⅱで学習

した復習から始め、ハングル検定試験5

級合格のために必要な発音と文法を学

び、自ら学習できるようにする。基本

文法と語句、日常会話文などの反復学

習を通して習得していく。また練習問

題と課題を通して、その定着と更なる

応用発展を図る。

○ ○ ◎ ◎
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

韓国語Ⅳ（総合）

B234-148-42

ハングル検定試験5級に合格するため、

基本文法、語句、日常会話文などを学

習する。また11月に実施されるハング

ル検定試験に向けて実際の過去問を用

いて練習する。適宜、試験に必要な発

音や文法、語彙に関する解説を行う。

ハングル検定試験5級に合格する。ある

いは5級に挑戦できる能力を身につける

ことを目標とする。すでに5級を取得し

た学生にとっても、次のステップアッ

プにつながる足場を固める場となるこ

とを目標とする。

○ ○ ◎ ◎

韓国語会話Ⅰ

B234-148-51

韓国語の読み書きができ、文章の作成が

出来るレベルに達していても、会話がで

きるとは限らない。ペアワークやグルー

プワークを多く取り入れ、学んだ表現

を使った会話文を用いて実際に話して

みることにより、積極的に話す機会を

与える。

ハングルの読み書きが確実にできるよ

うにする。基礎的な文法を身につけ、あ

いさつ、自己紹介、身の回りのことに

ついて自分の言いたいことを伝え、相

手とコミュニケーションが取れるよう

にする。

○ ○ ◎ ◎ ○

韓国語会話Ⅱ

B234-148-52

韓国語の読み書きができ、文章の作成が

出来るレベルに達していても、会話がで

きるとは限らない。ペアワークやグルー

プワークを多く取り入れ、学んだ表現

を使った会話文を用いて実際に話して

みることにより、積極的に話す機会を

与える。

約700個の単語をもとに、初級レベルで

必要な会話のスキルを身につけるよう

にする。その上で日本語とは異なる韓

国語特有の会話の仕方を学習し、その

背景にある文化についても考察できる

ようにする。

○ ○ ◎ ◎ ○

韓国語会話Ⅲ

B234-148-53
ネイティブによる発展的韓国語演習

韓国語の日常的な会話で自己表現がで

きる。
○ ○ ◎ ◎ ○

韓国語会話Ⅳ

B234-148-54
ネイティブによる発展的韓国語演習

韓国語の発展的な様々な内容の会話で

自己表現ができる。
○ ○ ◎ ◎ ○

スペイン語Ⅰ（基礎）

B134-149-11

初めて学ぶ人を対象にグローバル言語

の１つであるスペイン語に関する基礎

知識と運用力を養成する科目である。ス

ペイン語の常用単語及び初歩的な文型

を学び日常生活で使える簡単な会話を

学習することとする。

スペイン語の常用単語及び初歩的な文

型を習得し、簡単な日常会話を使える

ようにする。

○ ○ ◎ ○

スペイン語Ⅱ（基礎）

B134-149-12

スペイン語Ⅰ（基礎）で学んだスペイン

語のさらなるステップアップを目指す。

単語の理解や発音の習熟度をより高め、

かつ使用できる文型を増やすことに

よって、スペイン語の運用能力を高め

る。

スペイン語の発音をより確実なものに

し、多くの常用単語、重要文型を学び、

初歩的なスペイン語運用能力を身につ

ける。

○ ○ ◎ ○

スペイン語Ⅲ（読解）

B134-149-21

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生に向け

た授業。過去形などさらにレベルアッ

プした内容を学んでいく。

さまざまな時制を含むバリエーション

に富んだ文章が理解できるようになる。
○ ○ ◎ ◎

スペイン語Ⅳ（読解）

B134-149-22

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ学生に向

けた授業。比較表現や命令形など、幅

広い種類の文章に慣れる。

辞書を使ってやや長い文章が理解でき

るようになる。
○ ○ ◎ ◎

スペイン語Ⅲ（表現）

B134-149-31

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生に向け

た授業。過去や未来の時制といった中

級程度の内容を学ぶ。

あらゆる時制を使いこなし、自分の気

持ちをある程度自由に表現できるよう

になる。

○ ○ ◎ ◎

スペイン語Ⅳ（表現）

B134-149-32

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ学生に向

けた授業。比較表現や命令形など、表

現の幅を広げていく。

辞書を使いながら、大きな支障なくコ

ミュニケーションが取れるようになる。
○ ○ ◎ ◎

スペイン語Ⅲ（総合）

B134-149-41

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生に向け

た授業。過去形など中級程度の内容を

学び、演習を多く行う。

会話や文字などさまざまな手段で、自

分の気持ちをある程度自由に表現する

ことができる。

○ ○ ◎ ◎

スペイン語Ⅳ（総合）

B134-149-42

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ学生に

向けた授業。命令形や反実仮想といっ

た上級レベルの表現を学ぶ。

辞書を使えば大きな支障なく相手とス

ムーズなやり取りができる。
○ ○ ◎ ◎
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

スペイン語会話Ⅰ

B134-149-51

先生や学生どうしでのコミュニケー

ションを通して、正しい発音を身につ

けつつ挨拶など基礎的な表現を学ぶ。

挨拶、簡単な自己紹介、日常の動作と

いった基本的な表現を覚え、簡単なコ

ミュニケーションが取れるようになる。

○ ○ ◎ ◎ ○

スペイン語会話Ⅱ

B134-149-52

スペイン語会話Ⅰを履修した学生を対

象に、嗜好や予定などさらにバリエー

ション豊かな表現を学ぶ。

繰り返し練習を重ね、辞書を使ってさ

らに複雑なコミュニケーションが取れ

るようになる。

○ ○ ◎ ◎ ○

スポーツ科学Ⅰ

B115-592-01

運動の実践により、生涯健康の基礎作り

を目指す。運動の楽しさや健康の価値・

意味を理解し自己管理能力を養う。

運動習慣の確立により肉体的、精神的、

社会的な健康を獲得する。学生同士の

協調性や連帯感を理解させ、豊かな人

間性を高めていく。

○ ○ ○ ◎ ○

スポーツ科学Ⅱ

B115-592-02

運動の実践により、生涯健康の基礎作り

を目指す。運動の楽しさや健康の価値・

意味を理解し自己管理能力を養う。

運動習慣の確立により肉体的、精神的、

社会的な健康を獲得する。学生同士の

協調性や連帯感を理解させ、豊かな人

間性を高めていく。

○ ○ ○ ◎ ○

スポーツ科学Ⅲ

B235-592-03

生涯健康の応用と発展を目的とする。運

動習慣の継続と生涯健康スキルを発展

させる。

趣向や目的に適した種目を選択し、個

人能力に応じたレベルでスポーツ実践

する。「生涯健康の理論と実践の統合」

を目標とする。

○ ○ ○ ◎ ○

スポーツ科学Ⅳ

B235-592-04

生涯健康の応用と発展を目的とする。運

動習慣の継続と生涯健康スキルを発展

させる。

趣向や目的に適した種目を選択し、個

人能力に応じたレベルでスポーツ実践

する。「生涯健康の理論と実践の統合」

を目標とする。

○ ○ ○ ◎ ○

海外事情Ⅰ

B139-852-01

カナダ、オーストラリア、イギリス、ア

イルランド、台湾の各国の提携校でホー

ムステイ先や学生宿舎に滞在しながら、

語学力を磨いたり現地の文化を経験し

たりする。

渡航先の大学で開講される授業やプロ

グラムを通して、語学力を向上させる。

幅広く異文化に触れることで、多様な価

値観や考え方を理解できるようになる。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

海外事情Ⅱ

B139-852-02

カナダ、オーストラリア、イギリス、ア

イルランド、台湾の各国の提携校でホー

ムステイ先や学生宿舎に滞在しながら、

語学力を磨いたり現地の文化を経験し

たりする。

渡航先の大学で開講される授業やプロ

グラムを通して、語学力を向上させる。

幅広く異文化に触れることで、多様な価

値観や考え方を理解できるようになる。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

海外事情Ⅲ

B139-852-03

マレーシア、台湾、韓国の提携校で実施

されるワークショップや文化交流に参

加し、提携校の学生や各国の留学生と

協力して共通の課題に向き合うことで、

グローバル社会に役立つコミュニケー

ションと多文化共生に対する理解を深

める。

研修先の学生や教員との交流を深める

ことで、現地の事情や文化への理解を

深めることができる。研修先での国際

経験を通じて、グローバル社会で活躍

できる人材となる基礎を身につける。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

海外事情Ⅳ

B139-852-04

マレーシア、台湾、韓国の提携校で実施

されるワークショップや文化交流に参

加し、提携校の学生や各国の留学生と

協力して共通の課題に向き合うことで、

グローバル社会に役立つコミュニケー

ションと多文化共生に対する理解を深

める。

研修先の学生や教員との交流を深める

ことで、現地の事情や文化への理解を

深めることができる。研修先での国際

経験を通じて、グローバル社会で活躍

できる人材となる基礎を身につける。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

Culture through English Ia

K114-141-01

英語圏の身近な話題（食べ物や音楽な

ど）について学び、リサーチやプレゼン

テーションを行う。

英語圏の身近な文化について理解し、発

信する力を身につけることができる。
○ ◎ ◎ ◎ 〇 〇

Culture through English Ib

K114-141-02

英語圏の身近な話題（スポーツやフェス

ティバルなど）について学び、リサーチ

やプレゼンテーションを行う。

英語圏の身近な文化について理解を深

め、発信する力を向上させることがで

きる。

○ ◎ ◎ ◎ 〇 〇
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

Culture through English Ⅱa

K214-141-03

英語圏の歴史や文化（移民や宗教など）

について学び、リサーチやプレゼンテー

ションを行う。

英語圏のより複雑な文化について理解

し、発信する力を身につけることがで

きる。

○ ◎ ◎ ◎ 〇 〇

Culture through English Ⅱb

K214-141-04

英語圏の歴史や文化（産業や科学技術の

変化など）について学び、リサーチやプ

レゼンテーションを行う。

英語圏のより複雑な文化について理解

を深め、発信する力を向上させること

ができる。

○ ◎ ◎ ◎ 〇 〇

Japanese Culture through 

English a

K314-141-05

日本の文化（食べ物や住居など）を英語

を通じて学ぶ。

身近な日本文化について理解し、発信

する力を身につけることができる。
○ ◎ ◎ ◎ 〇 〇

Japanese Culture through 

English b

K314-141-06

日本の文化（マンガやアニメーションな

ど）を英語を通じて学ぶ。

より複雑な日本文化について理解し、発

信する力を身につけることができる。
○ ◎ ◎ ◎ 〇 〇

Oral Communication Ⅰa

K114-141-07

身近な話題（自己紹介、家族、出身地、

学生生活）について短い会話をする。

身近な話題について短い会話をするこ

とができる。
◎ ◎ 〇

Oral Communication Ⅰb

K114-141-08

身近な話題（食べ物、音楽、スポーツ、

休暇・フェスティバル）について短い会

話をする。

身近な話題について長い会話をするこ

とができる。
◎ ◎ 〇

Oral Communication Ⅱa

K214-141-09

さまざまな写真について英語で描写す

る。

英語で事物を描写する際に必要な流暢

さと言語を身につけることができる。
◎ ◎ 〇

Oral Communication Ⅱb

K214-141-10

ピクチャーストーリーを英語で描写す

る。

物語を語る際に必要な流暢さと言語を

身につけることができる。
◎ ◎ 〇

English for TOEIC Ⅰa 

K114-144-01

TOEICの出題形式を理解し、受験に向

けての準備を行う。

TOEIC形式の問題に慣れることで、

TOEICの各パートそれぞれの特徴を把

握することができる。

◎

English for TOEIC Ⅰb 

K114-144-02

TOEICの出題形式に慣れ、各パートご

との特徴をつかむことでスコアアップ

につなげる。

TOEIC形 式 の 問 題 を 解 き な が ら、

TOEICの各パートにおける頻出の英語

表現を確認し、苦手なパートを克服す

ることができる。

◎

English for TOEIC Ⅱa

K214-144-03

基礎的な英語運用能力の確認と、TOEIC

テストのスコアアップを目指した実践

練習を行う。

TOEICの各パートで求められる英語力

を養いながら、英語運用能力とビジネ

スに関する知識を総合的に向上させる

ことができる。

◎

English for TOEIC Ⅱb

K214-144-04

TOEICテストのスコアアップを目指し

た実践練習を行いながら、総合的な英

語運用能力を育成する。

多くの練習問題を解くことでTOEICの

各パートにおける苦手な部分を認識し、

英語運用能力とビジネスに関する知識

を総合的に向上させることができる。

◎

Reading Ⅰa

K214-141-11

簡単な英語で書かれた本を複数読み、内

容について英語で発表する。

英語の多読を通して大意をつかむ力と

語彙力を身につけることができる。
◎ 〇

Reading Ⅰb

K214-141-12

簡単な英語で書かれた本を早く、日本

語に訳さずに読み、内容について英語

で発表する。

英語の多読と発表を通して英語での発

信力を身につけることができる。
◎ 〇

Reading Ⅱa

K314-141-13

英語圏のさまざまな文化に関する英文

を精読する。春学期はその国々の都市

や人々の生活についての英文を取り上

げる。

英語の基本的な文法や構文を正確に把

握しながら読む力を身につけることが

できる。

◎ 〇 〇

Reading Ⅱb

K314-141-14

英語圏のさまざまな文化に関する英文

を精読する。秋学期はグローバルな視

点を取り入れた英文を取り上げる。

英語の基本的な文法や構文、パラグラ

フの構造を正確に把握しながら読む力

を身につけることができる。

◎ 〇 〇

Writing Ⅰa

K214-141-15

手紙やEメールなど、言いたいことが伝

わるような英文を書く。

英語の基本的な文法や構文などを理解

し、理解可能なセンテンスを書く力を

身につけることができる。

◎ 〇
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

Writing Ⅰb

K214-141-16

模範的なセンテンスやパラグラフを読

み、自分で書く。

英語の基本的な文法や構文などを理解

し、理解可能なセンテンスやパラグラ

フを書く力を身につけることができる。

◎ 〇

Writing Ⅱa

K314-141-17

さまざまな英語表現や文章構成を学び、

パラグラフやエッセイを書く。

英語で書かれたパラグラフの構造を理

解し、書く力を身につけることができ

る。

◎ 〇 〇

Writing Ⅱb

K314-141-18

さまざまな英語表現や文章構成を学び、

よりアカデミックなテーマについてパ

ラグラフやエッセイを書く。

リサーチペーパーを含めた学術的な文

章を書く力を身につけることができる。
◎ 〇 〇

English Camp

K132-852-01

ネイティブスピーカーとの合宿により、

英語の発信力を身につける。

英語のネイティブスピーカーと自由に

コミュニケーションをとることができ

る。

◎ ○ 〇

English for TOEICⅢa

K334-144-05

TOEICの各パートごとに頻出される

テーマを中心に、総合的な演習を行う。

各パートごとにTOEIC対策を重点的に

行うことで、スコアアップにつなげる

ことができる。

◎

English for TOEICⅢb

K334-144-06

TOEICのスコアアップを目指すととも

に、総合的な英語運用能力を身につけ

る。

TOEIC対策を中心に行いながら、総合

的な英語運用能力を身につけることが

できる。

◎

TOEFLⅠ

K134-144-07

TOEFLの出題形式を理解し、受験に向

けての準備を行う。

TOEFLの構成と傾向を理解し、英語４

技能を伸ばすことができる。
◎

TOEFLⅡ

K234-144-08

TOEFLテストの高いスコアの獲得を目

指したTOEFL対策の演習を行う。

留学先で講義を受けるときに必要なア

カデミックな英語運用能力を育成する

ことができる。

◎

TOEFLⅢ

K334-144-09

TOEFLテストのより高いスコアの獲得

を目指したTOEFL対策の演習を行う。

留学先で講義を受けるときに必要なア

カデミックな英語運用能力を向上させ

ることができる。

◎

Power-Up English Ⅰ

K234-141-19

英語学習法および、大学での英語学習

に必要な基礎英語力を身につける。

大学で必要となる英語の基礎力と学習

方法を習得することができる。
〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

Power-Up English Ⅱ

K334-141-20

英語学習のために必要な基礎文法力と

語彙力を身につける。

英語の基礎文法力と語彙力を習得する

ことができる。
〇 ◎ 〇 〇 〇

Power-Up English Ⅲ

K334-141-21

TOEICのスコアアップのための総合的

英語力を身につける。

リスニング・リーディング・文法・語彙力

など、英語の基礎力を習得することが

できる。

◎ 〇 〇

English through Movies

K234-141-22

映画や音楽などのメディアを通じて英

語を学ぶ。

英語の基礎力を身につけることができ

る。
○ 〇

Business English

K234-141-23
ビジネス英語を学ぶ。

英語の基礎力およびビジネス英語を身

につけることができる。
○ 〇

Online Communication in 

English

K234-141-24

ICTを活用して実践的な英語運用能力を

身につける。また、国際協働学習を通

して、異文化コミュニケーション能力

を養う。

異文化に暮らす人々との双方向コミュ

ニケーションを通して、英語コミュニ

ケーション能力を向上させ、多様な価

値観や文化に対する寛容な態度を培う

ことができる。

○ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

Reading Fiction in English

K134-141-25

英語で書かれた詩や短編小説を読み、考

察や音読を行い、簡単な批評を書く。

英語の語彙、文法、発音、およびリーディ

ング・スキルを習得し、文学の形式や技

法を理解することができる。

◎

Current Affairs

K134-141-26

さまざまな分野の時事問題を英語で学

ぶ。

英語で国際的な時事問題に関して学び、

英語の語彙、リーディング・スキル、リ

スニング・スキルを身につけ、プレゼン

テーション力を向上させることができ

る。

◎ ○ ◎ ◎ ◎
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

Historical Affairs

K234-141-27

さまざまな分野の歴史的出来事や人物

について英語で学ぶ。

英語で歴史を学び、英語の語彙、リー

ディング・スキル、リスニング・スキル

を身につけ、プレゼンテーション力を

向上させることができる。

◎ ◎ ◎ ◎

In t roduc t i on  t o  L i v i ng 

Overseas

K334-141-28

海外で留学や生活をする際に直面する

かもしれないさまざまな問題について、

英語で学び、解決方法について考える。

海外で留学や生活をする際に必要とな

る知識とスキルを身につけるとともに、

異文化への理解力を養うことができる。

◎ ○ ◎

Study Tour Ⅰ

K132-852-02

英語を使いつつ米国の多様性を体験し、

帰国後、学修の成果を発表する。

米国での体験を通して、自ら発見し、そ

の考えを発信する力を習得することが

できる。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

Study Tour Ⅱ

K132-852-03

イギリスへの研修に関する事前学習を

行い、研修成果を報告する。

イギリスでの体験学習を通して多様な

文化を学び、学習成果について発信す

る力を養う。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

Study Tour Ⅲ

K132-852-04

アジア英語圏へのスタディツアーに対

する事前学習を行う。

現地文化の基礎知識を得て、自国文化

を英語で発信する力を養う。
〇 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

キャリアデザインa

K232-861-01

実務家教員による英語を使う職業に直

結するような体験実習を行う。

英語を使う職業に必要なさまざまなス

キルを身につけることができる。
○ 〇 ◎

キャリアデザインb

K232-861-02

実務家教員による英語を使う職業に直

結するような体験実習を行う。

英語を使う職業に必要なさまざまなス

キルを向上させることができる。
○ 〇 ◎

英語学概論ａ

K231-138-01

この授業では、グローバル社会での英

語の活躍など英語についての知識を深

める。

英語の役割、起源、英語と社会の関わ

りなどについて知識を深めることがで

きる。

〇 〇 ◎ ◎ 〇

英語学概論ｂ

K231-138-02

この授業では、英語の発音や新語の作

られ方、文の構造など、英語学の基本

について学ぶ。

英語学の基本概念そして英語の本質に

ついての理解を深めることができる。
〇 〇 ◎ ◎ 〇

日英語比較ａ

K231-138-03

日英両語を比較分析し、それぞれの言

語の違いや背景文化について学ぶ。

日英両語に関して、言語的及び文化的

見地から比較考察し、理解を深めるこ

とができる。

○ ◎ ◎ 〇

日英語比較ｂ

K231-138-04

認知言語学や応用言語学等の見地から

日英両語を理解し、それぞれの相違点

について学ぶ

日英両語について、認知言語学や応用

言語学等の見地から比較考察し、両語

に関する理解を深めることができる。

○ ◎ ◎ 〇

英語の歴史ａ

K231-138-05

英語の成立から国際語にいたるまでの

英語の発達史を概説する。

英語の発達史について理解することが

できる。
〇 〇 ◎ ◎ 〇

英語の歴史ｂ

K231-138-06

現代英語の顕著な特徴を歴史的な観点

から解明する。

英語の発達史を通じて、英語の理解を

深めることができる。
〇 〇 ◎ ◎ 〇

アメリカ文化研究Ⅰa

K231-802-01

19世紀末までのアメリカの社会史を、

アフリカ系という「マイノリティ」の視

点からみる。

日英両語による多様な文献・映像資料を

読み解きながら、アメリカ社会の多面

性を理解し、自分の意見を持つことが

できる。

◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

アメリカ文化研究Ⅰb

K231-802-02

20世紀末までのアメリカの社会史を、

アメリカ先住民という「マイノリティ」

の視点からみる。

日英両語による多様な文献・映像資料を

読み解きながら、アメリカ社会の多面

性を理解し、自分の意見を持つことが

できる。

◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

アメリカ文化研究Ⅱa

K231-802-03

20世紀初頭の文学作品と映画を教材に

アメリカ社会と文化の関係を考える。

「常識」が、社会の価値観との関係で変

化することを理解することができる。
◎ 〇 ◎ 〇 〇

アメリカ文化研究Ⅱb

K231-802-04

20世紀初頭から現代までのアメリカ社

会史を、アフリカ系の視点を通して多

様な資料や映画を使って理解する。

日英両語による多様な文献・映像資料を

読み解きながら、アメリカ社会の多面

性を理解し、自分の意見を持つことが

できる。

◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

アメリカ文学研究ａ

K231-133-01

植民地時代から18世紀までのアメリカ

文学の主要な作品について概説する。

文学作品の読み方と文学と社会との関

係について、理解を深めることができ

る。

◎ 〇 ◎ 〇 〇
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

アメリカ文学研究ｂ

K231-133-02

19世紀初めから19世紀末までのアメリ

カ文学の主要な作品について概説する。

文学作品の読み方と文学と社会との関

係について、理解を深めることができ

る。

◎ 〇 ◎ 〇 〇

イギリス文化研究Ⅰa

K231-803-01

イギリスの地理、社会、政治、人々の

暮らしに焦点を当て、イギリス文化を

英語ということばの観点から考察する。

資料を読むことによって、イギリス社

会への理解を深めることができる。
○ ○ ◎ 〇 ◎

イギリス文化研究Ⅰb

K231-803-02

イギリスの建築、景観、デザインを通

して、近現代イギリス文化を考察する。

建築やデザイン等の視覚的芸術文化に

焦点を当て、イギリス文化についてよ

り理解を深めることができる。

○ ○ ◎ 〇 ◎

イギリス文化研究Ⅱa

K231-803-03

イギリスの文化や社会制度について基

本的項目を理解する。

英語ドキュメンタリー等を通して、イ

ギリス文化を多角的に捉える力を身に

つけることができる。

○ ○ ◎ 〇 ◎

イギリス文化研究Ⅱb

K231-803-04

イギリスの教育や経済について基本的

項目を理解する。

資料を読むことによって、イギリスの

教育や経済について理解を深めること

ができる。

○ ○ ◎ 〇 ◎

イギリス文学研究ａ

K231-133-03

最古のイギリス文学と言われている『ベ

オウルフ』から19世紀までのイギリス文

学の主要作品を概説する。

19世紀までのイギリス文学を通して、

歴史・社会・文化への理解を深めること

ができる。

◎ 〇 ◎ 〇 〇

イギリス文学研究ｂ

K231-133-04

19世紀から現代までのイギリス文学の

主要作品を概説する。

19世紀から現代までのイギリス文学を

通して、歴史・社会・文化への理解を深

めることができる。

◎ 〇 ◎ 〇 〇

アジア・オセアニア文化研究

Ⅰa

K231-804-01

世界遺産から、オーストラリアの自然

と文化を多面的に考察する。

英語素材で、観光の背景にある自然、人、

文化、歴史を理解することができる。
◎ ◎ ◯ ◯ ◎ ◎ 〇

アジア・オセアニア文化研究

Ⅰb

K231-804-02

国際関係という視点で、オーストラリ

アの役割と課題を多面的に考察する。

データや歴史資料を読み解き、オース

トラリアを歴史・政治・経済などから多

面的に理解することができる。

◎ ◎ ◯ ◯ ◎ 〇 ◎

アジア・オセアニア文化研究

Ⅱa

K231-804-03

インドの社会と文化について、宗教思

想を背景にした文化伝統の基本を理解

したうえで、現代社会の発展と課題の

問題を考察する。

現代社会が抱える問題と伝統的な価値

観が深く結びついていることを理解す

ることができる。

◎ ◎ ◯ ◯ ◎ 〇 〇

アジア・オセアニア文化研究

Ⅱb

K231-804-04

マレーシア・シンガポールの社会と文化

について、両国の比較をしながら、そ

れぞれの特徴を理解する。

両国を比較しながら、顕著な違いについ

てその要因を分析考察することで、そ

れぞれの国の発展形態の特色や課題を

明確に理解することができる。

◎ ◎ ◯ ◯ ◎ 〇 ◎

国際研究Ⅰa

K231-223-01

国際問題を考える上で必要な知識を習

得することで、国際問題の利害関係を

見る眼を養う。

グローバル時代の国際関係を理解する

上で必要な基礎知識を習得できる。
◎ ◎ 〇 ◎ ◎

国際研究Ⅰb

K231-223-02

人類共通の課題をテーマとし、身近な

問題から広く世界（社会）に関わること

まで、課題の理解と解決のための意欲

や態度を育む。

コミュニケーション力、場作りや進行

のファシリテーション力、プレゼンテー

ション力を身につけることができる。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

国際研究Ⅱa

K231-223-03

個人が社会に組み込まれている隠れた

パターン発見のための調査の設計と実

施を行う。

予想と実際のズレの生じる有意確率と

一致度による仮説検証力を習得できる。
〇 ◎ ◎ ◎ ◎

国際研究Ⅱb

K231-223-04

参与観察とインタビューの技法を実践

する。

現地調査に必要な準備、実際の調査、調

査結果のまとめ方を習得できる。
〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

比較文化論

K231-801-01

グローバル化する世界に対応するため、

国や民族ごとに異なる文化を比較する。

異文化を理解すると同時に、自国の文化

への理解を深め、相互に理解し合える

ような基盤づくりを行うことができる。

○ ○ ◎ 〇

大衆文化論

K231-801-02

ミュージカルを教材に、時代の価値観

と作品の受容の関係について考える。

作品内容と時代の価値観の変遷が密接

な関係にあることを認識できるように

なる。

◎ 〇 ◎ 〇 〇
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

英語研究特講Ⅰa

K331-138-07

日常生活におけるコミュニケーション

のメカニズムについて学ぶ。

人間のコミュニケーションのあり方と

仕組みについて深く理解することがで

きる。

〇 ◎ ◎ 〇

英語研究特講Ⅰb

K331-138-08

社会における言語のヴァリエーション

とそれが果たす役割について学ぶ。

コミュニケーションを超えた言語の社

会的役割を理解することができる。
〇 〇 ◎ ◎ 〇

英語研究特講Ⅱa

K331-138-09

英語と日本語の相違点等に関する具体

例を挙げながら、異文化の中での基礎

的な対人コミュニケーションに関する

理解を深める。

言語や文化の異なる相手とのコミュニ

ケーションについて、基礎的な知識を

習得することができる。

○ ◎ 〇 ◎

英語研究特講Ⅱb

K331-138-10

言語や文化の違いにより生じる様々な

異文化コミュニケーションについて、言

語および非言語の観点から考察する。

言語や文化の異なる相手とのコミュニ

ケ―ションに関わる様々な課題につい

て理解を深め、自分なりの見解を示す

ことができる。

○ ◎ 〇 ◎

アメリカ文化特講Ⅰa

K331-802-05

アジア系移民や先住ハワイ人の歴史を

通して、多エスニック・多文化社会ハワ

イにおける「共生」の意味を探る。

観光業によって作られた「楽園ハワイ」

イメージの裏側を知り、異文化理解と

多様な価値観の重要性を理解すること

ができる。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

アメリカ文化特講Ⅰb

K331-802-06

アジアからの移民とその子孫の経験を

学び、多エスニック社会における「共生」

の重要性を考える。

日英両語による多様な文献・映像資料を

読み解きながら、アメリカ社会の多面

性を理解し、自分の意見を持つことが

できる。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

アメリカ文化特講Ⅱa

K331-802-07

異人種間結婚（白黄）を扱ったアメリカ

文学・映画を人種とジェンダーの観点か

ら検討する。

文学・映画が時代と社会の価値観と密接

な関係にあることを理解することがで

きる。

◎ 〇 〇

アメリカ文化特講Ⅱb

K331-802-08

女性を主人公とするアメリカ文学・映画

を人種とジェンダーの観点から検討す

る。

文学・映画が時代と社会の価値観と密接

な関係にあることを理解することがで

きる。

◎ 〇 ◎ 〇 〇

イギリス文化特講Ⅰa

K231-803-05

19世紀から現在までのイギリス都市文

化について、基本項目を理解する。

都市研究の基礎を身につけることがで

きる。
○ ○ ◎ 〇 ◎

イギリス文化特講Ⅰb

K231-803-06

現在のイギリスの都市について、ロン

ドンを中心に景観という観点から考察

する。

ケーススタディーを通して、イギリス

都市への理解を深めることができる。
○ ○ ◎ 〇 ◎

イギリス文化特講Ⅱa

K331-803-07

19世紀のイギリス文学作品を翻案映画

と比較しながら考察する。

19世紀のイギリス文学作品とその背景

となる歴史・社会・文化への理解を深め

ることができる。

◎ ◎ ◎ 〇 〇

イギリス文化特講Ⅱb

K331-803-08

20世紀のイギリス文学作品を翻案映画

と比較しながら考察する。

20世紀のイギリス文学作品とその背景

となる歴史・社会・文化への理解を深め

ることができる。

◎ ◎ ◎ 〇 〇

アジア・オセアニア文化特講

Ⅰａ

K331-804-05

日本と東南アジア諸国の交流について、

現在から過去に遡って考察する。

歴史をふまえて現代社会の問題を捉え

ることで、解決策についての展望を得

ることができる。

◎ ◎ ◯ ◯ 〇 ◎ ◎

アジア・オセアニア文化特講

Ⅰｂ

K331-804-06

オセアニア地域の民族や社会の特色や

問題について、映画から読み解き考察

する。

映画に散りばめられた伝統文化、民族間

の摩擦、マイノリティー社会が抱える問

題などを、課題発見型の学習によって

読み解き、理解を深めることができる。

◎ ◯ ◯ ◎ ◎ 〇 ◎

国際研究特講Ⅰa

K331-223-05

国際社会において小国がどのように自

国の利益を追求しているのか考察する。

国際関係を構造的に捉え、各国の政策

を多角的に理解することができる。
◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

国際研究特講Ⅰb

K331-223-06

グローバルな課題に対して各国が協力

するためにどのような枠組みがあるか

学ぶ。

歴史をふまえてグローバルな課題の要

因を構造的に理解することができる。
◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

国際研究特講Ⅱa

K331-223-07

国際関係における文化が果たす役割に

ついて考察する。

国際政治と国内政治の違いを捉え、国

際関係における文化の役割を理解する

ことができる。

〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

国際研究特講Ⅱb

K331-223-08

国際社会において日本を取り巻く課題

とその解決策について考察する。

国際社会における日本の現状を捉え、そ

の改善策について自分の意見を発信す

ることができる。

◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

基礎演習Ⅰ

K112-842-01

大学での学修に必要な基礎的なアカデ

ミックスキルを学ぶ。

レポート・論文の書き方、文献検索、プ

レゼンテーションなどの基礎的なアカ

デミックスキルを習得し、大学での学

修に生かすことができる。

◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

基礎演習Ⅱ

K212-842-02

大学での学修に必要なアカデミックス

キルを深め、3年ゼミへの準備をする。

レポート・論文の書き方、文献検索、プ

レゼンテーションなどの基礎的なアカ

デミックスキルを習得し、大学での学

修に主体的に生かすことができる。

◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

英米文化演習ａ

K312-842-03

卒業論文の研究テーマを決め、卒業論

文執筆のための研究・調査を行う。

卒業論文の研究テーマを設定し、研究・

調査を進めることができる。
◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

英米文化演習ｂ

K312-842-04

春学期に決めたテーマにそって調査を

進め、研究成果をレポートにまとめて

発表する。

卒業論文に向けて研究・調査を進めるこ

とができる。
◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

総合演習ａ

K412-842-05

３年次で行った研究・調査を継続し、卒

業論文の完成に向けて、進める。

卒業論文を執筆し、完成に導くことが

できる。
◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

総合演習ｂ

K412-842-06

2年間のゼミの研究成果を卒業論文にま

とめる。
卒業論文を完成することができる。 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

卒業論文

K416-845-01
卒業論文を執筆するための指導を行う。

卒業論文を執筆し、完成に導くことが

できる。
◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

キャリア・デザイン

Q131-861-01

自分自身の将来・進路を考えるうえで必

要なステップを、講義・演習を踏まえて

体験し、自分に何が必要なのか、今後何

をすべきかを、明確にする。就職活動の

実際についての情報提供を行いながら、

最終的には自分の特徴・強みや、目標な

どを表現できるようになることをねら

いとする。

進路選択に向けて、これから何をすべき

か、自分なりの行動計画を立案できる。

就職活動時にも必要となる自己表現を、

自信をもって行えるようになる。社会で

必要とされる力をチェックし、自分の力

を伸ばす行動につなげられる。業界・企

業について、具体的に情報収集・比較し、

進路の検討を始められる。チームで動

く際に必要なコミュニケーション力を

何度も試し、自信をもてる。

△ △

インターンシップ

Q338-861-02

企業や公的機関が実施するインターン

シップに参加することにより、学生時

代のアルバイト経験とは異なる仕事・活

動を体験し、業種・業界知識や職場・職

種の知識を得て、就業意欲を高める。

社会における社員レベルでの現実的な

就業を体験し、就業への準備ができる。

就職活動時に実際の体験や知識を生か

しスムーズな就業活動ができる。一連

のインターンシップの活動を通じて社

会人としての行動をとることができる。

△ 〇

地域連携学A

Q231-861-05

産業界や行政のみでは対応できない問

題に、市民セクターがどのような取り

組みをしているかを、社会課題の解決

に果敢に挑戦する実務者を講師として

学ぶ。7つのテーマ「防災、子育て、教育、

障がい、高齢化、国際、環境」から、そ

れぞれ何が問題であり課題なのかを一

緒に考える。

第1に社会課題とその課題解決の方法・

実践を学び生活者としての視野を広げ、

自分もできる事を考えられるようにな

る。第2に講師との対話やグループで

のディスカッションを通してコミュニ

ケーション能力の向上を得ることがで

きる。

○ 〇

地域連携学C

Q132-261-01

東日本大震災による津波被害と放射線

被害をうけた福島県伊達郡川俣町の山

木屋に赴き、山木屋をまるごと体験す

ることや地域の方々との交流を通して

復興の現状と力強く生きていくことの

意味を実感する。

夏季休暇中の3泊4日の宿泊研修による

フィールドワークで、教室での学びで

は得られない経験ができ、文字どおり

の「生きる力」への気づきなど、様々な

成長が期待できる。被災地の現状につ

いても実感することができる。

△
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文学部英語英米文化学科　カリキュラムマップ 文学部英語英米文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
歴史、政治、社会、

国際関係に関する

幅広い知識と教養

を有し、変化する

世界に対応できる

能力を身につけて

いる。

英語圏の人々と自

由にコミュニケー

ションができる英

語運用能力を身に

つけている。

英語圏の人々の言

語・文化的背景に

対する深い知識お

よび視野を有し、

多様な価値観を理

解することができ

る。

獲得した知識や技

能を活用し、他者

と協働しながら課

題解決にむけて建

設的に取り組むこ

とができる。

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2
国際教養

に関する

知識

グローバ

ル社会に

対応でき

る能力

英語4技

能（読む・

書く・聞

く・話す

力）

プレゼン

テーショ

ン（発表）

力

異文化理

解力

情報リテ

ラシー・

批判的読

解力

論理的思

考力・表

現力

主体的取

り組み・

他者との

協働

地域連携学D

Q132-861-10

人口減少と少子高齢化が進む過疎化地

域の北海道厚沢部町が、大学と連携し、

アウトキャンパス事業を始めた。この

事業に参加する学生が、厚沢部ファン

の獲得を目指した活動を考え実践する。

地域課題を調べ解決に寄与するアイデ

アを提案できる。提案したアイデアの

実践に向けて活動できる。

△ △

◎・・・DP達成のために、特に重要な事項
〇・・・DP達成のために、重要な事項
△・・・DP達成のために、望ましい事項



日本文化学科
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文学部日本文化学科カリキュラムマップ

文学部日本文化学科

日本文化学科の教育目標は、日本文化の諸領域の内に自ら課題を立て、それを解決できる能力を養成することで、社会に役立つ人材を育てることです。あわせて、文化探

求現場主義をモットーとして、座学のみならずフィールドワークも重視しています。

文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

宗教学Ⅰ

B111-113-01

「建学の精神」を学び、また、多様

な宗教の見方・捉え方（分類法など）

や、世界各地の宗教の概要・歴史を

学習する。

宗教を客観的に学ぶことで高い倫

理性を持った人間性を獲得し、ま

た、世界各地の宗教を学ぶことで

多様な文化・価値観を理解する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

宗教学Ⅱ

B111-113-02

インドで生まれた仏教・禅の教え

（世界観・価値観）の基本を学び、世

界各地へ伝わった歴史を学ぶ。

仏教の智慧を学ぶことで、課題発

見力や問題解決力を養い、また、

慈悲を学ぶことで、他者との協調

性を養い、価値観の多様化した現

代においても力強く生きられる柔

軟性を得る。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教養セミナー「学

問の発見」Ⅰ

B132-841-01

教員の専門性を生かしながら、学

生の学びへの姿勢を喚起させる。

そのため、愛知学院大学教養部が

編纂した教養セミナーハンドブッ

ク第Ⅰ部『大学で学ぶために』を共

通テキストとして使用する。

リベラル・アーツへの目覚めを喚起

し、高校までの受動的な学習形態

から、大学での能動的な学習形態

へ導き、大学で学ぶための心構え

を意識させることを目標とする。

△ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教養セミナー「学

問の発見」Ⅱ

B132-841-02

教員の専門性を生かしながら、学

生の学びへの姿勢を喚起させる。

そのため、愛知学院大学教養部が

編纂した教養セミナーハンドブッ

ク第Ⅰ部『大学で学ぶために』を共

通テキストとして使用する。

リベラル・アーツへの目覚めを喚起

し、高校までの受動的な学習形態

から、大学での能動的な学習形態

へ導き、大学で学ぶための心構え

を意識させることを目標とする。

△ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教養セミナー「学

問の発見」Ⅲ

B232-841-03

「教養セミナーⅠ・Ⅱ」の発展系の授

業として「学問の発見」をより深く

考える科目であり、各担当教員の

専門性を活かした形での授業とし

て少人数のセミナー形式で授業が

行われる。

各担当教員による幅広い分野の専

門性を活かした科目として、学問

に対する好奇心や探究心などをよ

り一層高めることを目標とする。

△ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教養セミナー「学

問の発見」Ⅳ

B232-841-04

「教養セミナーⅠ・Ⅱ」の発展系の授

業として「学問の発見」をより深く

考える科目であり、各担当教員の

専門性を活かした形での授業とし

て少人数のセミナー形式で授業が

行われる。

各担当教員による幅広い分野の専

門性を活かした科目として、学問

に対する好奇心や探究心などをよ

り一層高めることを目標とする。

△ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

心理学Ⅰ

B131-285-01

心理学は、心の営みを科学的に解

明しようとする学問分野で、認知、

生理、発達、教育、社会、臨床な

ど様々な領域から成り立っている。

各領域の代表的な知見に触れなが

ら、基本的な心の仕組みと働きを

学ぶ。

様々な実証的研究知見に基づき、

心の仕組みや働きを理解し、自己

の心の働きや行動について内省し

たり、自己や他者の心の働きに関

心を向けたりすることにより、良

好な人間関係を構築できるように

なること。

△ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

カリキュラムマップ
カリキュラムマップとは、授業科目と教育目標の関係を示した表のことで、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）
に基づき、各科目が卒業するまでに身につける能力のどの項目と関連するかを示しています。
このカリキュラムマップにより、学修内容の順次性や科目間の関連性が一目でわかり、自らの学修内容を容易に把握することがで
きます。
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

心理学Ⅱ

B131-285-02

心理学は、心の営みを科学的に解

明しようとする学問分野で、認知、

生理、発達、教育、社会、臨床な

ど様々な領域から成り立っている。

各領域の代表的な知見に触れなが

ら、基本的な心の仕組みと働きを

学ぶ。

様々な実証的研究知見に基づき、

心の仕組みや働きを理解し、自己

の心の働きや行動について内省し

たり、自己や他者の心の働きに関

心を向けたりすることにより、良

好な人間関係を構築できるように

なること。

△ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

哲学Ⅰ

B131-111-01

哲学史、倫理学、社会哲学、科学

哲学、等々、哲学という広範な学

問領域の中から分野を絞り込んで

概説する。各々の分野を通して、

哲学という学問一般に特徴的な思

考様式や方法論の理解・習得を目指

す。

言葉＝ロゴスによる説得という哲

学的な思考様式の特徴を理解する

と同時に、その思考様式を身の周

りの具体的な問題に適応できる応

用力を養う。

△ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

哲学Ⅱ

B131-111-02

哲学史、倫理学、社会哲学、科学

哲学、等々、哲学という広範な学

問領域の中から分野を絞り込んで

概説する。各々の分野を通して、

哲学という学問一般に特徴的な思

考様式や方法論の理解・習得を目指

す。

言葉＝ロゴスによる説得という哲

学的な思考様式の特徴を理解する

と同時に、その思考様式を身の周

りの具体的な問題に適応できる応

用力を養う。

△ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

論理学Ⅰ

B131-111-11

現代記号論理学を中心に、命題論

理と述語論理の基礎を学ぶと同時

に、それを一つの素地にして形成

された言語哲学やクリティカル・シ

ンキングといった、発展的・実践的

分野についても一定の理解を得る。

命題論理と述語論理の基本となる

考え方を学んで、人間の思考にお

ける論理の役割を理解すると同時

に、問題演習等を通して論理的な

推論実践の技術を磨く。

△ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

論理学Ⅱ

B131-111-12

現代記号論理学を中心に、命題論

理と述語論理の基礎を学ぶと同時

に、それを一つの素地にして形成

された言語哲学やクリティカル・シ

ンキングといった、発展的・実践的

分野についても一定の理解を得る。

命題論理と述語論理の基本となる

考え方を学んで、人間の思考にお

ける論理の役割を理解すると同時

に、問題演習等を通して論理的な

推論実践の技術を磨く。

△ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

文学Ⅰ

B131-135-01

日本語・日本文学について歴史的・

文化的・社会的側面から解説し、

様々な言語事象の背後にある原理

や、古今の文学作品に描かれてい

る諸問題について、受講生が新た

な視点で理解できるよう指導する。

日本語・日本文学に関する基礎学

力、日本文化をはじめとする多様

なものごとを論理的に分析する力、

多様な文化及び価値観について自

発的に課題を立てて考える力、を

修得することを目標とする。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

文学Ⅱ

B131-135-02

日本語・日本文学について歴史的・

文化的・社会的側面から解説し、

様々な言語事象の背後にある原理

や、古今の文学作品に描かれてい

る諸問題について、受講生が新た

な視点で理解できるよう指導する。

日本語・日本文学に関する基礎学

力、日本文化をはじめとする多様

なものごとを論理的に分析する力、

多様な文化及び価値観について自

発的に課題を立てて考える力、を

修得することを目標とする。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

美術Ⅰ

B-131-116-01

美術の歴史、人物、環境等を通し

現代社会の美術の見方、考え方を

学び美術の基本姿勢を修得させて

いく。

美術の基本的な姿勢や見方を修得

する。個々の美術観を築き表現法

を見い出していく。

△ △ 〇 〇 〇 〇

美術Ⅱ

B131-116-02

美術の基本理念に基づき多様に広

がる美術事情を探り自己の美意識

を広げ表現力を高めていく。

美術の理念を深め自己の造形に表

現力を加え、美術の基礎の確立を

計る。

△ △ 〇 〇 〇 〇

法学Ⅰ

B131-211-01

法学全般の基礎、及び憲法の基礎

について講義する。

法学全般に通じる基本原理、及び

憲法の基本原理を理解する。
△ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

法学Ⅱ

B131-211-02
民法の基礎について講義する。 民法の基本原理を理解する。 △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

政治学Ⅰ

B131-222-01

民主主義・自由主義などの原理、執

政制度・選挙制度などの政治制度を

学ぶ。

政治の基本的原理や制度を理解す

る。
△ △ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

政治学Ⅱ

B131-222-02

日米英独仏など各国の政治を比較

して学ぶ。国際政治の仕組みにつ

いて学ぶ。

各国政治および国際政治の基本を

理解する。
△ △ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

経済学Ⅰ

B131-231-01

経済学の基礎概念をミクロ経済学

で扱うトピックスを中心に概説す

る。

ミクロ経済学の基本的な概念を理

解し、ミクロ経済学的に経済事象

を論じることができるような基礎

的能力を身につける。

△ △ 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

経済学Ⅱ

B131-231-02

経済学の基礎概念をマクロ経済学

で扱うトピックスを中心に概説す

る。

マクロ経済学の基本的な概念を理

解し、マクロ経済学的に経済事象

を論じることができるような基礎

的能力を身につける。

△ △ 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

社会学Ⅰ

B131-261-01

本講義は、具体例を挙げながら、

社会学が考えてきたこと、明らか

にしてきたことを確認し、社会学

の概念や方法を理解していきます。

また、それらの知識を用いて、現

代社会の諸課題についても考えま

す。

社会学の「問い」、「概念」、「方法」

を理解すること。そして、社会学

的思考を用いて、自ら現代社会の

諸課題の様相について説明できる

ようになること。

〇 〇 △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

社会学Ⅱ

B131-261-02

本講義は、社会階層、文化集団、

コミュニティ等を取り上げ、社会

学的な視点からそれらの集団の特

徴を理解していきます。そして各

集団と現代社会の諸課題の関連に

ついても考えていきます。

各集団の特徴を理解すること。そ

して、現代社会の諸課題が各集団

のなかでなぜ発生し、どのように

顕在化していくのかについて説明

できるようになること。

〇 〇 △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

教育学Ⅰ

B131-271-01

教育学は、人がよりよく生きるた

めに欠かせない「教育」を対象とす

る学問である。その特徴は哲学、

歴史学、社会学、行政学などの学

問を基礎とした学際的な性格にあ

り、本授業では教育を様々な角度

から考察する。

教育学の基礎的知識や概念を理解

できるとともに、その基礎知識や

概念を利活用して現代の教育状況

について多面的に考察でき、さら

に自らが社会の形成者として教育

についての意見を持つことができ

ることを目指す。

△ △ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

教育学Ⅱ

B131-271-02

教育学は、人がよりよく生きるた

めに欠かせない「教育」を対象とす

る学問である。その特徴は哲学、

歴史学、社会学、行政学などの学

問を基礎とした学際的な性格にあ

り、本授業では教育を様々な角度

から考察する。

教育学の基礎的知識や概念を理解

できるとともに、その基礎知識や

概念を利活用して現代の教育状況

について多面的に考察でき、さら

に自らが社会の形成者として教育

についての意見を持つことができ

ることを目指す。

△ △ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

歴史学Ⅰ

B131-161-01

文献資料や映像資料を駆使して、

日本及び外国の歴史に関する講義

を行っている。また受講生に対し

て、授業内では講義内容に関する

感想を書かせたり、定期試験では

主に論述問題を課したりしている。

歴史における文化の形成を広い視

野に立って考察することによって、

歴史的思考力を培い、日本や外国

の成立の歴史的過程と特質を把握

させて、近代市民としての自覚を

深める。

〇 〇 △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

歴史学Ⅱ

B131-161-02

文献資料や映像資料を駆使して、

日本及び外国の歴史に関する講義

を行っている。また受講生に対し

て、授業内では講義内容に関する

感想を書かせたり、定期試験では

主に論述問題を課したりしている。

歴史における文化の形成を広い視

野に立って考察することによって、

歴史的思考力を培い、日本や外国

の成立の歴史的過程と特質を把握

させて、近代市民としての自覚を

深める。

〇 〇 △ 〇 △ △ 〇 〇 〇
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

地理学Ⅰ

B131-181-01

地理学の基礎的な知識を、国内外

の社会の中にみられる具体的な実

例を挙げながら紹介する。社会や

自然を構成する多様な要素を取り

上げ、それらの相互関係や、分布

の差異を示すことで、地理学的な

もののとらえ方を身に着ける。

社会の中にみられる諸現象を地理

学的な観点から説明することがで

きる。世界あるいは日本の中にみ

られる多様性と地域性について理

解することができる。

△ △ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

地理学Ⅱ

B131-181-02

地理学が扱う多様な課題の中から

特定のものを取り上げ、その問題

を関連する事象とともに追究する。

このことによって、取り上げる課

題についての理解を深めるととも

に、地理学的なもののとらえ方に

ついても深化させる。

取り上げる地理学的課題について

の基礎的な知識事項を述べること

ができる。取り上げる地理学的課

題を通じて、世界・日本の社会・自

然のあり方について、論理的な考

察が行えるようになる。

△ △ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

数学Ⅰ

B131-323-01

数学の問題を解くことを通して、

数学的な手法と論理的思考を学ぶ。

社会で生きていく上で必要な数学

的手法と論理的思考の習得を到達

目標とする。

〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

数学Ⅱ

B131-323-02

数学の問題を解くことを通して、

より進んだ数学的な手法と論理的

思考を学ぶ。

社会で生きていく上で必要な、よ

り進んだ数学的手法と論理的思考

の習得を到達目標とする。

〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

統計学Ⅰ

B131-603-01

統計の問題を解くことを通して、

統計的な手法と統計的な論理的思

考を学ぶ。

社会生活に役立つ統計的手法と統

計的な論理的思考の習得を到達目

標とする。

△ 〇 △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

統計学Ⅱ

B131-603-02

統計の問題を解くことを通して、

より進んだ統計的な手法と統計的

な論理的思考を学ぶ。

社会生活に役立つ、より進んだ統

計的手法と統計的な論理的思考の

習得を到達目標とする。

△ 〇 △ 〇 △ △ 〇 〇 〇

物理学Ⅰ

B131-420-01

身近な現象を題材にして、生活や

社会に密接に関わっている「物理」

を学ぶ。

なぜ？という疑問を持ち、それを

解決するために論理的に考える力

を身につける。

〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

物理学Ⅱ

B131-420-02

身近な現象を題材にして、生活や

社会に密接に関わっている「物理」

を学ぶ。

なぜ？という疑問を持ち、それを

解決するために論理的に考える力

を身につける。

〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

化学Ⅰ

B131-420-11

化学の基礎を学びながら、日常生

活に関わる身の回りの物質を化学

的立場から捉え、化学が果たして

いる役割を考えます。「なぜこうな

るの？」といった好奇心から出発し

て、化学の面白さを伝えます。

素朴な疑問をもとに、文系の学生

にとっての化学に対する苦手意識

を軽減します。化学的なモノの考

え方を修得し、科学リテラシーや

論理的思考力を身につけることを

目標とします。

〇 〇 〇 〇 〇

化学Ⅱ

B131-420-12

化学の基礎を学びながら、日常生

活に関わる身の回りの物質を化学

的立場から捉え、化学が果たして

いる役割を考えます。「なぜこうな

るの？」といった好奇心から出発し

て、化学の面白さを伝えます。

素朴な疑問をもとに、文系の学生

にとっての化学に対する苦手意識

を軽減します。化学的なモノの考

え方を修得し、科学リテラシーや

論理的思考力を身につけることを

目標とします。

〇 〇 〇 〇 〇

生物学Ⅰ

B131-420-21

身近なできごとやさまざまな社会

問題と生物学の関わりを知り、生

物を理解するために必要な教養レ

ベルでの基礎的知識と概念を学ぶ。

社会生活の中で直面する様々な医

療問題や環境問題などを正しく理

解し、また自分で考えるために必

要な基礎的な生物学的知識を身に

つける。

〇 〇 〇 〇 〇

生物学Ⅱ

B131-420-22

身近なできごとやさまざまな社会

問題と生物学の関わりを知り、生

物を理解するために必要な教養レ

ベルでの基礎的知識と概念を学ぶ。

社会生活の中で直面する様々な医

療問題や環境問題などを正しく理

解し、また自分で考えるために必

要な基礎的な生物学的知識を身に

つける。

〇 〇 〇 〇 〇
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

情報科学Ⅰ

B131-601-01

コンピュータを扱うことを通して、

コンピュータとネットワークの知

識を習得する。

社会生活に役立つコンピュータと

ネットワークの知識と、その倫理

的問題点の習得を到達目標とする。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

情報科学Ⅱ

B131-601-02

コンピュータを扱うことを通して、

コンピュータとネットワークのよ

り進んだ知識を習得する。

社会生活に役立つより進んだコン

ピュータとネットワークの知識と、

その倫理的問題点の習得を到達目

標とする。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

情報科学Ⅲ

B131-601-03

コンピュータを通して、データサ

イエンスに関してリテラシーレベ

ルよりも一歩進んだ知識を習得す

る。

データサイエンスに関して、リテ

ラシーレベルよりも一歩進んだ知

識と、その倫理的問題点の習得を

到達目標とする。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

情報科学Ⅳ

B131-601-04

コンピュータを通して、データサ

イエンスに関してより進んだ知識

を習得する。

データサイエンスに関して、より

進んだ知識と、その倫理的問題点

の習得を到達目標とする。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

仏教と現代社会Ⅰ

B231-112-01

現代社会の諸問題に関する仏教か

らの提言

仏教的価値観を対立軸として、現

代社会の価値観や諸課題を考える

力を育てる。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

仏教と現代社会Ⅱ

B231-112-02

現代社会の諸問題に関する仏教か

らの提言

仏教的価値観を対立軸として、現

代社会の価値観や諸課題を考える

力を育てる。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

禅と人間Ⅰ

B231-112-11

禅の概要および禅宗の特徴を概説

し、禅語（公案）を通じて禅の思想

を解説するとともに、坐禅の実習

によって禅の修行を体感する。

坐禅や公案の学習などの禅の修行

生活の重要な要素を通じて、禅の

本質を理解する。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

禅と人間Ⅱ

B231-112-12

中国および日本における禅宗の歴

史や思想を概説し、禅の影響のも

と成立した茶道・絵画・建築・陶磁

器・書などの日本独自文化を解説す

る。

禅と日本文化との関係を具体的に

理解し、禅によって培われた日本

独自の美意識や感性を体得する。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

生命に関する諸問

題Ⅰ

B231-118-01

「生と死」という解決し難い古来か

らのテーマについて、自然・人文・

社会科学などの多様な視点・観点か

らアプローチする。

総合的に問題を捉えて解決したり、

創造性を持って新たな課題を見い

出したりする力をつける。自分な

りの「生命観」・「人生観」・「死生観」

を築く。

〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

生命に関する諸問

題Ⅱ

B231-118-02

「生と死」という解決し難い古来か

らのテーマについて、自然・人文・

社会科学などの多様な視点・観点か

らアプローチする。

総合的に問題を捉えて解決したり、

創造性を持って新たな課題を見い

出したりする力をつける。自分な

りの「生命観」・「人生観」・「死生観」

を築く。

〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

人間行動の理解Ⅰ

B231-285-01

心理学で扱う理論や事象は実験や

調査で得られたデータに基づいて

いる。本講義では、実際に実験を

行い、仮説検証の考え方からデー

タの収集方法、結果の解釈に至る

まで、心理学の基本的な方法論に

ついて理解を深める。

心の仕組みや働きを明らかにする

ための様々な方法論を理解したう

えで、科学的な手続きと正確なデー

タ収集の重要性を認識し、さらに

それらをまとめて論理的な報告書

の作成ができるようになること。

△ 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

人間行動の理解Ⅱ

B231-285-02

フロイトの精神分析の口語版とい

われる「交流分析」の理論と実践に

ついて学ぶ。交流分析は、パーソ

ナリティ理論やコミュニケーショ

ン理論を含む心理療法のひとつで

あり、自己洞察を繰り返すことで、

より良い人間関係と自己の生き方

を築くことを目指す。

自己理解と他者理解を深め、より

よいコミュニケーションと自己の

問題点の把握と改善へつなげるこ

と。

△ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

人間の尊厳と平等

Ⅰ

B231-261-01

本授業では、これまでに人間社会

が形成してきた人権について、様々

な歴史的事例や条文などの学びを

通して、人権の基礎を習得する。

人権の成立過程や現代における課

題を学び、一人一人の人間性を尊

重し、他者と協調できるようにな

る。また、差別について批判的精

神を養う。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人間の尊厳と平等

Ⅱ

B231-261-02

本授業では、社会福祉の成立過程

を学びながら、「福祉国家」や「社会

福祉事業」への理解を深め、社会福

祉の基礎を習得する。

社会福祉の学びを通して、一人一

人の人間性を尊重し、多様な価値

観を理解できるようになる。そし

て、自ら社会貢献が積極的に可能

になることを目指す。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

日本の文化と社会

Ⅰ

B231-162-01

日本の歴史・文学・ことばを中心に、

人々がそれらの事象とどのように

関わってきたのか、どのような変

化をとげてきたのか、を学ぶ。

科学的な探究の精神に基づいて、

日本における、社会と文化と人間

に対する理解を深め、複眼の視座

を涵養する。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

日本の文化と社会

Ⅱ

B231-162-02

日本の歴史・文学・ことばを中心に、

人々がそれらの事象とどのように

関わってきたのか、どのような変

化をとげてきたのか、を学ぶ。

科学的な探究の精神に基づいて、

日本における、社会と文化と人間

に対する理解を深め、複眼の視座

を涵養する。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

アジアの文化と社

会Ⅰ

B231-163-01

文献資料や映像資料を駆使して、

中国の芸能・小説などの伝統文化、

及び近現代の政治・社会史に関する

講義を行う。また定期試験などを

通して受講生に論述の機会を設け

ている。

日本人にとって「他者」である中国

を多面的に理解することを目指す。

その上で、筋道を立てた論述能力

や課題発見力、問題解決力を涵養

することを目指す。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

アジアの文化と社

会Ⅱ

B231-163-02

文献資料や映像資料を駆使して、

中国の芸能・小説などの伝統文化、

及び近現代の政治・社会史に関する

講義を行う。また定期試験などを

通して受講生に論述の機会を設け

ている。

日本人にとって「他者」である中国

を多面的に理解することを目指す。

その上で、筋道を立てた論述能力

や課題発見力、問題解決力を涵養

することを目指す。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

ヨーロッパの文化

と社会Ⅰ

B231-165-01

ヨーロッパの思想・文化の理解

ヨーロッパ諸国の事例を学習する

ことで、未来の日本社会構築の参

考にする。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

ヨーロッパの文化

と社会Ⅱ

B231-165-02

ヨーロッパの思想・文化の理解

ヨーロッパ諸国の事例を学習する

ことで、未来の日本社会構築の参

考にする。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

英語圏の文化と社

会Ⅰ

B231-804-01

英語圏の文化的な側面と社会的な

側面について講義

英語圏の文化や英語の使用におけ

る社会的な背景について理解でき

る。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

英語圏の文化と社

会Ⅱ

B231-804-02

英語圏の文化的な側面と社会的な

側面について講義

英語圏の文化や英語の使用におけ

る社会的な背景について理解して

説明できる。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

人間と環境Ⅰ

B231-646-01

社会・地球・自然・食など様々な角度

から人間と環境の関わりについて

学んでゆきます。

人間をとりまく種々の環境につい

ての正しい知識を学び、玉石混淆

の情報から正しい情報を読み解く

力を身につけることができる。

△ △ 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

人間と環境Ⅱ

B231-646-02

社会・地球・自然・食など様々な角度

から人間と環境の関わりについて

学んでゆきます。

人間をとりまく種々の環境につい

ての正しい知識を学び、玉石混淆

の情報から正しい情報を読み解く

力を身につけることができる。

△ △ 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

情報と社会Ⅰ

B231-622-01

ネットワーク社会における情報の

扱い方と倫理的問題点を習得する。

ネットワーク社会における情報の

扱い方と倫理的問題点の習得を到

達目標とする。

〇 〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

情報と社会Ⅱ

B231-622-02

ネットワーク社会におけるより進

んだ情報の扱い方と倫理的問題点

を習得する。

ネットワーク社会におけるより進

んだ情報の扱い方と倫理的問題点

の習得を到達目標とする。

〇 〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

産業と科学Ⅰ

B231-118-01

生活に関連した産業と科学技術に

関する話題を、複数の視点から多

角的に分析し、解説する。

産業と科学技術に関する知識を学

び、それを生かして生活における

諸問題に対処できるような柔軟な

思考力を身につける。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

産業と科学Ⅱ

B231-118-02

生活に関連した産業と科学技術に

関する話題を、複数の視点から多

角的に分析し、解説する。

産業と科学技術に関する知識を学

び、それを生かして生活における

諸問題に対処できるような柔軟な

思考力を身につける。

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇

ソフトウェア概論

Ⅰ

B231-605-01

コンピュータ・プログラミングの課

題を解くことを通して、コンピュー

タの多様な使い方を習得する。

コンピュータ・プログラミングとコ

ンピュータの多様な使い方の習得

を到達目標とする。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

ソフトウェア概論

Ⅱ

B231-605-02

コンピュータ・プログラミングの課

題を解くことを通して、より進ん

だコンピュータの多様な使い方を

習得する。

より進んだコンピュータ・プログラ

ミングとコンピュータの多様な使

い方の習得を到達目標とする。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

健康の科学

B231-594-01

健康や病気を理解するための基礎

知識、とくに生活習慣との関わり

や疾病予防の重要性について解説

する。

健康的な生活を送るための基礎知

識を身につけ、日常生活の中で実

践できるようになることを目的と

する。

〇 △ △ 〇 〇 〇

英語Ⅰa

B114-141-01

英語のリスニングと英会話を中心

とした授業

基礎的な英語表現の聞き取りと基

礎的な会話表現ができる。
△ △ △ 〇 △ △

英語Ⅱa

B114-141-02

英語のリスニングと英会話を中心

とした授業

少し発展的な英語表現の聞き取り

と会話表現ができる。
△ △ △ 〇 △ △

英語Ⅰb

B114-141-03
英語の読解を中心とした総合演習

基礎的な英文を読んで内容が理解

できる。
△ △ △ 〇 △ △

英語Ⅱb

B114-141-04
英語の読解を中心とした総合演習

少し発展的な英文を読んで内容が

理解できる。
△ △ △ 〇 △ △

英語Ⅰc

B214-141-05

英作文・英文法を中心とした総合英

語

基礎的な英文を書いて自己表現が

できる。
△ △ △ 〇 △ △

英語Ⅱc

B214-141-06

英作文・英文法を中心とした総合英

語

少し発展的な英文を書いて自己表

現ができる。
△ △ △ 〇 △ △

ドイツ語Ⅰ

B114-145-01
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 △ △ △ 〇 △ △

ドイツ語Ⅱ

B114-145-02
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 △ △ △ 〇 △ △

中国語Ⅰ

B114-147-01

発音の習得から始めて、入門時に

必要とされる常用単語及び初歩的

な文型を学び、未習外国語である

中国語の学習の基礎を固める。常

に双方向の授業を心がけ、中国語

運用能力の基礎を作る。

中国語の発音を習得し、中国語の

ローマ字表記を読めるようにする。

併せて、初歩的な常用単語及び初

歩的な文型を習得し、簡単な中国

語を使えるようにする。

△ △ △ 〇 △ △

中国語Ⅱ

B114-147-02

中国語Ⅰで学んだ中国語の基礎の

上にさらにステップアップを目指

す。発音の習熟度をより高め、語

彙及び理解でき、かつ使用できる

文型を増やすことによって、中国

語の運用能力を高める。

中国語の発音をより確実なものに

し、より多くの常用語彙、重要文

型を学び、中国語の構造に対する

理解を深め、初歩的な中国語運用

能力を身につけるようにする。

△ △ △ 〇 △ △
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

韓国語Ⅰ

B114-148-01

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関

する基礎知識と運用力を養成する

科目である。韓国語の文字と発音

を始めとし、日常生活で使える簡

単な会話を学習することとする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能

を総合的に学習し、それを通じて

朝鮮半島の歴史、社会、文化、思

想について理解を深め、韓国語の

基本的な構造について理解するこ

とを目標とする。

△ △ △ 〇 △ △

韓国語Ⅱ

B114-148-02

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関

する基礎知識と運用力を養成する

科目である。韓国語の文字と発音

を始めとし、日常生活で使える簡

単な会話を学習することとする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能

を総合的に学習し、それを通じて

朝鮮半島の歴史、社会、文化、思

想について理解を深め、韓国語の

基本的な構造について理解するこ

とを目標とする。

△ △ △ 〇 △ △

スペイン語Ⅰ

B114-149-01

綴りや発音のルール、文章の基本

的な構成を学ぶ。

正確な発音ができるようになる。

挨拶、簡単な自己紹介、日常の動

作を表現し、簡単なコミュニケー

ションが取れるようになる。

△ △ △ 〇 △ △

スペイン語Ⅱ

B114-149-02

好きなものや好きなこと、日課や

今後の予定、天候といったより高

度な表現を学ぶ。

スペイン語の音や文章構造に慣れ、

さらに豊かな表現ができるように

なる。また、目的語の代名詞を使っ

てよりコンパクトな文章を作るこ

とができる。

△ △ △ 〇 △ △

ドイツ文化事情

B124-145-61

ドイツ語圏の国々の思想・文化・社

会の探究

「ドイツ」から今後の日本社会に優

位な考え方を学び取る。
〇 〇 〇 〇 〇

中国文化事情

B124-147-61

映像等を用い、中国の歴史、地理、

社会等各方面から、中国語の背後

にある中国文化の様々な側面を学

び、多様な文化に対する理解を深

める。

中国の社会や伝統文化に対する知

識を増やし、より広い視野を持っ

て、多様な文化、価値観が理解で

きるようになることを目指す。

〇 〇 〇 〇 〇

韓国文化事情

B124-148-61

様々な文献・視聴覚資料を活用し、

韓国・朝鮮の文化・社会・歴史などに

ついて学ぶ。単なる知識の伝達で

はなく、日本との比較などや、様々

な観点からの観察・分析、「韓国文

化」の全般について正しく理解して

いく。

日常の様々な事柄について客観的

な立場から観察・分析力を身につけ

ることができる。また、日韓の文

化比較を行い様々な意見や情報交

換によって、自分の意見を表明す

る積極性と論理性を高めることが

できる。

〇 〇 〇 〇 〇

スペイン文化事情

B124-149-61

スペインおよびラテンアメリカ諸

国の歴史や文化、芸術、思想を広

く紹介する。

異文化に触れることで自分の視野

を広げるとともに、馴染みの深い

文化と比較することによって新た

な角度から既知の文化を観察し、

その個性を再認識できる。

〇 〇 〇 〇 〇

日本語Ⅰa

B114-139-01

高度な文法力や読解力を身につけ

ることを目的に論理的な文章を読

む。

論理的な文章が読めるようになる。

また、教材を通して日本社会への

理解を深めることができる。

〇 〇 △ 〇 △ △

日本語Ⅱa

B114-139-02

読解力を向上させるために、論理

的な文章だけでなく、エッセイな

ども取り上げて読む。

様々なタイプの文章を、一人で読

めるようになる。また、内容に関

して意見や感想をまとめることが

できる。

〇 〇 △ 〇 △ △

日本語Ⅰb

B114-139-03

日本語の聴解、会話、口頭発表を

扱う。

留学生活に必要となる聴解力・会話

力を身につけ、わかりやすい発表

ができるようになる。

〇 〇 △ 〇 △ △

日本語Ⅱb

B114-139-04

日本語の聴解、会話、口頭発表を

扱う。

日本社会で起きている話題につい

て聴き取れ、資料を基に論理的に

意見が述べられるようになる。

〇 〇 △ 〇 △ △
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

日本語Ⅰc

B114-139-05

論理的な文章をわかりやすく書く

ための基礎的な技法を学ぶ。

事実と自分の考えとを書き分ける

力、資料に基づいて自分の考えを

書き進める力などを身につけるこ

とができる。

〇 〇 △ 〇 △ △

日本語Ⅱc

B114-139-06

関心のあるテーマについて問題を

見出し、資料を用いてその答えを

レポートとしてまとめる。

レポートを書くことを通して、読

み・書きの高度な日本語力を身につ

けることができる。

〇 〇 △ 〇 △ △

日本語Ⅰd

B214-139-07

意見文を読み、自分の意見を述べ

たり、内容を要約したりする。

社会で問題になっている様々な問

題について、自分の考えをわかり

やすく述べることができる。

〇 〇 △ 〇 △ △

日本語Ⅱd

B214-139-08

ディベートやスピーチ学習などを

通して、まとまりのある内容を的

確に伝える方法を学ぶ。

自分の考えをわかりやすく伝える

ことができる。
〇 〇 △ 〇 △ △

日本語Ⅰe

B214-139-09

「食」をメインテーマに課題を設定

し、資料を集め、まとめて発表する。

高度な日本語力およびプレゼン

テーション能力を身につけること

ができる。

〇 〇 △ 〇 △ △

日本語Ⅱe

B214-139-10

日本の文化や社会に関するテーマ

について、課題を設定し、調べて

発表する。

高度な日本語力およびプレゼン

テーション能力を身につけること

ができる。

〇 〇 △ 〇 △ △

英会話Ⅰ

B134-141-11
外国人教員による英会話演習 簡単な英会話で自己表現ができる。 △ △ △ 〇 △ △

英会話Ⅱ

B134-141-12
外国人教員による英会話演習

少し発展的な内容の英会話で自己

表現ができる。
△ △ △ 〇 △ △

英会話Ⅲ

B234-141-21

外国人教員による発展的英会話演

習

日常的な内容の英会話で自己表現

ができる。
△ △ △ 〇 △ △

英会話Ⅳ

B234-141-22

外国人教員による発展的英会話演

習

発展的な様々な内容の英会話で自

己表現ができる。
△ △ △ 〇 △ △

メディア英語Ⅰ

B134-141-17

ビデオや映画等のメディアを使っ

た英語演習

映画やニュースなどで基本的な表

現が理解できる。
△ △ △ 〇 △ △

メディア英語Ⅱ

B134-141-18

ビデオや映画等のメディアを使っ

た英語演習

映画やニュースなどで少し発展的

な表現が理解できる。
△ △ △ 〇 △ △

メディア英語Ⅲ

B234-141-27

ビデオや映画等のメディアを使っ

た発展的英語演習

映画やニュースなどで多くの表現

をそのまま理解できる。
△ △ △ 〇 △ △

メディア英語Ⅳ

B234-141-28

ビデオや映画等のメディアを使っ

た発展的英語演習

映画やニュースなどで発展的な内

容がそのまま理解できる。
△ △ △ 〇 △ △

英語表現法Ⅰ

B134-141-15

英作文や会話などの英語による自

己表現演習

基礎的な英語を使って自己表現が

できる。
△ △ △ 〇 △ △

英語表現法Ⅱ

B134-141-16

英作文や会話などの英語による自

己表現演習

少し発展的な英語を使って自己表

現ができる。
△ △ △ 〇 △ △

英語表現法Ⅲ

B234-141-25

英作文や会話などの英語による発

展的自己表現演習

英語表現を使って自分の意見や考

えを表現できる。
△ △ △ 〇 △ △

英語表現法Ⅳ

B234-141-26

英作文や会話などの英語による発

展的自己表現演習

少し発展的な英語表現を使って自

分の意見や考えを表現できる。
△ △ △ 〇 △ △

英語読解法Ⅰ

B134-141-13

様々な英文を読んで理解する読解

演習

辞書を使って、自分で様々な英文

の内容が理解できる。
△ △ △ 〇 △ △

英語読解法Ⅱ

B134-141-14

様々な英文を読んで理解する読解

演習

辞書を使って、自分で少し発展的

な英文の内容が理解できる。
△ △ △ 〇 △ △

英語読解法Ⅲ

B234-141-23

発展的な英文を読んで理解する読

解演習

辞書を使って、様々な英文の内容

が理解できる。
△ △ △ 〇 △ △

英語読解法Ⅳ

B234-141-24

発展的な英文を読んで理解する読

解演習

辞書を使って、様々な発展的な英

文の内容が理解できる。
△ △ △ 〇 △ △

実践英語Ⅰ

B134-141-31
TOEIC等の検定試験対策の演習

TOEIC等の検定試験で基礎的な問

題の解答ができる。
△ △ △ 〇 △ △
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

実践英語Ⅱ

B134-141-32
TOEIC等の検定試験対策の演習

TOEIC等の検定試験で少し発展的

な問題の解答ができる。
△ △ △ 〇 △ △

実践英語Ⅲ

B234-141-41

TOEIC等の検定試験対策の発展的

演習

TOEIC等の検定試験で発展的な問

題の解答ができる。
△ △ △ 〇 △ △

実践英語Ⅳ

B234-141-42

TOEIC等の検定試験対策の発展的

演習

TOEIC等の検定試験で少し高度な

問題の解答ができる。
△ △ △ 〇 △ △

ドイツ語Ⅰ（基礎）

B134-145-11
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 △ △ △ 〇 △ △

ドイツ語Ⅱ（基礎）

B134-145-12
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 △ △ △ 〇 △ △

ドイツ語Ⅲ（読解）

B234-145-21
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の読解力強化 △ △ △ 〇 △ △

ドイツ語Ⅳ（読解）

B234-145-22
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の読解力強化 △ △ △ 〇 △ △

ドイツ語Ⅲ（表現）

B234-145-31
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の表現力（作文力）強化 △ △ △ 〇 △ △

ドイツ語Ⅳ（表現）

B234-145-32
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の表現力（作文力）強化 △ △ △ 〇 △ △

ドイツ語Ⅲ（総合）

B234-145-41
中級ドイツ語能力養成

中級のテキストを用いたドイツ語

の運用能力強化
△ △ △ 〇 △ △

ドイツ語Ⅳ（総合）

B234-145-42
中級ドイツ語能力養成

中級のテキストを用いたドイツ語

の運用能力強化
△ △ △ 〇 △ △

ドイツ語会話Ⅰ

B234-145-51
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の会話能力の養成 △ △ △ 〇 △ △

ドイツ語会話Ⅱ

B234-145-52
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の会話能力の養成 △ △ △ 〇 △ △

中国語Ⅰ（基礎）

B134-147-11

発音の習得から始めて、入門時に

必要とされる常用単語及び初歩的

な文型を学び、未習外国語である

中国語の学習の基礎を固める。常

に双方向の授業を心がけ、中国語

運用能力の基礎を作る。

中国語の発音を習得し、中国語の

ローマ字表記を読めるようにする。

併せて、初歩的な常用単語及び初

歩的な文型を習得し、簡単な中国

語を使えるようにする。

△ △ △ 〇 △ △

中国語Ⅱ（基礎）

B134-147-12

中国語Ⅰで学んだ中国語の基礎の

上にさらにステップアップを目指

す。発音の習熟度をより高め、語

彙及び理解でき、かつ使用できる

文型を増やすことによって、中国

語の運用能力を高める。

中国語の発音をより確実なものに

し、より多くの常用語彙、重要文

型を学び、中国語の構造に対する

理解を深め、初歩的な中国語運用

能力を身につけるようにする。

△ △ △ 〇 △ △

中国語Ⅲ（読解）

B234-147-21

１年次に習得した中国語を基礎に、

簡単な文章を読むことによって中

国語の文法構造等に対する理解を

深め、中国語の読解力をレベルアッ

プして資格取得などに役立てる。

300語程度の常用単語を身につけ、

中国語の文法構造に対する理解を

深め、中国語の文章の読解力を高

める。併せて、中国政府公認の中

国語検定試験ＨＳＫ２級の合格を

目指す。

△ △ △ 〇 △ △

中国語Ⅳ（読解）

B234-147-22

中国語Ⅲ（読解）を受けて、様々な

文章を読むことによって、中国語

の文法構造等に対する理解をさら

に深め、中国語の読解力をさらに

レベルアップして資格取得などに

役立てる。

600語程度の常用単語を身につけ、

中国語の文法構造に対する理解を

深め、中国語の文章の読解力を高

める。併せて、中国政府公認の中

国語検定試験ＨＳＫ３級の合格を

目指す。

△ △ △ 〇 △ △
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

中国語Ⅲ（表現）

B234-147-31

１年次に習得した中国語を基礎に、

中国語の様々な表現を学んで中国

語作文の練習をすることによって、

中国語の文法構造等に対する理解

を深め、中国語の表現力をレベル

アップして資格取得などに役立て

る。

300語程度の常用単語を身につけ、

中国語の文法構造に対する理解を

深め、中国語の表現力を高める。

併せて、中国政府公認の中国語検

定試験ＨＳＫ２級の合格を目指す。

△ △ △ 〇 △ △

中国語Ⅳ（表現）

B234-147-32

中国語Ⅲ（読解）を受けて、中国語

の様々な表現を学んで中国語作文

の練習をすることによって、中国

語の文法構造等に対する理解をさ

らに深め、中国語の表現力をさら

にレベルアップして資格取得など

に役立てる。

600語程度の常用単語を身につけ、

中国語の文法構造に対する理解を

深め、中国語の表現力を高める。

併せて、中国政府公認の中国語検

定試験ＨＳＫ３級の合格を目指す。

△ △ △ 〇 △ △

中国語Ⅲ（総合）

B234-147-41

１年次に習得した中国語を基礎に、

「読み、書き、聴き、話す」練習を

通して、常用語を身につけ、中国

語の文法構造等に対する理解を深

め、中国語の運用能力をレベルアッ

プして資格取得などに役立てる。

300語程度の常用単語を身につけ、

中国語の文法構造に対する理解を

深め、「読み、書き、聴き、話す」

といった中国語の運用能力を全体

的に高める。併せて、中国政府公

認の中国語検定試験ＨＳＫ２級の

合格を目指す。

△ △ △ 〇 △ △

中国語Ⅳ（総合）

B234-147-42

中国語Ⅲ（総合）を受けて、「読み、

書き、聴き、話す」練習を通して、

使える常用語を増やし、中国語の

文法構造等に対する理解をさらに

深め、中国語の運用能力をさらに

レベルアップして資格取得などに

役立てる。

600語程度の常用単語を身につけ、

中国語の文法構造に対する理解を

深め、「読み、書き、聴き、話す」

といった中国語の運用能力を全体

的に高める。併せて、中国政府公

認の中国語検定試験ＨＳＫ３級の

合格を目指す。

△ △ △ 〇 △ △

中国語会話Ⅰ

B234-147-51

発音の練習を重視し、ペアワーク

による会話練習を行い、中国語の

会話力を向上させる。併せて、作

文と翻訳の練習も行い、中国語の

総合的な運用能力を高める。

1年次で学んだ中国語の発音をよ

り正確なものにし、あいさつなど

の簡単な言葉から日常用いる初歩

的な会話ができるようにする。中

国政府公認の中国語検定試験HSK

２級の合格を目指す。

△ △ △ 〇 △ △

中国語会話Ⅱ

B234-147-52

中国語会話Ⅰを受け、引き続き発

音練習を重視し、ペアワークによ

る会話をほぼ毎回行って、会話力

をより向上させる。併せて作文と

翻訳の練習にも力を入れ、中国語

の総合的な運用能力を高める。

中国語をより正確に発音できるよ

うにし、より多くのことを表現で

きるよう会話力を高める。会話力

と同時に、作文能力や読解力も向

上させ、中国政府公認の中国語検

定試験HSK３級の合格を目指す。

△ △ △ 〇 △ △

フランス語Ⅰ（基

礎）

B134-146-11

綴りと音の関係を理解し、フラン

ス語文の音読を可能にする。基本

文型を暗記し、フランス語のリズ

ムを覚える。

フランス語文を単独で音読できる

ようにし、挨拶や買い物などの簡

単な日常会話に慣れる。

△ △ △ 〇 △ △

フランス語Ⅱ（基

礎）

B134-146-12

人称の概念を理解し、基本動詞の

活用を学習する。辞書を利用して

平易なフランス語文を訳読し、暗

記する。

会話文や説明文を、辞書を用いて

単独で読解する。人物の会話から、

フランス人の基本となる物の考え

方を理解する。

△ △ △ 〇 △ △

フランス語Ⅲ（総

合）

B234-146-41

短文の反復や言い換えにより、実

生活に結びついたフランス語の表

現を確実に身につける。

フランスで生活するつもりになっ

て、フランス語でフランス人に意

志を伝えるつもりで、フランス語

会話に集中する。

△ △ △ 〇 △ △
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

フランス語Ⅳ（総

合）

B234-146-42

練習問題による言い換えにより、

実生活に結びついたフランス語の

構造を確実に身につける。

フランス語の基本的な例文を覚え

ると同時に、日本語からフランス

語への言い換えも行えるようにす

る。

△ △ △ 〇 △ △

韓国語Ⅰ（基礎）

B134-148-11

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関

する基礎知識と運用力を養成する

科目である。韓国語の文字と発音

を始めとし、日常生活で使える簡

単な会話を学習することとする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能

を総合的に学習し、韓国語の基本

的な構造について理解することを

目標とする。

△ △ △ 〇 △ △

韓国語Ⅱ（基礎）

B134-148-12

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関

する基礎知識と運用力を養成する

科目である。韓国語の文字と発音

を始めとし、日常生活で使える簡

単な会話を学習することとする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能

を総合的に学習し、韓国語の基本

的な構造について理解することを

目標とする。

△ △ △ 〇 △ △

韓国語Ⅲ（読解）

B234-148-21

韓国語Ⅰ・Ⅱを履修した人を対象に

し、レベルアップした基礎文法を

学ぶ。コミュニケーションの訓練

とともに、文法と構文の理解、表

現力を身につける。また、旅行や

ビジネス場面でよく使われる表現

を学ぶ。

韓国語の基礎文法を踏まえ、より

豊かな基礎会話力を養うことを目

標にする。徐々に語彙・文法項目を

増やしていき、韓国語で書かれた

文章に対する理解力を高める。

△ △ △ 〇 △ △

韓国語Ⅳ（読解）

B234-148-22

韓国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを履修した人を対

象にし、中級を目指して実践的な

表現を学ぶ。定型表現の学習は、

ものの描写、要求・依頼・主張など

様々な場面にふさわしい構文と語

彙を習得し、言語運用力を養う。

中級レベルの文法や語彙を学び、

韓国語としてより自然で円滑なコ

ミュニケーションができるように

する。より豊かな言語表現力を養

い、韓国語文章に対する「読む・書

く」能力の上達を目標にする。

△ △ △ 〇 △ △

韓国語Ⅲ（表現）

B234-148-31

文字を覚えた学生を対象にし、授

業計画に基づく韓国語の基礎知識

と運用力を養成する。「読む」「書く」

「聞く」「話す」の四技能をバランス

よく総合的に身につけることを目

指す。韓国語圏の世界の諸相を理

解し、国際的な視野を広める。

韓国語の文字と発音を習った学生

を対象とし、基本文の作り方を練

習する。そのために、基本文法と

単語の学習を行う。これに基づい

て、実際の現場で使われる多様な

文の構造及び会話表現の習得を目

標とする。

△ △ △ 〇 △ △

韓国語Ⅳ（表現）

B234-148-32

韓国語の文字を覚えた学生を対象

にし、授業計画に基づく韓国語の

基礎知識と運用力を養成する。「読

む」「書く」「聞く」「話す」の四技

能をバランスよく総合的に身につ

けることを目指す。韓国語圏の世

界の諸相を理解し、国際的な視野

を広める。

韓国語の文字と発音を習った学生

を対象とし、基礎的な文の作り方

を練習する。そのために、基本文

法と基礎単語の学習を行う。実際

の現場で使われる多様な文の構造

及び会話表現の習得を目標とする。

△ △ △ 〇 △ △

韓国語Ⅲ（総合）

B234-148-41

韓国語Ⅰ・Ⅱを履修した学生を対象

にし、ハングル検定試験5級に合

格するために必要な発音の仕組み、

基本文法などを学習していく。文

法事項や語句、日常会話文等を繰

り返し練習し、ハングル検定試験5

級合格に必要な基本的な能力を身

につける。

基本文法については韓国語Ⅰ・Ⅱで

学習した復習から始め、ハングル

検定試験5級合格のために必要な

発音と文法を学び、自ら学習でき

るようにする。基本文法と語句、

日常会話文などの反復学習を通し

て習得していく。また練習問題と

課題を通して、その定着と更なる

応用発展を図る。

△ △ △ 〇 △ △



198  

文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

韓国語Ⅳ（総合）

B234-148-42

ハングル検定試験5級に合格する

ため、基本文法、語句、日常会話

文などを学習する。また11月に実

施されるハングル検定試験に向け

て実際の過去問を用いて練習する。

適宜、試験に必要な発音や文法、

語彙に関する解説を行う。

ハングル検定試験5級に合格する。

あるいは5級に挑戦できる能力を

身につけることを目標とする。す

でに5級を取得した学生にとって

も、次のステップアップにつなが

る足場を固める場となることを目

標とする。

△ △ △ 〇 △ △

韓国語会話Ⅰ

B234-148-51

韓国語の読み書きができ、文章の

作成が出来るレベルに達していて

も、会話ができるとは限らない。

ペアワークやグループワークを多

く取り入れ、学んだ表現を使った

会話文を用いて実際に話してみる

ことにより、積極的に話す機会を

与える。

ハングルの読み書きが確実にでき

るようにする。基礎的な文法を身

につけ、あいさつ、自己紹介、身

の回りのことについて自分の言い

たいことを伝え、相手とコミュニ

ケーションが取れるようにする。

△ △ △ 〇 △ △

韓国語会話Ⅱ

B234-148-52

韓国語の読み書きができ、文章の

作成が出来るレベルに達していて

も、会話ができるとは限らない。

ペアワークやグループワークを多

く取り入れ、学んだ表現を使った

会話文を用いて実際に話してみる

ことにより、積極的に話す機会を

与える。

約700個の単語をもとに、初級レ

ベルで必要な会話のスキルを身に

つけるようにする。その上で日本

語とは異なる韓国語特有の会話の

仕方を学習し、その背景にある文

化についても考察できるようにす

る。

△ △ △ 〇 △ △

韓国語会話Ⅲ

B234-148-53

ネイティブによる発展的韓国語演

習

韓国語の日常的な会話で自己表現

ができる。
△ △ △ 〇 △ △

韓国語会話Ⅳ

B234-148-54

ネイティブによる発展的韓国語演

習

韓国語の発展的な様々な内容の会

話で自己表現ができる。
△ △ △ 〇 △ △

スペイン語Ⅰ（基

礎）

B134-149-11

初めて学ぶ人を対象にグローバル

言語の１つであるスペイン語に関

する基礎知識と運用力を養成する

科目である。スペイン語の常用単

語及び初歩的な文型を学び日常生

活で使える簡単な会話を学習する

こととする。

スペイン語の常用単語及び初歩的

な文型を習得し、簡単な日常会話

を使えるようにする。

△ △ △ 〇 △ △

スペイン語Ⅱ（基

礎）

B134-149-12

スペイン語Ⅰ（基礎）で学んだスペ

イン語のさらなるステップアップ

を目指す。単語の理解や発音の習

熟度をより高め、かつ使用できる

文型を増やすことによって、スペ

イン語の運用能力を高める。

スペイン語の発音をより確実なも

のにし、多くの常用単語、重要文

型を学び、初歩的なスペイン語運

用能力を身につける。

△ △ △ 〇 △ △

スペイン語Ⅲ（読

解）

B134-149-21

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生に

向けた授業。過去形などさらにレ

ベルアップした内容を学んでいく。

さまざまな時制を含むバリエー

ションに富んだ文章が理解できる

ようになる。

△ △ △ 〇 △ △

スペイン語Ⅳ（読

解）

B134-149-22

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ学

生に向けた授業。比較表現や命令

形など、幅広い種類の文章に慣れ

る。

辞書を使ってやや長い文章が理解

できるようになる。
△ △ △ 〇 △ △

スペイン語Ⅲ（表

現）

B134-149-31

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生に

向けた授業。過去や未来の時制と

いった中級程度の内容を学ぶ。

あらゆる時制を使いこなし、自分

の気持ちをある程度自由に表現で

きるようになる。

△ △ △ 〇 △ △

スペイン語Ⅳ（表

現）

B134-149-32

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ学

生に向けた授業。比較表現や命令

形など、表現の幅を広げていく。

辞書を使いながら、大きな支障な

くコミュニケーションが取れるよ

うになる。

△ △ △ 〇 △ △
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

スペイン語Ⅲ（総

合）

B134-149-41

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生に

向けた授業。過去形など中級程度

の内容を学び、演習を多く行う。

会話や文字などさまざまな手段で、

自分の気持ちをある程度自由に表

現することができる。

△ △ △ 〇 △ △

スペイン語Ⅳ（総

合）

B134-149-42

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ学

生に向けた授業。命令形や反実仮

想といった上級レベルの表現を学

ぶ。

辞書を使えば大きな支障なく相手

とスムーズなやり取りができる。
△ △ △ 〇 △ △

スペイン語会話Ⅰ

B134-149-51

先生や学生どうしでのコミュニ

ケーションを通して、正しい発音

を身につけつつ挨拶など基礎的な

表現を学ぶ。

挨拶、簡単な自己紹介、日常の動

作といった基本的な表現を覚え、

簡単なコミュニケーションが取れ

るようになる。

△ △ △ 〇 △ △

スペイン語会話Ⅱ

B134-149-52

スペイン語会話Ⅰを履修した学生

を対象に、嗜好や予定などさらに

バリエーション豊かな表現を学ぶ。

繰り返し練習を重ね、辞書を使っ

てさらに複雑なコミュニケーショ

ンが取れるようになる。

△ △ △ 〇 △ △

スポーツ科学Ⅰ

B115-592-01

運動の実践により、生涯健康の基

礎作りを目指す。運動の楽しさや

健康の価値・意味を理解し自己管理

能力を養う。

運動習慣の確立により肉体的、精

神的、社会的な健康を獲得する。

学生同士の協調性や連帯感を理解

させ、豊かな人間性を高めていく。

△ △ 〇 〇 〇

スポーツ科学Ⅱ

B115-592-02

運動の実践により、生涯健康の基

礎作りを目指す。運動の楽しさや

健康の価値・意味を理解し自己管理

能力を養う。

運動習慣の確立により肉体的、精

神的、社会的な健康を獲得する。

学生同士の協調性や連帯感を理解

させ、豊かな人間性を高めていく。

△ △ 〇 〇 〇

スポーツ科学Ⅲ

B235-592-03

生涯健康の応用と発展を目的とす

る。運動習慣の継続と生涯健康ス

キルを発展させる。

趣向や目的に適した種目を選択し、

個人能力に応じたレベルでスポー

ツ実践する。「生涯健康の理論と実

践の統合」を目標とする。

△ △ 〇 〇 〇

スポーツ科学Ⅳ

B235-592-04

生涯健康の応用と発展を目的とす

る。運動習慣の継続と生涯健康ス

キルを発展させる。

趣向や目的に適した種目を選択し、

個人能力に応じたレベルでスポー

ツ実践する。「生涯健康の理論と実

践の統合」を目標とする。

△ △ 〇 〇 〇

海外事情Ⅰ

B139-852-01

カナダ、オーストラリア、イギリス、

アイルランド、台湾の各国の提携

校でホームステイ先や学生宿舎に

滞在しながら、語学力を磨いたり

現地の文化を経験したりする。

渡航先の大学で開講される授業や

プログラムを通して、語学力を向

上させる。幅広く異文化に触れる

ことで、多様な価値観や考え方を

理解できるようになる。

△ △ 〇 △ 〇 〇 〇

海外事情Ⅱ

B139-852-02

カナダ、オーストラリア、イギリス、

アイルランド、台湾の各国の提携

校でホームステイ先や学生宿舎に

滞在しながら、語学力を磨いたり

現地の文化を経験したりする。

渡航先の大学で開講される授業や

プログラムを通して、語学力を向

上させる。幅広く異文化に触れる

ことで、多様な価値観や考え方を

理解できるようになる。

△ △ 〇 △ 〇 〇 〇

海外事情Ⅲ

B139-852-03

マレーシア、台湾、韓国の提携校

で実施されるワークショップや文

化交流に参加し、提携校の学生や

各国の留学生と協力して共通の課

題に向き合うことで、グローバル

社会に役立つコミュニケーション

と多文化共生に対する理解を深め

る。

研修先の学生や教員との交流を深

めることで、現地の事情や文化へ

の理解を深めることができる。研

修先での国際経験を通じて、グロー

バル社会で活躍できる人材となる

基礎を身につける。

△ △ 〇 △ 〇 〇 〇
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

海外事情Ⅳ

B139-852-04

マレーシア、台湾、韓国の提携校

で実施されるワークショップや文

化交流に参加し、提携校の学生や

各国の留学生と協力して共通の課

題に向き合うことで、グローバル

社会に役立つコミュニケーション

と多文化共生に対する理解を深め

る。

研修先の学生や教員との交流を深

めることで、現地の事情や文化へ

の理解を深めることができる。研

修先での国際経験を通じて、グロー

バル社会で活躍できる人材となる

基礎を身につける。

△ △ 〇 △ 〇 〇 〇

（A・言語）

言語学Ⅰ

N131-136-01
言語学の基礎を学ぶ。 言語の客観的観察ができる。 ◎ 〇 △ 〇 〇 〇 〇

言語学Ⅱ

N131-136-51
言語学の基礎を学ぶ。 言語の事象を説明できる。 ◎ 〇 △ 〇 〇 〇 〇

日本語学Ⅰ

N131-137-01
日本語学の基礎を学ぶ。 日本語の客観的観察ができる。 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

日本語学Ⅱ

N131-137-51
日本語学の基礎を学ぶ。

日本語の事象を説明できるように

なる。
◎ 〇 〇 〇 〇 〇

言語と文化Ⅰ

N231-136-02
言語と文化の関係を学ぶ。 言語と文化の関係を理解できる。 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

言語と文化Ⅱ

N231-136-52
言語と文化の関係を学ぶ。 言語と文化の関係を説明できる。 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

（B・文学）

日本文学の歴史Ⅰ

N131-131-01
日本の古典文学史を学ぶ。 日本文学の特色を把握できる。 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

日本文学の歴史Ⅱ

N131-131-51
日本の古典文学史を学ぶ。 日本文学の特色を把握できる。 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

日本の古典文学Ⅰ

N231-131-02
日本古典文学の基礎を学ぶ。 古文の読解ができるようになる。 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

日本の古典文学Ⅱ

N231-131-52
日本古典文学の基礎を学ぶ。 古文の読解ができるようになる。 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

日本の近代文学Ⅰ

N231-131-03
日本近代小説の基礎を学ぶ。 近代小説史を把握できる。 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

日本の近代文学Ⅱ

N231-131-53
日本近代小説の基礎を学ぶ。 近代小説史を把握できる。 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

（C・思想と芸術）

日本の思想Ⅰ

N231-114-01

古代から近世初期の日本思想史を

通史的に概観する。
日本思想史を全体的に把握できる。 ◎ ◎ ◎ 〇 ○ ○ ◎ ◎

日本の思想Ⅱ

N231-114-51

近世から近代の日本思想史を通史

的に概観する。
日本思想史を全体的に把握できる。 ◎ ◎ ◎ 〇 ○ ○ ◎ ◎

仏教と文化Ⅰ

N131-114-11

日本における仏教の歴史と文化へ

の影響を概観する。

文化形成における宗教の重要性を

理解できる。
◎ ◎ ◎ 〇 ○ ○ ○ ○

仏教と文化Ⅱ

N131-114-61

仏教的視点から現代社会と尊厳を

考える。

現代社会の諸問題を複合的視点か

ら考察できる。
◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

美術の歴史Ⅰ

N131-116-01
日本彫刻史の通史を学ぶ。

日本彫刻の特色を説明することが

できる。
◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

美術の歴史Ⅱ

N131-116-51
日本絵画史の通史を学ぶ。

日本絵画の特色を説明することが

できる。
◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

書道の歴史

N231-116-11
中国と日本の書の歴史を学ぶ。

中国および日本の書道の歴史を概

観することができる。
◎ ◎ 〇 △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

書論

N231-116-61
画禅室随筆を解読。

「書画一致」という論点を理解でき

る。
◎ 〇 〇 △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

（D・社会と民俗）
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

現代社会学Ⅰ

N131-261-01
現代社会の諸問題について学ぶ。

現代社会の諸問題の特質を理解す

ることができる。
◎ ◎ ◎ △ ○ ◎ ○ ○ ○

現代社会学Ⅱ

N131-261-51

グローバル化のなかにある日本社

会を再考する。

通時的・共時的に日本社会を理解す

ることができる。
◎ ◎ ◎ △ ○ ◎ ○ ○ ○

文化人類学Ⅰ

N131-183-01
文化の多様性と相対性を考える。

文化の多様性を相対的・客観的に見

ることができる。
◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

文化人類学Ⅱ

N131-183-51

親族と婚姻を中心に社会の多様性

を考える。

社会の多様性を相対的・客観的に見

ることができる。
◎ ◎ ◎ ○ 〇 〇 〇 〇

日本民俗学Ⅰ

N231-183-02
民間伝承の意味を読み解く。

民間伝承の意味や起源を読み解く

力が得られる。
◎ ◎ ○ ○ 〇 〇 〇 〇

日本民俗学Ⅱ

N231-183-52

口承文芸と俗信をそれらの背景と

ともに考える。

口承文芸と俗信の意味や起源を読

み解く力が得られる。
◎ ◎ ○ ○ 〇 〇 〇 〇

（英語特別科目）

フレッシュマン英

会話Ⅰ

N131-141-01

リスニングとスピーキングを中心

に学ぶ。

英語で考え、表現することができ

る。
◎ 〇 △ ○ ○ ◎ ○

フレッシュマン英

会話Ⅱ

N131-141-51

英語で基本的な会話の練習をする。
さまざまな英語圏の人々の英語を

理解することができる。
◎ 〇 △ ○ ○ ◎ ○

上級英会話Ⅰ

N231-141-02
語彙と会話のトピックスを増やす。英語で自然に自己表現ができる。 ◎ 〇 △ ○ ○ ◎ ○

上級英会話Ⅱ

N231-141-52
英語でプレゼンテーションを行う。

英語で多岐にわたるトピックスを

話すことができる。
◎ 〇 △ ○ ○ ◎ ○

（特講A）

日本語の音声Ⅰ

N231-137-02
日本語の音声の基礎を学ぶ。

日本語の音声の客観的観察ができ

るようになる。
◎ 〇 〇 〇 〇 〇

日本語の音声Ⅱ

N231-137-52
日本語の音声の基礎を学ぶ。

日本語の音声事象を説明できるよ

うになる。
◎ 〇 〇 〇 〇 〇

日本語の文法Ⅰ

N231-137-03
日本語の文法の基礎を学ぶ。

日本語の文法の客観的観察ができ

るようになる。
◎ 〇 〇 〇 〇 〇

日本語の文法Ⅱ

N231-137-53
日本語の文法の基礎を学ぶ。

日本語の文法事象を説明できるよ

うになる。
◎ 〇 〇 〇 〇 〇

日本語の表現Ⅰ

N231-137-04
日本語の表現論の基礎を学ぶ。

日本語の表現の客観的観察ができ

るようになる。
◎ 〇 〇 〇 〇 〇

日本語の表現Ⅱ

N231-137-54
日本語の表現論の基礎を学ぶ。

日本語の表現を説明できるように

なる。
◎ 〇 〇 〇 〇 〇

日本語の教育Ⅰ

N331-139-01
日本語教育の基礎を学ぶ。

日本語教育のスキルを身につける

ことができる。
◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

日本語の教育Ⅱ

N331-139-51
日本語教育の基礎を学ぶ。

日本語教育のスキルを活用するこ

とができる。
◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（特講B）

古典文学研究Ⅰ

N331-131-04
日本の古典文学を精読する。

読解力と分析力、作品を読み味わ

う感性が養われる。
◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

古典文学研究Ⅱ

N331-131-54
日本の古典文学を精読する。

読解力と分析力、作品を読み味わ

う感性が養われる。
◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

近代文学研究Ⅰ

N331-131-05
日本近代の小説を深く学ぶ。 表現の分析、思想の読解ができる。 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

近代文学研究Ⅱ

N331-131-55
日本近代の小説を深く学ぶ。 表現の分析、思想の読解ができる。 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

中国の古典Ⅰ

N231-132-01
中国古典の基礎を学ぶ。 漢文法を習得できる。 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

中国の古典Ⅱ

N231-132-51
中国古典の基礎を学ぶ。 故事成語などを知る。 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
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DP1 DP2 DP3 DP4
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統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

（特講C）

日本文化史Ⅰ

N131-114-02
日本文化の歴史を学ぶ。 日本文化史の特徴を説明できる。 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

日本文化史Ⅱ

N131-114-52
日本文化の歴史を学ぶ。 日本文化史の特徴を説明できる。 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

仏教と芸術Ⅰ

N231-115-01
仏教美術の基礎知識を学ぶ。

仏教美術の基礎知識を修得し、主

要作例の特色を説明することがで

きる。

◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

仏教と芸術Ⅱ

N231-115-51
仏教美術の基礎知識を学ぶ。

仏教美術の基礎知識を修得し、主

要作例の特色を説明することがで

きる。

◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

禅と日本文化Ⅰ

N331-114-12

禅思想とそれにもとづく日本文化

を概観する。

禅思想の基本と衣食住に対する影

響を理解できる。
◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

禅と日本文化Ⅱ

N331-114-62

禅浄双修からみる日本の禅を論じ

る。

近世・近代の禅から日本文化に関す

る基礎知識を得る。
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

書道文化１　Ⅰ

N131-117-01
書写技法の基本を学ぶ。

漢字と仮名の書写基本を理解し、

表現することができる。
◎ 〇 〇 △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

書道文化１　Ⅱ

N131-117-51
行書の基本を学ぶ。

行書の筆使い、字形を学び、実用

に書くことができる。
◎ 〇 〇 △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

書道文化２　Ⅰ

N231-117-02
楷書の古典を学ぶ。

唐の楷書を学び、楷書作品を創作

することができる。
◎ 〇 〇 △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

書道文化２　Ⅱ

N231-117-52
楷書の古典を学ぶ。

顔真卿の楷書と六朝時代の造像記

の歴史と技法を表現することがで

きる。

◎ 〇 〇 △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

書道文化３　Ⅰ

N331-117-03
仮名書法を学ぶ。

日本書道史と仮名の作品の理論・制

作の技法を表現できる。
◎ 〇 〇 △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

書道文化３　Ⅱ

N331-117-53
仮名書法を学ぶ。

日本書道史と仮名の作品の理論・制

作の技法を表現できる。
◎ 〇 〇 △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

書道文化４　Ⅰ

N331-117-04
篆刻の技法を学ぶ。

「刻のコツ」を体得し、各種の印を

実作することができる。
◎ 〇 〇 △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

書道文化４　Ⅱ

N331-117-54
水墨画で筆墨技法を学ぶ。

実技を通して「書画一致」という論

点を理解できるし、表現できる。
◎ 〇 〇 △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

書道文化５　Ⅰ

N331-117-05
隷書の書法を学ぶ。

古典の臨書を通して隷書作品を創

作することができる。
◎ 〇 〇 △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

書道文化５　Ⅱ

N331-117-55
行書・草書の書法を学ぶ。

古典の臨書を通して行書・草書の創

作ができる。
◎ 〇 〇 △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

（特講D）

社会調査法Ⅰ

N331-261-02
インタビュー調査の方法を学ぶ。

さまざまな社会現象を分析するこ

とができる。
◎ ◎ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

社会調査法Ⅱ

N331-261-52
アンケート調査の方法を学ぶ。 現代社会を解析することができる。 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ ○ ○ ○

家族と社会Ⅰ

N331-261-03

家族変動と社会との関係性につい

て学ぶ。

通時的・共時的に日本の家族につい

ての知識を得る。
◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

家族と社会Ⅱ

N331-261-53
現代日本の家族問題を解明する。

事例や統計データを用いて、家族

問題を解明することができる。
◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

（広領域特講）

日本文化特講１

N231-841-51

日本語表現力を修得するとともに

伝統文化を体験する。

日本語の的確な表現力と、茶道等

の基本を身につける。
◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本文化特講２

N231-114-53

日本文化に対する仏教、儒教、道

教の影響を概観する。

アジアの思想と日本文化との密接

な関係を理解できる。
◎ ◎ 〇 △ 〇 〇 〇

日本文化特講３

N231-261-04
地域住民組織の構造と機能を学ぶ。

地域においてさまざまな貢献がで

きるようになる。
◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
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DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
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日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで
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数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

日本文化特講４

N231-261-54

ジェンダーに関する基礎的な知識

を学ぶ。

女性の眼から社会を見ることで、

これまでにない社会認識を獲得す

る。

◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

日本文化特講５

N231-841-01
日本文化研究の４領域を学ぶ。

どのゼミを専攻するか考えること

ができる。
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

日本文化特講６

N331-137-05
日本語の方言の基礎を学ぶ。 方言の客観的観察ができる。 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

日本文化特講７

N331-116-22
甲骨文字を学ぶ。

漢字が日本人に何をもたらしたの

かを理解する。
◎ ◎ 〇 ◎ 〇 〇

日本文化特講８

N331-116-72
脱文解字を読む。 漢字と文化を総合的に理解する。 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

日本文化特講９

N331-139-02
日本語教授法を学ぶ。

日本語教授法の基礎知識が得られ

る。
◎ 〇 〇 〇 〇 〇

日本文化特講１０

N331-137-55
日本語の方言の基礎を学ぶ。 方言の事象を説明できる。 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

（講読）

講読（言語）Ⅰ

N322-842-01
研究に必要な文献を読む。 アカデミックな文章を読める。 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎

講読（言語）Ⅱ

N322-842-51
研究に必要な文献を読む。

アカデミックな文章を読み書きで

きる。
◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎

講読（文学）Ⅰ

N322-842-02
日本文学史上重要な作品を読む。

文学作品を深く解釈・鑑賞すること

ができる。
◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

講読（文学）Ⅱ

N322-842-52
日本文学史上重要な作品を読む。

文学作品を深く解釈・鑑賞すること

ができる。
◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

講読（思想と芸術）

Ⅰ

N322-842-03

日本の前近代の思想を読解する。
前近代の文章を読みこなし、その

現代的意義を考えられる。
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

講読（思想と芸術）

Ⅱ

N322-842-53

日本の前近代の思想を読解する。
前近代の文章を読みこなし、その

現代的意義を考えられる。
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

講読（思想と芸術）

Ⅰ

N322-842-03

仏教・宗教と日本文化に関する諸論

文を講読する。

読解力とともにテーマに即して議

論する力が得られる。
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

講読（思想と芸術）

Ⅱ

N322-842-53

仏教・宗教と日本文化に関する諸論

文を講読する。

読解力とともにテーマに即して議

論する力が得られる。
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

講読（思想と芸術）

Ⅰ

N322-842-03

書道の歴史と鑑賞法を学ぶ。
多角的な視点から書道文化の特色

を考察できる。
◎ ◎ △ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎

講読（思想と芸術）

Ⅱ

N322-842-53

書道の歴史と鑑賞法を学ぶ。
多角的な視点から書道文化の特色

を考察できる。
◎ ◎ △ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎

講読（思想と芸術）

Ⅰ

N322-842-03

日本美術史に関する諸文献を講読

する。

文献および作例から得た情報を相

互に関連づけることができる。
◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎

講読（思想と芸術）

Ⅱ

N322-842-53

日本美術史に関する諸文献を講読

する。

文献および作例から得た情報を相

互に関連づけることができる。
◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎

講読（社会と民俗）

Ⅰ

N322-842-04

社会学・民俗学の諸文献を講読す

る。

読解力とともにテーマに即して議

論する力が得られる。
◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

講読（社会と民俗）

Ⅱ

N322-842-54

社会学・民俗学の諸文献を講読す

る。

読解力とともに自らが論文を執筆

する力が得られる。
◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

（演習）

演習（言語）Ⅰ

N322-842-11
日本語分析の基礎を学ぶ。 基礎的な分析ができるようになる。 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

演習（言語）Ⅱ

N322-842-61
日本語分析の基礎を学ぶ。 基礎的な分析と考察ができる。 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

演習（文学）Ⅰ

N322-842-12

日本文学史上重要な作品を研究す

る。

文学研究の方法を身につけること

ができる。
◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

演習（文学）Ⅱ

N322-842-62

日本文学史上重要な作品を研究す

る。

文学研究の方法を身につけること

ができる。
◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

演習（思想と芸術）

Ⅰ

N322-842-13

日本近代思想文献の読解演習。
近代思想の現代的意義を考察でき

る。
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

演習（思想と芸術）

Ⅱ

N322-842-63

日本近代思想文献の読解演習。
近代思想の現代的意義を考察でき

る。
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

演習（思想と芸術）

Ⅰ

N322-842-13

仏教の古典を講読する。
古代・中世における民衆の仏教受容

を理解できる。
◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎

演習（思想と芸術）

Ⅱ

N322-842-63

仏教の古典を講読する。
仏教祖師の思想を原典に基づいて

理解できる。
◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎

演習（思想と芸術）

Ⅰ

N322-842-13

書道の表現技法を学ぶ。
多様な技法を習得し、作品制作の

能力を身につけることができる。
◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇 ◎ ◎

演習（思想と芸術）

Ⅱ

N322-842-63

書道の表現技法を学ぶ。
多様な技法を習得し、作品制作の

能力を身につけることができる。
◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇 ◎ ◎

演習（思想と芸術）

Ⅰ

N322-842-13

美術史学研究の基礎を学ぶ。
日本美術を研究対象として分析し、

自身の見解を述べることができる。
◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎

演習（思想と芸術）

Ⅱ

N322-842-63

日本美術に関する研究発表と議論

を行う。

美術史学的な見地から作例を分析

し研究発表と議論を行うことがで

きる。

◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎

演習（社会と民俗）

Ⅰ

N322-842-14

プレゼンテーションや討論の仕方、

アカデミックな文章の書き方を学

ぶ。

社会学的・民俗学的なものの見方・

考え方ができる。
◎ ◎ 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇

演習（社会と民俗）

Ⅱ

N322-842-64

プレゼンテーションや討論の仕方、

アカデミックな文章の書き方を学

ぶ。

社会学的・民俗学的なものの見方・

考え方ができる。
◎ ◎ 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇

世界のなかの日本

文化Ⅰ

N331-114-21

日本美術の、西洋のジャポニズム

への影響を学ぶ。

浮世絵の特徴と、西洋絵画への影

響を理解できる。
◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

世界のなかの日本

文化Ⅱ

N331-114-71

日本の芸術・芸能の、世界への影響

を学ぶ。

日本の伝統芸能やマンガの、世界

への影響を理解できる。
◎ ◎ 〇 ○ 〇 〇 〇

アジアのなかの日

本文化Ⅰ

N331-114-22

日本文化に対するインドの影響を

学ぶ。

日本文化の基礎をなすインド的世

界観を理解できる。
◎ ◎ ○ △ ○ ○ ○

アジアのなかの日

本文化Ⅱ

N331-114-72

日本文化に対する中国の影響を学

ぶ。

日本文化の基礎をなす漢字文化の

影響を理解できる。
◎ ◎ 〇 △ 〇 〇 〇

（総合講義）

総合演習Ⅰ

N412-842-21
日本文化研究の基礎を確立する。

日本文化の研究を踏まえ卒論が書

ける能力をつける。
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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文学部日本文化学科　カリキュラムマップ 文学部日本文化学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4

知識・理解 汎用的能力 態度・志向性
統合的な学習経験

と創造的思考力
DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2
日 本 文 

化・異文

化に関し

て説明す

ることが

できる。

日本社会

の諸現象

を通時的

・共時的

に論じる

ことがで

きる。

数量的に

示された

文化的・

社会的事

象を説明

すること

が で き 

る。

ICTを 用

いて多様

な情報か

ら適切な

情報を収

集し、発

信するこ

とができ

る。

知識や情

報を利用

して、問

題を解決

す る こ

とができ 

る。

自己の権

利と義務

を適正に

行使する

ことがで

きる。

社会の発

展のため

に積極的

に関与す

ることが

できる。

卒業後も

自律・自

立して学

習するこ

とができ

る。

これまで

に獲得し

た知識な

どを活用

して、課

題を解決

すること

ができ

る。

これまで

の学習体

験から、

自ら新た

な課題を

立てるこ

とができ

る。

総合演習Ⅱ

N412-842-71
日本文化研究を発展させる。

日本文化の研究を踏まえ卒論が書

ける能力をつける。
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

卒業論文

N416-845-01

文献や資料の収集、および調査を

実施する。

自己表現力や分析力を修得し、問

題を探求することができる。
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

キャリア・デザイン

Q131-861-01

自分自身の将来・進路を考えるうえ

で必要なステップを、講義・演習を

踏まえて体験し、自分に何が必要

なのか、今後何をすべきかを、明

確にする。就職活動の実際につい

ての情報提供を行いながら、最終

的には自分の特徴・強みや、目標な

どを表現できるようになることを

ねらいとする。

進路選択に向けて、これから何を

すべきか、自分なりの行動計画を

立案できる。就職活動時にも必要

となる自己表現を、自信をもって

行えるようになる。社会で必要と

される力をチェックし、自分の力

を伸ばす行動につなげられる。業

界・企業について、具体的に情報収

集・比較し、進路の検討を始められ

る。チームで動く際に必要なコミュ

ニケーション力を何度も試し、自

信をもてる。

〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

インターンシップ

Q338-861-02

企業や公的機関が実施するイン

ターンシップに参加することによ

り、学生時代のアルバイト経験と

は異なる仕事・活動を体験し、業種・

業界知識や職場・職種の知識を得

て、就業意欲を高める。

社会における社員レベルでの現実

的な就業を体験し、就業への準備

ができる。就職活動時に実際の体

験や知識を生かしスムーズな就業

活動ができる。一連のインターン

シップの活動を通じて社会人とし

ての行動をとることができる。

〇 〇 〇 ◎ 〇

地域連携学A

Q231-861-05

産業界や行政のみでは対応できな

い問題に、市民セクターがどのよ

うな取り組みをしているかを、社

会課題の解決に果敢に挑戦する実

務者を講師として学ぶ。7つのテー

マ「防災、子育て、教育、障がい、

高齢化、国際、環境」から、それぞ

れ何が問題であり課題なのかを一

緒に考える。

第1に社会課題とその課題解決の

方法・実践を学び生活者としての視

野を広げ、自分もできる事を考え

られるようになる。第2に講師と

の対話やグループでのディスカッ

ションを通してコミュニケーショ

ン能力の向上を得ることができる。

〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

地域連携学C

Q132-261-01

東日本大震災による津波被害と放

射線被害をうけた福島県伊達郡川

俣町の山木屋に赴き、山木屋をま

るごと体験することや地域の方々

との交流を通して復興の現状と力

強く生きていくことの意味を実感

する。

夏季休暇中の3泊4日の宿泊研修に

よるフィールドワークで、教室で

の学びでは得られない経験ができ、

文字どおりの「生きる力」への気づ

きなど、様々な成長が期待できる。

被災地の現状についても実感する

ことができる。

〇 ◎ 〇 ◎ ◎

地域連携学D

Q132-861-10

人口減少と少子高齢化が進む過疎

化地域の北海道厚沢部町が、大学

と連携し、アウトキャンパス事業

を始めた。この事業に参加する学

生が、厚沢部ファンの獲得を目指

した活動を考え実践する。

地域課題を調べ解決に寄与するア

イデアを提案できる。提案したア

イデアの実践に向けて活動できる。

〇 ◎ 〇 ◎ ◎

◎・・・DP達成のために、特に重要な事項
〇・・・DP達成のために、重要な事項
△・・・DP達成のために、望ましい事項
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文学部グローバル英語学科カリキュラムマップ

文学部グローバル英語学科

グローバル英語学科は、将来の目標や英語を生かせる職業分野に応じた知識と技能、実践的な英語運用能力を備えた人材の育成に主眼を置く、キャリア教育とESP（Engulish 

for Specific Purposes,目的・職業別英語）の概念を基軸とした学科である。このため、「観光・航空」モデルを擁する「観光コース」と「国際ビジネス」「通訳・翻訳」「英語教員資

格」モデルを擁する「英語キャリコース」の２コース４モデルを設置し、各専門分野で必要とされる知識・技能・英語力を養成することを目的としている。国内外の企業やグロー

バル社会が求める実務的で即応性のある英語運用能力と異文化理解力を備え、豊かな専門的知識と技能に基づく創造的思考力や課題解決力を発揮して、グローバルな立場

で主体的にグローバル社会の諸問題に対応することができる人材を育成することを目標としている。

文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

宗教学Ⅰ

B111-113-01

「建学の精神」を学び、また、多様な宗

教の見方・捉え方（分類法など）や、世

界各地の宗教の概要・歴史を学習する。

宗教を客観的に学ぶことで高い倫理性

を持った人間性を獲得し、また、世界

各地の宗教を学ぶことで多様な文化・

価値観を理解する。

◎ 〇 ◎ ◎

宗教学Ⅱ

B111-113-02

インドで生まれた仏教・禅の教え（世界

観・価値観）の基本を学び、世界各地へ

伝わった歴史を学ぶ。

仏教の智慧を学ぶことで、課題発見力

や問題解決力を養い、また、慈悲を学

ぶことで、他者との協調性を養い、価

値観の多様化した現代においても力強

く生きられる柔軟性を得る。

◎ 〇 ◎ ◎

教養セミナー「学問の発

見」Ⅰ

B132-841-01

教員の専門性を生かしながら、学生の

学びへの姿勢を喚起させる。そのため、

愛知学院大学教養部が編纂した教養セ

ミナーハンドブック第Ⅰ部『大学で学

ぶために』を共通テキストとして使用

する。

リベラル・アーツへの目覚めを喚起し、

高校までの受動的な学習形態から、大

学での能動的な学習形態へ導き、大学

で学ぶための心構えを意識させること

を目標とする。

〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎

教養セミナー「学問の発

見」Ⅱ

B132-841-02

教員の専門性を生かしながら、学生の

学びへの姿勢を喚起させる。そのため、

愛知学院大学教養部が編纂した教養セ

ミナーハンドブック第Ⅰ部『大学で学

ぶために』を共通テキストとして使用

する。

リベラル・アーツへの目覚めを喚起し、

高校までの受動的な学習形態から、大

学での能動的な学習形態へ導き、大学

で学ぶための心構えを意識させること

を目標とする。

〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎

教養セミナー「学問の発

見」Ⅲ

B232-841-03

「教養セミナーⅠ・Ⅱ」の発展系の授業

として「学問の発見」をより深く考える

科目であり、各担当教員の専門性を活

かした形での授業として少人数のセミ

ナー形式で授業が行われる。

各担当教員による幅広い分野の専門性

を活かした科目として、学問に対する

好奇心や探究心などをより一層高める

ことを目標とする。

〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎

教養セミナー「学問の発

見」Ⅳ

B232-841-04

「教養セミナーⅠ・Ⅱ」の発展系の授業

として「学問の発見」をより深く考える

科目であり、各担当教員の専門性を活

かした形での授業として少人数のセミ

ナー形式で授業が行われる。

各担当教員による幅広い分野の専門性

を活かした科目として、学問に対する

好奇心や探究心などをより一層高める

ことを目標とする。

〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎

心理学Ⅰ

B131-285-01

心理学は、心の営みを科学的に解明し

ようとする学問分野で、認知、生理、

発達、教育、社会、臨床など様々な領

域から成り立っている。各領域の代表

的な知見に触れながら、基本的な心の

仕組みと働きを学ぶ。

様々な実証的研究知見に基づき、心の

仕組みや働きを理解し、自己の心の働

きや行動について内省したり、自己や

他者の心の働きに関心を向けたりする

ことにより、良好な人間関係を構築で

きるようになること。

〇 〇 ◎ ◎

カリキュラムマップ
カリキュラムマップとは、授業科目と教育目標の関係を示した表のことで、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）
に基づき、各科目が卒業するまでに身につける能力のどの項目と関連するかを示しています。
このカリキュラムマップにより、学修内容の順次性や科目間の関連性が一目でわかり、自らの学修内容を容易に把握することがで
きます。
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

心理学Ⅱ

B131-285-02

心理学は、心の営みを科学的に解明し

ようとする学問分野で、認知、生理、

発達、教育、社会、臨床など様々な領

域から成り立っている。各領域の代表

的な知見に触れながら、基本的な心の

仕組みと働きを学ぶ。

様々な実証的研究知見に基づき、心の

仕組みや働きを理解し、自己の心の働

きや行動について内省したり、自己や

他者の心の働きに関心を向けたりする

ことにより、良好な人間関係を構築で

きるようになること。

〇 〇 ◎ ◎

哲学Ⅰ

B131-111-01

哲学史、倫理学、社会哲学、科学哲学、

等々、哲学という広範な学問領域の中

から分野を絞り込んで概説する。各々

の分野を通して、哲学という学問一般

に特徴的な思考様式や方法論の理解・

習得を目指す。

言葉＝ロゴスによる説得という哲学的

な思考様式の特徴を理解すると同時

に、その思考様式を身の周りの具体的

な問題に適応できる応用力を養う。

△ △ ◎

哲学Ⅱ

B131-111-02

哲学史、倫理学、社会哲学、科学哲学、

等々、哲学という広範な学問領域の中

から分野を絞り込んで概説する。各々

の分野を通して、哲学という学問一般

に特徴的な思考様式や方法論の理解・

習得を目指す。

言葉＝ロゴスによる説得という哲学的

な思考様式の特徴を理解すると同時

に、その思考様式を身の周りの具体的

な問題に適応できる応用力を養う。

△ △ ◎

論理学Ⅰ

B131-111-11

現代記号論理学を中心に、命題論理と

述語論理の基礎を学ぶと同時に、それ

を一つの素地にして形成された言語哲

学やクリティカル・シンキングといっ

た、発展的・実践的分野についても一

定の理解を得る。

命題論理と述語論理の基本となる考え

方を学んで、人間の思考における論理

の役割を理解すると同時に、問題演習

等を通して論理的な推論実践の技術を

磨く。

△ △ ◎

論理学Ⅱ

B131-111-12

現代記号論理学を中心に、命題論理と

述語論理の基礎を学ぶと同時に、それ

を一つの素地にして形成された言語哲

学やクリティカル・シンキングといっ

た、発展的・実践的分野についても一

定の理解を得る。

命題論理と述語論理の基本となる考え

方を学んで、人間の思考における論理

の役割を理解すると同時に、問題演習

等を通して論理的な推論実践の技術を

磨く。

△ △ ◎

文学Ⅰ

B131-135-01

日本語・日本文学について歴史的・文

化的・社会的側面から解説し、様々な

言語事象の背後にある原理や、古今の

文学作品に描かれている諸問題につい

て、受講生が新たな視点で理解できる

よう指導する。

日本語・日本文学に関する基礎学力、

日本文化をはじめとする多様なものご

とを論理的に分析する力、多様な文化

及び価値観について自発的に課題を立

てて考える力、を修得することを目標

とする。

◎ 〇 △

文学Ⅱ

B131-135-02

日本語・日本文学について歴史的・文

化的・社会的側面から解説し、様々な

言語事象の背後にある原理や、古今の

文学作品に描かれている諸問題につい

て、受講生が新たな視点で理解できる

よう指導する。

日本語・日本文学に関する基礎学力、

日本文化をはじめとする多様なものご

とを論理的に分析する力、多様な文化

及び価値観について自発的に課題を立

てて考える力、を修得することを目標

とする。

◎ 〇 △

美術Ⅰ

B-131-116-01

美術の歴史、人物、環境等を通し現代

社会の美術の見方、考え方を学び美術

の基本姿勢を修得させていく。

美術の基本的な姿勢や見方を修得す

る。個々の美術観を築き表現法を見い

出していく。

◎ △ 〇

美術Ⅱ

B131-116-02

美術の基本理念に基づき多様に広がる

美術事情を探り自己の美意識を広げ表

現力を高めていく。

美術の理念を深め自己の造形に表現力

を加え、美術の基礎の確立を計る。
◎ △ 〇

法学Ⅰ

B131-211-01

法学全般の基礎、及び憲法の基礎につ

いて講義する。

法学全般に通じる基本原理、及び憲法

の基本原理を理解する。
◎ 〇 ◎ ◎
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

法学Ⅱ

B131-211-02
民法の基礎について講義する。 民法の基本原理を理解する。 ◎ 〇 ◎ ◎

政治学Ⅰ

B131-222-01

民主主義・自由主義などの原理、執政

制度・選挙制度などの政治制度を学ぶ。
政治の基本的原理や制度を理解する。 ◎ 〇 ◎ ◎

政治学Ⅱ

B131-222-02

日米英独仏など各国の政治を比較して

学ぶ。国際政治の仕組みについて学ぶ。

各国政治および国際政治の基本を理解

する。
◎ 〇 ◎ ◎

経済学Ⅰ

B131-231-01

経済学の基礎概念をミクロ経済学で扱

うトピックスを中心に概説する。

ミクロ経済学の基本的な概念を理解

し、ミクロ経済学的に経済事象を論じ

ることができるような基礎的能力を身

につける。

〇 〇 ◎ ◎

経済学Ⅱ

B131-231-02

経済学の基礎概念をマクロ経済学で扱

うトピックスを中心に概説する。

マクロ経済学の基本的な概念を理解

し、マクロ経済学的に経済事象を論じ

ることができるような基礎的能力を身

につける。

〇 〇 ◎ ◎

社会学Ⅰ

B131-261-01

本講義は、具体例を挙げながら、社会

学が考えてきたこと、明らかにしてき

たことを確認し、社会学の概念や方法

を理解していきます。また、それらの

知識を用いて、現代社会の諸課題につ

いても考えます。

社会学の「問い」、「概念」、「方法」を理

解すること。そして、社会学的思考を

用いて、自ら現代社会の諸課題の様相

について説明できるようになること。

〇 〇 ◎ ◎

社会学Ⅱ

B131-261-02

本講義は、社会階層、文化集団、コ

ミュニティ等を取り上げ、社会学的な

視点からそれらの集団の特徴を理解し

ていきます。そして各集団と現代社会

の諸課題の関連についても考えていき

ます。

各集団の特徴を理解すること。そして、

現代社会の諸課題が各集団のなかでな

ぜ発生し、どのように顕在化していく

のかについて説明できるようになるこ

と。

〇 〇 ◎ ◎

教育学Ⅰ

B131-271-01

教育学は、人がよりよく生きるために

欠かせない「教育」を対象とする学問で

ある。その特徴は哲学、歴史学、社会

学、行政学などの学問を基礎とした学

際的な性格にあり、本授業では教育を

様々な角度から考察する。

教育学の基礎的知識や概念を理解でき

るとともに、その基礎知識や概念を利

活用して現代の教育状況について多面

的に考察でき、さらに自らが社会の形

成者として教育についての意見を持つ

ことができることを目指す。

〇 〇 ◎ ◎

教育学Ⅱ

B131-271-02

教育学は、人がよりよく生きるために

欠かせない「教育」を対象とする学問で

ある。その特徴は哲学、歴史学、社会

学、行政学などの学問を基礎とした学

際的な性格にあり、本授業では教育を

様々な角度から考察する。

教育学の基礎的知識や概念を理解でき

るとともに、その基礎知識や概念を利

活用して現代の教育状況について多面

的に考察でき、さらに自らが社会の形

成者として教育についての意見を持つ

ことができることを目指す。

〇 〇 ◎ ◎

歴史学Ⅰ

B131-161-01

文献資料や映像資料を駆使して、日本

及び外国の歴史に関する講義を行っ

ている。また受講生に対して、授業内

では講義内容に関する感想を書かせた

り、定期試験では主に論述問題を課し

たりしている。

歴史における文化の形成を広い視野に

立って考察することによって、歴史的

思考力を培い、日本や外国の成立の歴

史的過程と特質を把握させて、近代市

民としての自覚を深める。

◎ 〇 〇 〇

歴史学Ⅱ

B131-161-02

文献資料や映像資料を駆使して、日本

及び外国の歴史に関する講義を行っ

ている。また受講生に対して、授業内

では講義内容に関する感想を書かせた

り、定期試験では主に論述問題を課し

たりしている。

歴史における文化の形成を広い視野に

立って考察することによって、歴史的

思考力を培い、日本や外国の成立の歴

史的過程と特質を把握させて、近代市

民としての自覚を深める。

◎ 〇 〇 〇
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

地理学Ⅰ

B131-181-01

地理学の基礎的な知識を、国内外の社

会の中にみられる具体的な実例を挙げ

ながら紹介する。社会や自然を構成す

る多様な要素を取り上げ、それらの相

互関係や、分布の差異を示すことで、

地理学的なもののとらえ方を身に着け

る。

社会の中にみられる諸現象を地理学的

な観点から説明することができる。世

界あるいは日本の中にみられる多様性

と地域性について理解することができ

る。

◎ 〇 ◎ 〇

地理学Ⅱ

B131-181-02

地理学が扱う多様な課題の中から特定

のものを取り上げ、その問題を関連す

る事象とともに追究する。このことに

よって、取り上げる課題についての理

解を深めるとともに、地理学的なもの

のとらえ方についても深化させる。

取り上げる地理学的課題についての基

礎的な知識事項を述べることができ

る。取り上げる地理学的課題を通じて、

世界・日本の社会・自然のあり方につい

て、論理的な考察が行えるようになる。

◎ 〇 ◎ 〇

数学Ⅰ

B131-323-01

数学の問題を解くことを通して、数学

的な手法と論理的思考を学ぶ。

社会で生きていく上で必要な数学的手

法と論理的思考の習得を到達目標とす

る。

△ △ 〇 ◎

数学Ⅱ

B131-323-02

数学の問題を解くことを通して、より

進んだ数学的な手法と論理的思考を学

ぶ。

社会で生きていく上で必要な、より進

んだ数学的手法と論理的思考の習得を

到達目標とする。

△ △ 〇 ◎

統計学Ⅰ

B131-603-01

統計の問題を解くことを通して、統計

的な手法と統計的な論理的思考を学

ぶ。

社会生活に役立つ統計的手法と統計的

な論理的思考の習得を到達目標とす

る。

△ △ 〇 ◎

統計学Ⅱ

B131-603-02

統計の問題を解くことを通して、より

進んだ統計的な手法と統計的な論理的

思考を学ぶ。

社会生活に役立つ、より進んだ統計的

手法と統計的な論理的思考の習得を到

達目標とする。

△ △ 〇 ◎

物理学Ⅰ

B131-420-01

身近な現象を題材にして、生活や社会

に密接に関わっている「物理」を学ぶ。

なぜ？という疑問を持ち、それを解決

するために論理的に考える力を身につ

ける。

△ ◎ ◎

物理学Ⅱ

B131-420-02

身近な現象を題材にして、生活や社会

に密接に関わっている「物理」を学ぶ。

なぜ？という疑問を持ち、それを解決

するために論理的に考える力を身につ

ける。

△ ◎ ◎

化学Ⅰ

B131-420-11

化学の基礎を学びながら、日常生活に

関わる身の回りの物質を化学的立場か

ら捉え、化学が果たしている役割を考

えます。「なぜこうなるの？」といった

好奇心から出発して、化学の面白さを

伝えます。

素朴な疑問をもとに、文系の学生に

とっての化学に対する苦手意識を軽減

します。化学的なモノの考え方を修得

し、科学リテラシーや論理的思考力を

身につけることを目標とします。

△ ◎ ◎

化学Ⅱ

B131-420-12

化学の基礎を学びながら、日常生活に

関わる身の回りの物質を化学的立場か

ら捉え、化学が果たしている役割を考

えます。「なぜこうなるの？」といった

好奇心から出発して、化学の面白さを

伝えます。

素朴な疑問をもとに、文系の学生に

とっての化学に対する苦手意識を軽減

します。化学的なモノの考え方を修得

し、科学リテラシーや論理的思考力を

身につけることを目標とします。

△ ◎ ◎

生物学Ⅰ

B131-420-21

身近なできごとやさまざまな社会問題

と生物学の関わりを知り、生物を理解

するために必要な教養レベルでの基礎

的知識と概念を学ぶ。

社会生活の中で直面する様々な医療問

題や環境問題などを正しく理解し、ま

た自分で考えるために必要な基礎的な

生物学的知識を身につける。

〇 ◎ ◎

生物学Ⅱ

B131-420-22

身近なできごとやさまざまな社会問題

と生物学の関わりを知り、生物を理解

するために必要な教養レベルでの基礎

的知識と概念を学ぶ。

社会生活の中で直面する様々な医療問

題や環境問題などを正しく理解し、ま

た自分で考えるために必要な基礎的な

生物学的知識を身につける。

〇 ◎ ◎



232  

文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

情報科学Ⅰ

B131-601-01

コンピュータを扱うことを通して、コ

ンピュータとネットワークの知識を習

得する。

社会生活に役立つコンピュータとネッ

トワークの知識と、その倫理的問題点

の習得を到達目標とする。

〇 〇 ◎ ◎

情報科学Ⅱ

B131-601-02

コンピュータを扱うことを通して、コ

ンピュータとネットワークのより進ん

だ知識を習得する。

社会生活に役立つより進んだコン

ピュータとネットワークの知識と、そ

の倫理的問題点の習得を到達目標とす

る。

〇 〇 ◎ ◎

情報科学Ⅲ

B131-601-03

コンピュータを通して、データサイエ

ンスに関してリテラシーレベルよりも

一歩進んだ知識を習得する。

データサイエンスに関して、リテラ

シーレベルよりも一歩進んだ知識と、

その倫理的問題点の習得を到達目標と

する。

〇 〇 ◎ ◎

情報科学Ⅳ

B131-601-04

コンピュータを通して、データサイエ

ンスに関してより進んだ知識を習得す

る。

データサイエンスに関して、より進ん

だ知識と、その倫理的問題点の習得を

到達目標とする。

〇 〇 ◎ ◎

仏教と現代社会Ⅰ

B231-112-01

現代社会の諸問題に関する仏教からの

提言

仏教的価値観を対立軸として、現代社

会の価値観や諸課題を考える力を育て

る。

◎ 〇 ◎ 〇

仏教と現代社会Ⅱ

B231-112-02

現代社会の諸問題に関する仏教からの

提言

仏教的価値観を対立軸として、現代社

会の価値観や諸課題を考える力を育て

る。

◎ 〇 ◎ 〇

禅と人間Ⅰ

B231-112-11

禅の概要および禅宗の特徴を概説し、

禅語（公案）を通じて禅の思想を解説す

るとともに、坐禅の実習によって禅の

修行を体感する。

坐禅や公案の学習などの禅の修行生活

の重要な要素を通じて、禅の本質を理

解する。

◎ 〇 〇 ◎

禅と人間Ⅱ

B231-112-12

中国および日本における禅宗の歴史や

思想を概説し、禅の影響のもと成立し

た茶道・絵画・建築・陶磁器・書などの日

本独自文化を解説する。

禅と日本文化との関係を具体的に理解

し、禅によって培われた日本独自の美

意識や感性を体得する。

◎ 〇 〇 ◎

生命に関する諸問題Ⅰ

B231-118-01

「生と死」という解決し難い古来からの

テーマについて、自然・人文・社会科学

などの多様な視点・観点からアプロー

チする。

総合的に問題を捉えて解決したり、創

造性を持って新たな課題を見い出した

りする力をつける。自分なりの「生命

観」・「人生観」・「死生観」を築く。

◎ 〇 ◎ ◎

生命に関する諸問題Ⅱ

B231-118-02

「生と死」という解決し難い古来からの

テーマについて、自然・人文・社会科学

などの多様な視点・観点からアプロー

チする。

総合的に問題を捉えて解決したり、創

造性を持って新たな課題を見い出した

りする力をつける。自分なりの「生命

観」・「人生観」・「死生観」を築く。

◎ 〇 ◎ ◎

人間行動の理解Ⅰ

B231-285-01

心理学で扱う理論や事象は実験や調査

で得られたデータに基づいている。本

講義では、実際に実験を行い、仮説検

証の考え方からデータの収集方法、結

果の解釈に至るまで、心理学の基本的

な方法論について理解を深める。

心の仕組みや働きを明らかにするため

の様々な方法論を理解したうえで、科

学的な手続きと正確なデータ収集の重

要性を認識し、さらにそれらをまとめ

て論理的な報告書の作成ができるよう

になること。

〇 〇 ◎ ◎

人間行動の理解Ⅱ

B231-285-02

フロイトの精神分析の口語版といわれ

る「交流分析」の理論と実践について学

ぶ。交流分析は、パーソナリティ理論

やコミュニケーション理論を含む心理

療法のひとつであり、自己洞察を繰り

返すことで、より良い人間関係と自己

の生き方を築くことを目指す。

自己理解と他者理解を深め、よりよい

コミュニケーションと自己の問題点の

把握と改善へつなげること。

〇 〇 ◎ ◎
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

人間の尊厳と平等Ⅰ

B231-261-01

本授業では、これまでに人間社会が形

成してきた人権について、様々な歴史

的事例や条文などの学びを通して、人

権の基礎を習得する。

人権の成立過程や現代における課題を

学び、一人一人の人間性を尊重し、他

者と協調できるようになる。また、差

別について批判的精神を養う。

◎ 〇 ◎ 〇

人間の尊厳と平等Ⅱ

B231-261-02

本授業では、社会福祉の成立過程を学

びながら、「福祉国家」や「社会福祉事

業」への理解を深め、社会福祉の基礎

を習得する。

社会福祉の学びを通して、一人一人の

人間性を尊重し、多様な価値観を理解

できるようになる。そして、自ら社会

貢献が積極的に可能になることを目指

す。

◎ 〇 ◎ 〇

日本の文化と社会Ⅰ

B231-162-01

日本の歴史・文学・ことばを中心に、

人々がそれらの事象とどのように関

わってきたのか、どのような変化をと

げてきたのか、を学ぶ。

科学的な探究の精神に基づいて、日本

における、社会と文化と人間に対する

理解を深め、複眼の視座を涵養する。

◎ △ 〇 〇

日本の文化と社会Ⅱ

B231-162-02

日本の歴史・文学・ことばを中心に、

人々がそれらの事象とどのように関

わってきたのか、どのような変化をと

げてきたのか、を学ぶ。

科学的な探究の精神に基づいて、日本

における、社会と文化と人間に対する

理解を深め、複眼の視座を涵養する。

◎ △ 〇 〇

アジアの文化と社会Ⅰ

B231-163-01

文献資料や映像資料を駆使して、中国

の芸能・小説などの伝統文化、及び近

現代の政治・社会史に関する講義を行

う。また定期試験などを通して受講生

に論述の機会を設けている。

日本人にとって「他者」である中国を多

面的に理解することを目指す。その上

で、筋道を立てた論述能力や課題発見

力、問題解決力を涵養することを目指

す。

◎ 〇 〇 ◎

アジアの文化と社会Ⅱ

B231-163-02

文献資料や映像資料を駆使して、中国

の芸能・小説などの伝統文化、及び近

現代の政治・社会史に関する講義を行

う。また定期試験などを通して受講生

に論述の機会を設けている。

日本人にとって「他者」である中国を多

面的に理解することを目指す。その上

で、筋道を立てた論述能力や課題発見

力、問題解決力を涵養することを目指

す。

◎ 〇 〇 ◎

ヨーロッパの文化と社会

Ⅰ

B231-165-01

ヨーロッパの思想・文化の理解
ヨーロッパ諸国の事例を学習すること

で、未来の日本社会構築の参考にする。
◎ 〇 ◎ 〇

ヨーロッパの文化と社会

Ⅱ

B231-165-02

ヨーロッパの思想・文化の理解
ヨーロッパ諸国の事例を学習すること

で、未来の日本社会構築の参考にする。
◎ 〇 ◎ 〇

英語圏の文化と社会Ⅰ

B231-804-01

英語圏の文化的な側面と社会的な側面

について講義

英語圏の文化や英語の使用における社

会的な背景について理解できる。
△ ◎ 〇 〇

英語圏の文化と社会Ⅱ

B231-804-02

英語圏の文化的な側面と社会的な側面

について講義

英語圏の文化や英語の使用における社

会的な背景について理解して説明でき

る。

△ ◎ 〇 〇

人間と環境Ⅰ

B231-646-01

社会・地球・自然・食など様々な角度か

ら人間と環境の関わりについて学んで

ゆきます。

人間をとりまく種々の環境についての

正しい知識を学び、玉石混淆の情報か

ら正しい情報を読み解く力を身につけ

ることができる。

〇 〇 ◎ 〇

人間と環境Ⅱ

B231-646-02

社会・地球・自然・食など様々な角度か

ら人間と環境の関わりについて学んで

ゆきます。

人間をとりまく種々の環境についての

正しい知識を学び、玉石混淆の情報か

ら正しい情報を読み解く力を身につけ

ることができる。

〇 〇 ◎ 〇

情報と社会Ⅰ

B231-622-01

ネットワーク社会における情報の扱い

方と倫理的問題点を習得する。

ネットワーク社会における情報の扱い

方と倫理的問題点の習得を到達目標と

する。

〇 ◎ ◎



234  

文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

情報と社会Ⅱ

B231-622-02

ネットワーク社会におけるより進んだ

情報の扱い方と倫理的問題点を習得す

る。

ネットワーク社会におけるより進んだ

情報の扱い方と倫理的問題点の習得を

到達目標とする。

〇 ◎ ◎

産業と科学Ⅰ

B231-118-01

生活に関連した産業と科学技術に関す

る話題を、複数の視点から多角的に分

析し、解説する。

産業と科学技術に関する知識を学び、

それを生かして生活における諸問題に

対処できるような柔軟な思考力を身に

つける。

〇 ◎ 〇

産業と科学Ⅱ

B231-118-02

生活に関連した産業と科学技術に関す

る話題を、複数の視点から多角的に分

析し、解説する。

産業と科学技術に関する知識を学び、

それを生かして生活における諸問題に

対処できるような柔軟な思考力を身に

つける。

〇 ◎ 〇

ソフトウェア概論Ⅰ

B231-605-01

コンピュータ・プログラミングの課題

を解くことを通して、コンピュータの

多様な使い方を習得する。

コンピュータ・プログラミングとコン

ピュータの多様な使い方の習得を到達

目標とする。

〇 ◎ ◎

ソフトウェア概論Ⅱ

B231-605-02

コンピュータ・プログラミングの課題

を解くことを通して、より進んだコン

ピュータの多様な使い方を習得する。

より進んだコンピュータ・プログラミ

ングとコンピュータの多様な使い方の

習得を到達目標とする。

〇 ◎ ◎

健康の科学

B231-594-01

健康や病気を理解するための基礎知

識、とくに生活習慣との関わりや疾病

予防の重要性について解説する。

健康的な生活を送るための基礎知識を

身につけ、日常生活の中で実践できる

ようになることを目的とする。

〇 〇 ◎

ドイツ語Ⅰ

B114-145-01
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 〇 〇

ドイツ語Ⅱ

B114-145-02
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 〇 〇

中国語Ⅰ

B114-147-01

発音の習得から始めて、入門時に必要

とされる常用単語及び初歩的な文型を

学び、未習外国語である中国語の学習

の基礎を固める。常に双方向の授業を

心がけ、中国語運用能力の基礎を作る。

中国語の発音を習得し、中国語のロー

マ字表記を読めるようにする。併せて、

初歩的な常用単語及び初歩的な文型を

習得し、簡単な中国語を使えるように

する。

〇 〇

中国語Ⅱ

B114-147-02

中国語Ⅰで学んだ中国語の基礎の上に

さらにステップアップを目指す。発音

の習熟度をより高め、語彙及び理解で

き、かつ使用できる文型を増やすこと

によって、中国語の運用能力を高める。

中国語の発音をより確実なものにし、

より多くの常用語彙、重要文型を学び、

中国語の構造に対する理解を深め、初

歩的な中国語運用能力を身につけるよ

うにする。

〇 〇

韓国語Ⅰ

B114-148-01

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関する

基礎知識と運用力を養成する科目であ

る。韓国語の文字と発音を始めとし、

日常生活で使える簡単な会話を学習す

ることとする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能を

総合的に学習し、それを通じて朝鮮半

島の歴史、社会、文化、思想について

理解を深め、韓国語の基本的な構造に

ついて理解することを目標とする。

〇 〇

韓国語Ⅱ

B114-148-02

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関する

基礎知識と運用力を養成する科目であ

る。韓国語の文字と発音を始めとし、

日常生活で使える簡単な会話を学習す

ることとする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能を

総合的に学習し、それを通じて朝鮮半

島の歴史、社会、文化、思想について

理解を深め、韓国語の基本的な構造に

ついて理解することを目標とする。

〇 〇

スペイン語Ⅰ

B114-149-01

綴りや発音のルール、文章の基本的な

構成を学ぶ。

正確な発音ができるようになる。挨拶、

簡単な自己紹介、日常の動作を表現し、

簡単なコミュニケーションが取れるよ

うになる。

〇 〇
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

スペイン語Ⅱ

B114-149-02

好きなものや好きなこと、日課や今後

の予定、天候といったより高度な表現

を学ぶ。

スペイン語の音や文章構造に慣れ、さ

らに豊かな表現ができるようになる。

また、目的語の代名詞を使ってよりコ

ンパクトな文章を作ることができる。

〇 〇

ドイツ文化事情

B124-145-61

ドイツ語圏の国々の思想・文化・社会の

探究

「ドイツ」から今後の日本社会に優位な

考え方を学び取る。
◎ 〇

中国文化事情

B124-147-61

映像等を用い、中国の歴史、地理、社

会等各方面から、中国語の背後にある

中国文化の様々な側面を学び、多様な

文化に対する理解を深める。

中国の社会や伝統文化に対する知識を

増やし、より広い視野を持って、多様

な文化、価値観が理解できるようにな

ることを目指す。

◎ 〇

韓国文化事情

B124-148-61

様々な文献・視聴覚資料を活用し、韓

国・朝鮮の文化・社会・歴史などについ

て学ぶ。単なる知識の伝達ではなく、

日本との比較などや、様々な観点から

の観察・分析、「韓国文化」の全般につ

いて正しく理解していく。

日常の様々な事柄について客観的な立

場から観察・分析力を身につけること

ができる。また、日韓の文化比較を行

い様々な意見や情報交換によって、自

分の意見を表明する積極性と論理性を

高めることができる。

◎ 〇 〇

スペイン文化事情

B124-149-61

スペインおよびラテンアメリカ諸国の

歴史や文化、芸術、思想を広く紹介す

る。

異文化に触れることで自分の視野を広

げるとともに、馴染みの深い文化と比

較することによって新たな角度から既

知の文化を観察し、その個性を再認識

できる。

◎ 〇 〇

英会話Ⅰ

B134-141-11
外国人教員による英会話演習 簡単な英会話で自己表現ができる。 ◎ 〇 〇 ◎

英会話Ⅱ

B134-141-12
外国人教員による英会話演習

少し発展的な内容の英会話で自己表現

ができる。
◎ 〇 〇 ◎

英会話Ⅲ

B234-141-21
外国人教員による発展的英会話演習

日常的な内容の英会話で自己表現がで

きる。
◎ 〇 〇 ◎

英会話Ⅳ

B234-141-22
外国人教員による発展的英会話演習

発展的な様々な内容の英会話で自己表

現ができる。
◎ 〇 〇 ◎

メディア英語Ⅰ

B134-141-17

ビデオや映画等のメディアを使った英

語演習

映画やニュースなどで基本的な表現が

理解できる。
◎ 〇 ◎

メディア英語Ⅱ

B134-141-18

ビデオや映画等のメディアを使った英

語演習

映画やニュースなどで少し発展的な表

現が理解できる。
◎ 〇 ◎

メディア英語Ⅲ

B234-141-27

ビデオや映画等のメディアを使った発

展的英語演習

映画やニュースなどで多くの表現をそ

のまま理解できる。
◎ 〇 ◎

メディア英語Ⅳ

B234-141-28

ビデオや映画等のメディアを使った発

展的英語演習

映画やニュースなどで発展的な内容が

そのまま理解できる。
◎ 〇 ◎

英語表現法Ⅰ

B134-141-15

英作文や会話などの英語による自己表

現演習

基礎的な英語を使って自己表現ができ

る。
◎ 〇 ◎

英語表現法Ⅱ

B134-141-16

英作文や会話などの英語による自己表

現演習

少し発展的な英語を使って自己表現が

できる。
◎ 〇 ◎

英語表現法Ⅲ

B234-141-25

英作文や会話などの英語による発展的

自己表現演習

英語表現を使って自分の意見や考えを

表現できる。
◎ 〇 ◎

英語表現法Ⅳ

B234-141-26

英作文や会話などの英語による発展的

自己表現演習

少し発展的な英語表現を使って自分の

意見や考えを表現できる。
◎ 〇 ◎

英語読解法Ⅰ

B134-141-13
様々な英文を読んで理解する読解演習

辞書を使って、自分で様々な英文の内

容が理解できる。
◎ 〇 ◎ 〇

英語読解法Ⅱ

B134-141-14
様々な英文を読んで理解する読解演習

辞書を使って、自分で少し発展的な英

文の内容が理解できる。
◎ 〇 ◎ 〇
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

英語読解法Ⅲ

B234-141-23

発展的な英文を読んで理解する読解演

習

辞書を使って、様々な英文の内容が理

解できる。
◎ 〇 ◎ 〇

英語読解法Ⅳ

B234-141-24

発展的な英文を読んで理解する読解演

習

辞書を使って、様々な発展的な英文の

内容が理解できる。
◎ 〇 ◎ 〇

実践英語Ⅰ

B134-141-31
TOEIC等の検定試験対策の演習

TOEIC等の検定試験で基礎的な問題

の解答ができる。
◎ ◎

実践英語Ⅱ

B134-141-32
TOEIC等の検定試験対策の演習

TOEIC等の検定試験で少し発展的な

問題の解答ができる。
◎ ◎

実践英語Ⅲ

B234-141-41

TOEIC等の検定試験対策の発展的演

習

TOEIC等の検定試験で発展的な問題

の解答ができる。
◎ ◎

実践英語Ⅳ

B234-141-42

TOEIC等の検定試験対策の発展的演

習

TOEIC等の検定試験で少し高度な問

題の解答ができる。
◎ ◎

ドイツ語Ⅰ（基礎）

B134-145-11
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 〇 〇

ドイツ語Ⅱ（基礎）

B134-145-12
ドイツ語の基礎力養成 基本的なドイツ語構造の理解 〇 〇

ドイツ語Ⅲ（読解）

B234-145-21
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の読解力強化 〇 〇

ドイツ語Ⅳ（読解）

B234-145-22
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の読解力強化 〇 〇

ドイツ語Ⅲ（表現）

B234-145-31
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の表現力（作文力）強化 〇 〇

ドイツ語Ⅳ（表現）

B234-145-32
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の表現力（作文力）強化 〇 〇

ドイツ語Ⅲ（総合）

B234-145-41
中級ドイツ語能力養成

中級のテキストを用いたドイツ語の運

用能力強化
〇 〇

ドイツ語Ⅳ（総合）

B234-145-42
中級ドイツ語能力養成

中級のテキストを用いたドイツ語の運

用能力強化
〇 〇

ドイツ語会話Ⅰ

B234-145-51
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の会話能力の養成 〇 〇

ドイツ語会話Ⅱ

B234-145-52
中級ドイツ語能力養成 ドイツ語の会話能力の養成 〇 〇

中国語Ⅰ（基礎）

B134-147-11

発音の習得から始めて、入門時に必要

とされる常用単語及び初歩的な文型を

学び、未習外国語である中国語の学習

の基礎を固める。常に双方向の授業を

心がけ、中国語運用能力の基礎を作る。

中国語の発音を習得し、中国語のロー

マ字表記を読めるようにする。併せて、

初歩的な常用単語及び初歩的な文型を

習得し、簡単な中国語を使えるように

する。

〇 〇

中国語Ⅱ（基礎）

B134-147-12

中国語Ⅰで学んだ中国語の基礎の上に

さらにステップアップを目指す。発音

の習熟度をより高め、語彙及び理解で

き、かつ使用できる文型を増やすこと

によって、中国語の運用能力を高める。

中国語の発音をより確実なものにし、

より多くの常用語彙、重要文型を学び、

中国語の構造に対する理解を深め、初

歩的な中国語運用能力を身につけるよ

うにする。

〇 〇

中国語Ⅲ（読解）

B234-147-21

１年次に習得した中国語を基礎に、簡

単な文章を読むことによって中国語の

文法構造等に対する理解を深め、中国

語の読解力をレベルアップして資格取

得などに役立てる。

300語程度の常用単語を身につけ、中

国語の文法構造に対する理解を深め、

中国語の文章の読解力を高める。併せ

て、中国政府公認の中国語検定試験Ｈ

ＳＫ２級の合格を目指す。

〇 〇
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

中国語Ⅳ（読解）

B234-147-22

中国語Ⅲ（読解）を受けて、様々な文章

を読むことによって、中国語の文法構

造等に対する理解をさらに深め、中国

語の読解力をさらにレベルアップして

資格取得などに役立てる。

600語程度の常用単語を身につけ、中

国語の文法構造に対する理解を深め、

中国語の文章の読解力を高める。併せ

て、中国政府公認の中国語検定試験Ｈ

ＳＫ３級の合格を目指す。

〇 〇

中国語Ⅲ（表現）

B234-147-31

１年次に習得した中国語を基礎に、中

国語の様々な表現を学んで中国語作文

の練習をすることによって、中国語の

文法構造等に対する理解を深め、中国

語の表現力をレベルアップして資格取

得などに役立てる。

300語程度の常用単語を身につけ、中

国語の文法構造に対する理解を深め、

中国語の表現力を高める。併せて、中

国政府公認の中国語検定試験ＨＳＫ２

級の合格を目指す。

〇 〇

中国語Ⅳ（表現）

B234-147-32

中国語Ⅲ（読解）を受けて、中国語の

様々な表現を学んで中国語作文の練習

をすることによって、中国語の文法構

造等に対する理解をさらに深め、中国

語の表現力をさらにレベルアップして

資格取得などに役立てる。

600語程度の常用単語を身につけ、中

国語の文法構造に対する理解を深め、

中国語の表現力を高める。併せて、中

国政府公認の中国語検定試験ＨＳＫ３

級の合格を目指す。

〇 〇

中国語Ⅲ（総合）

B234-147-41

１年次に習得した中国語を基礎に、「読

み、書き、聴き、話す」練習を通して、

常用語を身につけ、中国語の文法構造

等に対する理解を深め、中国語の運用

能力をレベルアップして資格取得など

に役立てる。

300語程度の常用単語を身につけ、中

国語の文法構造に対する理解を深め、

「読み、書き、聴き、話す」といった中

国語の運用能力を全体的に高める。併

せて、中国政府公認の中国語検定試験

ＨＳＫ２級の合格を目指す。

〇 〇

中国語Ⅳ（総合）

B234-147-42

中国語Ⅲ（総合）を受けて、「読み、書き、

聴き、話す」練習を通して、使える常

用語を増やし、中国語の文法構造等に

対する理解をさらに深め、中国語の運

用能力をさらにレベルアップして資格

取得などに役立てる。

600語程度の常用単語を身につけ、中

国語の文法構造に対する理解を深め、

「読み、書き、聴き、話す」といった中

国語の運用能力を全体的に高める。併

せて、中国政府公認の中国語検定試験

ＨＳＫ３級の合格を目指す。

〇 〇

中国語会話Ⅰ

B234-147-51

発音の練習を重視し、ペアワークによ

る会話練習を行い、中国語の会話力を

向上させる。併せて、作文と翻訳の練

習も行い、中国語の総合的な運用能力

を高める。

1年次で学んだ中国語の発音をより正

確なものにし、あいさつなどの簡単な

言葉から日常用いる初歩的な会話がで

きるようにする。中国政府公認の中国

語検定試験HSK２級の合格を目指す。

〇 〇

中国語会話Ⅱ

B234-147-52

中国語会話Ⅰを受け、引き続き発音練

習を重視し、ペアワークによる会話を

ほぼ毎回行って、会話力をより向上さ

せる。併せて作文と翻訳の練習にも力

を入れ、中国語の総合的な運用能力を

高める。

中国語をより正確に発音できるように

し、より多くのことを表現できるよう

会話力を高める。会話力と同時に、作

文能力や読解力も向上させ、中国政府

公認の中国語検定試験HSK ３級の合

格を目指す。

〇 〇

フランス語Ⅰ（基礎）

B134-146-11

綴りと音の関係を理解し、フランス語

文の音読を可能にする。基本文型を暗

記し、フランス語のリズムを覚える。

フランス語文を単独で音読できるよう

にし、挨拶や買い物などの簡単な日常

会話に慣れる。

〇 〇

フランス語Ⅱ（基礎）

B134-146-12

人称の概念を理解し、基本動詞の活用

を学習する。辞書を利用して平易なフ

ランス語文を訳読し、暗記する。

会話文や説明文を、辞書を用いて単独

で読解する。人物の会話から、フラン

ス人の基本となる物の考え方を理解す

る。

〇 〇

フランス語Ⅲ（総合）

B234-146-41

短文の反復や言い換えにより、実生活

に結びついたフランス語の表現を確実

に身につける。

フランスで生活するつもりになって、

フランス語でフランス人に意志を伝え

るつもりで、フランス語会話に集中す

る。

〇 〇
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

フランス語Ⅳ（総合）

B234-146-42

練習問題による言い換えにより、実生

活に結びついたフランス語の構造を確

実に身につける。

フランス語の基本的な例文を覚えると

同時に、日本語からフランス語への言

い換えも行えるようにする。

〇 〇

韓国語Ⅰ（基礎）

B134-148-11

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関する

基礎知識と運用力を養成する科目であ

る。韓国語の文字と発音を始めとし、

日常生活で使える簡単な会話を学習す

ることとする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能を

総合的に学習し、韓国語の基本的な構

造について理解することを目標とす

る。

〇 〇

韓国語Ⅱ（基礎）

B134-148-12

初めて学ぶ人を対象に韓国語に関する

基礎知識と運用力を養成する科目であ

る。韓国語の文字と発音を始めとし、

日常生活で使える簡単な会話を学習す

ることとする。

「読む、書く、聞く、話す」の4機能を

総合的に学習し、韓国語の基本的な構

造について理解することを目標とす

る。

〇 〇

韓国語Ⅲ（読解）

B234-148-21

韓国語Ⅰ・Ⅱを履修した人を対象にし、

レベルアップした基礎文法を学ぶ。コ

ミュニケーションの訓練とともに、文

法と構文の理解、表現力を身につける。

また、旅行やビジネス場面でよく使わ

れる表現を学ぶ。

韓国語の基礎文法を踏まえ、より豊か

な基礎会話力を養うことを目標にす

る。徐々に語彙・文法項目を増やして

いき、韓国語で書かれた文章に対する

理解力を高める。

〇 〇

韓国語Ⅳ（読解）

B234-148-22

韓国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを履修した人を対象に

し、中級を目指して実践的な表現を学

ぶ。定型表現の学習は、ものの描写、

要求・依頼・主張など様々な場面にふさ

わしい構文と語彙を習得し、言語運用

力を養う。

中級レベルの文法や語彙を学び、韓国

語としてより自然で円滑なコミュニ

ケーションができるようにする。より

豊かな言語表現力を養い、韓国語文章

に対する「読む・書く」能力の上達を目

標にする。

〇 〇

韓国語Ⅲ（表現）

B234-148-31

文字を覚えた学生を対象にし、授業計

画に基づく韓国語の基礎知識と運用力

を養成する。「読む」「書く」「聞く」「話

す」の四技能をバランスよく総合的に

身につけることを目指す。韓国語圏の

世界の諸相を理解し、国際的な視野を

広める。

韓国語の文字と発音を習った学生を対

象とし、基本文の作り方を練習する。

そのために、基本文法と単語の学習を

行う。これに基づいて、実際の現場で

使われる多様な文の構造及び会話表現

の習得を目標とする。

〇 〇

韓国語Ⅳ（表現）

B234-148-32

韓国語の文字を覚えた学生を対象に

し、授業計画に基づく韓国語の基礎知

識と運用力を養成する。「読む」「書く」

「聞く」「話す」の四技能をバランスよ

く総合的に身につけることを目指す。

韓国語圏の世界の諸相を理解し、国際

的な視野を広める。

韓国語の文字と発音を習った学生を対

象とし、基礎的な文の作り方を練習す

る。そのために、基本文法と基礎単語

の学習を行う。実際の現場で使われる

多様な文の構造及び会話表現の習得を

目標とする。

〇 〇

韓国語Ⅲ（総合）

B234-148-41

韓国語Ⅰ・Ⅱを履修した学生を対象に

し、ハングル検定試験5級に合格する

ために必要な発音の仕組み、基本文法

などを学習していく。文法事項や語句、

日常会話文等を繰り返し練習し、ハン

グル検定試験5級合格に必要な基本的

な能力を身につける。

基本文法については韓国語Ⅰ・Ⅱで学

習した復習から始め、ハングル検定試

験5級合格のために必要な発音と文法

を学び、自ら学習できるようにする。

基本文法と語句、日常会話文などの反

復学習を通して習得していく。また練

習問題と課題を通して、その定着と更

なる応用発展を図る。

〇 〇
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

韓国語Ⅳ（総合）

B234-148-42

ハングル検定試験5級に合格するた

め、基本文法、語句、日常会話文など

を学習する。また11月に実施される

ハングル検定試験に向けて実際の過去

問を用いて練習する。適宜、試験に必

要な発音や文法、語彙に関する解説を

行う。

ハングル検定試験5級に合格する。あ

るいは5級に挑戦できる能力を身につ

けることを目標とする。すでに5級を

取得した学生にとっても、次のステッ

プアップにつながる足場を固める場と

なることを目標とする。

〇 〇

韓国語会話Ⅰ

B234-148-51

韓国語の読み書きができ、文章の作成

が出来るレベルに達していても、会話

ができるとは限らない。ペアワークや

グループワークを多く取り入れ、学ん

だ表現を使った会話文を用いて実際に

話してみることにより、積極的に話す

機会を与える。

ハングルの読み書きが確実にできるよ

うにする。基礎的な文法を身につけ、

あいさつ、自己紹介、身の回りのこと

について自分の言いたいことを伝え、

相手とコミュニケーションが取れるよ

うにする。

〇 〇

韓国語会話Ⅱ

B234-148-52

韓国語の読み書きができ、文章の作成

が出来るレベルに達していても、会話

ができるとは限らない。ペアワークや

グループワークを多く取り入れ、学ん

だ表現を使った会話文を用いて実際に

話してみることにより、積極的に話す

機会を与える。

約700個の単語をもとに、初級レベル

で必要な会話のスキルを身につけるよ

うにする。その上で日本語とは異なる

韓国語特有の会話の仕方を学習し、そ

の背景にある文化についても考察でき

るようにする。

〇 〇

韓国語会話Ⅲ

B234-148-53
ネイティブによる発展的韓国語演習

韓国語の日常的な会話で自己表現がで

きる。
〇 〇

韓国語会話Ⅳ

B234-148-54
ネイティブによる発展的韓国語演習

韓国語の発展的な様々な内容の会話で

自己表現ができる。
〇 〇

スペイン語Ⅰ（基礎）

B134-149-11

初めて学ぶ人を対象にグローバル言語

の１つであるスペイン語に関する基礎

知識と運用力を養成する科目である。

スペイン語の常用単語及び初歩的な文

型を学び日常生活で使える簡単な会話

を学習することとする。

スペイン語の常用単語及び初歩的な文

型を習得し、簡単な日常会話を使える

ようにする。

〇 〇

スペイン語Ⅱ（基礎）

B134-149-12

スペイン語Ⅰ（基礎）で学んだスペイン

語のさらなるステップアップを目指

す。単語の理解や発音の習熟度をより

高め、かつ使用できる文型を増やすこ

とによって、スペイン語の運用能力を

高める。

スペイン語の発音をより確実なものに

し、多くの常用単語、重要文型を学び、

初歩的なスペイン語運用能力を身につ

ける。

〇 〇

スペイン語Ⅲ（読解）

B134-149-21

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生に向け

た授業。過去形などさらにレベルアッ

プした内容を学んでいく。

さまざまな時制を含むバリエーション

に富んだ文章が理解できるようにな

る。

〇 〇

スペイン語Ⅳ（読解）

B134-149-22

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ学生に

向けた授業。比較表現や命令形など、

幅広い種類の文章に慣れる。

辞書を使ってやや長い文章が理解でき

るようになる。
〇 〇

スペイン語Ⅲ（表現）

B134-149-31

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生に向け

た授業。過去や未来の時制といった中

級程度の内容を学ぶ。

あらゆる時制を使いこなし、自分の気

持ちをある程度自由に表現できるよう

になる。

〇 〇

スペイン語Ⅳ（表現）

B134-149-32

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ学生に

向けた授業。比較表現や命令形など、

表現の幅を広げていく。

辞書を使いながら、大きな支障なくコ

ミュニケーションが取れるようにな

る。

〇 〇
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

スペイン語Ⅲ（総合）

B134-149-41

スペイン語Ⅰ、Ⅱを学んだ学生に向け

た授業。過去形など中級程度の内容を

学び、演習を多く行う。

会話や文字などさまざまな手段で、自

分の気持ちをある程度自由に表現する

ことができる。

〇 〇

スペイン語Ⅳ（総合）

B134-149-42

スペイン語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを学んだ学生に

向けた授業。命令形や反実仮想といっ

た上級レベルの表現を学ぶ。

辞書を使えば大きな支障なく相手とス

ムーズなやり取りができる。
〇 〇

スペイン語会話Ⅰ

B134-149-51

先生や学生どうしでのコミュニケー

ションを通して、正しい発音を身につ

けつつ挨拶など基礎的な表現を学ぶ。

挨拶、簡単な自己紹介、日常の動作と

いった基本的な表現を覚え、簡単な

コミュニケーションが取れるようにな

る。

〇 〇

スペイン語会話Ⅱ

B134-149-52

スペイン語会話Ⅰを履修した学生を対

象に、嗜好や予定などさらにバリエー

ション豊かな表現を学ぶ。

繰り返し練習を重ね、辞書を使ってさ

らに複雑なコミュニケーションが取れ

るようになる。

〇 〇

スポーツ科学Ⅰ

B115-592-01

運動の実践により、生涯健康の基礎作

りを目指す。運動の楽しさや健康の価

値・意味を理解し自己管理能力を養う。

運動習慣の確立により肉体的、精神的、

社会的な健康を獲得する。学生同士の

協調性や連帯感を理解させ、豊かな人

間性を高めていく。

〇 〇 ◎

スポーツ科学Ⅱ

B115-592-02

運動の実践により、生涯健康の基礎作

りを目指す。運動の楽しさや健康の価

値・意味を理解し自己管理能力を養う。

運動習慣の確立により肉体的、精神的、

社会的な健康を獲得する。学生同士の

協調性や連帯感を理解させ、豊かな人

間性を高めていく。

〇 〇 ◎

スポーツ科学Ⅲ

B235-592-03

生涯健康の応用と発展を目的とする。

運動習慣の継続と生涯健康スキルを発

展させる。

趣向や目的に適した種目を選択し、個

人能力に応じたレベルでスポーツ実践

する。「生涯健康の理論と実践の統合」

を目標とする。

〇 〇 ◎

スポーツ科学Ⅳ

B235-592-04

生涯健康の応用と発展を目的とする。

運動習慣の継続と生涯健康スキルを発

展させる。

趣向や目的に適した種目を選択し、個

人能力に応じたレベルでスポーツ実践

する。「生涯健康の理論と実践の統合」

を目標とする。

〇 〇 ◎

海外事情Ⅰ

B139-852-01

カナダ、オーストラリア、イギリス、

アイルランド、台湾の各国の提携校で

ホームステイ先や学生宿舎に滞在しな

がら、語学力を磨いたり現地の文化を

経験したりする。

渡航先の大学で開講される授業やプロ

グラムを通して、語学力を向上させる。

幅広く異文化に触れることで、多様な

価値観や考え方を理解できるようにな

る。

◎ ◎ 〇 〇

海外事情Ⅱ

B139-852-02

カナダ、オーストラリア、イギリス、

アイルランド、台湾の各国の提携校で

ホームステイ先や学生宿舎に滞在しな

がら、語学力を磨いたり現地の文化を

経験したりする。

渡航先の大学で開講される授業やプロ

グラムを通して、語学力を向上させる。

幅広く異文化に触れることで、多様な

価値観や考え方を理解できるようにな

る。

◎ ◎ 〇 〇

海外事情Ⅲ

B139-852-03

マレーシア、台湾、韓国の提携校で実

施されるワークショップや文化交流に

参加し、提携校の学生や各国の留学生

と協力して共通の課題に向き合うこと

で、グローバル社会に役立つコミュニ

ケーションと多文化共生に対する理解

を深める。

研修先の学生や教員との交流を深める

ことで、現地の事情や文化への理解を

深めることができる。研修先での国際

経験を通じて、グローバル社会で活躍

できる人材となる基礎を身につける。

◎ ◎ 〇 ◎
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

海外事情Ⅳ

B139-852-04

マレーシア、台湾、韓国の提携校で実

施されるワークショップや文化交流に

参加し、提携校の学生や各国の留学生

と協力して共通の課題に向き合うこと

で、グローバル社会に役立つコミュニ

ケーションと多文化共生に対する理解

を深める。

研修先の学生や教員との交流を深める

ことで、現地の事情や文化への理解を

深めることができる。研修先での国際

経験を通じて、グローバル社会で活躍

できる人材となる基礎を身につける。

◎ ◎ 〇 ◎

Oral CommunicationⅠa

V114-141-01

身近なトピックを題材に、英語での

オーラルコミュニケーション能力を向

上させる。

相手の言っていることを理解し、自分

の考えを相手に伝えることができる。
◎ 〇

Oral CommunicationⅠb

V114-141-02

身近なトピックを題材に、英語での

オーラルコミュニケーション能力をさ

らに向上させる。

相手の言っていることを理解し、自分

の考えを相手に伝えることができる。
◎ 〇

Oral CommunicationⅡa

V214-141-03

グループやペア活動を通じて、英語で

のオーラルコミュニケーション能力を

向上させる。

実際の生活でよく使われる英語に重点

を置きながら、英語の実践力を高める。
◎ ○

Oral CommunicationⅡb

V214-141-04

グループやペア活動を通じて、英語で

のオーラルコミュニケーション能力を

さらに向上させる。

実際の生活でよく使われる英語に重点

を置きながら、英語の実践力をさらに

高める。

◎ ○

Oral CommunicationⅢa

V314-141-05

様々なトピックについて、自分自身の

考えを相手に伝えられるようになる。

場面に応じて英語で発言や討論ができ

る実践力を身につける。
◎ ◎ ○

Oral CommunicationⅢb

V314-141-06

様々なトピックについて、自分自身の

考えを相手に伝えられるようになる。

場面に応じて英語で発言や討論ができ

る実践力を身につける。
◎ ◎ ○

Listening Ⅰa

V114-141-11

英語の音声を聞いてリスニング技術を

学ぶ。

TOEICの問題形式に慣れ、ビジネス

分野の語彙など頻出語彙やフレーズを

覚え、キーワードや要点の把握ができ

る。

◎ △

Listening Ⅰb

V114-141-12

場面やテーマに応じた音声を聞き、実

社会に通用するレベルまで聴解力を強

化する。

語彙力を高め、TOEICの目標点に到

達する。文脈から展開を予測しながら

聞く力を高める。

◎ △

Listening Ⅱa

V214-141-13

多様なテーマに関して視聴覚教材を用

いて聴解能力を高めていく。

多様なテーマについての英語を聞き基

本的なコミュニケーションにおいて困

難が生じないレベルにまで到達する。

◎ △ △

Listening Ⅱb

V214-141-14

多様なテーマに関して視聴覚教材を用

いて聴解能力を高めていく。

多様なテーマについての英語を聞き基

本的なコミュニケーションにおいて困

難が生じないレベルにまで到達する。

◎ △ △

Discussion & Debate a

V334-141-07

Thiscoursewillbuildonmaterialcovere

dinpreviouscoursesaswellasdevelopn

ewandrelevantmethodsofexpressingo

neselfinEnglish.

Coursegoalswillincludedevelopingstr

ategiesforexpressingopinionsandeng

agingothersindiscussion.

◎ ◎ ◎

Discussion & Debate b

V334-141-08

Thiscoursewillbuildonmaterialcovere

dinpreviouscoursesaswellasdevelopn

ewandrelevantmethodsofexpressingo

neselfinEnglish.

Coursegoalswillincludedevelopingstr

ategiesforexpressingopinionsandeng

agingothersindiscussion.

◎ ◎ ◎

WritingⅠa

V114-141-21

読み手がいることを意識して、言いた

いことが明確に伝わるような英文が書

ける。

あらかじめ設定されたテーマについて

読み手が理解できる英文を書くことが

できる。

◎ △

WritingⅠb

V114-141-22

読み手がいることを意識して、言いた

いことが明確に伝わるような英文が書

ける。

あらかじめ設定されたテーマについて

読み手が理解できる英文を書くことが

できる。

◎ △
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

WritingⅡa

V214-141-23

様々な表現方法や文章構成を学び、物

事を分析する力や創造的な作文法を身

につける。

英語で思考し、英語で書くことを学ぶ。

自身の考えや調べた情報などを英語で

効果的に書く力を身につける。

◎ △ △

WritingⅡb

V214-141-24

まとまりの良いパラグラフを書き、出

来上がったパラグラフを組み合わせて

エッセイに仕立てることを学ぶ。

英作文に於いて更なる流暢さを獲得す

る。学生自身の考えや調べた情報など

を英語で効果的に書く力を身につける

ことを目指す。

◎ △ △

WritingⅢa

V314-141-25

アカデミックライティングの基本など

を学ぶ。

正しい文構造の小論文が英語で書ける

ようになる。
◎ 〇 △

WritingⅢb

V314-141-26

様々なライティングのスタイルについ

て学び、最終プロジェクトにまとめ上

げる。

様々な種類のレポートを英語で書く手

法を学ぶ。
◎ 〇 △

Reading & Writing a

V434-141-27

論文やレポート、研究活動およびそれ

を支える学術的な文章の特性を理解

し、文章の構成や論理展開の方法、お

よび的確な表現について学習する。

専門書や論文を批判的に読み、文章の

目的、表現と構成を理解した上で、基

本的な自分の専門分野に基づいたレ

ポートや論文が作成できるようにな

る。

〇 △ △ △

Reading & Writing b

V434-141-28

論文やレポート、研究活動およびそれ

を支える学術的な文章の特性を理解

し、文章の構成や論理展開の方法、お

よび的確な表現について学習する。

専門書や論文を批判的に読み、文章の

目的、表現と構成を理解した上で、基

本的な自分の専門分野に基づいたレ

ポートや論文が作成できるようにな

る。

〇 △ △ △

Intensive Reading Ⅰa

V114-141-31
リーディング能力を養成する。

教材の内容と言語表現を深く理解し、

正確に行間を読めるようなリーディン

グの基礎力を身に付ける。

◎ △

Intensive Reading Ⅰb

V114-141-32
リーディング能力を養成する。

教材の内容と言語表現を深く理解し、

正確に行間を読めるようなリーディン

グの基礎力を身に付ける。

◎ △

Intensive Reading Ⅱa

V214-141-33

リスニング・ライティング・スピーキン

グと連動して、リーディング力を伸ば

す。

教材の内容と言語表現を深く理解し、

正確に行間を読めるようなリーディン

グの応用力を身に付ける。

◎ 〇 △

Intensive Reading Ⅱb

V214-141-34

リスニング・ライティング・スピーキン

グと連動して、リーディング力を伸ば

す。

教材の内容と言語表現を深く理解し、

正確に行間を読めるようなリーディン

グの応用力を身に付ける。

◎ 〇 △

Intensive Reading Ⅲa

V314-141-35

リスニング・ライティング・スピーキン

グと連動して、リーディング力を伸ば

す。

教材の内容と言語表現を深く理解し、

正確に行間を読めるようなリーディン

グの発展力を身に付ける。

◎ 〇 △

Intensive Reading Ⅲb

V314-141-36

リスニング・ライティング・スピーキン

グと連動して、リーディング力を伸ば

す。

教材の内容と言語表現を深く理解し、

正確に行間を読めるようなリーディン

グの発展力を身に付ける。

◎ 〇 △

Extensive ReadingⅠa

V114-141-41

GradedReadersのLevel1以上の易し

い英語をたくさん読み、日本語に訳さ

なくても読んで理解できる力を養う。

①辞書を引かなくても、意味を推測し

て読む力を身につける②文を先頭か

ら、後戻りせずに読んで理解する力を

身につける③キーワードだけを拾い読

みして、要点を理解する力を身につけ

る。

◎ △
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

Extensive ReadingⅠb

V114-141-42

GradedReadersのLevel1以上の易し

い英語をたくさん読み、日本語に訳さ

なくても読んで理解できる力を養う。

①辞書を引かなくても、意味を推測し

て読む力を身につける②文を先頭か

ら、後戻りせずに読んで理解する力を

身につける③キーワードだけを拾い読

みして、要点を理解する力を身につけ

る。

◎ △

Extensive ReadingⅡa

V214-141-43

GradedReadersのLevel2以上の英語

をたくさん、速く、訳さずに読み、

10万語以上を目標に継続的な多読を

行う。また、読んだ内容を他者に英語

で伝える力を身につける。

①英語の本を10万語以上を目標に読

み、毎日英語を読む習慣をつける②辞

書を引かずに英語をすらすら読むため

に、小説などで用いられる日常的な語

彙力を高める③英語で要約を述べるリ

プロダクション力をつける。

◎ △ ○

Extensive ReadingⅡb

V214-141-44

GradedReadersのLevel2以上の英語

をたくさん、速く、訳さずに読み、

10万語以上を目標に継続的な多読を

行う。また、読んだ内容を他者に英語

で伝える力を身につける。

①英語の本を10万語以上を目標に読

み、毎日英語を読む習慣をつける②辞

書を引かずに英語をすらすら読むため

に、小説などで用いられる日常的な語

彙力を高める③英語で要約を述べるリ

プロダクション力をつける。

◎ △ ○

Comprehensive Reading 

a

V314-141-51

GradedReadersのLevel3以 上 の 英

語を楽しみながら継続的に読む。

GradedReadersの音声データをその

まま理解する力をつけたり、本の要約

を英語で伝える力を高める。本の内容

に関するペアまたはグループワークに

取り組む。

①毎日英語を読むことを習慣化する②

小説などで用いられる日常的な語彙力

を高める③英語を聴いて、日本語に訳

さずに理解する力をつける④英語で要

約を述べるリプロダクション力を高め

る。⑤ペアやグループで協働してプロ

ジェクトに取り組む力を養う。

◎ △ ○

Comprehensive Reading 

b

V314-141-52

GradedReadersのLevel3以 上 の 英

語を楽しみながら継続的に読む。

GradedReadersの音声データをその

まま理解する力をつけたり、本の要約

を英語で伝える力を高める。本の内容

に関するペアまたはグループワークに

取り組む。

①毎日英語を読むことを習慣化する②

小説などで用いられる日常的な語彙力

を高める③英語を聴いて、日本語に訳

さずに理解する力をつける④英語で要

約を述べるリプロダクション力を高め

る。⑤ペアやグループで協働してプロ

ジェクトに取り組む力を養う。

◎ △ ○

英文法ａ

V212-138-01

コミュニケーションのための英文法の

習得を目的とする。

高校までに培った英語力を基礎にし、

英語と日本語との言語構造の違いや文

化的背景について理解を深め、英語の

文法や概念を帰納的に理解する。

◎ 〇 △

英文法ｂ

V212-138-02

コミュニケーションのための英文法の

習得を目的とする。

高校までに培った英語力を基礎にし、

英語と日本語との言語構造の違いや文

化的背景について理解を深め、英語の

文法や概念を帰納的に理解する。

◎ 〇 △

TOEICⅠa

V114-144-01

TOEICと同じ形式の問題を解くこと

で、問題形式に慣れる。

文法、語法、語彙の他、TOEIC受験

の際に必要なスキルやストラテジーを

身につけスコアアップを図る。

◎ △

TOEICⅠb

V114-144-02

TOEICと同じ形式の問題を解くこと

で、問題形式に慣れる。

TOEICスコアアップのための語彙の

拡充と文法力を強化する。
◎ △

TOEICⅡa

V214-144-03

TOEICで取り上げられるトピックで

よく用いられる語彙や表現を習得す

る。

TOEICテストの形式に慣れ、できる

限り高得点を取得することを目指す。
◎ △

TOEICⅡb

V214-144-04

TOEICで取り上げられるトピックで

よく用いられる語彙や表現を習得す

る。

TOEICテストの形式に慣れ、できる

限り高得点を取得することを目指す。
◎ △
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

TOEFLⅠa

V134-144-11

アカデミック英語運用能力を育成する

ことを目標に、内容把握、要約や議論

などの設問に取り組む。

TOEFLiBTの構成と傾向を把握する。

英語４技能を伸ばすための、学習方略

を習得しスコアアップを図る。

〇 △

TOEFLⅠb

V134-144-12

アカデミック英語運用能力を育成する

ことを目標に、内容把握、要約や議論

などの設問に取り組む。

TOEFLiBTの構成と傾向を把握する。

英語４技能を伸ばすための、学習方略

を習得しスコアアップを図る。

〇 △

TOEFLⅡa

V234-144-13

TOEFLiBTの各分野を実際の試験と同

じ形式の小テスト，復習中心の授業展

開で進める。

留学先の講義を受ける際に必要な英語

力を高める。
〇 △

TOEFLⅡb

V234-144-14

TOEFLiBTの各分野を実際の試験と同

じ形式の小テスト，復習中心の授業展

開で進める。

留学先の講義を受ける際に必要な英語

力を高める。
〇 △

異文化理解入門

V111-801-01

比較文化の基本原理を学び、世界の

様々な文化の価値観と規範を比べるこ

とで異文化への理解を深める。

文化的視点で物事を見る力を養い、ク

リティカル・シンキングのスキルを身

につける。

◎ ◎

北米事情

V221-801-11

産業革命以前から現代に至るまでのア

メリカの発展と変遷を考察し、アメリ

カ文化への理解を深める。

アメリカ国内での移民の移動、社会、

経済、多文化主義、社会運動の重要性

の変化を考察する。

△ ◎ ○

イギリス事情

V221-801-12

ロンドンオリンピックの映像と講師の

実体験を基に、現代の英国事情と現代

に至るまでの過程を学ぶ。

イギリスに関する基本的知識に加え、

歴史的政治的にいかに現代社会を複雑

に形成するに至ったかを理解する。

△ ◎ 〇

オセアニア事情

V221-801-13

Thiscourseaimstointroducestudentsto

theAntipodes;AustraliaandNewZeala

nd,withthemainfocusofthecoursebein

gAustralia.

Studentsundertakingthiscoursewillgai

ngeneralknowledgeinadditiontoapract

ical,geographical,culturalandhistorica

lunderstandingofAustraliaandNewZea

land.

△ ◎ 〇

英語で学ぶ日本事情

V221-801-14

ThiscourseisdesignedforEnglish

asaFore ignLanguage(EFL)s tud

entswithat leastanintermediate-

levelEnglishability.

Studentswillalsohaveanopportunityto

deconstruct,evaluate,compareandpre

sentresearchonJapaneseculturalnorm

sandtalkabouttheirownexperiencesas

membersoftheculture.

△ ◎ 〇

国際ビジネス入門

V121-238-01

戦後の日本企業の国際化の過程を振り

返り、グローバリゼーションの企業活

動への影響、企業の対応について学ぶ。

日本企業の国際化と円安・円高との関

係や外国為替・貿易・国際金融の基礎知

識を得る。

◎ △ ◎

経済・金融基礎

V121-236-01
経済・金融記事の理解を深める。

経済・金融の仕組みを理解し、経済主

体、銀行などの金融機関の役割等を理

解する。

◎ △ 〇

英語学入門

V121-138-21

英語の歴史、変種、言語と文化や社会

との関係、英語教育などの研究領域に

関する学問の基礎知識を身につけ、よ

り多角的な視野を養う。

①英語の歴史の基礎知識を理解する②

英語の変種について学ぶ③英語と文化

や社会の影響を学び異文化理解に関す

る知識を身につける④英語教育に関す

る基礎知識を身につける。

○ ◎

英語学基礎

V121-138-22

英語の語彙や文の構造、人間の認知機

能の仕組み、文脈などと、意味の関係

に関する理論を学び、英語をただ暗記

するのではなく、言語に対する多角的

な視点や論理的思考を養う。

①語や文の構造について基礎知識を学

び、分析する力を身につける②ことば

と認知の仕組み、談話の構造について

の基礎知識を学び、言外の意味や、喩

えを用いた自然な文を理解する力をつ

ける。

△ 〇 ◎ 〇

言語・文化と教育入門

V121-140-01

言語と文化、言語習得と言語教育につ

いての基本的な専門内容を理解する。

英語を中心として、言語および文化に

ついて学びながら、言語習得理論と言

語教育を理解する。

○ ◎
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

観光入門

V121-811-01

観光にかかわる基礎知識や研究に不可

欠な諸理論の理解と研究手法の基礎を

学ぶ。

旅行業、宿泊産業、航空、運輸、テー

マパーク等の基礎知識を身につけるこ

とができる。

○ ○ △ ◎

観光地理

V121-811-02

インバウンド政策や、観光プランニン

グに必要な観光地理、観光対象につい

て分析、考察する。

観光産業に必要な観光地理、観光情報

収集力、観光情報分析力、観光プラン

ニング力、観光表現力、観光課題発見

力を身につけ、分析力や考察力を養う

ことができる。

○ ○ △ ◎

通訳・翻訳入門

V221-142-01

基礎的な訓練を通じて、通訳・翻訳が

英文和訳とは全く異なる行為であるこ

とを理解する。

場面の状況・目的に応じた訳を自分自

身の判断で戦略的に考えることができ

る。

◎ 〇 ◎ ◎

通訳・翻訳基礎

V221-142-02

さらに通訳･翻訳の世界への理解を深

め必要な基礎的技能を高める。

場面の状況・目的に応じた訳を自分自

身の判断で戦略的に考え実行すること

ができる。

◎ 〇 ◎ ◎

英語発音法 a

V232-138-11

英語発音法の理論と実践を学ぶことを

目的とする。

①分節音の体系、英語の音変化に関す

る知識を習得する。②発音記号[IPA:I

nternationalPhoneticAlphabet]の読み

書きができるようになる。③自分自身

の英語発音力向上が図れる。

◎ 〇 △

英語発音法 b

V232-138-12

英語発音法の理論と実践を学ぶことを

目的とする。

①分節音の体系、英語の音変化に関す

る知識を習得する。②発音記号[IPA:I

nternationalPhoneticAlphabet]の読み

書きができるようになる。③自分自身

の英語発音力向上が図れる。

◎ 〇 △

観光法規 a

V231-811-11
観光関連法規（旅行業約款等）を学ぶ。

観光産業に必要な法律的な知識を身に

つけることができる。
〇 ◎ △

観光法規 b

V231-811-12
観光関連法規（旅行業約款等）を学ぶ。

観光産業に必要な法律的な知識を身に

つけることができる。
〇 ◎ △

英語文学 a

V331-133-01

英語圏の文学の有名な作品を教材に、

それらが書かれた時代背景について理

解を深める。

文学作品を単なる娯楽ではなく、時代

を映す鏡として分析できるようにな

る。

○ ◎ △

英語文学 b

V331-133-02

英語圏の文学の有名な作品を教材に、

それらが書かれた時代背景について理

解を深める。

文学作品を単なる娯楽ではなく、時代

を映す鏡として分析できるようにな

る。

○ ◎ △

日英語比較論

V331-136-02

日本語と英語の違いについて、語彙、

文法、意味などの面から理論的に学び、

より英語らしい文章を書く力を身につ

ける。また、日英語の違いの要因を考

察し、日本と英語圏の国の文化や慣習

の違いについて知識を深める。

①日英語間の語彙や文法、音声の違い

を理解し、英語らしい文を書く力を高

める。②日英語間の違いの背景にある

文化的な違いを理解し、異文化理解力

を高める。③日英語間の違いを発見し、

その要因を分析する力を身につける。

△ 〇 ◎ △

第２言語習得論

V331-140-11

SLAにおける基本的な原理とテーマを

扱い、SLA研究がどのように言語教育

に役に立ち、影響を与えるかなどにつ

いて探究する。

SLAにおける概念と成果について確立

した知識を獲得、研究領域と方法論に

習熟、言語習得および学習に関する神

話について議論し、その実体を解明、

言語学習過程を個人レベルに適応させ

て理解する。

〇 △

児童英語教育論 a

V331-140-21

児童英語教育の理論と実践を学ぶこと

を目的とする。

①第一言語、第二言語の習得に関して

の知識を得る②子どもの学び方の特性

を知る③児童英語における効果的な指

導法と教材を知る④自分自身の英語学

習のヒントを得る。

△ ◎ ○ △
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

児童英語教育論 b

V331-140-22

児童英語教育の理論と実践を学ぶこと

を目的とする。

①第一言語、第二言語の習得に関して

の知識を得る②子どもの学び方の特性

を知る③児童英語における効果的な指

導法と教材を知る④自分自身の英語学

習のヒントを得る。

△ ◎ ○ △

社会言語学

V331-136-11

社会的な外的要因が言語に与える影響

について学ぶ。

①文化・社会と言語に関する知識を身

につける。②言語を社会的な面から考

察し、分析する力を身につける。

◎ ◎ △ 〇

英語教育実践法

V432-140-01

児童・生徒の英語学習・英語教育の理論

を理解し実践で活用できるようにする

ことを目的とする。

①児童・生徒の英語の学び方を理解す

る②児童・生徒に英語を教える方法を

身に付ける③教室での英語指導ができ

るようになる。

△ ◎ ○ ○

Media English a

V332-143-01

英語で発信する力を養うことを目的と

する。

映像による英語ニュースを聴き取るこ

とができる。
◎ 〇 △

Media English b

V332-143-02

英語で発信する力を養うことを目的と

する。

映像による英語ニュースを聴き取るこ

とができる。
◎ 〇 △

Business English a

V332-143-11

場面にふさわしい実用的かつ丁寧な英

会話表現およびemail表現を学ぶ。

「聞く、話す」能力を高め、かつ場面に

ふさわしい会話力とメール発信能力を

高める

◎ 〇 ◎

Business English b

V332-143-12

国際ビジネスや貿易業務の習慣やマ

ナーを題材にした英文を読み、会話練

習もする。

国際人として活躍するために必須のビ

ジネス知識と世界的視野を確立し、実

践的な英語運用能力を身につける。

◎ ◎ 〇 ◎

貿易・実務英語 a

V332-143-21

貿易取引の流れについての基礎知識を

学び、貿易取引に関わる英文用語を習

得する。

貿易に関わる物・書類・お金の流れを理

解し、関連用語を習得する。
◎ 〇 ◎

貿易・実務英語 b

V332-143-22

各貿易実務分野で使用される商業英

語、貿易英語の会話・読み・書きを中心

に学ぶ。

貿易の流れを理解した上で、貿易取引

の諸局面で英語でのコミュニケーショ

ンが実践できる。

◎ 〇 ◎

国際関係論

V331-223-01

主要国の国際経済関係、経済戦略、地

域経済統合、国際機関の働き、民間と

の関係等を学ぶ。

日本、米国、中国、アジア、欧州の地

域経済・金融の統合への協力関係、政

府・民間の協力体制の現状と課題を理

解する。

◎ △ ◎

翻訳法 a

V332-142-11

さまざまな分野の英日翻訳に取り組

む。直訳的ではないこなれた自然な日

本語に訳すために注意すべき点を具体

例で検討し、適切な訳出方法や適切な

訳語選択について学ぶ。

翻訳とは、「単にことばを置き換える

こと」ではなく、目的・読者・ジャンル

に応じて様々な文体を使い分ける柔軟

で高度な言語活動であることを理解

し、実行できる。

◎ 〇 ◎ ◎

翻訳法 b

V332-142-12

直訳的ではない自然な英語に訳すため

に注意すべき点を具体例で検討し、適

切な訳出方法や訳語選択について学

ぶ。

文法や綴りに誤りがなく、かつ、目的・

読者・ジャンルに応じた英語表現を柔

軟に使い分けることができる。

◎ 〇 ◎ ◎

通訳法 a

V332-142-21

題材､ 教材を通じて､ 英語的資質、英

語運用能力､ 思考力､ 論理性､ コミュ

ニケーション能力の向上を目指す。

十分に学習した内容であれば、安定し

たパフォーマンスで正確な逐次通訳が

できる。美しい話し言葉としての日本

語で発表することができる。

◎ 〇 ◎ ◎

通訳法 b

V332-142-22

題材､ 教材を通じて､ 英語的資質、英

語運用能力､ 思考力､ 論理性､ コミュ

ニケーション能力の向上を目指す。

十分に学習した内容であれば、安定し

たパフォーマンスでボイスオーバー通

訳ができる。美しい話し言葉としての

日本語で発表することができる。

◎ 〇 ◎ ◎
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

Interpreter Guide

V332-142-31

日本の観光名所・地理・文化・歴史を楽

しく学びながら、やさしい英語で表現

する力を養う。

日本の観光名所・地理・文化・歴史に関

して、誰にでも理解してもらえるよう

な「通じる英語」で英文が書ける。

◎ 〇 ◎ ◎

観光実務論 a

V331-811-11

エアラインの業務について、「カスタ

マー部門」と「オペレーション部門」の

業務内容や役割を学ぶ。

エアラインの基礎知識、業務やサービ

スの多様性を理解することができる。
○ ○ △ ◎

観光実務論 b

V331-811-12

旅行実務に必要な基礎知識、海外旅行

の販売方法、添乗業務等の汎用的技能

を学ぶ。

観光産業に必要な実務能力を身につけ

ることができる。
○ ○ △ ◎

観光ビジネス論 a

V331-811-21

旅行企画についての実務的な知識を修

得する。

旅行プランニングに必要な汎用的技能

を身につけることができる。
○ ○ △ ◎

観光ビジネス論 b

V331-811-22

内外のホテルの事例研究から、ホスピ

タリティ・マインドを学ぶ。

深層的なホスピタリティ・マインドを

考察する力を養うことができる。
◎ △ ○ ◎

English for Tourism

V332-143-31

「個人旅行」のための基礎英語力や添乗

員に必要な観光英語力や汎用的技能を

分析、考察する。

添乗業務に必要不可欠な観光英語力を

身につけることができる。
○ ◎ △

ホスピタリティ論

V331-811-41

観光産業において必要不可欠な「ホス

ピタリティ・マインド」の意味、発生を、

「サービス」理論に対比させ、その深層

的な意味を分析、考察する。

事例分析により、観光産業従事者に必

要なホスピタリティ・マインドを考察

する力を養うことができる。

◎ ○ △ ◎

観光政策論 a

V331-811-61

我が国の観光政策を国民・外国人、観

光事業者、観光資源・観光地（地域）の

視点から学ぶ。

観光立国の実現に関する目標を達成す

べく策定された観光立国推進基本計画

を修得することができる。

〇 △ ◎

観光政策論 b

V331-811-62

観光政策に基づき、国や地方自治体の

政策の具現化を事例研究から学ぶ。

日本版DMOについて、ビジネス視点

で科学的根拠（フレームワーク）に基づ

き議論することができる。

〇 △ ◎

ホテル・旅館論

V331-811-71

ホテル・旅館の発展史や経営特性、商

品特性を中心に基礎理論と実践論を学

ぶ。

宿泊施設各部門の理解を促進し「ホテ

ルビジネス検定（H検）」のベーシック

レベル2級にチャレンジ出来る能力を

身につけることができる。

◎ △ 〇

コンテンツ・ツーリズム

V331-811-81

テーマ別観光を核に据えた観光地域の

形成を事例から学び、旅行需要を創出

する手法を会得する。

各自の興味・関心に基づき特定のテー

マに関心の高い旅行者へ、より魅力

的な旅行商品の訴求を行うことができ

る。

〇 △ ◎

エアライン特別講座Ⅰ

V331-811-91

客室乗務員経験者による実践的な授業

により、エアライン産業に必要なキャ

リア基礎力を修得する。

エアライン産業に必要な基礎的知識や

具体的なマナー、立居振舞、接客方法

を身につけることができる。

○ ◎ △

エアライン特別講座Ⅱ

V331-811-92

客室乗務員経験者による実践的な授業

により、高度な社会人力（ジェネリッ

ク・スキル）を修得する。

エアライン産業としてのホスピタリ

ティ・マインドを身につけることがで

きる。

○ ◎ △

産官学連携講座Ⅰ

V131-811-51

地域の観光を中心とする観光まちづく

りに必要な理論や知識を身につけ、日

進市における未来の持続可能な観光の

カタチを共創する。

観光まちづくりに必要な観光資源に関

する知識と技能を身につける。また、

観光まちづくりに必要な情報収集力と

分析力、課題発見力、構想力等の汎用

的技能、創造的思考力を身につける。

△ ○ ◎
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

産官学連携講座Ⅱ

V131-811-52

グランドスタッフ及びエアカーゴ関連

産業従事者を中心とする産学連携講座

により、航空関連産業に必要な実践的

なマネジメント手法を学ぶ。

実践的な授業により、航空関連産業に

おける汎用的能力（情報収集力、情報

分析力、情報発見力、創造的思考力）

を身につけ、次世代のスカラー・プラ

クティショナー（学問的実務家）を養

成。

△ ○ ◎

産官学連携講座Ⅲ

V231-811-53

ホテル産業従事者を中心とする産官学

連携講座により、ホテルの特徴や課題

を解決し、未来のホテルのカタチを共

創する。

ホテル産業に必要な実践的な技術や

アカデミックな知識を修得する｢学問

的実務家｣（スカラー・プラクティショ

ナー）を養成。

○ ○ △ ◎

産官学連携講座Ⅳ

V231-811-54

旅行産業従事者を中心とする産官学連

携講座により、旅行産業の特徴や課題

を明らかにし、未来の観光産業のカタ

チを共創する。

旅行産業や観光産業に必要な実践的な

知識を身につけ次世代の｢学問的実務

家｣（スカラー・プラクティショナー）

を養成。

○ ○ △ ◎

語学研修事前講座

V222-852-02

①研修先の国の言語、民族、文化、気

候などの国内事情について学ぶ。②入

国、出国審査の際や海外滞在中などに

必要になる英語表現を学ぶ。③留学の

意義、旅行先での安全配慮義務などに

ついて学ぶ。

旅行英会話の実践力とオーストラリア

英語を理解する力を高める。留学の意

義を理解し、協調性と責任感を持って

行動できる自己を養う。

◎ △

Study Abroad

V212-852-01

語学研修やホームステイを通して、英

語の運用能力を高め、多文化社会にお

ける異文化の理解を深める。

英語の運用能力を高め、異文化の理解

を深め、グローバル社会の規範、規律

を考察する力を養うことができる。

◎ ◎ △

海外事情

V321-801-21

アメリカ、イギリス、オーストラリア、

日本のいずれかの文化や歴史を英語で

学び、各所の文化や歴史への理解を深

めると共に、日本との違いを理解でき

るようになる。

多様な文化、価値観に理解を示し、受

容する能力を高め、多文化社会や多文

化共生にまつわる諸問題について考察

する力を養うことができる。

△ ◎ 〇 △

基礎ゼミ

V112-841-01

スタディスキル・アカデミックスキル

の基本を身につける。

レポート・論文のテーマ決定から作成・

プレゼンテーションまでを経験するこ

とにより、大学での知的生活を行う基

本的な能力を身につける。

△ ◎ ◎

専門ゼミⅠa

V312-842-01

専門分野の基礎知識、専門英語を学び、

卒業論文・卒業研究作成に向けて問題

探求力、分析力、判断力を養う。

卒業論文・卒業研究作成の基礎知識の

修得。プレゼンテーションや共同研究

により自主性、協調性を身につける。

△ △ ◎ ◎

専門ゼミⅠb

V312-842-02

専門分野の基礎知識、専門英語を学び、

卒業論文・卒業研究作成に向けて問題

探求力、分析力、判断力を養う。

卒業論文・卒業研究作成の基礎知識の

修得。プレゼンテーションや共同研究

により自主性、協調性を身につける。

△ △ ◎ ◎

専門ゼミⅡa

V412-842-03

各自設定したテーマをプロポーザルと

して提出する。卒業論文・卒業研究の

執筆に必要な方法を学ぶ。

卒業論文・卒業研究テーマの確定、プ

ロポーザル提出、論文・研究執筆開始

の実行。

△ △ ◎ ◎

専門ゼミⅡb

V412-842-04

卒業論文・卒業研究の執筆、プレゼン

テーション、ディスカッション、相互

考察を重ねて卒業論文を完成させる。

卒業論文・卒業研究の執筆方法を完全

に修得し、口頭試問への対応力を修得

する。

△ △ ◎ ◎

卒業研究・論文

V416-845-01

卒業研究や論文作成のために必要な論

文構造、先行研究、枠組みの設定方法、

研究方法、分析・考察、結論、課題等

の作成順序や書き方、論述方法等を学

ぶ。

卒業研究や論文作成を通して、情報収

集力、情報整理力、分析力、考察力、

問題発見力、問題解決力、プレゼンテー

ション力、汎用的能力、基本的思考法

（演繹法、帰納法）等を養うことができ

る。

△ △ ◎ ◎
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文学部グローバル英語学科　カリキュラムマップ 文学部グローバル英語学科のディプロマポリシー（DP）

授業科目名

科目ナンバー
授業の概要 授業の到達目標

DP1 DP2 DP3 DP4
①英語力 ②異文化理解力 ③グローバルキャリア基礎力 ④汎用的技能と創造的思考力
DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2

グローバル

社会で求め

られる実用

的で実践的

な 英 語 コ

ミュニケー

ション能力

グローバル

社会で求め

られる多様

な文化、価値

観に対する

理解と思い

やりを示し、

多文化共生

とグローバ

ルレベルの

諸問題に取

り組むこと

が出来る能

力

英語力を生

かせる職業

分野の基礎

知 識、 基 本

的な技能を

有し、グロー

バル社会の

発展に貢献

することが

できる能力

専門分野で

必要とされ

る英語表現

の知識など、

分野に特化

した英語力

グローバル

社会におけ

る課題を発

見する能力

獲得した知

識・技能を活

用し、自己を

律して他者

と協働して、

原因追及、情

報収集、計画

立案などの

課題解決に

求められる

行動を主体

的に行う能

力

キャリア・デザイン

Q238-861-01

自分の将来・進路を考える上で必要な

ステップを講義・演習を踏まえて体験

し、自分に何が必要なのか、今後何を

すべきかを明確にする。就職活動の実

際について情報提供を行いながら、自

分の特徴・強みや、目標などを表現で

きるようになる。

①進路選択に向けて、自分なりの行動

計画を立案できる。②就職活動時に必

要となる自己表現（自分の強み、特徴、

目標など）を自信を持って行えるよう

になる。③社会で必要とされる力を知

り、自分の力を伸ばす行動に繋げられ

る。④業界・企業について具体的に情

報収集・比較し、進路の検討を始めら

れる。⑤チームで動く際に必要なコ

ミュニケーションを試し、自信を持て

るようになる。

〇

インターンシップ

Q338-861-02

企業や公的機関のインターンシップへ

の参加を通じて、働くことの意義や就

職に向けて準備するべきことを考えら

れるようになる。実際の現場を体験す

ることで、業界や職種の知識を得て、

就業意識を高める。

①就業体験を通じて、将来のキャリア

設計をより具体的に描くことができ

る。②就業体験と業種・業界知識や職

場・職種の知識を就職活動に生かすこ

とができる。③社会人としての基本的

なマナーや行動を身につける。

△ 〇

地域連携学A

Q132-861-08

産業界や行政のみでは対応できない問

題に対する市民センターの取り組み

を学ぶ。社会問題の解決に人を巻き込

みながら挑戦する実務者（企業・行政・

NPOなど）の講義を通じて、7つのテー

マ（防災、子育て、教育、障がい、高

齢化、国際、環境）の問題点と課題に

ついて考える。

①社会問題とその課題解決の方法・実

践を学び、生活者としての視野を広げ、

自分にも出来ることを考える。②講師

との対話やグループ・ディスカッショ

ンを通じて、コミュニティーリーダー

としての仕事能力（特に、課題発見・解

決へのアプローチ）、仕事を支えるス

キル（特に、質問力、コミュニケーショ

ン力、情報編集力）の向上を目指す。

◎ ◎

地域連携学C

Q132-261-09

東日本大震災において福島第一原子力

発電所による放射能汚染のために避難

区域に指定された地域に赴き、地域の

方々との交流を通して、避難指示解除

後の復興の現状と力強く生きていくこ

との意味を実感する。

①フィールドワークを通じて「生きる

力」への気付きを得たり、自己の成長

を促せる。②被災地の現状を実感する

ことができる。

〇 ◎

地域連携学D

Q132-861-10

北海道厚沢部町が抱える地域課題であ

る「過疎化」について考える。厚沢部町

でファームステイをし、農業体験、地

域のお祭りを手伝いをしながら厚沢部

町の魅力を見つけ、厚沢部の魅力を伝

える取り組みを行う。

①地域の課題を調べ、課題の解決に寄

与するアイディアを提案できる。②提

案したアイディアの実践に向けて活動

できる。

〇 ◎

◎・・・DP達成のために、特に重要な事項
〇・・・DP達成のために、重要な事項
△・・・DP達成のために、望ましい事項
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